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は じ め に 


コン ビ ピュータ の 世界 で は 、 マ シン 語 以外 の 言語 (BASIC や FORTRAN な ど ) 
を | マシ ン 語 に 比べ れ ば 人 間 の 言葉 に 近い |] と いう こと で 高級 言語 と 称し て いま 
す が 、 実 際 の 人 間 の 言葉 と いう も の は 常に 変化 し 進化 する も る の で す 。 例え ば 流行 
語 な ど は その 典型 で 、 次 か ら 次 へ と 生ま れ て は は か な く 消 えて いき ます 。 

この よう に 流動 的 な 人 間 の 言語 に 比べ 、 コ ンピュータ に お ける 高級 言語 は 変化 
や 進化 と は ほとん ど 無 弧 の も の で す 。 も ちろ ん 、 機 種 に よる 違い や 部 分 的 に 拡張 
され る こと は あり ます が 、 ユ ー ザ ー が 独自 に 言語 を 発展 させ る こと は 不可 能 な 状 
況 で す 。 つ まり 、BASIC で 書か れ た プロ グラ ム は 5 年 前 の も の で も 古 さ を 感じ 
る こと は な く 、 い わ ゆ る 文語 体 ノ 口語 体 の よう な 区 別 を つけ る の は 困難 で す 。 
一 方 、 マ シン 語 と いう の は 単体 で は アル ファ ベッ ト 的 な も の で すか ら 、 組 み 合 
わせ て 初め て 言語 と し て の 役割 を 果たす も の で す 。 一 見 する と 原始 的 に 思え ます 
が 、 人 間 の 言葉 も ルー ツ を た どれ ば マシ ン 語 以上 に 原始 的 で す 。 だ か ら こ そ 、 変 
化し 発展 する こと が で きる わけ で す 。 マ シン 語 が 言葉 に な る と き 、 人 は それ を テ 
クニ ッ ク と 言い ます 。 目 分 自身 の 技術 的 成長 も あり ます が 、 こ うい っ た テク ニッ 
ク と いう も の は 時 代 と と も に 変化 し 進歩 し て いく も の で す 。 そ こ に は 明らか に 流 
行 も ある し 、 過 去 形 と な っ た 旧式 の テク ニッ ク も あり ます 。 こ う 考 える と 、 ま さ 
に マシ ン 語 こそ が 真 の 高級 言語 な の か も し れ ま せん 。 

そし て 、 こ うい っ た 流行 に 最も 敏感 に 反応 する の が ゲー ム に お ける テク ニッ ク 
で す 。 中 で も 、 グ ラフ ィ ッ クス は ゲー ム の 上 顔 で あり 象徴 で すか ら 、 常 に 最新 の 技 
術 が 求め られ て お り 、 ま た プロ グラ マー の 腕 の 見 せ ど び こ ろ で も あり ます 。 

これ まで 、 多 く の 読 者 の 方 々 か ら 、 様 々 な 要望 や 激励 の お 便り を 戴 い て いま す 
が 、 今 回 は 特に 希望 の 多い 最新 の グラ フィ ックス ・ テ クニ ッ ク を 集め 、 で きる だ 
け わ か りや すく 解説 し た つも り で す 。 ゲ ー ム その も の の 謎 解き も 楽し いで し ょ う 
が 、 ゲ ー ム に 隠さ れ た マシ ン 語 の 謎 に つい て 考え る の は 、 一 段 上 の 知 的 ゲー ム で 
す 。 本 書 が 、 そ の マシ ン 語 の 謎 を 解決 する 一 助 に な れ ば 筆者 と し て うれ し い 限 り 
守っ 

また 、 グ ラフ ィ ッ クス を 語る 上 に お いて 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ ツ ー ル の 存在 を 無視 
する こと は で きま せん 。 本書 で は 、 グ ラフ ィ ッ クス 開発 用 支援 ツー ル と し て 、 大 
型 グ ラフ ィ ッ クス 編集 用 に 『PMAN98」、 ス キャ ナコ ント ロー ル 用 に SCAN98」、 
ギャ ラク タ ・ パ ター ン 用 に 『PTER98」 と いう 3 つの ツー ル を 用 意 し まし た 。 こ 
れ ら は 私 が プロ 用 に 開発 し た バー ジョ ン を 一 般 用 に 使い や すく リメイク し た も の 


で す 。 市 販 商 品 の よう に 実用 か ら 離 れ た ハデ な 部 分 は カッ ト し まし た が 、 ゲ ー ム 
を 作る 上 に お いて は いずれ も 十分 な 実力 を 備え て いる も の ば か り で す 。 きっ と 、 
あな た の PC-9801 に BASIC で は 味わえ な か っ た 楽し い 世界 が 広がる こと で し ょ 
う 。 

な お 、 本 書 執筆 に あたり 日 本 電気 株 式 会 社 、 オ ムロ ン 株 式 会 社 よ り デ モ 機 材 等 
の 貸し 出し を 受け まし た こと を 、 こ の 場 よ り 改 め て 御礼 申し 上 げ る 次 第 で す 。 
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《3.5 イ ンチ 2HD 版 サー ビス に つい て 》 





3.5 イ ンチ 版 対応 の 機種 を お 持ち の 方 の た め に 、 実 費 (送料 込み 500 円 ) 
で サー ビス いた し ます 。 セ ー ブ さ れ て いる 内 容 は 、5 イ ンチ 版 と 全く 同じ 
で す 。 
文 申し 込み 方 法 太 
まず 、 郵 便 局 で 500 円 の 『 定 額 小 為 替 証 書 ] を お 買い 求め くだ さい 。 
つぎ に 、 便 せん に あな た の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を 明記 し て 、 小 為替 
証書 を 同封 し 、 封 書 に て 下記 あて お 送り くだ さい 。 
な お 証書 に は 受取 人 名 な ど を 書き 込ま な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
〈 申 し 込み 先 〉 
〒101 東京 都 干 代田 区 神田 神保 町 3-3-7 
唱和 第 2 ビル 
(株 ) 新 企画 社 
98 マ シン 語 ゲ ー ム グラ フィ ックス 3.5 イ ンチ 版 サ ービス 係 


・ 商 品 の 到着 は 申し 込み 受付 け 後 、2 週 間 ほ どか か り ま す 。 





第 | 草 グラ フィ ックス の 基礎 


コン ピュ ー タ と 人 間 を 結ぶ 最大 の イン ター フェ ー ス 、 そ れ は ディ スプ 
レイ 装置 (標準 的 に は ブラ ウン 管 ) に よる 画面 表示 で す 。 も し も 、 コ ン ピ ュ ー 
タ が 画面 に 何 も 出 力 し て くれ な か っ た な ら 、 わ れ わ れ は コン ピュ ー タ を 
どの よう に 利用 し て いい か ……。 プ ログ ラム を 組む こと は お ろか 、 ゲ ー ム 
で 遊ぶ こと も で きず に 右往左往 する ば か り で し ょ う 。 

普段 、 無 意識 の うち に 操作 し て いる こと の すべ て が 、 実 は ディ スプ レイ 
に 表示 する と いう プロ グラ ム の お 陰 で 成立 し て いた の で す 。 つ まり 、 画 面 
表示 は あら ゆる プロ グラ ム の 窓 で あり 、 け っ し て 誠 け て は 通れ な い 基 礎 
テク ニッ ク な の で す 。 本 当 の 主役 は 画面 に 現れ な い プ ログ ラム で も 、 第 三 
者 に と っ て の 主役 は 常に 画面 で す 。 ま さ に 「 画 面 を 制す る 者 が すべ て を 制 
す 」 と 衣 っ て も 過言 で は な いで し ょ う 。 

その た め の 第 一 博 、 そ れ は PC-9801 シ リー ズ に お ける 画面 表示 の 能力 
を 正確 に 把握 する こと で す 。 市 販 ゲ ー ム の 高度 な 画面 処理 も 、 す べ て は そ 
の 男 囲 の 中 で テク ニッ ク を 駆使 し た 結果 な の で すか ら ……。 
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初代 の PC-9801 が 発売 され た の は 1982 年 の こと で し た 。 そ の 後 、 幾度 も モデ ル チ ェ 
ンジ が 重ね られ まし た が 、 画 面 表 示 の 基本 部 分 に 関し て は 一 貫 し た 構造 が と られ て 
いま す 。 も ちろ ん 、 表 示 処 理 速度 の アッ プ や プレ ー ン の 追加 、 カ ラー パレ ッ ト の ア 
ナ ロ グ 化 (4096 色 中 か ら 16 色 選択 可能 ) な ど 、 細 か な 改良 点 は アチコチ に あり ます 。 
し か し 、 画 面 を 構成 し て いる VRAM (ビデ オラ ム )* の 構造 は 、 同 じ よ うに 設計 され 
て る の で す 。 

すでに ご 存じ の 方 も 多い と 思い ます が 、 と りあ え ず PC-9801 シ リー ズ に お ける 画 
面 構成 を 確認 する こと に し まし ょ う 。 図 1-1-1 を 見 て くだ さい 。 





グラ フィ ッ ク 画 面 
テキ スト 画面 


図 1-1-1 PC-9801 シ リー ズ の 画面 構成 

この 図 で 示し た よう に 、PC-9801 に は テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 と が あり 、 
テキ スト 画面 の ほう が 表示 優先 順位 が 高い こと が わか り ま す 。 つ まり 、 グ ラフ ィ ッ 
ク 画面 に 絵 が 表示 され て いて も 、 テ キス ト 画 面 に 文字 が 表示 され れ ば 、 文 字 の 部 分 
だ け 絵 が 隠れ て し まう と いう こと で す 。 ま た 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に は カラ ー モ ー ド 
と 曰 時 モー ド が あり 、BASIC で は 次 の よう に 使い 分 ける こと が で きま す 。 
均 カ ラー モー ド : 

640X200 ドッ ト で 4 画面 (画面 モー ド 0) 

640X400 ドッ ト で 2 画面 (画面 モー ド 3) 
反日 里 モ ー ド : 

640X200 ドッ ト で 16 画 面 (画面 モー ド 1) 

640X400 ドッ ト で 8 画面 (画面 モー ド 2) 

PC-9801 に は グラ フィ ッ ク 画 面 と し て 4 枚 の プレ ー ン *( 旧 タイ プ で は 3 枚 ) が 第 


VRAM (ビデ オラ ム ) “ 

その 中 身 が 直接 画面 表示 に 関係 する 特殊 な メモ リ 。 画面 に 文字 を 出し た り 、 絵 を 表示 し た り …… と 、 
画面 は この ビデ オラ ム に 入れ られ た デー タ に よっ て 創 ら れ て いる 。 

4 枚 の プレ ー ン : 

正しく は グラ フィ ッ ク ・ ビ デオ ラム (G.VRAM) 0 一 3 と 呼ば れる が 、 本 書 で は カラ ー モ ー ド ノノ 白 
款 モー ド を 問わ ず B 面 R 面 G 面 ノ [ 面 と いう 表記 で 区 別 を し て いる 。 こ れ は 、 カ ラー モー ド で この 
ほう が わか りや すい の で 、 白黒 モー ド で も 統一 し た ほう が プレ ー ン を 一 致 さ せ や すい か ら で あ る 。 
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] 面 用 と 第 2 画面 用 の 2 組 (初代 PC-9801、PC-9801U 等 で は 第 1 画面 の み ) 用 意 さ 
れ て お り 、 実 際 に は この 第 1 と 第 2 を 合わ せ て 8 枚 の プレ ー ン を モー ド に よっ て 便 
い 分 け て いま す 。 

第 1 画面 と 第 2 画面 は 互い に 独立 し て お り 、 メ モリ ・ マ ッ プ の 同じ 物理 アド レス 
上 に 配置 され て いて 、 ポ ー ト A4, A6 で 次 の よう に 使い 分 けし て いま す ( 図 1-1-2) 。 


1-1-2 
0 | 第 下 胡 
1 第 2 画面 表示 第 2 画面 アク セス 


これ ら の 画面 表示 と 画面 アク セス の 組み 合わ せ は 任意 に 取る こと が で きま す 。 な 
お 、 本 書 で は 主 に この 第 1 画面 に 対し て 記述 し て いき ます が 、 ど ちら の 画面 で も 機 
能 的 に は まっ た く 変 わり ませ ん 。 

さて 、 標 準 的 な カラ ー モ ー ド で は 、 第 1 画面 の 4 枚 の プレ ー ン を B (Blue 三 青 ) 面 、 
R (Red= 赤 ) 面 、G (Green 三 緑 ) 面 、 1 (Intensity 三 輝度 ) 面 と に 分 け 、 そ れ を 組 
み 合 わせ る こと で カラ ー16 色 表示 を 実現 し て いま す ( 図 1-1-3)。 

図 1-1-3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 
カラ ー 発 色 の 仕組 み 












トー リー ビビ | レ レビ C) 

団 

ーー ェ Fー | + ト ー | Fー の 
時 


森 : 商 
| 』 





- ト 


0 : そ の プレ ー ン が 発色 し な い 
1 : そ の プレ ー ン が 発色 する 


これ に 対し 、 白 黒 8 面 モ ー ド と いう の は この 第 1 と 第 2 合わ せ て 8 枚 の プレ ー ン 
を 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た プレ ー ン と し て 使う モー ド で す 。 

これ は 、 各 プレ ー ン を 個別 に アク セス で きる マシ ン 語 で は 、 パ レッ ト に よっ て も 
同様 の 働き を させ る こと が 可能 と な っ て いま す 。 例え ば 、B 面 の 内 容 を 見 た けれ ば 、 


B 面 の 関わ っ て いる カラ ー テ 
い カ ラー テー0 と すれ ば いい の で す 。 


パレ ッ ト 指 定 


( 他 の カラ ー で も よい ) と し 、B 面 の 関わ っ て いな 


0ー0、 で 人 で 0 うー まつ 0 5 で ー1 6 で 0 7 一 1 
00 サー エ 0 つの 11 12 つ 0 1 キン].14 0.15ー1 


この 方 法 で あれ ば 、 特 定 の プレ ー ン を 好み の カラ ー で 見 られ る ば か り で な く 、 面 
に 優先 順位 を つけ て 合成 する と いう こと も 可能 で す 。 
( 例 ) B 面 (カラ ー 7 で 表示 ) と R 面 (カラ ー 1 で 表示 ) を 合成 する 。 表示 は B 面 
を 優先 する (合成 し て ダブ る 部 分 は カラ ー 7 と な る ) 。 


パレ ッ ト 指 定 ・ 


0-P0。 本 ん テー も 37 4 つ 0、 すっ 7、 6 テ 1。 7ー7 
ら - と U。 9-*7 Ehy7.42 0、13ーr7、14 1.15 つ 7 


で は 、 次 に テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の VRAM( ビ デオ ラム ) が メモ リ の ど 
こ に 存在 し て いる の か 、 メ モリ 全体 の マッ プ を 見 な が ら 確 認 す る こと に し まし ょ う 。 


・ 基 本 的 な メモ リ ・ マ ッ プ 


















FFFFF 
BASIC ROM エリ ア 
E8000 
グラ フィ ッ ク VRAM 
32KBX 2 
C8000 
ユー ザー ROM エリ ア 
C0000 
グラ フィ ッ ク VRAM 
96KBX 2 
A8000 
A5000 
CG ウイ ンド ウ 
A4000 
テキ スト VRAM 12KB 
A0000 
00400 
割り 込み ベク トル 
00000 





・VRAM の 構成 


RE7FFF 
グラ フィ ッ ク VRAM 輝度 面 
EO000 


BFFFF 
グラ フィ ッ ク VRAM 緑色 面 
グラ フィ ッ ク VRAM 赤色 面 
グラ フィ ッ ク VRAM 青色 面 


アト リピ ビュ ェ ー ト < デキ 迄 下 
VRAM: 偶 数 番地 


テキ スト VRAM 







BS000 


B0000 







A8000 


AS3FEFF 






A2000 





A0000 


図 1-1-4 PC-9801 の 基本 的 な 
メモ リ ・ マ ッ プ と VRAM の 構成 
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1-1-4 か ら 、 テ キス ト VRAM は 物理 アド レス で A0000H 番 地 か ら 12KB を 割 
り 付 け て ある こと が わか り ま す 。 ま た 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM (以下 G.VRAM) は 
A8000H か ら 96KBX 2 と 、EO000H か ら 32KBX 2 (PC-9801/E ン FM で は 実装 不 
思 ) と な り ま す 。 

な お 、G.VRAM の 表示 域 は 、 最 大 で 各 セ グ メ ント の オフ セッ ト ・ ア ドレ ス 0 一 
7CFFH の 範囲 と な り ま す 。7D00H-7FFFH は 実際 に は 画面 上 に 表示 され ませ ん 。 ま 
た 、 表示 画面 と し て は 、0 一 7CFFH 全 体 を 1 ペー ジ と する 640X400 モ ー ド と 、G.VRAM 
の 上 半分 の 0 一 3E7FH と 下 半 分 の 3E80H 一 7CFFH を 、 そ れ ぞ れ 1 ペー ジ と し て 使用 
する 640X200 モ ー ド と が あり ます 。 こ れ ら の モー ド は G.VRAM を アク セス する 前 に 、 
あら か じ め 設 定 し て お きま す 。 


・640X400 モー ド ・ 640X200 モー ド 


0 一 3E7FH 
| ma 3E80H 一 7CFFH 


図 1-1-5 表示 モー ド の 設定 


0 一 7CFFH 





ーー 用 


存 庫 癌 作 の コモ ン セ ンス 









すでに マシ ン 語 で プロ グラ ム を 組ま れ て いる 方 に と っ て 、 こ の 程度 の 内 容 は 知っ 
て いる こと ば か り と 感じ も る か も し れ ま せん 。 し か し 、 市販 され て いる ゲー ム の 高度 
な テク ニッ ク も 、 そ の 知っ て いる こと を 応用 し て いる に 過ぎ な い の で す 。 基礎 を 振 
り 返 る こと で 、 新 し い 何 か を 発見 する こと が 往々 に し て あり ます 。 知識 を リフ レッ 
シュ する つも り で 、 テ キス ト VRAM と グラ フィ ッ ク VRAM の 初歩 的 な 使い 方 を 確認 
し を あす だ と を 記し ま て ます 。 「 
テキ スト VRAM は 図 1-1-4 で 示さ れ て いた よう に 、 メ イン メモ リ の 4A000:0000H 
ーA 000:3FFEFH を 占め て いま す 。 こ れ を も う 少 し 詳し くし た の が 図 1-2-1 で す 。 


ペー シ ~ | 文字 コー ド エ リ ア CPU ア ドレ ス | 属性 エリ ア CPU ア ドレス (偶数 番地 の み ) 
1 A000:0000H ー AOOO:OFFFH A200:0000H 一 A200:OFFFH 
2 A100:0000H 一 A100:OFFFH A300:0000H 一 A300:OFFFH 


N 


第 1 ペー ジ 











アト リピ ビュ ー ト 面 


テキ スト コー ド 面 


テキ スト コー ド 面 





1-2-1 テキ スト VRAM の 構造 


テキ スト VRAM は 、 図 の よう に 2 ペー ジ 用 意 さ れ て いま す が 、 2 ペー ジ 目 は 未 使 
用 と な っ で いま す 。 ま た 、 1 つの 文字 に 対し て 、 文 字 コ ロー ド 用 と 文字 に 対す る 属性 
用 の 2 つの VRAM が あり ます が 、 テ キス ト 画 面 の 桁 数 ( 横 の 文字 数 ) が 80 (WIDTH 
80) に 設定 され て いる 場合 、 文 字 コ ー ド エリ ア の 偶数 番地 の 1 バイ ト は 画面 の アス 
キー コー ド 1 文字 に 対応 し ます 。 奇 数 番地 は 漢字 用 に 使わ れる も の で す 。 桁 数 が 40 
の 場合 は 、 4 の 倍数 アド レス の み が 画 面 に 対応 し て いま す 。 な お 、 行 数 ( 縦 の ライ 
ン 数 ) が 20 行 の と き は 、21 行 目 以 降 の アド レス は 使わ れ ま せん 。 

参考 まで に 、WIDTH 80 の モー ド 下 で テキ スト 画面 に 漢字 を 表示 する 手段 を 示し 
て お きま す 。 ま ず 最 初 に 、JIS コ ー ド を 加工 し て 次 の よう な 4 バイ ト の 数 値 を 作り 出 
し 艇 す 。 

第 1 バイ ト ・…・JIS コ ー ド 上 位 バ イト ー20H 
第 2 バイ ト …・JIS コ ー ド 下位 バイ ト 
第 3 バイ ト …・JIS コ ー ド 上 位 バ イト ー20H 
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第 4 バイ ト …・JIS コ ー ド 下位 バイ ト 十 80H 
次 に 、 こ の 第 1 一 第 4 バイ ト の 順 で 、 連 続 し た 文字 コー ド エ リ ア (奇数 番地 も 信 
む ) へ 書き 込み ます 。 具 体 的 に 漢字 「 油 』 で 考え て み ま し ょ う 。 「 渦 J』 の JIS コ ー ド 
は 3132H で すか ら 、 先 ほど の 4 バイ ト の 数 値 は 次 の よう に な り ま す 。 
第 1 バイ ト ・…・31H 一 20H=11H 
第 2 バイ ト ・… 32H 
第 3 バイ ト …・31H 一 20H=11H 
第 4 バイ ト ・…・32H 十 80H=B2H 
これ を 第 1 バイ ト か ら 順 に 文字 コー ド エ リ ア の 連続 し た アド レス へ 書き 込む わけ 
で す 。 ア トリ ビュ ー ト (属性 ) エリ ア に つい て は 、 テ キス ト 画 面 の 1 文字 に 対し て 
カラ ー や ブリ ンク と いっ た 属性 を 付け る た め の も の で 、 偶 数 番地 の み が 使 われ ます 。 
奇数 番地 の メモ リ は 存在 し て いま せん 。 


ST: シー クレ ッ ト b0 テ 0 で 有効 b0= ニ 1 で ノー マル 表示 
BL: プリ テク b1 三 1 で 有効 b1= ニ 0 で ノー マル 表示 
民 ぜ と りー 敵 b2 ニ 1 で 有効 b2 ニ 0 で ノー マル 表示 
L アル が ゲー タイ ル b3 デ 1 で 有効 b3 ニ 0 で ノー マル 表示 


(b4= テ 1) 多 ( ポ ー ト 68H: Mode F ン F ADR= 0 交 D} 三 0) で あれ ば 
VL: バ パー チカ ル ラ イン 表示 


(b4=1) & (ポー ト 68H: Mode F ノ F ADR=0 & DT= テ 1) で あれ ば 
 BG: 簡易 グラ フ パ ター ン 表 示 


b4= デ 0 で あれ ば ノー マル 表示 





1-2-2 アト リ ビ ュ ー ト の 内 容 


属性 の 内 容 は 、 曰 黒 モ ー ド と カラ ー モ ー ド で は 図 1-2-2 に 示さ れ て いる よう に 同 
じ で は あり ませ ん 。 ま た 、b4= 1 と し た 時 は 、 ポ ー ト 68H を 介し て VL/ プ BG を コン 
トロ ー ル し ます 。 0 を 出力 すれ ば 垂 線 表示 (VL) で あり 、 1 を 出力 すれ ば 簡易 グラ 
フイ ッ ク 表 示 (BC て ) と な り ま す 。 

ここ で 属性 の と ころ に ある 簡易 グラ フィ ッ ク に つい て 少々 説明 を 加え て お きま す 。 
これ は 正確 に は テキ スト 画面 に よる ロー・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ グ ラフ ィ ッ ク (160 メ 
100 ドッ ト ) の こと で 、 そ の 昔 PC-8801 の 前 身 で ある PO-8001 (併売 され て いた 時 
期 も ある ) に お いて 使用 され て いた N-BASIC モ ー ド の グラ フィ ックス と 同じ も の で 
す 。640X200 ドッ ト の フル カラ ー・ グ ラフ ィ ッ ク と 比べ て も オモ チャ の よう な 存在 
で す が 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と 簡単 に 重ね 合わ せる こと が で きる の で 、 い ろ い ろ な 用 
途 が あり ます 。 具体 的 な 活用 例 は この 先 折り に 触れ 紹介 し ます の で 、 こ こ で は テキ 
スト ・ グ ラフ ィ ッ ク の 存在 と ビッ ト 別 の 内 容 を 覚え て お いて くだ さい 。 





図 1.2-3 テキ スト ・ グ ラフ ィ ッ ク の ビッ ト 別 構成 


次 に グラ フィ ッ ク 画 面 に つい て で す が 、MS-DOS で は ディ スク BASIC と 違っ て グ 
ラフ ィ ッ クス ・ シ ステ ム を ユー ザー が 自由 に 選択 し て 使え を る よう に な っ て いま す 。 そ 
こ で 、 利 用 前 に グラ フィ ックス ・ シ ステ ム の 初期 化 と 画面 モー ド の 選択 を し て お か な 
けれ ば な り ま せん 。 グ ラフ ィ ッ クス ・ シ ステ ム の 初期 化 に は 、 次 の 3 つの 方 法 が あり 
ま ザ も 
① MS-DOS の デバ イス ドラ イ バ に グラ フィ ックス ドラ イ バ を 組み 込む 。 
② PC-9801 の ROM 内 ルー チン を 利用 する 。 
③ 独自 に ハー ドウ ェ ア を コン トロ ー ル する 。 

も し 、 ユ ー ザ ー の シス テム が 8 色 中 8 色 の モー ド を 選択 する 場合 な ら ば 、 最 も 簡 
単 な 方 法 は PC-9801 内 の ROM 内 ルー チン を 利用 する 方 法 で す 。 し か し 、 こ の ROM 
内 ルー チン は 8 色 中 8 色 の モー ド に し か 対応 し て いま せん 。 そ の た め 、4096 色 中 16 
色 モ ー ド を 使い た い 場 合 は 、MS-DOS の シス テム コー ル (ファ ンク ショ ンコ ー ル ) 
を 使う 方 法 が 最も 簡単 で す 。 

と は いえ 、MS-DOS の グラ フィ クス ドラ イ バ を 使う 為 に は 、 そ れ な り の 手続 き を 


ルナ -0 
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取ら な けれ ば な り ま せん 。 まず 、 MS-DOS の グラ フィ ックス ドラ イ バ 《GRAPH.SYS》 
を 《CONFIG.SYS》 に 登録 し ます 。 こ れ は 、 エ ディ タ な ど で 《CONHIG.SYS》 に 次 
の よう に 1 行 加 えま す 。 

A>TYPPB CONFIG.SYS 


デー この 1 行 を 加え る 


DEVICE= テ GRAPH.SYS 





次 に 、MS-DOS シ ステ ム を 再起 動 し ます 。 も ちろ ん 、 そ こ に は 《GRAPH.SYS》 
と 《GRAPH.LIB》 の 2 つの ファ イル が 存在 し て いな けれ ば な り ま せん 。 これ で 、 
グラ フィ ックス ・ シ ステ ム を 使う 為 の シス テム 側 の 準備 が 整っ た わけ で す が 、 今 度 は 
グラ フィ ックス ドラ イ バ を 使用 可能 に する ソフ ト が 必要 で す 。 そ れ が LIST 1-0 で す 。 





? 炒 末 末 玉 玉 炒 末 来 来 氷 来 氷 来 来 来 氷 来 炒 来 末 氷 氷 来 末 来 来 氷 来 氷 氷 求 氷 求 氷 玉 玉 


> 素 


し [ミー0 に 


・ 玉 素 素 氷 炒 玉 来 氷 氷 来 水 氷 氷 氷 末 氷水 氷 末 水玉 末 氷 氷 氷 氷 素 氷 氷 氷 玉 玉 


PUBLIC GSTAT,GTERMN,GDSET,GCALL ,GMD16 ,GMOD8,GM200 


CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 
PRINT MACRO STRING 文字 列 の 出力 マク ロ 定 義 
MOYV DX,OFESET STRING 
MOYV AH,09 
INT 21H 
ENDM 
G STAKRI EQU 0 : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 コー ド 
G_TERM EQU 1 : グ ラフ ィ ッ クス の 終了 コー ド 
G_MODE_SET EQU 3 : 表 示 モ ー ド の 設定 コー ド ' 
G_ SMITCH EQU ] 1 : 表 示 ス イッ チ の 設定 コー ド 
GSTAT PROC : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 プロ シー ジャ 定義 
MOYV AX,CS :AX 三 CS 
MOV DS,AX :DS=AX=CS 。 
9 本 CDRIV ・ グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ の 存在 確認 
JB GSTRT : ド ライ バ が な けれ ば GSTRT へ 
MOV GSTSIN, 1 : グ ラフ ィ ッ クス シス テム の 開始 と する 
PUSH DS iDS の セー ブ 
MOYV BX,OFESET GDADR :BXー エ ント リー 格納 アド レス 
XOR AX AX :AX で 0 ーー ' 
INT 0CDH :DS:BX ヘ へ エント リー テ ー ブ ル の アド レス を 取得 
MOYV SI,G START :S| 一 グラ フィ ックス 開始 コー ド 
維人 GCALL : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
じ A し し GDSET :・DS:S| 一 パラ メー タ ・ ブ ロッ ク の 先頭 アド レス 
MOYV AL,O0FH 表示 スイ ッ チ を 表示 状態 と する 
MOV [SI+4] ,AL リリ フォー クタ を ト 8 
MOYV SI,G_SWITCH お 
CALL GCALL メア ンダ ジョン コー ル 
POP DS :DS 値 を 復元 
CLC : 正 常 終了 (CYー0) と する 
GSTRT: RET まで 
GSTAI ENDP : プ ロ シ ー ジ ャ の 終了 


D NAME DB "GRAPH $,0 : デ バイ ス 名 
CDRIV PROC : ド ライ バ ・ チ ェ ッ ク 用 プロ シー ジャ 定義 
MOV AX,3D00H : ド ライ バ ・ オ ー プ ン と する 
MOV DX,OFFSET D_NAME : パ ス 名 格納 アド レス 
INT 21H : フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ル 
J し CDR01 : エ ラー で あれ ば CDR0O1 へ 
MOV BX ,AX :BX 一 ハン ドル ・ セ ッ ト 
MOV AH,3EH : ド ライ バ の クロ ー ス ^ 
INT 21H : フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ル 
し し ん : 正 常 終了 (CY テ 0) と する 
J MP CDRRT :CDRRT へ 5 
CDRO1: PRINT GOPER : エ ラー・ メ ッ セ ー ジ 表示 
和 れ いい : 異 常 終 了 (CY= ニ 1) と する 
CDRRTI: REI : リ ター ン 
CDRIV ENDP : プ ロ シ ー ジ ャ の 終了 
GMD16 PROC :16 色 モー ド 設 定 プ ロ シ ー ジ ャ 
MOV DX,103H 
CALL GMDS1 
RET 
GMD16 ENDP 
GMOD8 PROC :8 色 モー ド 設 定 プ ロ シ ー ジ ャ 
MOYV DX,101H 
CALL GMDST 
RE1 
GMOD8 ENDP 
GM200 PROC :640X200 , 8 色 モ ー ド 
MOV DX , 1 
CALL GMDST 
RETI 
GM200 ENDP 
GMDST PROC : モ ー ド 設定 用 プロ シー ジャ 
PUSH DS :DS 値 セー ブ ' 
CALI GDSETI :DS:S| 一 パラ メー タ ・ ブ ロッ ク の 先頭 アド レス 
XOR AX AX AX て 0 
MOV LS4 1 AX i 二 1 パラ メー ター 0 
MOY [SI+2] ,AX : 第 2 パラ メー ター 0 
MOYV [SI+4] ,DX : 第 2 パラ メー タ ~ DX 王 表示 モー ド 
MOY SI,G MODE_SET :Sl 一 モー ド セ ッ ト 
し GCALL : ブ ァ ン ジン クション シン ・ コ ー ル 
PO0P DS :DS 値 を 復元 
AND AX,AXA : 終 了 コ ー ド は 正常 か (AX テ 0) ? 
的 GMDRT : 正 常 で あれ ば GMDRT へ 
y: も : 異 常 終了 (CY= ニ 1) と する 
GMDRT: RET が ーー 
GMDST ド ENDP : プ ロ シ ー ジ ャ の 終了 
GTERN FROC : グ ラフ ィ ッ クス の 終了 プロ シー ジャ 定義 。 ] 
CMP BYTE PTR GSTSIN,1 : グ ラフ ィ ッ クス シス テム が 開始 され て いる か ? 
8 IL 6 : 開 始 さ れ て いな けれ ば GTERT へ 
9 の 本 ぐ = 
PUSH DS 1 ラフ ィ ッ クス シス テム を 終了 と する 
1 グラ フィ ックス シス テム を 終了 する 
POP DS ' 
GTERT: RET "リタ ー ン 
GTERM ENDP ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 終了 


ーー 


GDSEI 


GDSET 
GCALL 


GCALL 


GSTSIN 
GDADR 
GDOFF 
GDSEG 


GOPER 
MDSEK 


CODE 


DTSEG 
PBLOC 
MBLOC 
DTSEG 
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:DS:S に -ー パ ラメ ー タ ・ ブ ロッ ク の 先頭 アド レス 
AX ,DTSEG 


DS,AX 
SI,OFFSET PBLOC 


:S| で 示さ れる ファ ンク ショ ン を コー ル す る 
MORD PTR CS:GDSEG 
MORD PTR CS:GDOFE 
BX,CS:GDADR 
S 1 , 1 
9 は 
DWORD PTR 【BX+SI] 


SEGMENT PUBLIC : パ ラメ ー タ 用 セグ メン ト の 定義 


48 DUP(0) : パ ラメ ー タ ・ ブ ロッ ク 
2000 DUP(0) ・ ワ ー ク ・ エ リア 





ここ で の 内 容 は 、 グ ラフ ィ ッ クス 関係 の 各 フ ァ ン クシ ョ ン の エン トリ ー を 登録 し 
た テー ブル の 先頭 アド レス を 取得 し 、 こ れ ら の ファ ンク ショ ン を 呼び 出す た め の ア 
ドレ ス を 知る こと と 、 各 ファ ンク ショ ン に 対す る パラ メー タ を 渡す 時 に 使わ れる デー 
タ 領域 を 設定 する こと で す 。 な お 、 デ ー タ 領域 の 構造 は LIST 1-0 で 設定 し た よう に 、 
シス テム 側 で あら か じ め 決 め ら れ て いま す 。 

LIST 1-0 で は 、 こ の デー タ 領 域 を セグ メン ト DTSEG へ 設定 し て いま す 。 また 、 
GSTAT で ファ ンク ショ ン の エン トリ ー・ テ ー ブ ル の 先頭 アド レス を ラベ ル 名 GDADR 
へ 取り 込ん で いま す 。 そ し て 、 よ く 使 われ る ファ ンク ショ ン 専 用 に 5 つの プロ シー 
ジャ と 、 任 意 の ファ ンク ショ ン を 簡単 に 呼び 出せ る よう に 2 つの プロ シー ジャ 、 計 
7 つの プロ シー ジャ を 用 意 し まし た 。 各 プロ シー ジャ の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


GSTAT グラ フィ ッ ク 処 理 の 初期 設定 及び 開始 
GTERM グラ フィ ッ ク 処 理 の 終了 
GDSET DS:SI へ パラ メー タ 用 アド レス を 取得 する 


GCALL SI へ 設定 し た ファ ンク ショ ン の コー ル 
GMD16 640X400 ド ッ ト 、4096 色 中 16 色 モー ド の 設定 
GMOD 8 640X400 ド ッ ト 、8 色 中 8 色 モ ー ド の 設定 
GM200 640X200 ド ッ ト 、8 色 中 8 色 モ ー ド の 設定 




























7 チチ ナガ 


任意 の ファ ンク ショ ン を 呼び 出す た め に 使わ れる プロ シー ジャ は 、GDSET と 


GCALL で す が 、 こ れ ら を 利用 し た ファ ンク ショ ン ・ 


コー ル の 手順 を 示し ます 。 


GDSRET で DS:SI へ パラ メー タ 用 アド レス を 取得 
ファ ンク ショ ン が 必要 と する 所 定 の パラ メー タ を DS:[SI 二 0] 番地 


か ら 順 番 に セッ ト す る 


SI に ファ ンク ショ ン No. を セッ ト し て GCALL を コー ル す る 





この 手順 に 従っ て 、、 フ ァ ン クシ ョ ン No.14 (画面 クリ ア ) を コー ル す る GCLS を 


組ん で み ま し ょ う (LIST 1-1) 。 


・ 求 炒 素 素 求 米 素 玉 玉 来 炒 氷 素 来 米 氷 素 素 素 素 素 素 氷 求 素 来 求 素 素 氷 来 素 素 来 玉 ※ 


S 朱 


ヶ 


Li は ー] に 


・ 東 東 米 東 来 来 来 炒 素 来 求 来 来 来 氷 来 水 氷 来 氷 求 氷 氷 氷 氷 氷 氷 玉 来 来 来 氷 来 来 来 


EAIRN 
CODE 


PMAIN: 


よ 和 光 も は 


GCLS 


GCLS 
CODE 
STACK 
STACK 


GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 


ASSUME CS:CODE,DS:CODE 
CALL GSTAT 

JB 人 
CALI GMD16 

JB TEXIT 
CALL GCLS 

MOYV AX,4C00H 
INT 21H 

PROC 

PUSH DS 

CALI GDSET 

XOR AX AX 

MOV [SI] ,AX 
MOV [SI+2] ,AX 
MOYV S1,14 
CALL GCALL 

POF DS 

REI 

ENDP 

ENDS 

SEGMENT STACK 

DM 100H DUP (0) 
ENDS 

END 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 

: 異 常 終了 で あれ ば TEXIT ヘ へ 
:640X400,16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
: 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
: 画 面 ク リア 

: リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
:MS-DOS へ 


:DS 値 セー ブ 

:DS:S| 一 パラ メー タ ・ ブ ロッ ク の 先頭 アド レス 
:A メ ー0 

: 第 1 パラ メー ター 0 

: 引 2 パラ メー ター 0 

: 画 面 消去 用 ファ ンク ショ ン No.14 を 設定 

ドブ プ タ カジ タダ ショ ン ニン バ コール 

:DS 値 を 復元 

リンキン 


: ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
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LIST 1-1 で は 、LIST 1-0 で あら か じ め 作 っ て お いた プロ シー ジャ も 使っ て いま す 。 
それ ら は 、EXTRN デ ィ レ クティ ブ で LIST 1-1 の 外部 で 定義 し た プロ シー ジャ で あ 
る こと を 宣言 し て いま す 。 ま た 、 コ ー ド セグ メン ト (命令 コー ド が 置か れん て いる セ 
グ メ ント 、 本 書 で は CODE と 命名 ) の 定義 で は 、 セ グ メ ント の コン バイ ンタ イプ に 
PUBLIC 属 性 を 指定 し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。MASM で は 、PUBLIC 属 性 
が 付け られ た 同じ 名 前 を 持っ た セグ メン ト (ここ で は CODE) を 、 1 つの 連続 し た 
セグ メン ト と し て 靖 全 し て くれ ます 。 

な お 、 こ の コン バイ ンタ イプ を 省略 し た 場合 に は 、 暗 黙 に PRIVATE が 宣言 され た 
こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 省 略し た 場合 に は 、 コ ー ド セグ メン ト 名 が 同じ で あっ 
て も 、 独 立 し た 別々 の セグ メン ト と し て 扱わ れ ま す 。 

LIST 1-1 で は 、 画 面 モ ー ド を LIST 1-0 で 定義 し た プロ シー ジャ GMD16 を 使っ て ハ 
イレ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド (640X400 ド ッ ト 4096 色 中 16 色 表示 ) に 設定 し まし た 
が 、8 色 中 8 色 表 示 を 選択 する 場合 に は GMOD 8 を コー ル し て くだ さい 。 

で は 、 実際 に LIST 1-0 と LIST 1-1 か ら 実 行 フ ァイル を 作っ て み ま し ょ う 。 ま ず 、 
LIST1-0 と LIST に 1 を それ ぞ れ アセ ンプ ル し て 、 オ プ ジ ェ クト ファ イル を 作り ます 。 
そし で て で て 。、 そ ぞ それぞれ の オプ ジェ ュ ェクト ファ ポイ ル を リン ク す る こと に な りり ます 。 この リッ 
ク の 方 法 は 、 リ ンク し た い オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 に 先 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル 
《LIST1-0.O0BJ》 を 加え る と いう こと に な り ま す 。 


A>LINK LIST1-1 LIST1-0: 回 


当然 の こと で す が 、 本 書 の よう に モジ ュー ル 別 の プロ グラ ム 構 造 を と る 場合 に は 、 
MAKE フ ァイル を 作っ て お く と 便利 で す 。 
《MAKE ファ イル の 作り 方 》 
< 目的 ファ イル >: く 関連 ファ イル 名 >ー… 
< 寺 作 
ぐ 目 的 ファ イル >: ぐ 関連 ファ イル 名 >…… 
CO SF うさ 











MAKE フ ァイル は 分 割 ア セン ブル の 必須 の アイ テム と な り ま す 。 参考 の た め に 、 
LIST1-0.0BJ と LIST1-1.0BJ か ら 実 行 フ ァイル LIST1-1.EXE を 作る た め の MAKE フ ァ 
オル の サシ プル を 示し て お きま ず す 。 


《 MAKE フ ァイル LIST1-1 の 内 容 》 


LIST1-0.0BJ : LIST1-0.ASM 
MASM LIST1-0: 











LIST1-1.0BJ : LIST1-1.ASM 
MASM LIST1-1: 















LIST1-1.EXE : LIST1-1.0BJ LIST1-0.0BJ 
LINK LIST1-1 LIST1-0: 





MAKE フ ァイル の ファ イル 名 は 、 慣 例 と し て 開発 プロ グラ ム と 同じ 名 前 を 拡張 子 
を 付け ず に 用 いま す 。MAKE の 実行 に 際 し て は 、MAKE.EXE フ ァイル が 必要 で す 。 
元 ほ どの MAKE フ ァイル の 使用 例 は 次 の よう に な り ま す 。 


A>MAKE LIST1-1 較 


さて 、 色 々 と 準備 を し て きま し た が 、 こ れ で グラ フィ ッ ク 画 面 へ の アク セス が 可 
能 と な り ま し た 。 次 に グラ フィ ッ ク 画 面 に つい て 、 ビ デオ ラム の アド レス マッ プ と 
ドッ ト と の 関係 を 見 て み ま し ょ う 。 


本 呈 と 
10000 」 イン テン シテ ィ 面 
〆 セグ メン ト (E000H) 








009F 





0000 |oOor 


2 HG3 iu 皇 
50 [0051 | セタ メン ト (A800H) 









400 バイ ト 





キーー BR ログ G グ 1 の 4 面 の メモ リ (同一 アド レス ) で 
8 ドッ ト 分 の 表示 (16 色 ) を 行う 


1-2-4 グラ フィ ッ ク VRAM の アド レス マッ プ と ドッ ト の 関係 
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図 1-2-4 に 示さ れ て いる よう に 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 は BRGI、 4 プレ ー ン の 同一 オ 
プ セ ッ ト ・ ア ドレ に お ける 1 バイト で 、8 ド ッ ト を 表し ます 。 し た が っ て 。 8 ドッ 
ト 単 位 で デー タ を セッ ト す る 場合 は 単純 で す が 、 ド ッ ト 単 位 で 操作 する 場合 に は 他 
の ドッ ト に 影響 を 与え を な いよ う プ ログ ラム 側 で 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 例え ば 
(0,.0) の 位置 に カラ ー 5 で 点 を 打つ 場合 、 画 面 に 何 も 表 示さ れ て いな けれ ば B ン プ 面 
の 各 オ フ セ ッ ト ・ ア ドレ ス (0000H) に 80H (10000000B) を 単純 に 入れ れ ば いい の 
で す が 、 何 か 絵 が 表示 され て いる と き は B グ G 面 の 各 オ フ セ ッ ト ・ ア ドレ ス (0000H) 
の ビッ ト 7 だけ を セッ ト し 、R ノ 1 面 の ビッ ト 7 を リセ ッ ト す る よう に し な けれ ば な 
ら な いわ け で す 。 

Da 
B 面 - を 人 人 人 人 人 人 ) = 寺 一 一 A800 : 000H 番 地 
Em 
人 
ai 
っ 
図 1-2-5 (0.0) に カラ ー5 の 点 を 打つ 

これ を 実際 に プロ グラ ム 化 し た の が LIST 1-2 で す 。 選択 し た 画面 モー ド は ハイ レ 
ゾ ・ モ ー ド (4096 色 中 16 色 表示 ) で す が 、8 色 中 8 色 を 選択 する 場合 に は 1 面 に 対す る 
アク セス は 不要 と な り ま す 。 こ こ で は 、 各 プレ ー ン と も オフ セッ ト ・ ア ドレ ス 0000H 
番地 の ビッ ト 7 を AND 命 令 で リセ ッ ト し 、 そ の 後 で カラ ー に 合わ せ て 、OR 命 令 を 
実行 し て いる と いう こと に 注目 し て くだ さい 。 


・ 玉 水 水 素 炒 米 球 玉 玉 素 来 来 ※※ 素 来 来 求 求 炒 素 玉 来 素 氷 炒 来 氷 炒 氷 素 素 水素 素 来 氷 


。 氷 


9 


EXIKN 
CODE 


GSIA 
SEGM 
ASSU 


MACR 
L0CA 
MOY 
MOY 
AND 
ROR 
JNB 
OR 


ENDM 





LT ST 1 -2 
・ 水玉 炒 来 来 来 米 米 米 炒 水 来 炒 炒 玉 炒 玉 来 来 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 来 玉 米 米 素 玉 ※ 
T:NEAR,GMD16:NEAKR 
ENT PUBLIC 
ME CSCODE 
() VRSEG ドッ ト セ ッ ト 用 マク ロ 定 義 
>A メ ー VRSEG 
: DS VRSEG 
ビ ッ ト ・ リ セッ ト 
: | カラ ー に 合わ せ ドッ ト を セッ ト す る 
[ BX] , DL が 
> グラ フィ ックス の 開始 
51AU : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 


PMAIN: 


CALL 
JB 


TEXII 


中 呈 拓 まう 


CODE 
SIACK 
STACK 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


ITSTY 
ITSTY 


当時 GMD16 :640X400.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JB TEXII : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
MOV し 人 : カ ラーNO. セ ッ ト 

MOV DH,01111111B 

MOV DL,10000000B 

MOV BX , 0 

DOTS+ BLUE 指定 カラ ー で 点 を 打つ 
DOTSI RED 

DOT ST GREEN 

DOTST [TSTY 5 

MOV AX,4C00H : リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
NT 21H :MS-D0S へ 

ENDS 

SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0 ) 

ENDS 

SEGMENT AT 0A800H :B 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMENT AT 0BO00H :R 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMEN] AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMENT AT 0OE000H 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

END 


ここ で は 単に 点 1 つ を 打っ た に 過ぎ ませ ん が 、 実 は これ は 規模 は 小さ く て も [ 重 
ね 合わ せ | その も の で す 。 最近 の ゲー ム で は 重ね 合わ せ 処 理 な ど 当 然 の テク ニッ ク 
で す が 、 そ の 基本 形 が この 「『AND を 取っ て OR を 取る 』」 と いう こと な の で す 。 つま 
り 、AND で 存在 し て いる も の を 一 旦 消 去 し 、OR で そこ に 描き 込む と いう わけ で す 。 

だ たか だ か ドッ ト 1 つの プロ グラ ム で す が 、 そ の 延長 線上 に は あら ゆる 高度 な テク 
ニッ ク が 待ち か まえ て いる の で す 。 ち ょ うど 、 す べ て の グラ フィ ックス が ドッ ト の 
集まり で ある か の よう に ……。 

本 書 で は 、 添 付 の ディ スク に 、 ソ ー ス リス ト と アセ ンプ ブル 済み の 実行 ファ イル が 
格納 され て いま す の で 、 プ ログ ラム は アセ ン ブ ル す る こと な く 実 行 ノ 確認 する こと 
が で きま す 。 今回 は 、 実 行 後 自 動 的 に MS-DOS シ ステ ム へ 戻っ て 来 ま す が 、 ル ー プ 
に な っ て いる 場合 は キー に よっ て MS-DO8 シ ステ ム へ 戻る よう に な っ て い 
ます の で 、 併 せ て 覚え て お いて くだ さい 。 


リー3 パレ ッ ト い ろ い いろ 





手品 と マシ ン 語 プロ グラ ム 。 一 見 する と 何 の 脈絡 も あな さそ う で す が 、 実は ちょ っ 
と し た 共通 点 が あり ます 。 例え ば 、 ご く 普 通 の トラ ンプ を 使っ た 簡単 な 手品 で も 、 
タネ が わか ら な けれ ば スゴ イ も の に 見 える こと が あり ます 。 同様 に 、 マシ ン 語 プ 
ログ ラム に も 相手 の 盲点 を つく よう な トリ ッ ク が ある の で す 。 も ちろ ん 、 タ ネ が 
わか れ ば 「 ナ ァ ー ン ダリ | と いう よう な こと で ある の は 事実 で す 。 し か し 、 こ れ 
が 高度 な テク ニッ ク と 組み 合わ せら れる と 、 つ いつ い 「 も し か する と 手品 で は な 
く 本 物 の 魔法 で は ……!?」 な ど と 思っ て し まう か ら 不 思 議 な も る の で す 。 

市 販 ソ フト の 中 に は 、 ま る で POC-9801 が 特別 な 機能 を 隠し て いた か の ご と くに 、 
見 事 な テ クニ ッ ク を 披露 し て くれ る も の も あり ます 。 そ うい っ た 見 事 な も の は 、 
た いて い 力 まかせ の 本 格 プ ログ ラム で す が 、 そ の 裏 に は 常に 基本 の トリ ッ ク が 溶 
ル ん ます 。 

と ころ で 、 パ レッ ト と いう と BASIC で も 簡単 に 実現 で きる た め 、 ど うし て も 電 
視 し が ち で す 。 な に し ろ 画 面 全体 が 一 斉 に 変色 する わけ で すか ら 、 下 手 に 操作 す 
れ ば 誰 に で も [アッ 、 こ れ は パレ ッ ト で チカ チカ させ て いる ん だ ナ !!] と わか っ 
で し まう か ら で す 。 

し か し 、 最 初 の 節 で パレ ッ ト に よる プレ ー ン 分 割 を 紹介 し た よう に 、 パ レッ ト 

に は さま ざま な 利用 法 が あり ます 。 し か も 、 一 見 する と 「 パ レッ ト な ど 何 も いじ っ 
て いな い | と いう よう な ゲー ム ソ フ ト が 、 実 は パレ ッ ト を いじ り 回 し て いる と 知っ 
た ら ……。 お ち お ち ゲ ー ム で 遊ん で ば か り は いら れ ま せん ね 。 画面 コン トロ ー 
の 基礎 中 の 基礎 テク ニッ ク 、 そ れ が パレ ッ ト の 本 当 の 稀 で す 。 

パレ ッ ト を マシ ン 語 で 操作 する の は 簡単 で す 。 カ ラー8 色 モー ド の 場合 、 変 更 
し た い カ ラー 番号 を 図 1-3-1 に 示さ れる ポー ト へ 出力 すれ ば いい の で す 。 も ちろ 
ん 、 グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ に も パレ ッ ト を 操作 する ファ ンク ショ ン が あり ます 

、 直 接 ポ ー ト を 操作 し た ほう が 処理 スピ ー ド も 速く 簡単 で す 。 
陸生 

と 下位 4 ビッ ト が それ ぞ れ パレ ッ ト と し て の 意味 を も っ て いま す 。 つ まり 、1 つ 
の ポー ト で 2 つの パレ ッ ト を 操作 する よう に な っ て いる の で す 。 





図 1-3-1 8 色 中 8 色 モ ー ド ・ カ ラー パレ ッ ト の コン トロ ー ル 


ルル 7 7-3 


7 末 来 東 末 来 氷 氷 素 氷 来 氷 氷水 来 水 氷 末 末 末 末 求 求 氷 来 水 東 素 氷 求 氷 氷 氷 求 氷 氷 


> 素 


で 4 は 。 
スペ ー ス キー を 押す た び が! 


L1ST1-3 * 


> 素 来 求 求 来 氷 来 求 求 求 来 求 来 来 素 求 求 素 来 求 氷 氷 求 玉 求 来 来 氷 氷 来 素 求 氷 氷 来 来 


EATRN 
CODE 


PRINT 


GETKEY 
GLOOP: 


1XYSEI 


HOMEC 
ESCKY 


PMAIN: 


4 し UP: 


まま 


GSIAT:NEAR,GTERM:NEAR,GMOD8:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 


ASSUME 


MACRO 
MOV 
MOV 
INT 
ENDM 


MACRO 
LOCAL 


CS:CODE,DS:CODE 


SIRING 

DX,OFFSET STRING 
AH,09 

21H 


REG,1_X。I_Y 

AX, TEXT 

DS,AX 

REG,&T_Y*160 + &T_X*2 


1 AH 
1 BH 


GSTAT 

TEXIT 

GMOD8 

TXCLR 

DS 

S」 。38 ,1 2 

BYTE PTR 【S」」,3 

PTR Si+2000H) 。 0E5H : 


AL,ESCKY 


TEXIT 
AL,HOMEC 


これ を 実際 に 実行 し て みる こと に し まし ょ う 。 プ ログ ラム (LIST 1-3) は 、 
こ パ レッ ト 番 号 0 を 次 々 に 変化 させ る も の で す 。 


り 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 


1 文字 入力 用 マク ロ 定 義 


座標 設定 用 マク ロ 定 義 


:LH.CLR | キー の アス キー コー ド 


キー の アス キー コー ド 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
: 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
:640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 


テキ スト 画面 クリ ア 


を 画面 中 央 に 表示 する 


|H.CLR | が 押さ れ て いれ ば 
ュー 


| (me | ESC | キー が 押さ れ て いれ ば TEXIT へ 


SPACE | が 押さ れ て いれ ば PALOC を コー ル 


TLOOP へ 

: グ ラフ ィ ッ クス 処理 の 終了 と する 
: テ キス ト 画 面 の 属性 の 復元 

: リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
:MS-DOS へ 


1 一 3 バレット いろいろ 


PWMSIGN DB 0 8 
PODATM DB 0 パレ ッ ト 用 ワー ク ・ エ リア 
PALO4 DB 0 
PALO0C PRKOC 
MOV AL。PWSIGN 3 
OK 二 o ag 洛 。 : ィ AL の 値 に よっ て 垂直 同期 を 取る 
JE $+5 ・ 
し VMAIT 
MOV AL ,PALO4 
ADD 具 。 和音 
CMP Al ,84H ・ 
JNE PALST : ィ パレ ッ ト 0 を 変化 させ る 
MOV AL,04H / 
PALST: MOYV PALO04,AL 
0UT 0 AKI , AL 
RE ド T 
PALO0C ド NDP 
DOKIC PROC 
XO0R PWSIGN,1 
PUSH AX 
の iR : f 垂直 同期 を 取る か 否 か の フラ グ を 変更 する 
BYTE PTR [SI] ,1 
POP DS 
POP AX 
RET 
DOKIC ENDP 
VMWAIT PROC 
IN AL,0A0H 
TESTI AL,00100000B 
JNE VWAIT 
VMAT2: IN AL,0A0H : { 垂直 同期 期間 を 取る 
TEST AL,00100000B 
JE VMAT2 
RET 
VWAIT ENDP 
TXCLR LABEL BYTE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 人 。 2 
DB 1BH。 [s 。1BH。 D5h 。1BH。 [1)h$" 
TKEEP LABEL BYTE 字 の 属性 の 復元 
DB 18E。 [ua 。1HE。 5 1BH。 1 18" 
CODE ENDS 
STACK SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0 ) 
STACK ENDS 
TEXT SEGMENT AT 0A000H : テ キス ト 用 セグ メン ト の 定義 
TEXT ENDS 
END 


ここ で は 、8 色 モー ド を 使い ます か ら 、 プ ログ ラム の 先頭 で 画面 モー ド を 8 人 色 中 
8 色 に 設定 する GMOD 8 を コー ル し て いま す 。 


A ル LIST1。9 


実行 し て みる と 、 画 面 中 央 付近 に "0' と 表示 され 、 ス ペー スキ ー と 連動 し て パレ ッ 
ト 0 が 変わ り ま す 。 こ こ で スペ ー ス キー を 速射 砲 の よう に 連打 し て みて くだ さい 。 パ 
レッ ト の 変化 に 伴い 、 画 面 を 寸断 する よう な チラ ツキ が 気 に な っ て きま す 。 こ れ は 、 
パソ コン の ディ スプ レイ が 図 1-3-2 の よう な 順 で 1/60 秒 毎 に 表示 を 繰り 返し て いる 
た め 、 表 示 の 途中 で パレ ッ ト を 変更 する と 瞬 間 的 に 画面 の 上 下 で 色 が 変わ っ て し ま 
うか らら です 。 


ンプ (実線 ) : 水平 表示 期間 
生 。 (点線 ) : 垂直 帰 線 期間 


ヽ 





図 1-3-2 ハー ドウ ェ ア か ら 見 た 画面 表示 の 実体 


これ を 避け る た め に は 、 表 示 が 完了 し て 次 の 表示 が 始ま る まで の 間 (走査 線 が 上 
に も どる 垂直 帰 線 期間 内 ) に パレ ッ ト 変 更 を すれ ば いい の で す 。 

今度 は キー を 押し て 同じ よう に し て みて くだ さい 。 画面 中 央 に は 違い 
を 示す た め 1' と 表示 され 、 パ レッ ト 変 化 の 際 の チラ ツキ は な く な り ま す 。 本 来 な ら 
ば 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM を アク セス する と き に も この よう に 同期 を 取る べき な の で 
す が 、 特 に 問題 と な る ケー ス 以 外 は 行い ませ ん 。 

な お 、 本 プロ グラ ム で は 2 度目 の 垂直 帰 線 期 間 を ポー リン グ (サー ナチ) する こと 
で 、 正 確 な 垂直 帰 線 の スタ ー ト を 得 て い まし た が 、 実 は 1/60 秒 毎 の V -SYNC 割 り 
込み と は この 垂直 帰 線 の スタ ー ト で 発生 する 割り 込み の こと な の で す 。 し た が っ て 、 
V-SYNC 割 り 込 み で パレ ッ ト を 変化 させ る 場合 は 、 こ の よう な 気 を 使う 必要 は あり 
ませ ん 。 

次 に 、 ア ナ ロ グ 4096 色 モー ド で の パレ ッ ト 変 更 を 行っ て み ま し ょ う 。 ア ナ ロ グ に 
使用 する ポー ト は 図 1-3-1 と 同じ で す が 、 操 作 方 法 が 異な り ます 。 まず 、 ポ ー ト AS8H 
へ パレ ッ ト No. (0 一 15) を 出力 し ます 。 次 に 、 そ の パレ ッ ト に 対す る 緑 の 輝 度 を ポー 
ト AAH へ 、 赤 の 輝度 を ポー ト ACH へ 、 青 の 輝度 を ポー ト AEH へ それ ぞ れ 出力 する 
よう に な っ て いま す 。 な お 、 各 輝度 は 16 階 調 で 設定 し ます 。 





1 一 3 パレ ッ ト い ろ い ろ 


選択 し た パレ ッ ト No. 


緑 の 輝 度 を 16 階 調 で 設定 





図 1-.3-3 アナ ログ ・ カ ラー の ポー ト 操 作 
プロ グラ ム (LIST 1-4) は 、 先 ほど と 同じ よう な 感覚 で パレ ッ ト 0 を 輝度 別に 変化 
させ る も の で す 。 それ ぞ れ の 輝度 は 、 青 が テン キー の [7] 一 [、 赤 が テン キー の [6@]、 
そし て 、 緑 が チン キー の 同一 [3 で 連続 し て 調整 する こと が で きま す 。 ま た 、 垂 直 帰 


線 の 同期 は | H.CLR | で オン ンプ オフ が で きま す 。 


・ 求 来 来 来 来 求 来 来 来 来 来 素 来 来 来 炒 素 素 氷 炒 来 来 氷 来 来 来 来 玉 来 来 丈 来 来 来 来 来 


< 氷 


す 


LIST1-4 * 


・ 素 氷 来 来 来 来 来 来 素 素 素 素 求 来 求 来 素 来 求 素 求 素 炒 求 素 炒 素 来 来 素 素 来 氷 来 来 氷 


EXIKN 
CODEk 


PRINI 


GETKEY 
GLOOP: 


TXYSEI 


HOMEC 
ESCKY 


PMAINO: 


GSTAT:NEAR,GTERM:NEAR,GMD16:NEAR 


SEGMENT PUBLIC 


ASSUME CS:CODE,DS:CODE 

MACRO SIRING 文字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFFSET STRING 

MOV AH,09 

INT 21H 

kNDM 

MACRO 1 文字 入力 マク ロ 定 義 
LO0CAL GLOO0E 

MOV DL,OFFH 

MOV AH,6 

IN1 21H 

JZ GLOOP 

ENDM 

MACRO REG。T_X,T_Y テキ スト 文字 ダイ レク ト 表 示 マ クロ 定義 
MOV AX 。TEX} 

MOYV DS , AX 

MOV REG,&T _ Y*160 + &T_X*2 

kNDM 

EQU 1 AH キー の アス キー コー ド 
EQU 1BH : [ESC ] キー の アス キー コー ド 
CALL GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 

JB TEXIT : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMD16 :640X400,16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JB TEXII : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINT TXCLK : テ キス ト 画 面 ク リア 

PUSH DS ' 

TXYSET SI,0,0 | 


TLOOP: 


の 埋 症 泊 


ANABP 
ANARKR 
ANAGG 
KEYTBL 


ADRTBL 


ACHAN 


ACHA] : 
ACHA2: 


ACHRT: 
ACHAN 


MOV BYTE PTR [SI] ,"V" 
MOV BYTE PTR [SI+2], =" 
GU 
0 YT + ] た _ 生 
MOV BYTE PTR [SI+162] ,"=" テキ スト 画面 初期 設定 
MOV BYTF PTR [SI+320],"R" 
MOV BYTE PTR [SI+322]) =" 
MOV BYTE PTR [SI+480],G" 
MOV BYTE PTR [SI+482] =" 
POP DS 
MOV AX ,CS 
MOV ES 。AX 
回 DTDIP 
CLD 8 
GETKEY ・ デ ィ レ クシ ョ ン ・ フ ラグ ・ ク リア 
CMP AL。ESCKY 1 文 字 入 力 
JE すき : | ESC | キー が 押さ れ た か ? 
CMPE AL,HOMEC : 押 され て いれ ば TEXIT へ 

に 
Wi 1 二 キー が 押さ れ て れ ば DOKIC 
CALI ACHAN ea 
JNE $+5 :B,R,G の 輝度 値 を チェ ッ ク す る 
CALI PALOC : 輝 度 変 化 あ りか ? 
J MP TLOOP : あ りな ら パ レッ ト を 変更 する 
1 の の GTERM :TLO0P へ 
PRINT TKEEP : グ ラフ ィ ッ ク 処 理 の 終了 
MOV AX ,4C00H : テ キス ト 画 面 の 属性 の 復元 
IN[T 21HH : リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 

:MS-D0S へ 
DB 0 
DB 0 : 青 色 の 輝度 値 
DB 0 : 赤 色 の 輝度 値 
: 緑 色 の 輝度 値 

LABEL BYTE 
DR 99 本 和 4 | 和 机 。 に ・ キ ー 情 報 テ ー ブ ル 


LABEL BYIE 
DW ANAGG,ANARR,ANABB,ANAGG,ANARR,ANABB 


: キ ー 情 報 保存 エリ ア 選 択 用 


CA,6 
DI,OFFSET KEYTBL 
SCASB 


ACHRI 
8 ) ーー ADRTBL 


:! 町 が 押さ れ て いれ ば 灯 度 値 
A | を 変更 する 


PMSIGN 
PODATM 
PAL04 


TDISET 


DTDI1: 
DTDI2: 


PALOC 


DIDIP: 


PALOC 
DOKIC 


DOKIC 
VWAIT 


VMATZ: 


VWAIT 
TXACLR 


DB 0 

DB 0 

DB 0 

MACRO ADR,ADD 
LOCAL DTDI1,DTDI2 
MOV AL 、 じ SO AU 
CMP 上 Lt 

JGE DDI1 

OR AL,30H 

J MP DD1I2 

SUB AL,9 

OR AL,40H 
MOYV [SI+ADD] , AL 
ENDM 

PROC 

MOV AL,PWSIGN 
OR AL AL 

JE $+5 

CALL VMAII 

XOK Al, AL 

0UI 0A8H, AL 
MOY AL,ANAGG 
0UT 0AAH,AL 
MOV AL,ANARK 
0UT 0ACH, AL 
MOV AL ,ANABB 
0UT 0AEH, AL 
PUSH DS 

】 和 【 介 必 E DE 2。1 
TDTSET ANABB,0 
TDITSET ANARR,160 
TDTSE1 ANAGG,320 
POP DS 

RET 

ENDP 

PRO0C 

XOR PMSIGN, 1 
PUSH AX 

PUSI DS 

【 介 YO は な 1。 め 0 
XOK BYTE PTR [SI],1 
POP DS 

POP AX 

KKT 

ド NDP 

PROC 

IN AL,0A0H 
TESI AL,00100000B 
JNE VMAIT 

IN AL,0A0H 
TES1 AL,001000005B 
JE VWAT2 

RET 

ENDP 

LABEL BYIE 

DB 1 。 12J" 
DB 


1 一 3 パレ ッ ト い ろ い ろ 


# パレ ッ ト 用 ワー ク ・ エ リア 


・ ア スキ ー コ ー ド 変換 用 マク ロ 定 義 


AL の 値 に よっ て 垂直 同期 を 取る 


アナ ログ ・ パ レッ ト の 変更 


垂直 同期 を 取る か 否 か の フラ グ を 変更 する 


垂直 同期 期間 を 得る 


ー… 


: テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 


1BH。 【s 1BH。 5h 。1BH、 品 )h9 


TKEEP 


CODE 
STACK 
STACK 


TEXT 
TEXT 


LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 


DB 1BH,」"[u "1BH」"【)51",1BH 1)1$8 

ENDS 

SEGMENT STACKR : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0) 

ENDS 

SEGMNENT AT 0A000H : テ キス ト 用 セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 











画面 上 部 に は 、 垂 直 同 期 オ ンプ ォ オフ の 状態 (1 で オン ) と パレ ッ ト 0 の 緑 、 赤 、 
青 の そ れ ぞ れ の 輝度 が 表示 され ます 。 こ うし て 連続 し て 輝度 を 変化 させ る と 、 垂 直 
同期 を 取る 重要 性 が 改め て 感じ られ る か も し れ ま せん 。 


… 垂 直 同 期 の 状 態 
… 青 の 輝度 レベ ル 
… 赤 の 輝度 レベ ル 
… の 輝度 レベ ル 

アナ ログ カラ ー は 新しく 追加 され た 機能 で すか ら 、 旧 タイ プ の よう に プレ ー ン が . 
3 枚 の 機種 で は 当然 対応 で きま せん 。 無理 に 実行 すれ ば 、 ポ ー ト へ 出力 する デー タ 
構成 が 全く 異な り ま すか ら 、 期 待 通り の 画面 と は か け 離 れ た も の と な り ま す 。 
この よう な 場合 は 、「 ア ナ ロ グ 専用 | と し て し まう の が 普通 で す 。 こ の プロ グラ ム 
(LIST 1-4) で は 、 何 も せ ず に MS-DOS へ 戻る よう に し て いま す 。 

で は 、PC-9801 本 体 が アナ ログ 対応 で あっ て も ディ スプ レイ が アナ ログ に 対応 し 
て いな い 場 合 は どう で し ょ うか 。 プ ログ ラム で いち いち 区 別 す る の で は 面倒 で す 。 
し か し 、 実 は これ は 心配 する こと は あり ませ ん 。 デ ィ イス プレ イ が デジ タル の 場合 は 、 
郊 度 レ ベル が 半分 より 小 (0 一 7 ) で あれ ば その 人 色 の 輝度 は 0 と な り 、 半 分 より 大 
で あれ ば 、 輝 度 15 (最大 ) で 発色 する よう に な っ て いる の で す 。 すなわち 、 和 目 動 的 
に 中 間 輝 度 が 省 か れる の で す 。 ど うし て も 特殊 な 中 間 色 で 固定 し た い 場 合 は 、 | 妥 
アナ ログ ・ デ ィ ス プレ イ 」 と し な けれ ば な り ま せん が 、 実 際 の ゲー ム で は 8 人 色 で も 
お か し く な い 色 に 設定 する か 、 中 間 色 を 単に パレ ッ ト の な め ら か な 変化 に 利用 し て 、 
デジ タル ・ デ ィ ス プレ イ で も 支障 の な いよ うに し て お く の が 一 般 的 で す 。 こ うす れ 
ば 、 ア ナ ロ グ ・ デ ィ ス プレ イ の 方 は より 以上 に 美しい 画面 で 、 デ ジタル ・ デ ィ ス プ 
レイ の 方 は それ な り の 画面 で ゲー ム を 楽し むこ と が で きる か ら で す 。 

パレ ッ ト の 具体 的 な 応用 例 に つい て は 別 の 章 で 示し ます が 、 プ レー ン の 状態 と カ 
ラー 番号 と の 関係 ( 図 1-1-3 参照 ) を 詩 知 し て お く こ と が 最大 の キー ポイ ント で す 。 
パレ ッ ト を いろ いろ と 変化 させ な が ら 、 カ ラー 番号 (0 一 15) を 聞い た だ け で プレ ー 
ン の 状態 (オン か オフ か ) が すぐ わか る よう 慣れ 親しん で くだ さい 。 





第 の 章 EGC 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス の すべ て 


[斬り 捨て 御免 …』 

こん な 言葉 は 江戸 時 代 の こと か と 思っ て いた ら 、 な ん と この 近代 社会 
に お いて も 「 足 切り ] な ど と いう 妙 な モノ に 次 を 変え て 残っ て いる よう で 
す 。 時 代 は 違え ど 、 切 られ る 側 は た まっ た も の で は あり ませ ん 。 と は いえ 、 
現代 は 自由 競争 の 社会 。 勝者 が いれ ば 必ず 敗者 が で る 仕組 みな の で あり 
ます 。 

無 差 別に 『 差 別 】] を する の は 問題 で す が 、 ヤ ヤ コ シ イ こ と に 「 差 別 』 と 
[区 別 』 は 区 別 を し な けれ ば な り ま せん 。 例え ば 、 ホ テル や 旅館 の 大 浴場 。 
男 風 呂 と 女 風呂 と を 分 ける の は 区 別 で も 、 男 風呂 が 大 きく て 女 風呂 が 小 
さい と |「 こ れ は 差別 だ !!] と 問題 に な る わけ で す 。 と ころ で …… 5 
_『EGC 対応 機種 専用 と いう の は 差別 か 区 別 か ……。 私 に は 区 別 が で き 
ませ ん が 、 少 な く と も それ まで の 機種 と の 間 に 違 い が あ る の は 事実 で す 。 
その 事実 を 正確 に 認識 する こと は 、PC-9801VX よ り 前 の エ ユー ザー に と っ 
て も けっ し て マイ ナス で は な いと 思う の で す が ……。 こ の 章 は 、『EGC 対 
応 機種 専用 で す 。 





の ーー 』 


GRCRCG 互 部 一 た 





よく 言葉 が 一 人 歩き ます る と いい ます が 、EGC (Enhanced Graphic Charger) も 
PC-9801VX 以 降 に な っ て 急激 に 脚光 を 浴び た 名 称 で す 。 EGC は 、PC-98010〆UV 
VER/VM (PC-9801U で は オプ ショ ン ) に 搭載 され た GRCG (GRaphic CharGer) 
の 機能 を 拡張 し た も の で 、PC-9801VX 以 降 搭載 され た 機能 で す 。 最近 の ゲー ム ソ フ 
ト で は 、 こ の EGC 対 応 版 も か な り 増 えて きま し た が 、EGC に は 次 に あげ る 4 つの 主 
な 機能 が あり ます 。 


① GRCG と の 互換 モー ド を 有する 。 
②⑫②) 4 プレ ー ン の 同時 アク セス が 可能 。 
③ CPU の デー タ と VRAM デー タ と の ビッ ト ・ パ ター ン 間 の 演算 (ラス ター オペ レー 
ショ ン : ROP) 機能 を 有する 。 
④ デー タ 移動 に お ける ビッ ト 単 位 の シフ ト が 可能 。 
この 節 で は 、GRCG と EGC の GRCG 互 換 モ ー ド に 侍 点 を あて て いき ます 。 グ ラフ ィ ッ 
クス シス テム の 初期 状態 で は 、GRCG や EGC 搭 載 機種 で ご あっ て も 通常 の アク セス ・ 
モー ド が セレ クト され て いま すか ら 、 ま ず は この シス テム の モー ド を 切り 換え て 
GRCG を 使用 可能 な 状態 に し な けれ ば な り ま せん 。GRCGC に は 、TDW モ ー ド 、TCR 
モー ド 、RMW モ ー ド の 3 つの モー ド が あり 、 ポ ー ト 7CH, 7EH を 介し て コン トロ ー 
才 し まず ( 剛 年 に 





2 一 1 GRCG 互 換 モ ー ド 


er 7 CH CG | RMW 
レジ スタ ao PIEN IPGEN |PREN | PBEN 
イド グイ se に 


( 注 ) モー ドレ ジス タ に ライ ト を 行う と 、 タ イル レジ スタ は B 面 用 の タイ ルレ 
ジス タ が セレ クト され 、 そ の 後 ラ イト する 毎 に 、 レ ジス タ R,G,I と 順に 
変化 する 。 ま た 、 ワ ー ド アク セス 時 は 、16 ビ ッ ト に 拡張 され る 。 な お 、 
モー ドラ イト 時 は 割り 込み を 禁止 し な けれ ば な ら な い 。 


・GRCG を 有効 に する ・GRCG を 無効 と する 
・ CPU の VRAM アク セス を きっ か け と し | ・CPU の VRAM アク セス は 、 そ の まま 
て GRCG が 各 モ ー ド の 動作 を 実行 する VRAM の リー ド (ライ ト ) と な る 


・ CPU の VRAM ライ ト に より RMW モー ・ CPU の VRAM ライ ト に より TDW モ ー 
ド の 動作 を 行う ド の 動作 を 行う 

・CPU の VRAM リー ド は 無視 され る ・ CPU の V 民 AM リー ド に より TCR モー 
ド の 動作 を 行う 


・ 該 当 す る プレ ー ン を 無効 と する ・ 該 当 す る プレ ー ン を 有効 と する 
・ 複 数 ビッ ト の 指定 が 可能 
・GRCG は 有効 と な か っ て いる プレ ー ン に 対 
し て の み ア クセ ス を 行う 


・TDW モ ー ド 

CPU が VRAM へ 書き 込み 動作 を する と 、 あ ら か じ め 設 定 し て あっ た タイ ルレ ジス タ 
の 内 容 を 各 プ レー ン に 対し て 書き 込む 。CPU の デー タ は 無視 され る 。 

STR モー ド 

CPU が VRAM の 該当 アド レス を リー ド す る と 、 各 プレ ー ン と タイ ルレ ジス タ の 一 致 
を と り 、 す べ て の プレ ー ン で 一 致 の と れ た ビッ ト を 1 に し て CPU に リー ド デ ー タ と 
し て 出力 する 。 

・RMW モ ー ド 

CPU が VRAM に デー タ を 書き 込む と 、CPU の ライ ト デ ー タ の 内 、 1 と な っ て いる ビ 
ッ ト に 対す る タイ ルレ ジス タ PB 一 PI の 内 容 が 各 プ レー ン に ライ ト さ れる 。0 の ビッ ト 
に 対す る VRAM デー タ は 変化 し な い 。 





2-1-1 グラ フィ ッ ク チ ャ ー ジ ャ (GRCG) の 1 ププ 0 コントロール 


7S7 グ -0 


これ ら が 、GRCG を コン トロ ー ル する た め の ポ ー ト で す 。 従来 の GRCG で は 、 
CPU の VRAM アク セス に 限る と いう 条件 が あり まし た が 、EGC の 互換 機能 で は 、G 
DC (Graphic Display Controller : LSI z PD7220A) の VRAM アク セス に 対し て も 
有効 に な っ て いま す (GDC に 関し て は 後述 し ます ) 。 

ここ で は 、 参 考 と し て TDW モ ー ド を 使っ て 指定 し た タイ ル パ タ ー ン で 全 画 面 を 埋 
め る プロ グラ ム を 示し ます (LIST 2-0) 。 な お 、 タ イル パタ ー ン は 次 の よう な キー 
操作 で 変更 が 可能 と な っ て いま す 。 


・ 画 面 の クリ ア em 
・ プ レー ン B の タイ ル パ タ ー ン の 変更 テン キー の [ZI 
・ プ レー ン R の タイ ル パ タ ー ン の 変更 テン キー の 上,[6| 
・ プ レー ン G の タイ ル パ タ ー ン の 変更 テン キー の 唱 , 還 
・ プ レー ン TI の タイ ル パ タ ー ン の 変更 テン キー の IOIL] 


> ネ 表 玉 氷 氷 末 末 氷 氷 氷 玉 氷 氷 末 氷 来 来 来 求 氷 求 氷 氷 氷 氷 氷 氷 末 末 来 素 末 素 来 束 


・ ネ 


LIST2-0 ネ 


> 表 素 来 氷 氷 求 求 氷 氷水 氷 氷 氷水 来 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷水 氷 氷 水玉 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 玉 


EXIKN 
CODE 


PRINI 


GETKEY 
GLOOP・ 


HOMEC 
ESCKY 


TXYSETI 


0UTAL 


BEGIN: 


GSTAT 
SEGME 
ASSUM 


MACRO 
MOV 
MOV 
INT 
ENDM 


MACRO 
LOCAL 


・NEAR,GTERM:NEAR,GMD16:NEAR 

NT PUBLIC 

E CSziCODE。DS:CODE,SS: STACK 
STRING : 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
DX,OFFSET STRING 
AH,09 
21H 

:] 文字 入力 マク ロ 定 義 

GLOOP 
DL,OFFH 
AH,6 
21H 
GLO0P 
1 AH キー の アス キー コー ド 
1BH キー の アス キー コー ド 
REG,T_X,T_Y テキ スト 画面 ダイ レク ト 表 示 マ クロ 定義 
AX。]EXI 
DS,AX 
REG,&T _Y*160 + &T_X*2 
PORT,DATA :PORT へ DATA を 0UT す る 
AL,DATA 
PORT, AL 
GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
NOTTX 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
TEXIT 


2 一 1 GRCG 互 換 モ ー ド 


NOTTX: CALL GMD16 :640X400,16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JB 良和 。 : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINT TXCLR : テ キス ト 画 面 ク リア 
PUSH DS 、 
TXYSET SI,0,0 
MOV BYTE PTR BI 
MOV BYTE PTR [Si+162] "=" 
MOYV BYTE PTR [SI+164] ,"0" 
MOV BYTE PTR [SI+166] ,"0" 
MOV BYTE PTR 3 
MOV BYTE PTR [SI+322]」"=" : 
MOYV BYTE PTR [SI+324] ,"0”  :{ テキ スト 画面 の 初期 設定 
MOV BYTE PTR [SI+326],"0” : 
MOYV BYTE PTR [SI+480] ,"G”" 
MOV BYTE PTR [SI+482] ,"=" 
MOYV BYTE PTR tt 
MOYV BYTE PTR [SI+486] ,"0" 
MOV BYTE PTR [SI+640] ,"」" 
MOYV BYTE PTR [SI+642] ,”=" 
MOV BYTE PTR [SI+644] ,"0" 
MOV BYTE PTR [SI+646] ,"0" 
POP DS 3 ' 
CLD : デ イィ レク ショ ン ・ フ ラグ ・ ク リア 
TLOOP: GETKEY 
CMP AL,ESCKY | ESC | キー が 押さ れ た ら TEXIT へ 
JE TEXIT 
CMP AL,HOMEC 」 
JNF TEFST1 if |H.CLR | キー が 押さ れ た ら 画 面 を クリ ア す る 
CALL GVCLR 
JMP TLOOP 
TEST1: CALL TCHAN | タイル ・ パ ター ン の 変更 
JMP TLOOP 0 
TEXIT: CALL GTERM : グ ラフ ィ ッ クス 処理 の 終了 と する 
PRINT T KEEP : テ キス ト 画 面 の 属性 の 復元 
MOV AX ,4C00H : サ ター タ < コ ー ド Feyy ト 
INT 21H :MS-D0S へ 
TILPO DB 0 “ 
TLPI DB 6 0 
TILP3 DB 0 
TCHAN PROC 
MOV CX GS 
MOV ES,CX 
MOYV W 詩 ・ 
MOV DI,OFFSET KEYTBL 
REPNZ SCASB 
JNE TCHRT ( 
1 7 ADRTBL キー 入力 に 従っ て タイ ル ・ パ ター ン を 変更 
ADD BX,CX | する 
MOYV BX , [BX] 
CMP CX , 
JGE TCHA1 
INC BYTE PTR [BX] 
JMP TCHA2 
TCHA1: DEC BYTE PTR [BX) 
TCHA2: CALL TBXFL 
TCHRT: RET 
TCHAN FNDP 


KEYTBL LABEL BYIE : キ ー 情 報 テ ー ブ ル 
DB 1 ま 9 し し し 99 99 
DB >。 5 生 99 


ADRTBL 3 いい -: タ イル ・ パ ター ン 保 存 エ リア 選択 用 テー ブル 
[L 


DW まま も PS 11LPSA1ILP1 LTLFG 
TDISP PRKOC 
MOV AL,CS: [DI 1 
MOV に 昌 
SHR AL,CL 
MDD Su2 
MOV AL,。CS:【DI] タイ ル ・ パ ター ン の 表示 
AND AL,OFH 
も し L TDIS0 
ADD ST 。108 
REI 
TDISP ENDP 
TDIS0 PROC 
CMP AL,10 
JGE TDIS1 
OR AL,30H 
財 | AL の 敦 全 を アス キー コー ド へ 変換 する 
OR AL,40H 
TDIS2: MOV [SI) 。 AL 
RET 
TDIS0 ENDP 
TBXFL PROC 
MOV BX,MORD PTR TILPO 
MOV CX,MORD PTR TILP2 
G 穫 も BOXEFL 
PUSH DS 
1 才 SBbLI Si。 
MOV DI , OFfsE1 ILPO 
CALL TDIS 
MOYV は と 人 TILP1 それ ぞ れ の タイ ル ・ パ ター ン で 画面 表示 
GL TDISP 
MOV DI,OFFSET TILP2 
CALL TDISP 
MOV DI,OFEFSET TILP3 
CALL TDISP 
POP DS 
RET 
TBXFL ENDP 
GVCLR PROC 
XOR BX,BX ( 
MOYV CA 。 BA '{ 画面 クリ ア 
CALL BOXFL 
REI 
GVCLR ENDP 
BOXEFL PROC 
し! 
0UTAL 7CH。080H 
ST 


OUTAL 7EH,BL 
OUTAL 7EH,BH 
OUIAL 7EH,CL 


BOXFL 
TXCLR 


TKEEP 


CODE 
STACK 
STACK 


TEXT 
TEXT 


BLUE 
BLUE 


0UTAL 
MOV 
MOYV 
MOV 
AOR 
REP 
CLI 
0UTAL 
STI 
RET 
ENDP 


LABEL 
DB 
DB 


LABEL 
DB 


ENDS 
SEGME 
DW 
ENDS 


SEGME 
ENDS 


SEGME 
ENDS 


END 


2 一 1 GRCG 互 換 モー ド 


7EH,CH 
CX ,7D00H/2 :? 指定 タイ ル パ タ ー ン で 画面 表示 
FES,AX ' 
DI,DI 
STOSM 
7CH,0 

BYIE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
1BH , は - 
1BH,"[s "1BH。"[)5h" ,1BH,。 【1)h$ 

BYTFE の 属性 の 復元 
1BH,"[u" 1BH,」"[)51" 。 1BH" (1) 18 

NT STACK ・ ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
100H DUP (0) 

NT AT 0A000H : テ キス ト 用 セグ メン ト の 定義 

NT AT 0A800H :B 面 用 セグ メン ト の 定義 


GRCG は 4 画面 同時 アク セス が 可能 で すか ら 、 か な り 高 速 な 処理 を し て くれ ます 。 
し か し 、TDW モ ー ド に し て も 、RMW モ ー ド に し て も 、VRAM へ 書き 込ま れる デー 
タ は あら か じ め ポ ー ト 7EH へ 設定 し て お いた タイ ル パ タ ー ン が 関与 する こと に 変わ 
りあ り ま せん 。 そ の た め 、 タ イル パタ ー ン と VRAM デー タ と の 間 で ビッ ト パ タ ー ン 
間 の 演算 (ラス ター オペ レー ショ ン : 以後 ROP と 記述 ) を し た い 場 合 は 、ROPF 後 の 
デー タ を いち いち ポー ト 7EH へ 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 これ で は 、 画面 同時 
アク セス の 意味 が な く な っ て し まい ます 。 

この よう な 間 題 点 を 一 挙 に 解決 し て くれ る の が 、 次 の テー マ で ある EGC の 拡張 モー 
ド と いう わけ で す 。 


2 一 2 と GCC の 迫 天 モ ー ド 





か な り の 期待 を 抱か せな が ら 新 し い 節 へ と 移っ て きた わけ で す が 、 こ の EGC の 拡 
張 モ ー ド も GRCG の 互換 モー ド と 同じ よう に 、 拡 張 モ ー ド へ と 切り 換え る こと で 使 
用 可能 に な り ま す 。 こ の 切り 換え は 、 ポ ー ト 6AH の ビッ ト 0,2 を 1 に 、 7CH の CG ビ ッ 
ト を 1 に し て 行い ます 。 


( 注 ) 拡張 モー ド か ら 他 の モー ド へ 移行 する 場合 に は 、 必 ず ポ ー ト 4AO0H へ FFFOH を 
セッ ト し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 モ ー ド チェ ンジ は 割り 込み 禁止 の 状態 で 行 
いま す 。 





図 2-2-1 EGC 描 写 モ ー ド の 1! プ 0 コン トロ ー ル 


この 節 で は 全 機 能 を 一 覧 で きる よう に し て いま す が 、 こ こ で すべ て を 覚え る こと 
は あり ませ ん 。 必要 に 応じ て 、 そ の つど 確認 すれ ば いい の で す 。 本 書 で も 、 次 節 か 
ら は 具体 的 な 利用 法 が 出 て きま す 。 

さて 、 拡 張 モ ー ド で グラ フィ ッ ク VRAM を 操作 する た め の IO ポー ト で す が 、 
これ に は 4AOH 一 4AEH の 8 つが あり ます 。 図 2-2-2 を 参照 し て くだ さい 。 


2 一 2 EGC の 拡張 モー ド 
図 2-2-2 EGC (Enhanced Graphic Charger) の | ププ 0 コン トロ ー ル 


ginnnnnnnnnnni 


PG | P 1PB 
CEEEICIEEZZEPIPIEIEIE 
CCIKICIIIPCCICIPC ロ CD 


4A8H マス クレ ジス タ : 全 プ レー ン に 対し 1 つの み 対 応 。 ROP に 優先 され る 


|_eee lelwlwiwlwlsleislelrlslrfslyl*1* 


ディ イス ナイ ネー ショ ン | 。。、 。 e 


IE 0 で 十 方 向 、1 で 一 方 向 と な る 

















アッ クチ ィ デ プレー ピン 





















FG ま た は 、BG テ 1 の 時 


an lmwlsl*mlmlmlml*lelylsltl*lzwrrmerrm テ - 
EIDIEHE 
er |*lel*l*lelylel*lellrlyIezrYzhmr- 











※ ア クティ ブ ・ プ レー ン 

命令 が 適用 され る プレ ー ン を ビッ ト 対 応 で 設定 する 。 す べ て の 命令 に 優先 する 。 

ライ ト 系 : "1”" の プレ ー ン は 変更 され な い 。 

リー ド 系 : コン ペア リー ド ビ ッ ト テ 1 の 時 に 有効 。"1?7 の プレ ー ン は コン ペア され な い 。 
※ リ ー ド プレ ー ン 

コン ペア ビッ ト = テ 0 の 時 に 読み 込む プレ ー ン を 設定 する 。 
※FGC.BGC 





L 設定 不可 


ーーーー ROP の パタ ー ン 入力 と し て バッ ク グ ラン ドカ ラー が 選択 され る 
各 プ レー ン 毎 に バッ ク グ ラン ド の 1 ビッ ト が 16 ビ ッ ト に 伸長 され る 


ROP の パタ ー ン 入力 と し て フォ アグ ラン ドカ ラー が 選択 され る 
各 プ レー ン 毎 に バッ ク グ ラン ド の 1 ビッ ト が 16 ビ ッ ト に 伸長 され る 


ROP の パタ ー ン 入力 と し て パタ ー ン レジ スタ が 選択 され る 


マグ の レジ スグ 


全 プ レー ン に 対し て マス クレ ジス タ は 1 つ だ け 存 在 する 。 


0 の ビッ ト は デー タ 書 き 込 み 後 も 変更 され な い 。 
ROP に 優先 され る 。 


際 ブ ホー アグ ラウ ンド カラ ー 


FGC 指 定時 の フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 


K パ バ パッ ク グ ラウ ンド カラ ー 


BGC 指 定時 の バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 


モー ドレ ジス タダ 


直 


に 


定 する 。 


定 する 。 





※ROP コ ー ド レジ スタ 


ROP の 演算 内 容 を ビッ ト パ タ ー ン に より 


00: パ ター ン レ ジス タ は 変更 な し 

01: メ モリ リー ド 命 令 時 に デー タ を ロー ド 
(GDC ア クセ ス 時 無効 ) 

10: メ モリ ライ ト 時 に 、 ラ イト され る メモ リ の 変更 前 の デー タ 
を ロー ド 

11: 設 定 不 可 


0: シ フタ の 入力 は VRAM デー タ 

CPU の リー ド で デー タ を 取り 込み 、 

次 の ライ ト で ROP を 行う 

Eo ツ アソ タダ の 人 力 は CPU デー タ 

CPU の ライ ト 時 に 、 そ の CPU デー タ が ROP さ れる 


00:CPU ラ イト デー タ 

01:ROP の 演算 結果 

10: パ ター ン レ ジス タ 
ー 11: 設 定 不可 


0: コ シン シ ペ アリ ー ド を 行わ な い 
1: コ ン ペ アリ ー ド を 行う 
コン ペア は フォ アグ ラウ ンド カラ ー と 行う 


設定 する 。 


S: 入 力 、D: (VRAM 上 の デー タ ) と する と 16 種 類 の ROP 演 算 が 可能 。 


代表 的 な ROP コ ー ド は 次 の と お り 。 





+S 
+S 
D+S 
D+S 
D・S 


S 
S 
D 
D 
D 
D 


0FOH 


0FH 

0CCH 
033 日 
0FCH 
0CF 日 
0F3H 
03FH 
0C0H 


十 :OR (論理 和 ) 

・ : AND (論理 積 ) 

( 土 ) : XOR (排他 的 論理 和 ) 
ー :NOT (反転 ) 


2 一 2 EGC の 拡張 モー ド 


( 注 ) ROP コ ー ド B に 対す る S は 、S と 同じ コー ド を 選択 し 、 
カラ ー の 設定 で 対応 する 。 


紀 |! け ゼ 





家 ソ ー ス ビッ ト ア ドレ ス 、 デ ィ ス ティ ネー ショ ン ア ドレ ス 

デー タ を 転送 する 場合 の ワー ド 内 の ビッ ト ア ドレ ス を 設定 する (CDC ア クセ ス 時 は 無効 ) 。 
* ー 0 : ワー ド の 先頭 か ら 数 える 

ネネ ー 1: ワード の 後方 か ら 数 える 
ビッ ト 長 

転送 する ビッ ト 長 を 設定 する 。 1 ラス タ 方 向 の み 。 内 容 は 保存 きれ る 。 





ポー ト 4AO0H-4AEH へ 所 定 の デー タ を 送る と 、EGC の 拡張 モー ド が 使え る よう に 
な り ま す 。 以後 VRAM へ アク セス する こと に よっ て 、 指 定 し た 動作 が 可能 と な る わ 
け で す 。 で は ここ で 、EGC の 拡張 モー ド を オン プ オ フ す る プロ シー ジャ を 定義 し て 
み ま し ょ う (LIST 2-1)。 


7S7 グー7 
水玉 玉 来 玉 玉 玉 炒 玉 玉 玉 玉 米 米 玉 炒 玉 来 米 来 来 炒 玉 来 米 末 玉 来 玉 米 玉 玉 玉 玉 
) LIST2-1 * 


ネ 玉 来 来 末 来 来 来 来 来 米 来 炒 来 来 来 来 来 玉 来 玉 玉 末 末 玉 末 来 玉 玉 来 来 米 玉 米 玉 来 
PUBLIC EGC_ON,EGC_OF 
CODE SEGMNENT PUBLIC 

ASSUME CS:CODE 


EGC_ON PROC 
MOV AL,7 
0UT 6AH,AL 
MOV AL。5 
0UT 6AH,AL 
CLI 
MOYV AL,80H ィ EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 
0UT 7CH AL 
ST I 
MOV AL ,6 
き 0UT 6AH,AL 
FT 
EGC_ON ENDP 
EGCC_OF PROC 
MOYV AX,OFFF0H 
MOY DX,4A0H 
0UT DX,AX 
MOYV AX,OFFFFH 


MOV DX,4A8H 
AL.7 
6AH,AL 
AL,4 7 EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 
6AH,AL 上 


AX,AX 
7CH,AL 


AL,6 
6AH,AL 





これ で 、EGC の 拡張 モー ド の オン プ オ フ が 可能 と な り ま し た 。 この BEGC 拡 張 モ ー 
ド の 特徴 は 、 プ レー ン に 対す る 指定 が な いこ と で す 。 つ まり 、G.VRAM ア ドレ ス の 
生 定 は CRT 上 の 位置 を 決め る だ け で あり 、 実 際 の アク セス は B プ RG グ [いずれ の 
プレ ー ン で も か まい ませ ん 。 本 書 で は B 面 に 統一 し て いま す が 、 も ちろ ん 他 の プレ ー 
ン で も 差し 支え を あり ませ ん 。 ' 

で は 実際 に 、 第 1 章 に あっ た 点 を 打つ プロ グラ ム (LIST 1-1) と 同じ こと を BEBQC 
を 使っ て 実現 し て み ま し ょ う 。 な お 、ROP の 入力 と し て で 、 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー 
を 選択 し た 場合 、ROP コ ー ド は B を 使い ます 。 


和 ん テキ LNST2.g 


67 ググ 


7 炒 玉 玉 炒 玉 米 玉 来 玉 玉 米 末 玉 米 玉 玉 玉 来 来 来 来 来 玉 来 来 末 末 玉 玉 玉 玉 末 来 末 
? ネ た すし * 


7 炒 玉 末 来 末 来 末 来 末 玉 来 玉 来 米 玉 来 末 米 炒 来 玉 玉 米 玉 玉 末 来 末 来 来 玉 玉 末 玉 玉 玉 
EXTRN GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,EGC_ON:NEAR,EGC_OF:NEAR 
CODE SEGMENT PUBLIC 

ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


OUIEGC MACRO PORT,DATA 5 ポ ボート (PORT) へ DATA を 0UT す る 
MOV 
MOYV 
00T 
ENDM 





PMAIN: 
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GSTAI : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
TEXIT 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
GMD16 :640X400.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
TEXI1 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 


EGC_ON :EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 


OUTEGC 4AOH,OFFFOH 

OUTEGC 4A2H,040FFH 

OUTEGC 4A4H,2CAAH 
OUTEGC 4A6H,15 f EGC の 初期 設定 
OUTEGC 4A8H,OFFFFH 


LEGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 
AX,4C00H : リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
2 1H :MS-D0S へ 


SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 


ENDS 


100H DUP(0) 


SEGMENT Al 0A800H :B 面 用 セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 





LIST 2-2 で は 実際 に VRAM へ の アク セス を し て いま す が 、EGC の モー ド を 設定 し 
て いる 部 分 を カッ ト す る と 、 デ ー タ を グラ フィ ッ ク VRAM に 1 回 書き 込ん で いる だ 
け で す 。 こ れ だ け で 、B ノ R ノ G ノ 1 各 面 に 対す る 『AND を 取っ て OR を 取る 』 と い 
う 作 業 も 完了 で す 。 そ し て 、 こ の と き ポ ー ト 4AOH-4AEH へ 出力 する デー タ の 内 容 
が ポイ ント な の で す 。 

この 設定 で 、 特 に わか り に くい の は 、 ポ ー ト 4AEH の 扱い 方 で し ょ う 。 これ は 、 
G.VRAM へ 書き 込む ビッ ト 数 を 設定 する た め の ポ ー ト で す が 、 ビ ッ ト の 数 え 方 が 0 
か ら 始 まっ て いま す 。 例え ば 、 点 を 打つ 今回 の プロ グラ ム で は 1 ビッ ト の 書き 込み 
で すか ら 、 設 定 す る ビッ ト 数 は 0 となり ます 。 ま た 、 1 バイ ト 全 て を 埋め る 場合 に 
は ビッ ト 数 は 7 と な り ま す 。 

各 ポ ー ト へ 出力 する デー タ の 内 容 を 、 2-2-2 と 照ら し 合わ せな が ら よ く 確 認 し 
て くだ さい 。 ま た 、EGC の 設定 を いろ いろ と 変化 させ て 研究 する の も 役に立つ こと 
な すま 。 


2 クー3 重ね 合わせ 





ルナ 7 グ -3 


PC-9801 シリ ー ズ の 画面 構成 ( 図 1-1-1) か ら 判断 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 ど 
うし の 重ね 合わ せ 処 理 な ど 不 可能 な よう に 見 えま す 。 し か し 、 そ れ が 可能 で ある こ 
と は すでに 多く の ゲー ム に よっ て 証明 され て いま すし 、 お そら く 不 可能 と 信じ て い 
る 人 な ど 1 人 も いな いで し ょ う 。 そ れ ど ころ か 、 図 1-1-1 以 外 に 特殊 な キャ ラク タ 
表示 機能 を 持っ て いる は ず だ と 信じ て いる 人 さえ いる か も し れ ま せん 。 

残念 な こと に 、 た と え EGO 搭載 機種 で ご あっ て も 、 グ ラフ ィ ッ クス に 関し て の ハー 
ドウ ェ ア 的 な 能力 は これ まで に 説明 し て きた こと が すべ て で す 。GDC と いう 機能 
あり ます が 、 基 本 的 に は 変わ り ま せん 。 こ れ 以 外 の こと は 、 す べ て プロ グラ ム ・ テ 
クニ ッ ク に よっ て カバ ー さ れ て いる の で す 。 も ちろ ん 、 最 初 か ら 多様 な テク ニッ ク 
が 存在 し て いた わけ で は あり ませ ん 。 ハ ー ド ウェ ア で 用 意 き され て いな い 機 能 は 、 プ 
ログ ラマ ー が 夢 を 追い 求め て 実現 し た も の ば か り で す 。 つ まり 、PO-9801 シリ ー ズ 

と いう の は |「 テ クニ ッ ク を 要求 する が 、 テ クニ ッ ク の 酷使 に も 耐え られ る | よう に 
設計 され た 機種 な の で す 。 

画面 処理 テク ニッ ク へ の 第 一 歩 、 そ れ は キャ ラク タ の 重ね 合わ せ で す 。 す で に 基 
本 的 な 原理 は ドッ ト 表 示 の 際 に 示さ れ て いま す 。 こ れ を キャ ラク タ に 拡大 し た の が 
次 の プロ グラ ム (LIST 2-3) で す 。 ま ず は 、 実行 し て み で くだ さい 。 


A> LIST2-3 


> 素 氷 氷 未来 氷 末 末 素 求 来 末 玉 末 来 氷 求 末 末 末 来 氷 氷 求 氷 氷 氷 末 氷 氷水 末 素 末 来 氷 


> 玉 


LIST2-3 * 


> 素 求 来 来 求 来 来 来 来 来 氷 氷 求 氷 末 求 氷 氷 求 求 来 末 氷 来 氷 氷 来 氷 来 氷 来 求 来 来 束 


EXTRN 
CODE 


GSTIAT:NEAR,GMD16:NEAR,TMEN1:BYTE,BMENS:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 

放 衣 まま : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
GMD16 :640X400.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
TEXI1J : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
AX,BLUE 

DL,10011001B 

BACKD 


AX,RED 
DL,00110011B 
BACKD 
AX,GREEN 
DL,11001100B 
BACKD 
AX,1ISIY 
DL,11111111B 





IEXII: 


BACKD 


BACLO: 
BACL]1 : 


BACKD 
DICHR 


DICLO: 


DICHR 
CODE 

STACK 
STACK 


ENDS 
SEGMENT 
DM 

ENDS 


BACKD り 
SI,OFFSET BMENS 
AX,BLUE 


DICHR | おぉ お ばけ の ピー ヨ の 表示 


AX,4C00H 4 
21H :MS-D0S へ 戻る 


BYTE PTR [〔BX+80],0 


背景 の 描写 


DS 

DS , AX 

DI,OFEFSE}】 TMEN1 
BX,3C00H+26H 

CX 。32 

AX,CS: [DI] 
LBX] ,A 

CS: [SI] 


ー ュ < に 〕 


S: [DI+2 ] :| キャ ラク タ を 表示 (0R) 


っ - に コ 
ご O 心 選 士 〇 ① 二 〇 ーー 
いら いら 
ュー ビブ ペー プー 
ドコ 
ら で 


つの 


の 一 >< ーー・ じ ブ > し つ > で し ワ > で 
C て つこ = = らっこ 


トラフ トウ ウン ウ (の ーー ヘビ デ ーー ジテ ーー ジー デ 


STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
] 


00H DUP (0 ) 


2 一 3 重ね 合わ せ 


AX ! 透明 デー タ で 画面 を くり 抜き (AND) 


:B 面 の セグ メン ト の 定義 


BLUE SEGMENTI AT 0A800H 
ENDS 


SEGMENT AT 0BO000H :R 面 の セグ メン ト の 定義 


ENDS 
:G 面 の セグ メン ト の 定義 


SEGMENT AT 0B800H 
ENDS 


SEGMENT AT 0OE000H :| 面 の セグ メン ト の 定義 





ENDS 
END 
ビー ヨ デ ー タ 
> 水 氷 氷 末 末 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷水 氷水 氷 氷水 氷 氷 氷 氷 氷水 氷 氷 末 氷 末 水 氷 求 氷 ※ 
) ネ PIYO DATA ネ 


> 素 氷 末 玉 氷 束 末 求 末 求 束 灯 氷 求 末 氷 来 求 末 求 表 末 氷水 氷 氷 氷水 氷 氷 末 水 氷 氷 氷 


PUBLIC TMEN1,BMENS ,RMENS,GMENS, IMENS 


CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE 

TMEN1 LABEL BYTE 
DB 0FFH,O0FOH, 7,。0FFH,OFFH,0EOH, 3。0FFH 
DB 0FFH,080H, 0,0FFH,0FFH, 0 , 0 , 7FH 
DB 0FEH, 0 , 0 , 3FH,0FCH, 0 0。 1FH 
DB 0F8H, 0 , 0 。 0FH,0F8H, 0 , 0 , 0FH 
DB 0FOH, 0 , 0 , 7,0FOH, 0 , 0 , 7 
DB 0EO0H, 0 , 0 , 3,0E0OH, 0 , 0 り 
DB 0EOH, 0 , 0 , 1,0EOH, 0 , 0 , 1 
DB 0EOH, 0 , 0 , 1.0EOH, 0 , 0 , 1 
DB 0EOH, 0 , 0 , 1.0EOH, 0 , 0 , 1 
DB 0COH, 0 , 0 , 1.0COH, 0 , 0 , 1 
DB 80H, 0 0 S。 80H, 0 , 0 , J 
DB 9 0 , 0 , O 。 り 。 0 , 0 , O 
DB 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 
DB 83H , 0 , 0 , 1.0C7H,0COH, 0 1 
DB 0FFH,0EOH, 0 , 3,0FFH,0F8H, 0 , 7 
DB OFFH,OFEH, 0, OFH,OFFH,OFFH, 80H, 3FH 

BMENS LABEL BYTE 
DB 0 , 0 , 0 , 0 0 , 0AH,0A8H, 0 
DB 0, 1FH,0FCH, 0 , 0, 7FH,OFEH, 0 
DB 0,0FFH,OFFH, 80H, 1,0FFH,OFFH,0COH 
DB 5 OFFH,OFFH,O0EOH, S,0FFH,OFFH,0EOH 
DB 7 。 9FH,。 9FH,0FOH, 7 。 OFH, OFH,0FOH 
DB 0EH , 6, 7 OF8H, 0EH, 6 , OF8H 
DB 0EH, 6 。 7,0FCH, OEH, 6 , 7 ,0FCH 


DB OFH, OFH, OFH,OFCH, OFH,。 OFH, OFH,OFCH 
DB OFH,OFFH,OFFH,O0FCH, OFH,OFFH,O0FFH,OFCH 
DB 1FH,OFFH,OFFH,OFCH, 1FH,OFFH,OFFH,OFCH 
DB 2BH,0BFH,0B2H, 78H, 2BH,O0DFH, 72H, 78H 
DB SoH,0C0H,064H,O0FOH, 55H,O0EOH,O0E4H,0FOH 
DB 0,0FFH,0EOH,0E2H , 0,0FFH,0EOH,0E6H 
DB 0, 3FH,OFFH,0CCH , 0。 1FH,OFFH, 9CH 
DB 0 , 7,0FFH,0F8H, 0 , 3,0FFH,0FOH 
DB 0 , 0 , 55H, 40H, 0 , 0 , 0 , 0 


RMENS 


GMENS 


IMENS 


CODE 


LABEL BYTE 
D 


5,0F9H,OFBH,0AOH 
5.0C9H, 3BH,0DOH 
2,.0F6H,0F7H,0A0H 
7 。 9FH, 9FH,0D0H 
1BH,OFFH,OFFH,0A0H 
39H,O0DFH, 77H,。 20H 
7CH, 60H,OEEH,0COH 
> oFH,OEAH, 80H 
0, 0AH,OFEH, 8 
0 , 0,.0AAH,0A0H 
0 , 0 , 0 , 0 


0, 0AH,0A8H, 0 
0。 7FH,.O0FEH, 0 
1,0FFH,OFFH,0COH 
3, OFH, OFH,0EOH 
6,0F6H,O0F7H,0FOH 
0DH,O0F9H,0FBH,0F8H 
0DH,0C9H, 3BH,O0FCH 
0EH,0F6H,0F7H,OFCH 
OFH, 9FH, 9FH,O0FCH 
1FH,OFFH,OFFH,0FCH 
3BH,O0DFH, 77H, 78H 
7DH,0EOH,0EEH,0FOH 
o4H,OFFH,OEAH,O0E6H 
0, 1FH,OFFH, 9CH 
0 , MP 


0AH,0A8H。 0 


0 , 
0, 79H, 2EH, 0 
1, 80H, 1,0COH 
2 。 0 , 1, 60H 
4 。 0 , 0.0BOH 
8 , 0 。 , oO8H 
8, 0 , 0, 2CH 
0CH, 0 , 0, 5CH 
8, 0 , 0, 2CH 
4 。 0 , 0, 5CH 
2 。 0 , 0, 58H 
1 , 80H, 0, 30H 
0,.0A0H, 0, 66H 
0, 15H, 1, 94H 
0 , 3, 55H, 50H 
0 , ) 0 , 0 


B 0 , 0 , 0 , けり 。 
DB 0 , 2.0D0H, 0 , 
DB 0, 3FH,0FAH, 0 , 
DB 1 。 9FH。 9EH。 80H, 
DB 2。 66H, 67H, 40H, 
DB oy0F9H,O0FBH,0A0H, 
DB o0C9H, 3BH,0D0H, 
DB 2,0F6H,0F7H,0A0H, 
DB 7 。 OFH, OFH,0DOH, 
DB 1BH,OFFH,OFFH,0A0H, 
DB 39H,0BFH,0B7H, 20H, 
DB 7CH,0COH,06EH,0C0H, 
DB 54H, 7FH,OEAH, 80H, 54H 
DB 0, 0AH,OFEH, 8 , 
DB 0 0,08AH, 80H, 
DB 0 。 0 , 0 , り 。 
た お DL BYIE 
DB 0 , 0 , 0 , 0 , 
DB 0, 1FH,0FCH, 0 , 
DB 0,0FFH,OFFH, 80H, 
DB 3, 9FH, 9FH,0EOH, 
DB 6,0F6H,O0F7H,O0FOH, 
DB 0DH,O0F9H,0FBH,0F8H , 
DB 0DH,0C9H, 3BH,O0FCH , 
DB 0EH,OF6H,O0F7H,OFCH , 
DB OFH, 0FH, OFH,OFCH , 
DB 1FH,OFFH,OFFH,OFCH, 
DB 3BH,0BFH,0B7H,。 78H, 
DB 7DH,0COH,06EH,O0FOH, 
DB o4H,O0FFH,O0EAH,0E2H , 
DB 0, 3FH,OFFH,0CCH , 
DB 0 , 7,0FFH,0F8H, 
DB 0, 0 , 55H, 40H, 
LABEL BYTIE 
DB 0 , 0 , 0 。 0 , 
DB 0。 1DH, 2CH, 0 , 
DB 0 ,0COH, っ 。 GOH, 
DB 2。 0 , 1, 60H, 
DB 4 , 90H , 90H,0BOH, 
DB 8 , 0 , > OH , 
DB 8 , 0 。 0 , 2CH , 
DB 0CH , 0 , 0 , 5CH, 
DB 8, 0 , 0 , 2CH , 
DB 4 。 0 , 0 , 5CH, 
DB 2 。 0 , 0 , 58H, 
DB 1 。 0 , 0, 30H, 
DB 0 , 80H, 0, 62H, 
DB 0 , 35H , 1.0C4H , 
DB 0 , 7, 75H, 78H, 
DB 0 , 0 , 55H, 40H, 
ENDS 


2 一 3 重ね 合わ せ 


色盲 検査 表 の よう な 背景 模様 の 中 央 に 、 本 書 の マス コッ ト ・ キ ャ ラク タ で ある 
| お ば け の ビー ヨ 』 が 現れ まし た 。 プ ログ ラム は 、 例 の 『AND を 取っ て OR を 取る 」 
と いう 重ね 合わ せ の 基本 その も の で す 。 キ ャ ラク タ ・ デ ー タ は 透明 (くり 抜き ) 
B 面 十 R 面 二 G 面 十 {I 面 の 順 で 並ん で いま す 。 今回 の 『 お ば け の ピー ヨ 」 デー タ は 、 
この 先 い ろ い ろ な プロ グラ ム で 利用 し ます の で 、 外 部 モジ ュー ル と し て あり ます 。 
最 分 に 護 明 デー タ に よっ て キャ ラク タ 部 分 を くり 抜い て いま す が 、 こ の と き の 郁 
明 デ ー タ 構造 は 図 2-3-1 の よう に な っ て いま す 。 





黒い 部 分 の ビッ トー1 (背景 が 残る ) 
白い 部 分 の ビッ トー0 (くり 抜か れる ) 


図 2-3-1 透明 デー タ の 構造 
この 例 で は EGC を 使わ ず に 単純 に G.VRAM へ 4 回 アク セス し て いま す 。 で は 、 次 
に 同じ こと を BEGC を 利用 し て や っ て み ま し ょ う 。 と いっ て も 、 ま っ た く 同 じ で は ツ 


マラ ナイ の で 、 せ め て も の 工夫 で 背景 を GRCG の TDW モ ー ド を 利用 し て 描き 、 模 様 
も 変え て み ま し た 。 





A >LIST2-4 








リル お ナグ -4 
・ 林 玉 玉 末 氷 玉 末 来 来 玉 米 末 来 来 来 玉 来 玉 玉 来 玉 玉 玉 来 玉 来 末 玉 玉 来 来 来 来 玉 
? ネ LIST2-4 * 


・ 玉 本 末 末 来 末 末 末 来 玉 来 末 末 来 玉 末 末 末 末 来 末 来 玉 来 末 玉 末 末 玉 末 玉 来 末 
EXTRN 
CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE 


GRCGSET MACRO PLB,PLR,PLG,PLI,DATA 


症 同 

MOV AL,080H 

0UT 7CH ,AL 
ST 1I 

MOV AL,PLB 
0UT 7EH AL 
MOYV AL,PLKR 
0UT 7EH,AL 
MOV AL,PLG 
0UT 7 EH AL 
MOV 1。 も 1 

0UT 7EH 。AL 
MOV DX,DATA 
ENDM 

0UTEGC MACRO PORT JDATA 

0V AX。DATA 
MOV DX ,PORT 

0UT DX ,AX 
ENDM 

PMAIN: CLD 

じ AL も GSTAT 

JNB $+5 

J MP TEXIT 

し ね も GMD16 

JNB $+5 

J MP TEXII 
MOYV AX , BLUE 
MOV S 


E > AX 
GRCGSET 0.0,.0AAH,OFFH,0 
CALL BACKD 
GRCGSET 0,0FFH,55H,OFFH,1 
C BACKD 


ALL 
CALL EGC_ON 
0UIEGC 4A2H,OFFH 
0UIEGC 4A4H,0CCOH 
OUTEGC 4A8H,OFFFFH 
0UIEGC 4ACH,0 
0UTEGC 4AEH,〈8*4-1 ) 
MOYV S1,OFFSET TMEN1 
MOYV AX,OFFFOH 
MOV DX,4A0H 
CALL DICHRK 
MOY AX,O0CFCH 
MOYV DX,4A4H 
00I DX,AX 
NOV AX,OFFFEH 
MOYV DX,4A0H 
CALL DICHR 
CALL DICHRK 
CALL DICHR 


GSIAT:NEAR ,GMD16:NEAR,EGC_ON: 


2 一 3 重ね 合わ せ 


NEAR,EGC_OF:NEAR,TMEN1:BYTE 


:GRCG 設 定 用 マク ロロ 定義 


: ポ ボ ポート (PORT) へ DATA を OUT す る 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
:640X400.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 


GRCG に よる 痛 景 の 描写 


:EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 


EGC の 初期 設定 


ピー ヨ の 表示 


BA 1 


BACKD 


BACLO: 
BACL1 : 


BACL2 : 


BACKD 
DICHR 


DICLP: 


DICHRK 
CODE 

STACK 
STACK 


BLUE 
BLUE 


CALL DICHRK 』 

し ALL EGC_OF :EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 
MOYV AX,4C00H : リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
INT :MS-DO0S へ 
PROC 

MOV AH,400/8 

MOV し L 。40 

MOV CH,8 

MOV DI,DX 

STOSB 

ADD DI,79 

DEC CH 

JNE BACL2 背景 の 描写 
ADD DX ,2 

DEC 上 

JNE BACL1 

ADD DX ,80*7 

XOR DX , 1 

DEC AH 

JNE BACLO 

RET 

ENDP 

PROC 

0UT DX, AX 

MOV DI,3C00H+26H 

MOV の 

MOVSM ー 
MOVSM ピー ヨ の 表示 
ADD DI ,80-4 

LOOP D1CLP 

ROL AX , 1 

RE1 

ENDP 

ENDS 


SEGMENT STACK 
DW 


ENDS 


SEGMENT AT 0A800H 


ENDS 
END 


: ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 


100H DUP (0 ) 


:B 面 用 セグ メン ト の 定義 


透明 デー タ で 、 一 度 に 4 画面 に 対し て AND を 取っ て いま す 。 4 画面 同時 アク セス 
で すか ら 、 ア クティ ブ プ レー ン PB 一 PI は 0、 す な わ ち ポー ト 4AOH へ 出力 する デー タ 
は FFFOH と な り ま す 。ROP コ ー ド は 、CPU デ ー タ と G.VRAM 上 の デー タ と の AN 
D で すか ら 、 (S・D) で CO0H で す 。 参考 まで に 、PC-8801SR 以 降 の ALU 用 に 作ら れ 
た 穫 明 デー タ を 、PC-9801 の EGC の 拡張 モー ド で その まま 利用 する 場合 は 、 反 転 し 
た CPU の デー タ と の AND で すか ら 0CH で す 。 くり 抜き が 完了 し た ら 、 デ ー タ を B 面 
っ R 面 一 G 面 一 I 面 と 順番 に OR (ROP コ ー ド FCH) 出力 する だ け OK で す 。 

と ころ で 、 ダ メー ジ を 受け た と き な ど に よく カラ ー 反 転 表 示 が 使わ れ ま す が 、 こ 
れ は ROP の ビッ ト 反 転 (区 OR) 機能 を 利用 すれ ば 簡単 に で きま す 。XOR に よる ビッ 


67 グ -5 


2 一 3 重ね 合わ せ 


ト 反転 は 次 の よう な 演算 で す が 、 元 デー タ の ビッ ト が 0 な ら ビ ッ ト セ ッ ト (OR を 取 
る ) と 結果 は 同じ で す 。 


! 


Po 00000000B 11111111B 
アー ク : 9R 11100UH1B XOR 11100111B 


元 


新 デ ー タ : 11100111B 00011000B 


し た が っ て 、 重 ね 合わ せ た キ ャ ラク タ が 反転 カラ ー に な る た め に は 、 穫 明 デー タ 
で くり 抜い た 部 分 を 上 の 演算 の よう に 逆 に 埋め な けれ ば な り ま せん 。 す な わら ち 、 
「 く り 抜 く ノ 埋め る | を 交互 に 行え を ば 「 ノ ー マ ル 表示 ノ 反 転 カ ラー 表示 | を 繰り 返す 
こと に な り 、 ダ メー ジ な どの 表現 が 簡単 に で きる わけ で す 。LIST 2-4 は 、 ス ペー ス 
キー を 押す た びに 表示 が 変わ る よう 、 透 明 デ ー タ 使用 時 の デー タ を その まま アン ド 
を 取る か 、 反 転 後に オア を 取る か 、ROP コ ー ド を COH/CFH と 切り 換え て いま す 。 
この 切り 換え に も XOR を 利用 し て いま す (TLOOP の 行 )。 ま た 、B グ RG ノ 1 各 
プレ ー ン に 対す る ROP コ ー ド は ゆ D( 十 )8) で すか ら 3CH と な り ま す 。 


A>TLIST2-5 


1 東 来 来 氷 求 来 来 求 来 求 来 求 来 求 来 来 玉 来 炒 来 来 末 来 来 玉 来 来 来 求 来 来 末 来 求 来 来 


? 氷 


L1S1T2-5 「 * 


? 素 氷 氷 来 氷 求 来 末 求 氷 求 氷 求 氷 氷 求 氷 氷 来 氷 末 氷 末 末 来 来 氷 来 氷 来 氷 玉 氷 氷 


EXTIRN 
CODE 


GRCGSET 


0UTEGC 


GETKEY 
GLOOP: 


GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,EGC_ON:NEAR,EGC_OF:NEAR,TMEN1:BYTE 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


時 PLB。PLR、PLG。PLI DATA :GRCG の 設定 用 マク ロ 定 義 
L 

MOYV AL,080H 

0UT bu し 

STI 

MOV AL,PLB 

0UT 7EH ,AL 

MOV AL,PLR 

0UT 7EH,AL 

MOV AL,PLG 

0UT 9 

MOV AL,PLI 

0UT 4 時 9 

MOV DX,DATA 

ENDM 

MACRO PORT,DATA : ポ ー ト (PORT) へ DATA を 0UT す る 
MOV X,DATA 

MOV DX,PORT 

0UT DX,AX 

ENDM 

MACRO 文字 入力 用 マク ロ 定 義 


LOCAL GLOOP 


MOYV 


DL,OFFH 


I NT 21H 
] GLOOP 
ENDM 
PRINT MACRO STRING : 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOV AH,09 
I NT 21H 
ENDM 
ESCKY EQU 1BH キー の アス キー コー ド 
PMAIN: CALL GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
JNB $+5 
JMP TFXIT : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
に りす 、 GMD16 :640X400, 16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JNB $+5 ' 
J MP TEXIT : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINT TXCLR : テ キス ト 画 面 ク リア 
NOV AX,BLUE [ 
MOV S JAX 
は oe が iP し GRCG に よる 背景 の 提 写 
GRCGSET 0,0FFH,55H,O0FFH,1 
CALL BACKD 
CALL EGC_ON :EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 
OUTECC 4ABH'OEPEEH ( 
0UTEGC 4ACH,0 EGC の 初期 設定 
NM 4AEH, (8*4-1 ) 
思 
TLOOP: XOR BYTE PTR XORSET,0FH 
MOV AL,XORSET 
MOV AH,0CH 
MOV DX ,4A4H 
0UT DX,AX 
MOV SI,OFFSEFT TMEN1 
1 人 村 | 表示 (ノー マル ノ 反 転 ) を 交互 に 行う 
0UTEGC 4A4H,0C3CH 
MOV AX,OFFFFH 
CALL DICHR 
CALL DICHR 
CALL DICHR 
CALL DICHR 
KEYIN: GFTKEY 
CMP AL,ESCKY | ESC | キー が 押さ れ て いれ ば EGCOF へ 
JE EGCOF 
CMP 
JNE KEYIN が 押さ れ て いれ ば TLOOP へ 
J MP TLO0P 
EGCOF: CALL EGC_O0F -EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 
PRINT TKEEP 
TEXIT: MOY AX,4C00H MS-D0S へ 
I NT 
XORSET DB 0CFH :X0R デ ー タ 
BACKD PROC 
MOV AH,400/8 “ 
BACLO: MOY CL,40 
BACL1: MOYV CH,8 
MOYV DI,DX 


BACL2: 


BACKD 
DICHR 


DICLP : 


DICHR 
PIYOX 
TXCLR 


TKEEP 


CODE 
STIACK 
STACK 


BLUE 
BLUE 


2 一 3 重ね 合わ せ 


STOSB 

馬 店 

JNE BACL2 1 癌 lo 
ADD DX ,2 

DEC CL 

JNE BACL1 

ADD DX , 80*7 

XOR DX , 1 

DEC AH 

JNE BACL0 

RET 

FNDP 

PROC 

MOV DX,04A0H 

0UT DX ,AX 

MOV DI,CS:PIYOX 

MOV の 

ADD DI,80-4 

LOOP DICLP 

ROL AX , 1 

RET 

ENDP 

DM 3C00H+26H ビー ヨ の 座標 
LABEL BYTE : テ キス ト ・ ク リア & 文 字 の 属性 の 保存 
DB 1BH," [2J" 6 5 

DB 1BH,。"[s”,1BH,」"[)5h" 。1BH, 1〉h$ 

LABFL BYTE 文字 の 属性 の 復元 
DB 1BH,。"[u"。1BH,」"[)51”」1BH。 【1〉1$ 

ENDS 

SEGMENT STAOK ? ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0) 

ENDS 

SEGMENT AT 0A800H "B 面 用 セグ メン ト の 定義 
ENDS 

END 


この プロ グラ ム で は 、 反 転 カ ラー 時 に くり 抜き 部 を 4 面 と も 埋め て いま す が 、 こ 
れ を 面 に よっ て 変え る と また 違っ た 反転 カラ ー キ ャ ラク タ を 作る こと が で きま す 。 
変更 の 方 法 は 簡単 で 、B ン R ノ G ノ 1 面 ア クセ ス 時 の ポー ト 4AOH の アク ティ ブ プ レー 
ン 設定 の 組み 合わ せ を 変え る だ け で す 。 

この あたり の 変化 は 、 文 章 で 1 つ ひ と つ 説 明 す る と キリ が あり ませ ん か ら 、 い ろ 
いろ と 適当 に 数 値 を 変化 させ な が ら 実 験 し て くだ さい 。 そ れ に よっ て 、EGC の モー 
ド の 違い や 利用 法 が 自然 と 理解 で きる よう に な る で し ょ う 。 


2 クー ブ 庫 局 詩 リー ドジ ライ 





ルル 7 グ 6 


確 


簡単 な こと で も 、 同 じ こ と を 4 度 繰り 返す の は 面倒 な も る の で す 。 も し も 言葉 を 正 
に する と いう 妙 な 理由 で 、「 今 日 か ら す べ て の 文字 は 4 度 繰り 返す こと |] な ど と 


Nr キサ 4 ーー 。 想像 し た だ け で も 大 変 で す 。 
| ここ ここ ん ん ん ん に に に に ちち ちち わ わ わ わ | 
Yi か トト 


こん な バカ な こと が 現実 に 起こ る と は 思え ませ ん が 、 こ こ コ ンピュータ 98 国 の グ 


ラフ ィ ッ ク VRAM 地 方 で は 、 そ れ に 近い こと を し な けれ ば な り ま せん 。 画面 を 作成 
する と き は 、 各 プレ ー ン に バラ バラ の 値 を 入れ る わけ で すか ら 、 同 じ よ うな 作業 が 
続い て も ある 程度 は 仕方 の な いこ と と 納得 で きま す 。 し か し 、 一 旦 画 面 に 絵 と し て 
描か れ た な ら 、 プ レー ン と いう 感覚 は な く な る の が 普通 で す 。 例 えば 、 グ ラフ ィ ッ 
ク 画 面 を ロー ル ア ッ プ し た り ダ ウン し た りす る 場合 、 プ レー ン ご と に 同じ 作業 (デー 
タ の 転送 ) を 4 度 繰り 返す と いう の は 当然 と は いえ ぇ 面倒 な こと で す 。 


こん な と き 便 利 な の が 、 拡 張 モ ー ド の 「 直 前 の リー ドサ イク ル で リー ド さ れ た デー 


タ を 4 面 同時 に ライ ト す る 』】 と いう モー ド で す ( 図 2-2-2) 。 こ れ は 、 4 画面 分 の デー 
タ を 一 括 し て 転送 する 機能 で す 。 し か も 、 ビ ッ ト 単 位 の シフ ト 機 能 が あり ます か ら 
アイ デア 次 第 で 利用 法 は 大 きく 広がり ます 。 


参考 例 と し て 、 こ の 4 面 同時 転送 機能 と 、 ビ ッ ト 単 位 の シフ ト 機 能 を 利用 し た グ 


ラフ ィ ッ ク 画 面 を ドッ ト 単 位 に 縦横 自在 に 移動 させ る プロ グラ ム (LIST 2-6) を 紹 
介し ます 。 こ れ は 、 テ ン キ ー (|, 困 ,[@], 軸 ) の 操作 で 画面 を 上 下 左右 に スク ロー ル ・ 
ルー プ さ せる も の で す 。 「 


な お 、 実 行 前 に グラ フィ ッ ク 画 面 に 何 か 描 いて お か な いと 、 闇夜 の カラ ス に な っ 


て し まい ます 。 





> 末 来 来 来 来 来 末 来 来 来 氷 来 氷 来 水 氷 氷 末 素 末 末 来 来 氷 求 氷 求 氷 来 来 氷 氷 氷 氷 来 


・ ネネ 


LIST2-6 * 


> 玉水 来 求 来 求 来 氷 来 求 求 氷 求 氷 末 求 求 炒 炒 炒 末 末 氷 求 氷 末 炒 来 末 氷 求 氷 玉 来 


EXTRN 
CODE 


0U0IEGC 


GETKEY 


GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,EGC_ON:NEAR,EGC_OF:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 


ASSUME 


MACRO 
MOY 
MOV 
0UI 
ENDM 


MACRO 
LOCAL 


CS:CODE,DS:CODE 


PORT,DATA : 指 定 ポ ー ト (PORT) へ DATA を 0UT す る 
AX,DATA 

DX,PORT 

DX,AX 


GLOOP 


GLOOP: 


PRINI 


ESCKY 


PMAIN: 


TLOOP: 


TEST1: 


EGCOF : 
1 6 も 


MOVE2 


SIRING 
DX,OFFSET STRING 


21H 


1 PH 


GSTAT 

TEXIT 

GND16 

TEXIT 

TXCLR 

AX,CS 

ES , AX 
EGC_ON 
4AO0H,OFFFOH 
4A2H,OFFH 
4A4H,Z8FOH 
4A8H,OFFFFH 


CA 。4 
DI,OFFSET KEYTBL 


SCASB 
TES11 
BX,OFFSET ADRTBL 
BX,CXA 


DI,7CFEH+80 
CX,40*400 


4ACH,1000H 
4AEH,639 


MOVSM 
S1l,07CFEH+80 


2 一 4 4 面 同時 リー ドブ プラ イト 


: 文 字 列 出力 


[ キー の アス キー コー ド 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
:640X400,.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
・ テ キス ト 画 面 ク リア 


ES 一 CS 
:EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 


'【 EGC の 初期 設定 


1 文字 入力 


[| 四 四 II に 従っ て それ ぞ れ の 
:| 処理 を する 


キー が 押さ れ て いな けれ ば TLOOP へ 
:EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 


MS-DOS へ 


ドッ ト 単 位 で グラ フィ ッ ク 画 面 を トト へ 
ウツ ロー ル 


MOVE2 ENDP 

MOVE4 PROC 
PUSH DS 
PUSH ES 
MOV AX,BLUE 
MOV DS , 
MOYV ES , AX 
XOR S1,S1I 
MOV DI,SI 
MOV BP,400 
MOV BX,7D00H 
CLD 


MV4LP: OUTEGC 4ACH,0 


ドッ ト 単 位 で グラ フィ ッ ク 画 面 を 左 へ 
スク ロー ル 





MOV AX, [SI] 
MOYV [DI],AX 
ADD S 1 。 
MOV CX ,40-} 
REP MOVSW 
MOV AX, [BX] 
MOV LDI」 ,AX 
ADD DI, 
DEC BP 
JNE MV4LP 
POP ES 
POP DS 
RET 

MOVE4 ENDP 

MOVE6 PROC 
PUSH DS 
PUSH ES 
MOV AX,BLUE 
MOV DS,AX 
MOV ES , AX 
MOV S1 ,7CFEH 
MOV DI,7CFEH 
MOY BP,400 
MOYV BX,7D00H 
STD 


MV6LP: OUTEGC 4ACH,0 


MOV AX, [SI] ( 
人 in EET 7 ドッ ト 単 位 で グラ フィ ッ ク 画 面 を 右 へ 
OUTEGC 4AEH,639 | スク ロー ル 

MOV AX, [SI] 

MOV [DI] ,AX 

SUB S1 , 

MOV CX , 40-1 

REP MOVSM 

MOV AX , [BX] 

MOY [DI〕J,AX 

SUB DI ,2 

DEC BP 

JNE MV6LP 

POP ES 


2 一 4 4 面 同時 リー ドブ プラ イト 


POP DS 
RET 
MOVE6 ENDP 
MOVE8 PROC 
PUSH DS 
PUSH ES 
MOYV AX , BLUE 
MOV DS,AX 
MOV ES,AX 
XOR SI,SI 
MOV DI,7D00H ( 
rt 1 RW みう が 末寺 へ 
CLD :| スク ロー ル 
MOV CX ,40 
REP MOVSM 
XOR DI,DI 
MOYV CX ,40*400 
RFP MOVSW 
POP ES 
POP DS 
RET 
MOVE8 ENDP 
KEYTBL LABEL BYTE ーッ キー ド w デ デル 
DB 人 
ADRTBL LABEL MORD : キ ー 別 の 処理 の ベク タ ・ テ ー ブ ル 
DW MOVE8,MOVE6,MOVE4,MOVE2 
TXCOLR LABEFL BYTF : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 0 - 
DB 1BH,"[s",1BH。"[)5h" 1BH。 【1)h$ 
TKEEP LABEL BYTE 文字 の 属性 の 復 
DB 1BH」。"【[u "1BH。"[)51" 。1BH。【1)1$ 
CODE ENDS 
STACK SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0 ) 
STACK ENDS 
BLUE SEGMENT AT 0A800H :B 面 用 セグ メン ト の 定義 
BLUE FNDS 


END 


※ dir 三 0 の 時 


数 える 方 向 
5 っ 恒 ドド す ドド つ 要 ば 


LIST 2-6 で は 、 ビ ッ ト 単 位 の シフ ト 機 能 を 使っ て 、 横 方 向 を 1 ドッ ト 毎 に スク ロー 
ル さ せ て いま す 。 メ モリ の 基本 単位 が 8 ビッ ト (RGC は 16 ビ ッ ト が アク セス 単位 ) で 
ある こと を 考慮 する と 、 こ れ は 画 期 的 な こと で す 。 ス クロ ー ル の た め の 和 領域 転送 に 
し て も 、 単 純 に ドッ ト を 打つ 処理 に し て も 、 ポ ー ト の 設定 を し て VRAM を アク セス 
する と いう 基本 プロ セス は 従来 と 同じ で す 。 こ こ で 、 言 及 し な けれ ば な ら な い の は 、 
ポー ト の 4ACH で す 。 

実は せ 、 ポ ー ト 4ACH は ビッ ト 単 位 の シフ ト に 関す る ポー ト な の で す 。 こ の ポー ト 
に は 、 今 まで 0 を 設定 し て きま し た が 、 そ れ に は それ な り の 意味 が あっ た か ら で す 。 
も う 一 度 、 図 2-2-2 の ポー ト 4ACH の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

デー タ の 転送 方 向 、 転 送 元 の 開始 ビッ ト ア ドレ ス 、 転 送 先 の 開始 ビッ ト ア ドレ ス 
が 設定 で きる よう に な っ て いま す 。 ビ ッ ト 12 は 転送 方 向 を 示し て いま す (本 書 で は 
dir ビ ッ ト と 略記 ) 。 ア ドレ ス の 低い 方 か ら 高 い 方 へ 転送 する 場合 が 0、 逆 に 高い 方 
か ら 低 い 方 へ 転送 する 場合 が 1 で す 。 こ の よう な 使い 分 け は 、 ス トリ ング 命令 に お け 
らら ディ レク ジョ シップ ラグ と 賠 じ で す 。 

dir 三 0 …・ ア ドレ ス の 低い 方 か ら 高 い 方 へ 転送 
dir 三 1 …・ アド レス の 高い 方 か ら 低い 方 へ 転送 

転送 方 向 を 決め た ら 、 ワ ー ド 内 の ビッ ト ア ドレ ス を 設定 し ます 。 ビッ ト 0-3 が 転 
送 元 の ビッ ト ア ドレ ス で 、 ビ ッ ト 4 一 7 が 転送 先 の ビッ ト ア ドレ ス で す 。 各 ビ ッ ト ア 
ドレ ス は 、dir ビ ッ ト に よっ て 数 える 方 向 が 異な り ま す 。 


ーー 本 





※ dir 三 1 の 時 


ー 数 える 方 向 
ーー 下池 ドア ドレ スー 





転送 ワー ド 数 は ビッ ト 数 を ワー ド 境 界 で 切り 上 げた 値 を 使い ます 。 も し 両端 で 切 
り 上 げ が 生じ る と 、 十 2 の 切り 上 げ と な り ま す 。 ポー ト 4ACH に 関し て は 、LIST 2-6 
を 参照 し な が らい ろ い ろ と 操作 し て みて くだ さい 。 


2 クー5 グラ フィ ッ ク VRAM の 祭り 





日 本 人 は 余暇 の 利用 が 下手 と いわ れ て いま す が 、 中 に は 遊ぶ た め に 遊び 方 を 勉強 
する と いう 人 も いる そう で す 。 ま た 、 そ れ が イヤ な た め に 「 無 理 に 遊ぶ くら いな ら 
仕事 を する ほう が マシ !!| と 言う 人 も いま す 。 一 番 い い の は 、 遊 びと 仕事 が 同じ に 
な る こと で す が 、 せ っ か く の 遊 び も 仕事 と な る と 楽し ん で ば か り は いら れ な く な る 
よう で す 。 コ ンピュータ な ど そ の 典型 か も し れ ま せん …… o 「 

祭 暇 の 利用 と いう わけ で は あり ませ ん が 、 前 節 の プロ グラ ム (LIST 2-6) で は グ 
ラフ ィ ッ ク VRAM の 各 プ レー ン の オフ セッ ト ア ドレ ス の 7DOOH 以 降 を 、 グ ラフ ィ ッ 
ク ・ デ ー タ の 一 時 退避 用 と し て 大 い に 活 用 し て いま し た 。 こ の グラ フィ ッ ク VRAM 
の オフ セッ ト ア ドレ ス の 7D00H 以 降 と いう の は 、 有 雰囲気 的 に は 単なる 余り の よう な 
存在 で す が 、 実 は 大 変 利用 価値 の 高い メモ リエ リア な の で す 。 と いう の は 、 同 じ ア 
ドレ ス に 4 画面 分 の デー タ を 入れ る こと が で きる 上 、 そ の 内 容 が 画面 に 表示 され な 
いと いう 特徴 が ある か ら で す 。 

例え ば 、 重 ね 合わ せ 処 理 を し た キャ ラク タ ・ パ ター ン を 動か す 場 合 、 実 際 に は 
| 背景 で キャ ラク タ を 消去 し 、 そ の 上 に 新た な パタ ー ン を 重ね 合わ せ て 表示 する | と 
いう 作業 が 必要 で す 。 








パタ ー ン ・1 の 表示 背景 で 消去 パタ ー ン <2 の 表示 
図 2-5-1 重ね 合わ せ 処 理 と アニ メー ショ ン の 原理 


これ を まとも に 実行 すれ ば 、 背 景 で キャ ラク タ を 消去 し た 時 点 で 画面 は キャ ラク 
タ 不 在 の 状態 に な り ま す 。 も ちろ ん 、 そ の 直後 に は 新た な キャ ラク タ ・ パ ター ン が 
描か れる わけ で す が 、 背 景 デ ゲー タ の 構造 格納 法 、 キ ャ ラク タ の サイ ズ …… 和 寺 、 条 
件 に よっ て は キャ ラク タ 不 在 と いう 事実 が チラ ツキ と な っ て 現れ て くる こと が あり 
ます 。 こ れ を 解決 する た め に は 、 キ ャ ラク タ の 消去 (背景 の 表示 ) と 新 キ ャ ラク タ 
の 表示 を 同時 に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、『 背 景 表 示 十 くり 抜き (AND) 
十 キ ャ ラク タ (OR) 』 と いう デー タ 処 理 を 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM に デー タ を 入れ 
る 前 に 衝 う と いう こと で す 。 

これ は けっ し て 不可 能 な こと で は あり ませ ん が 、 1 つの キャ ラク タ に 対し 背景 パ 
ター ン が 複数 で 構成 され て いる 場合 (ゲー ム で は この よう な ケー ス も 多い ) 、 レ ジ 
スタ が 不足 し て プロ グラ ム は 難解 複雑 に な り ま す 。 そ こ で 、 余 っ て いる グラ フィ ッ 
ク VRAM の オフ セッ ト ア ドレ ス の 7D00H 以 降 を 利用 し よう と いう の で す 。 手順 と 
し て は 、 図 2-5-2 の よう な も の に な り ま す 。 








① 背 景 作成 上 | ⑧⑤6@⑥O ec 各 面 soRE 
② く り 抜き (BRe リ … EGc4 画 ANp 
③ キ ャ ラク タ 7 00H 1 、 ⑧⑯⑥ 〇 ① … EGC 各 面 OR 

④ 転 送 (ReD … EGC4 面 転送 





図 2-5-2 グラ フィ ッ ク VRAM の 7D00H 以 降 の 利用 手順 


7D00H 以降 へ の 表示 (実際 に は 見 え を ない) は 、 ア ドレ ス が 連続 し て いる の で 非常 
に 簡単 で す (単なる デー タ の 連続 転送 で よい ) 。 次 に 、 そ れ を EGC の 4 面 同時 転送 
機能 を 使っ て 表示 アド レス へ 転送 すれ ば 、 消 去 と 表示 の 同時 処理 が 実現 で きる こと 
に な り ま す 。 

で は 、 こ れ ら 3 種類 の 「 重 ね 合わ せ ア ニ メ 処 理 | を 『 お ば け の ピー ヨ 』 を 使っ て 
実験 し て み ま し ょ う 。 プ ログ ラム (LIST 2-7) を 実行 し て くだ さい 。 


ルリ お 7 ナグ -/ 


> 素 来 来 求 末 求 求 氷 来 来 来 氷 氷 来 求 来 氷 求 氷 来 求 末 末 氷水 氷 氷 氷 氷 氷 氷 玉 来 玉 玉 


) * ネ LIST2-7 ※ 


> 本 表 末 末 末 求 求 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 末 来 氷 来 末 末 末 来 末 炒 末 末 炒 求 氷 氷 玉 来 氷 来 ※ 


EXTRN GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
EXIRN  EGC_ON:NEAR,EGC_OF:NEAR,TMEN1 :BYTE 


CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


GRCGSET 0 PLB,PLR,PLG,PLI,DATA 5 グラ フィ ッ ク ・ チ ャ ー ジ ャ の レジ スタ セッ ト 用 
L 
MOV AL,080H 
0U1 7CH ,AL 
ら 』1 
MOV AL,PLB 
0Uf 7EH ,AL 
MOV AL,PLR 
00T 7EH , AL 
MOYV AL,PLG 
00f 7EH ,AL 
MOYV AL,PLI 
00I 7EH ,AL 
MOYV DX,DATA 
ENDM 
0UTIEGC MACRO PORT,DATA 指定 ポー ト (DX) へ DATA を 0UT す る 
MOYV AX,DATA 
MOYV DX,PORT 
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0UT DX,AX 
ENDM 
GETKEY MACRO 1 文字 入力 
LOCAL GLOOP 
GLOOP: MOV DL,OFFH 
MOV AH,6 
INT 21H 
JZ GLOOP 
ENDM 
PRINT MACRO STRING 文字 列 出力 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOV AH,09 
INT 21H 
ENDN 
ESCKY EQU 1BH ' キー の アス キー コー ド 
PMAIN: CALL GSTAT 「 グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
JMP nm 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMD16 i640X400,16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JWP MTT 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINT TXCLR テキ スト 画面 クリ ア 
MOYV BX,OFFSET TMEN1 ( 
MOY SI,OFFSET RVDAT 
MOV CX ,32*5 
DREVL: CALL REVRS 
CALL REVIS 
A S 0 
CALL REVRS 
MOV [SI+1] , AL 
CALL REVRS 
MOV [SI+0] ,AL 
ADD SI , 4 
LOOP DREVL 
MOV AX,OFFSET RVDAT 
XOR AX,OFFSET TMEN1 
MOV SWITCH,AX 
MOV AX,BLUE 


MOV FS,AX 」 育 景 を 表示 
GRCGSET 0,0,0AAH。OFFH.0 ( 

CALL BACKD 

GRCGSET 0,0FFH,55H,OFFH。1 


CALL BACKD 

も も ! 

XOR 売上 も 

0Uf 7CH,AL 

ST 

MOYV AX,CS 

MOV ES , AX 

MOV DI,OFFSET BKDAT 

MOV AX , BLUE 

うー 0 ( 
CALL "70 f ピー ヨ 表 示 (方 法 -3) 
MOV AX,GREEN 
CALL BMAKE 

MOY AX,ITSTY 

CALL BMA 


DLOOP : 


VMAIT: 


VWAT2・ 


KoLP1 : 


KYESC: 
0 うす 


SWITCH 


PATAD 
REVRS 


REVL1: 


REVRS 
BMAKE 


BMAKL: 


BMAKE 
BACKD 


BACLO: 
BACL1 : 


BACL2・ 


AX,BLUE 
ES , AX 
PUTP1 
PUTP2 
PUTP3 
AX,SMITCH 
PATAD,AX 
CH。10 
AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAIT 


AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAT2 

CH 

VWAIT 


AL,ESCKY 
KYESC 
AL," 99 
KSLP1 
DLOOP 
19J。 
AX,4CO00H 
21H 


AH,400/8 
CL。40 
CH,8 
DI,DX 


DI,79 


: だ 人 デー は し UE 

・ ピ ー ヨ 表示 (方 法 -1) 
: ピ ー ヨ 表示 (方 法 -2) 
・ ピ ー ヨ 表示 (方 法 -3) 


- パ ター ン 番 号 (1 ン 0) を 変更 する 


ヴ 正 


文字 入力 
t キー が 押さ れ て いれ ば KYESC へ 


KSLP1 へ 


SPACE | キー が 押さ れ て いな けれ ば 
MS-D0S へ 


: パ ター ン 番 号 
・ パ ター ン ・ ア ドレ ス 


し 左 反 転 し た デー タ を 求め る 


プレ ー ン 別に デー タ を 転送 する 


BACKD 
PUTP1 


PUIP1 
PUT1D 


上 TLP 


PUT1D 
PUTP2 


EGC_ON 


4A2H,OFFH 


4A4H,0CFOH 
4A8H,OFFFFH 


4ACH,0 


4AEH, (8*4-1 ) 
STI,OFFSET BKDAT 
AX,OFFF 


PUT1D 
PUT1D 
PUT1D 
PUT1D 


4A4H,0CCOH 
SI,PATAD 


EH 


AX,OFFFOH 


PUT1D 


4A4H,0CFCH 


AX,OFFFEH 


PUT1D 
PUT1D 
PUT1D 
PUT1D 
EGC_OF 


DI,80-4 


PLLLP 
AX , 1 


BX,PATAD 


AX,1TSIY 
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育 景 を 表示 する 


EGC を 利用 し て ピー ヨ を 指定 位置 に 
表示 


指定 位置 に ビー ヨ の デー タ を セッ ト 


育 景 で 消去 し な が ら 新 た な ピー ヨ を 
表示 


PUIP2 
P2ALL 


P2ALO・ 


P2ALL 
PUIP3 


PUTP3 
DI7D2 


P2ALL 


ES , AX 
DI,3C00H+26H 
BP,PATAD 
CX,32 


AX,CS: 【BP] 
AX , [BX] 


BP,2 
BX,2 


AX ,CS: [BP] 
AX , [BX] 


EGC_ON 
4AZH,OFFH 
4A4H,OCFOH 
4A8H,OFFFFH 
4ACH,0 

4AEH, (8*4-1 ) 


STI,OFFSET BKDAT 


AX,OFFFEH 
DI7D0 
DI7D0 
DI7D0 
DI7DO0 
4A4H,0CCOH 
ST,PATAD 
AX,OFFFOH 
DI7D0 
4A4H,0CFCH 
AX,OFFFEH 
DI7DO0 
DI7D0 
DI7D0 
DI7DO 
4AO0H,OFFFOH 
4A4H,28FOH 
S1,7D00H 
DI,3C00H+2EH 
DI7D2 
EGC_OF 


プレ ー ン 別に 背景 士 くり 抜き 十 表 示 を 
行う 


G.VRAM の 余り に 背景 を 作成 


G.VRAM の 余り に ピー ヨ を 重ね 合わ せる 


G.VRAM の 作り か ら 指 定位 置 に ビー ヨ を 
重ね 合わ せる 


ーー デー ェ ニー ェ ・ に] ーー ーー に に ーー ーー ーー ーー ェ ーー っ に ニュ ーー ー ェ ーー ーー ーー ーー に ーー ーー ーー デー ェ ーー ェ ご ー 


PT3LP: 


DI7D2 
DI7D0 


DI7D0 
TXCLR 


TKEEP 
BKDAT 
RVDAT 


CODE 
STACK 
STACK 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


ITSIY 
ITSTY 


2 一 5 グラ フィ ッ ク VRAM の 余り 


MOVSM 

MOVSM EGC を 利用 し て デー タ を 転送 する 

ADD DI,80-4 

LOOP PT3LP 

POP DS 

RET 

ENDP 

PROC 

NOV DX,4A0H 

0UT DX,AX 

MOV DI,7D00H 

MOYV CX ,2*32 7D00H へ 128 バ イト 転送 

REP MOVSM 

ROL AX , 1 

RET 

ENDP 

AN SC : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
1B Ma 

DB 1 BH , BYO5T 1BE." yh を 

LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 

DB 1BH,"[u"」1BH,。"[)51" 1B り [1) 18" 

LABFL BYTE : 背 景 デ ー タ ・ ア ドレ ス 

DB 4*32*4 DUP(?) 

LABEL BYTE : 左 右 反転 デー タ ア ドレ ス 

DW 280H DUP(?) 

ENDS 

SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 

DW 100H DUP (0) 

ENDS 


SEGMEN] AT 0A800H :B 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0B000H iR 面 の セグ メン ト の 定義 


ENDS 


SEGMENT AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0E000H | 面 の セグ メン ト の 定義 


ENDS 
END 


ビ ピー ヨ の 表示 方 法 は 、 画 面 左側 か ら 順 に 次 の よう に な っ て いま す が 、 
の 違い を 画面 か ら 直 接 判 別 す の こと は で き な い で し ょ う 。 


① 背景 消 ま 一 ビー ヨ 表 示 (EGC 使 用 ) : 面 ア クセ ス 回 数 9 回 

② 背景 二 ピ ー ヨ 同時 表示 (ノー マル モー ド ) : 面 ア クセ ス 回 数 ニ 4 回 

③ グラ フィ ッ ク VRAM の オフ セッ ト ア ドレ ス 7D00H 以 降 へ 、① と 同じ 方 法 (アト 
レス は 連続 ) で デー タ 作 成一 表示 位置 へ デー タ を 4 面 同時 転送 (RGC 使 用 ) : 
面 ア クセ ス 回 数 三 10 回 


8 


この プロ グラ ム に よる 実験 で は 、 消 去 用 背景 と キャ ラク タ の サイ ズ が 同一 か つ 小 
さい の で 、 目 に 見 える 違い は あり ませ ん 。 し か し 、 種 類 が あれ ば 優劣 が つく の は 世 
の 常 で す 。 一 見 する と ② が 最も 効率 が 良さ そう で す が 、 デ ー タ 作成 に 要する 時 間 が 
想像 以上 に か か っ て いま す 。 そこ で 、 最 終 的 に グラ フィ ッ ク VRAM 4 面 の 横 1 別 
(4X4 バイ ト ) を 完成 させる の に 要する クロ ッ ク 数 を 、 プ ログ ラム か ら 計 算 し 比較 
し で の まし ょ う 。 

な お 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 次 ライ ン へ の 加算 時 間 (アド レス 計算 二 カ ウン タ 処 
理 ) は 含み ます が 、 セ グ メ ント 切り 換え や モー ド 切 り 換え に 要する 時 間 な ど そ の 他 
の 細か い 部 分 は 無視 し て いま す 。 


| 王 」 


1 吹 才 二 半 36X9 130 メ 4 
次 ライ の 21X9 21X4 


一 番 効率 の 悪 そ を うな ③ の 方 法 が 、 意 外 や ーー 番 速度 効率 が いい と いう 結果 で す 。 こ 
の こと は 、 理 想 的 な アル ゴリ ズム が 必ず し も プロ グラ ム と し て は ベス ト で は な いこ 
と を 裏付け て いま す 。 本来 、 ア ル ゴ リ ズム も プロ グラ ム も "Simple is best” な の 
で す が 、 両 立 す る こと が 難し い 場 合 は プロ グラ ム を シン プル に し た ほう が いい と い 
し の 

最後 に 、 こ の プロ グラ ム に 含ま れ て いる 細か な テク ニッ ク に つい て 述べ て お きま 
す 。 ま ず 、 プ ログ ラム の 先頭 部 分 で 左右 反転 し た キャ ラク タ ・ デ ー タ を 作成 し て い 
ます が 、 左右 反転 と いう の は デー タ を 左右 反転 する だ け で な く 、 そ の 並び を も 入れ 
替え な けれ ば な り ま せん ( 図 2-5-3) 。 





全体 の 左右 反転 


上 ll | 内 の た 右 反 転 





図 2-5-3 左右 反転 デー タ の 作成 
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デー タ を 左右 反転 する 命令 は あり ませ ん か ら 、 プ ログ ラム で 左右 反転 デー タ を 作 
る こと に な り ま す (ラベ ル REVRS の 部 分 )。 こ れ は プロ グラ ム は 簡単 で も 、 1 バ 
イト の デー タ で あれ ば 8 回 も ルー プ し ます か ら 結 構 実行 時 間 の か か る 作業 で す (1 バ 
イト に つき 正味 156 ク ロッ ク ) 。 今回 は 最初 に 左右 反転 キャ ラク タ ・ デ ー タ を 作成 
し まし た が 、 も し も デー タ を 左右 反転 し な が ら 表 示す る と いう 場合 、 こ れ で は 速度 
的 に 無理 が あり ます 。 そ こ で 、 1 バイ ト を 迅速 に 左右 反転 する テク ニッ ク を 紹介 し 
まし 生 。 


〒 最初 に [MKRVD| を コー ル 〒 利用 時 (11 ク ロッ ク で OK) 


REVDA DB 100H DUP(0) 


MOV BX,OFFSET REVDA 
MKRVD PROC 5 
MOV SIOFFSET REVDA 
XOR AX, 和 AX 
JMP REVL2 
MOV CX,8 
SHL AL,1 
RCR BYTE PTR [SI]l,1 
LOOP REVLI 
INC SI 
INC AL 
JNZ REVLO 
RET 
ENDP 


人 本 穫 WM2 XLAT 





( 注 ) いずれ も DS=CS と 仮定 し ます 。 


まず 、0-FFH の 左右 反転 デー タ を メモ リ 上 に 作成 し ます 。 こ れ が 、 た っ た の 11 ク 
ロッ ク で 左右 反転 デー タ を 得る た め の ポ イン ト で す 。 つ まり 、「 左 右 反 転 デ ー タ の 
ある 相対 アド レス = 左右 反転 し た い デ ー タ | と な り ま すか ら 、 使 用 時 の 例 に 示さ れ 
て いる よう に 簡単 に 左右 反転 デー タ が 取り 出せ る の で す 。 

従来 の 左右 反転 (156 クロ ッ ク ) に 比べ て 約 1/16 で すか ら 、 速 度 的 に は デー タ を 
左右 反転 し な が ら 表 示す る こと も 十分 に 可能 で す 。 た だ し 、 左 右 反転 は 横 1 列 の 立 
び も 反転 (表示 アド レス の 逆行 ) させ な けれ ば な ら ず 、 状 況 に よっ て は 速度 的 な 負 
担 が 大 きす ぎる こと も ある か も し れ ま せん 。 こ の あたり の 後 妙 な 判断 は 、 そ の 時 々 
で 臨機 応変 に 対応 する し か な いで じょう 。 

メモ リ 節 約 と 速度 追求 ……。 こ うい っ た バラ ンス 感覚 も や 、 マ シン 語 ゲ ー ム に お い 
て は 欠か すこ と が で き な を ない テク ニック な の で す 。 
















* 





第 3 草 画面 処 理 と アイ デア 


よく 「『 ア イデ ア は 無限 )」 と いい ます が 、PC-9801 シリ ー ズ の ゲー ム に 
も 実に 多く の アイ デア が 隠さ れ て いま す 。 プ ログ ラミ ング に 少し で る も 興 
味 が ある な ら ば 、 ゲ ー ム を 表現 し て いる 画面 処理 の アイ デア も 見 逃す わ 
け に は いき ませ ん 。 と ころ で ……。 

人 間 に は 持っ て 生ま れ た 天 分 と いう も の が あり ます 。 こ れ は 、 と き に は 
才能 と も いわ れ ま す が 、 要 する に 自己 を 表現 する の に 最も 適し た 手段 と 
いう 意味 で す 。 そ れ が 若く し て 発見 で きれ ば 天 オ と な り 、 一 生 発 見 で き な 
けれ ば 人 と な る の で す 。 音楽 家 、 漫 画家 、 ス ポー ツ 選 手 …… ジ ャ ン ル を 
問わ ず 目 分 の 世界 を 表現 で きる 人 は 輝い て いま す 。 も ちろ ん 、 そ れ は 天 分 
に 「 替 力 ] と いう 磨き を か けた 結果 で ある こと は 言う まで も あり ませ ん 。 

と は いえ 、 そ れ も こ れ も 目 分 の 天 分 を 発見 し て か ら の お 話 で す 。 も っ と 
簡単 に 自分 の 天 分 を 見 極め る こと が で きれ ば 、 昔 労 も 挫折 も 少な く な る 





実は 、PC-9801 シリ ー ズ と いう 機種 は | プロ グラ ミン グ に よる 自己 表 
現 | の 天 分 発見 機 な の で す 。 1 枚 の テキ スト 画面 と カラー グラ フィ ッ ク 画 
面 ……。 た っ た これ だ け で 、 ど こま で 他人 と 違っ た 自分 の 世界 を 表現 する 
こと が で きる か 、 こ れ は も は や マニ ュ ア ル に は な い ア イデ ア の 世界 で す 。 

も し 、PC-9801 シリ ー ズ で オリ ジ ナ ル な 画面 処理 が で きる よう に な れ 
ば 、 そ れ は 「 あ な た の 天 分 が 発見 され た | と いう こと か も し れ ま せん 。 


リル 





3 一 7 テキ スト 正面 マス ク 





日 常 、 何 気 な く 使 っ て いた も の が 、 あ る 日 突然 貴重 な も の で ある こと が わか り 、 
一 躍 脚光 を 浴び る こと が あり ます 。 例え ば 、 水 不足 に な っ て 初め て 水 は そ の 仔 値 を 
認め られ た わけ で す が 、 そ うな る と 「 湯 水 の ご と く 使 う ] と いう 言葉 は 死語 同然 で 
す 。 一 方 、 オ イル ショ ッ ク で 石油 の 価値 が 見 直さ れ ま し た が 、 そ れ ま で 意識 せ ず に 
使っ て いた 「 油 断 ] と いう 言葉 が 、 そ れ と は 逆 に 本 来 の 意味 で 急 浮 上 し た の で す 。 
と か く 、 モ ノ の 価値 と いう の は 流動 的 で す 。 石油 に 代わ る 新 エ ネル ギー 源 が 発見 さ 
れれ ば 、「 油 断 ] だ っ て いつ 死語 に な る か も し れ ま せん 。 ま さ に 油断 大 敵 な の で す 。 

従来 、 チ テキ スト 画 面 と いう の は グラ フィ ッ ク 画 面 を 利用 する ゲー ム に と っ て 、 あ 
まり 重要 視 さ きれ ま せん で し た が 、 色 々 な テク ニッ ク が 開発 され る と 共に 、 テ キス ト 
画面 の 存在 価値 は に わか 高まり まし た 。 

と いっ て も 、 調 子 に 乗っ て グラ フィ ッ ク 画 面 の よう に 存在 を アビ ピー ル し た の で は 
ボロ が 出 て し まい ます 。 テ キス ト 画 面 は 自ら の 存在 を 隠す こと で 、 主 役 で ある グラ 
フィ ッ ク 画 面 を より 一 層 引 き 立 て る の が 役目 な の で す 。 自分 を 隠し て グラ フィ ッ ク 
画面 も 隠す …… 。 つ まり 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 部 分 マス ク が テキ スト 画面 の 存在 価 
値 な の で す 。 


テキ スト 画面 


グラ フィ ッ ク 画 面 





※ マス ク さ れる と 道 の 奥 に 何 が ある の か わか ら な い 


図 3-1-1 テキ スト 画面 に よる マス ク 


テキ スト 画面 に よる グラ フィ ッ ク 画 面 マ スク に は 、 ア イデ ア 次 第 で いろ いろ な 利 
用 法 が 考え を られ ます 。 基 本 的 に は 見 せ た く な いも の に フタ を する と いう こと で す が 、 
TP 

こ で は 、 そ うい っ た 隙 す テク ニッ ク を 隠さ きず に 紹介 し て いき ます 。 


(1) ブラ イン ド 効 果 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 一 部 (また は 全部 ) を 描き 換え る と き 、 捕 く 作 業 を 見 せ た く 
な い 場 合 が あり ます 。 そ こ で 、 テ キス ト 画 面 で で マスク を する わけ で す が 、 い き な り 
里 マ スク を する の で は な く 、 ブ ライ ンド が 開閉 する よう に オシ ャ レ を し よう と いう 
の で す 。 
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間 昌 日 
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ルル た げす は - ガ 
・ ネ 玉 末 玉 玉 玉 米 米 玉 玉 米 米 玉 来 玉 素 玉 玉 来 来 米 来 末 玉 玉 末 玉 玉 来 ※ 玉 玉 玉 
? LIST3-1 * 


・ 灯 末 玉 来 玉 玉 米 玉 来 炒 来 末 末 玉 来 来 玉 末 玉 来 玉 玉 来 末 玉 来 玉 玉 玉 来 

EXTRN GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
PUBLIC CCBOX 

CODE SEGMEN] PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


GETIKEY MACRO 


LOCAL GLOOP 1 文字 入力 マク ロ 定 義 


GLOOP: MOV DL,OFFH 
MOV AH,6 
I NT 21H 
は GLOOP 
ENDM 
PRINT MACRO STRING 文字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFEFSET STRING 
MOV AH,09 
I NT 21H 
ENDM 
VRAMFUL MACRO VSEG,DAT : 指 定 プ レー ン を DAT で 埋め る 
MOV AX ,VSEG 
MOV ES , AX 
XOR DI,DI 
MOYV AX DAT 
MOV CX,3E80H 
REP STOSW 
ENDM 
ESCKY EQU 1 BH ・ キー の アス キー・ コ ー ド 
PMAIN: CLD 
CALL GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
JNB $+5 
J MP TEXIT 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMOD8 :640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JNB $+5 
J MP TEXII : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINT TXCLR : テ キス ト 画 面 ク リア 
MOYV 上 1 
0UT 68H,AL : 簡 易 グ ラフ と する 


VRAMNFUL BLUE,OFFFFH 
VRAMFUL RED,0 
VRAMNFUL GREEN,0 

MOYV S1」。0 

CALL CCBOX 


if G.VRAM を 初期 デー タ で 埋め る 


: タ イリ ング ・ ボ ックス を 描く 


DLOOP: GETKEY 1 文字 入力 
CMP > まし 
JNE DLNT1 
CALL TCLS1 
J MP DLOOP 


DLNT1: 


DLNT2 : 


DLNT3: 


KYESC: 


TEXITI: 


TCLS1 


TCLS1 
TCLS2 


TVCC9: 


TCLS2 
TCLS3 


TC3L0 : 


TC3L1 : 


TCLS3 
GCLS 


AX,4C00H 
21H 


BX,OFFSET CLDT1 
AL,00000001B 
ATRDT,AL 

TVCS9 


BX,OFFSET CLDT2 
AL,00000001B 
ATRDT,AL 

TVCS9 


BX,OFFSET CLDT3 
AL,00010001B 


CCBOX 
BX,OFFSET CLDT3 
CH,8 


AL,CS: 【[BX] 
BX 

AL 

TVACL 

CH 

TC3L1 


AX , AX 
LSIJ ,AX 


に マー ェ * ーー ュ ] ーー* ーー ー* > os に ーー ーー デー ドー ーー* に] * = PE ーー ーー* = 


キー・ チ ェ ッ ク 


が 押さ れ て いれ ば KYESC へ 


画面 を クリ ア し MS-DOS へ 戻る 


CLDT1 で 開閉 中 に タイ リン グ ・ ボ ックス の 
カラ ー を 変更 する 


CLDT2 で 開閉 中 に タイ リン グ ・ ボ ックス の 


カラ ー を 変更 する 


上 CLDT3 で 開閉 中 に タイ リン グ ・ ボ ックス の 


カラ ー を 変更 する 


GCLS 
TVCS9 


TVXLO: 


YAL1 5 


TVCS9 
TVCLS 


TVCLS 
ATRDI 
TVACL 


TVCLO・ 
TVCL1 : 


TVACL 
CCBOX 


[SI+2] ,AX 


S」,14 
GCALL 
DS 


・【BX] 


CA 
DI,4+160 
AX,DX 
AX,TEXAI 


》 


AX,DX 
AH,ATRDI 


9 


CX ,O0 
ES: 【DI+2000H] ,AH 


DI 
TVCL1 


DI,160-100 


CSBOX 


AL, [SI+1 ] 


タイ リン グ ・ ボ ックス 部 分 を 徐々 に 開け る 
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グラ フィ ッ ク 画 面 ク リア 


タイ リン グ ・ ボ ックス 部 分 を 徐々 に 閉じ る 


タイ リン グ ・ ボ ックス の カラ ー を 変更 する 


タイ リン グ ・ ボ ックス を 指定 デー タ で 埋め る 


タイ リン グ ・ ボ ックス 部 分 を 指定 デー タ で 


上 埋め 、 ウ ェ イ ト を 取る 


CCBOX 
VWAIT 


VWAT2・ 


VWAIT 
CSBOX 


CSBL0: 
CSBL1 : 


CSBOX 
CLDT 1 


CLDT2 


CLDT3 


TXCLR 


上 EEP 


TCLR2 


CODE 
STACK 


6ALL CSBOX + タイ リン グ ・ ボ ックス の カラ ー を 変更 
MOV AX,GREEN | (SI の 中 身 を 乱数 と する ) 
MOV ES,AX 

MOYV AL, [SI+2 ] 

CALL CSBOX 

INC S 1 

MOV CH,8 

CALL VMAII 

RET 

ENDP 

PROC 

IN AL,0A0H 

TEST AL,00100000B 

JNE VWAIT 

IN AL,0A0H 

TEST AL,00100000B ウェ イト 用 

JE VMWAT2 

DEC CH 

JNE VMAIT 

RET 

ENDP 

PROC 

MOV DI,80*16+2 

MOV DX,20*16 

MOYV も OU 

ST0SB 

ROR AL , 1 

LOOP CSBL1 [ 記 
AND BYTE PTR ES: [DI -1] ,O0FEH :{ プレ ー ン 別に タイ リン グ ・ ボ ックス の カラ 
ROR 人 :| 一 を 変更 

ROR ME 。 1 

ROR AL ,1 

ADD DI,80-50 

DEC DX 

JNE CSBLO 

RET 

ENDP 

LABEL BYTFE : テ キス ト 開 閉 デ ー タ 1 
DB 80H,81H,82H,83H,84H,85H,86H,87H 
LABEL BYTE : テ キス ト 開 閉 デ ー タ 2 
DB 88H,89H,8AH,8BH,8CH,8DH,8EH,87H 
LABEL BYTE : テ キス ト 開 閉 デ ー タ 3 
DB 1.4115.111B.1111B。1000f111E 

DB 11001111B,11101111B,OFFH 

LABEL BYTFE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB BI (2 。 6 

DB 1BH,"(s”,1BH,。"[)5h" 1BH,。 [1〉h$ 

LABEL BYTE 文字 の 属性 の 復元 
DB 18H。 [Gu 。1BH。 【)51 。1BH。 [1)1 

LABEL BYTE : テ キス ト 画 面 ク リア 
DB 1BH。 12J9" 

ENDS 


SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
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DW 100H DUP(0) 
STACK ENDS 


SEGMENT AT 0A000H : テ キス ト ・ コ ー ド セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AI 0A200H : ア トリ ビュ ー ト ・ セ グ メ ント の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0A800H :B 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMENT AT 0B000H :R 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMENT AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 

END 


プロ グラ ム (LIST 3-1) を 実行 する と 、 青 い 画面 の 一 部 分 に 妙 な タイ リン グ で 次 
られ た ボッ クス が 現れ ます 。 こ こ で 1 一 3 キー の どれ か を 押す と 、 ボ ックス の 部 分 
が 異な っ た タイ プ の プラ イン ド で 開閉 し ます 。 こ こ で は 、 義 じ て い る 間 に ボ ックス 
の タイ リン グ を 変化 させ て いま す が 、 実 際 の ゲー ム で は この 間 に 絵 を 描く わけ で す 。 
プラ イン ド の 形状 を 変え た たり 、 開 閉 パ ター ン を 変化 させ る (放射線 状 に する 等 ) こと 
で 、 ま た 違っ た 雰囲気 を 出す こと が で きま す 。 い ろ い ろ と 試し て みて くだ さい 。 


IO アニ メー ショ ン 用 マス クタ 

パソ コン で アニ メー ショ ン を する と いう こと は 、 結 局 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 描き 換 
える と いう こと で す 。 当 然 、 そ の た め に は デー タ が 必要 で す 。 データ は メイ ンズ メモ 
り に 置く こと も で きま す が 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ー タ は 量 が 多い の で メモ リ の 確保 が 
大 変 で す 。 そ こ で 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 一 部 に 絵 と し て デー タ を 置き 、 そ の 部 分 
は 見 を えな いよ うに テキ スト 画面 で マス ク を し ます 。 そ し て 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス 機 
能 (4 面 同時 転送 ) を 使っ て 転送 すれ ば 、 ア ッ と いう 間 に 作画 完了 で す 。 複数 の パ 
ター ツジ る を 用意 すれ ば 、 簡単 に アニ メー ショ ッ ツ が で きま す ( 図 3 の 。 


2 


・ ア ニ メ 表 示 部 以外 は 、 パ ター ン を 描い て マス ク す る 
・①ー⑤ の 順 で アニ メ 表 示 部 へ 転送 する と 、 ア ニメーション と な る 





図 3-1-2 テキ スト 画面 と 転送 に よる アニ メー ンション 


この 方 法 (テキ スト 画面 マス ク と 4 面 同時 転送 ) は 、 ア ニメーション に 限ら ず 速 
度 重視 の 画面 処理 に は 大 変 有 効 で す 。 最近 で は 、 こ の テク ニッ ク ゆ え に 成 立 し て い 
る ゲー ム も 少な く あ り ま せん 。 も し ゲー ム 画 面 が フル 画面 (640X400 ド ッ ト ) で な か っ 








た り 、 あ る い は 画面 の どこ か に 黒い 部 分 が ある と いう 場合 は 、 ま ず 間 違い な く 見 
えな い 部 分 は デー タ だ ら け と 判断 し て いい で し ょ う 。 

次 の プロ グラ ム は 、 こ の テク ニッ ク に その 他 の 拡張 グラ フィ ックス 機能 を ミッ 
クス し た 重ね 合わ せ 処 理 で す 。 2 つの パタ ー ン が 上 下 に 移動 し 、 そ の 上 を ピー ヨ 
が 左右 に 移動 する と いう 平凡 な 内 容 で す が 、 ぜひ 非凡 な 応用 法 を 考え て くだ さい 。 


A>LIST3-2 


7 本 本 玉 玉 玉 米 末 来 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 末 玉 玉 末 杯 本 本 玉 玉 玉 玉 玉 末 玉 来 玉 末 玉 来 玉 
> ま LIST3-2 に 


> 表 来 氷 氷 閑 氷 氷 求 末 水 氷 末 氷 氷 水 氷 水 氷 氷 氷 本 素 氷 水 末 氷 求 氷 末 氷 氷 玉 氷 来 氷 


バア 7 3-2 


EXIRN GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,EGC_ON:NEAR,EGC_OF:NEAR 
EXTRN  TMEN1:BYTE,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 


CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


0UTPORT MACRO PORT,DATA : ポ ー ト 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV AX,DATA 
MOV DX,PORT 
0UT DX,AX 
FNDM 
GETKEY MACRO 1 文字 入力 マク ロ 定 義 
LOCAL GLOOP 
GLOOP: MOV DL,OFFH 
MOV AH,6 
INT 21H 
JZ GLOOP 
FNDM 
PRINT "MACRO STRING 5 文字 多 出 力 用 マク ロ 十 義 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOV AH,09 
INT 21H 
FNDM 
MOV26M1 MACRO MOD,LPC,SOU。DES - デ ー タ 転送 用 マク ロ 定 義 
MOV AX,MOD 
MOV BP,LPC 
MOV SI,S0U 
MOV DI,DES 
CALL MNOY 26 
FNDM 
MOV26N2 MACRO STR,DES2,LPC2 デー タ 転 送 用 マク ロ 定 義 2 
LOCAL MOVLP1 
MOV DI,DES2 
MOV DX,LPC2 
MOVLP1: MOV CX,13 
REP STR 
ADD DI,80-26 
DEFC DX 
JNE MOVLP1 
FNDM 
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ESCKY EQU 1 BH : | ESC | キー の アス キー・ コ ー ド 
PMAIN: CLD 
CALL GSTAT :・ グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
JNB $+5 
JMP TEXIT : 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMD16 :640XX400,.16 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JNB $+5 
J MP TEXIT 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINI TXCLR : テ キス ト 画 面 ク リア 
CALL GCLS : グ ラフ ィ ッ ク 画 面 クリ ア 
PUSH DS 
MOYV 00 ず 生 し 
用 PUSH CX 
DEC CX 
CALL TRIANG 
POP ( 旨 ( :r 三角 形 の 描写 
ADD WORD PTR YZAHYO1i,9 
ADD WORD PTR XZAHYO2,7 
SUB WORD PTR YZAHYO2,4 
SUB WORD PTR XZAHYO3,7 
SUB WORD PTR YZAHYO3,4 
LOOP TLP1 ( 
MOY 62。16 ( 
N 1LP2: PUSH CX 
CALL MARU 
POP CX 人 円 形 の 描写 
SUB MORD PTR HANKEI,2 
LOOP 1 し ドド メ 
PUSH DS 
MOYV AX , BLUE 
CALL TDITST 
MOYV AX , RED 
CALL TDTST + 重ね 合わ せ 用 デー タ の 作成 
MOV AX GREEN 
CALL TDTST 
MOV 「 人 二 か す 電 6 
CALL TDT ・ 
POP DS 
MOV AX TEXT 
MOV ES , AX | 
XOR DTI ,DI 
MOYV DX,0 
MOYV AL,87H 
MOYV CX,80*100H+25 イ テキ スト 画面 マス ク ・ セ ッ ト 
も TVBOX 
MOV AL,0 | 
MOY DI,26*2 間 
MOV DX,160-28*2 
MOV CX,28*100H+25 
CALL TVBOX 
CALL EGC_ON :*EGC 拡 張 モ ー ド ・ オ ン 
OUTPORT 4AOH,OFFF0OH 
0UTPORT 4A2H,OFFH 
0UTPORT 4A8H,OFEFFFH 
0UTPORT 4ACH,0  EGC 初 期 セ ッ ト 
0UTPORT 4AEH,(8*26-1) 
MOYV AX,BLUE 


MOYV ES , AX 
TLOOP: OUTPORT 4A4H,0CCOH 
XOR AX , AX 


MOV26M2 STOSW,54,400 





ST000: 


9.1061 


ST100: 


KSLP1・ 


KYESC: 


TEXIT: 


MOV26M1 


OUTPORT 4A4H,0C0CH 

SI,OFFSET KSANE 

MOVSW ,MOAD2,200 
28FCH,200,80*200,MOAD2 
4A4H,0CCOH 

4AEH, (8*4-1 ) 

ST,OFFSET TMEN1 
AX,OFFFOH 


0UTPORT 
MOY 

MOYV 
CALL 
MOY 

MOYV 

00} 

MOYV 
CALL 


0UTPORT 
0UTPORT 
MOV26M1 
MOYV 
ADD 
JNS 
SUB 


28FOH,200,0,MOAD1 


DICHR 
AX,OCFCH 
DX,4A4H 
DX,AX 


AX,OFFFEH 


DICHR 


AX,PIYOF 
AX 
AX 22*2 


ST001 ' 
WORD PTR PIYSW,1 
ST001 


AX,PIYOF 
AX 
ST001 


WORKD PTR PIYSW,0 


4A0H,OFFF0H 
4AEH,〈8*26- 1 ) 
28FOH,400.54,26 


AX,ADNEX 


AX,4C00H 


軍 ね 合わ せ デ ー タ 作成 


ピー ヨ の 表示 


【 各 図形 の 移動 の た め の デ ー タ を 更新 


iEGC 拡 張 モ ー ド ・ オ フ 


画面 を クリ ア し て MS-DO0S へ 


GCLS 


GCLS 
TVBOX 
TBOXL: 


TVBOX 
TDTSI 


LLPOZ < 
LLP03: 


TDTS1 
MOV_26 


MOVLP0: 


MOV_26 
DICHK 
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[SI] ,AX 
[SI+2] , AX グラ フィ ッ ク 画 面 クリ ア 
Si,14 


CX 
BYTE PTR ES: [DI+2000H] ,1 


テキ スト 画面 に 指定 値 で ボッ クス 作成 


S1,200*80 
DX,200 
CX,13 


CS: [DI] ,AX 重ね 合わ せ 用 デー タ の 作成 
ク 2 い 


LLP02 


DX,4A4H 


DS 
AX,BLUE 
DS,AX 

CX ,13 
MOVSM 

は >80-26 
DI,80-26 


BP 
MOVLP0 
DS 


デー タ 転 送 


DS,AX 
DI,OFFSET KSANE 


DX,04A0H 
DX,AX 


DICLP: 


DICHR 
TRIANG 


TRIANG 
MARU 


DI,CS:PIYOX 
CX ,32 


DI,80-4 
DICLP 
AX,1 


9( 
Si AZAHYO1 
6」 ,AX 
S:YZAHYO1 
86」 ,AX 


C 

† 

C 

+8] ,A 
CS:XZAHYO2 
+0AH] ,AX 
CS:YZAHYO2 
+0CH] ,AX 
CS:XZAHYO3 
+0EH] ,AX 
CS:YZAHYO3 
+10H] ,AX 

] 
+ 
二 


20H] ,AL 
22H] ,CX 
] 


ジテ ーー や ビー テー ご 。 ビー ご や ニー ご ーー 。 に つ ー 。 と ご マレ と つっ ーー っ テー レー レー 


の 〇 の その の ビ の の の デビ の ビデ の ビデ の ご の の の ご ジー 
本 
に 


ト に フ の) (の ーー ヘーー ジー ーー ジテ ーー ジテ ーー ハジ テー ハジ テー ーー ジテ ーー ーー ーー ヘー ホー ホー ホー シテ 〇 つの 


SI+4 1 。AX 
AX,CS:MARUX1 
[SI+6] ,AX 
AX,CS:MARUY1 
[SI+8] ,AX 
AX,CS:HANKEI 
[SI+O0AH] ,AX 
[SI+16H] ,CX 


AL , 1 
[SI+22H] ,AL 
[SI+24H] 。CX 
SI ,20 


GCALL 
DS 


ピー ヨ の 表示 


円 形 の 描写 


MARU 

AZAHYO1 
YZAHYO1 
AZAHYO2 
YZAHYO2 
AZAHYO3 
YZAHYO3 


MARUX1 
MARUY1 


| HANKEI 


PIYOX 
PIYO0 
PIYOF 
PITCH 
PIYSW 
ADNEX 


MOAD1 
MOAD2 


TXCLKR 


TKEEP 


TCLR2 


KSANE 


CODE 
STACK 
STACK 


TEXT 
TEXI 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


LTSTY 
ITS1Y 


ENDP 

DW 100 

DW 

DW 1 

DW 200 

DW 199 

DW 200 

DW 100 

DW 300 

DW 99 

DW 3C00H+54+10 
DW 3C00H+54 
DW 10*2 

DW 1 

DW 0 

DW 80 

DW J4 

DW J4+80*200 
LABEL BYIE 

DB 1 
DB 1BH。 Ls 。1BH。 [/5h ,1B 


LABEL BYTIE 
DB 


1BH,。 【[u ,1BH。 [)51”,1B 


LABEL BYTE 
DB 1BH, [2J$" 


LABEL WORD 
DM 13*400 DUP(0) 


ENDS 

SEGMENT STACK 

DW 100H DOUP(0) 
ENDS 


SEGMENT AT 0A000H 
ENDS 
SEGNENT Al 0A800H 
ENDS 
SEGMENT AT 0BO000H 
ENDS 


SEGMENT AI 0B800H 
ENDS 


SEGMNENTI AT 0E000H 
ENDS 


END 
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.【 王 角形 の 各 頂 点 の 座標 


: 円 の 中 心 の XX 座標 
: 円 の 中 心 の Y 座 標 
: 半 径 


に me の ーッ の ジータ 5 アデ 


| 国有 2 重用 


: テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 


H, 【1〉h$" 


: 文 字 の 属性 の 復元 


人 1)1$" 


が キス トト < クリア 


: 重 ね 合わ せ 用 デー タ 格 納 用 


: ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 


: テ キス ト ・ コ ー ド セグ メン ト の 定義 
:B 面 の セグ メン ト の 定義 
:R 面 の セグ メン ト の 定義 
:G 面 の セグ メン ト の 定義 


:| 面 の セグ メン ト の 定義 


メイ ン の マス タク 処理 は 簡単 で す が 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス は 選択 され た モー ド と 役 
割 を よく 理解 する こと が 大 切 で す 。 特 に 、 プ ログ ラム の 先頭 で は 、 左 下 の パ ター ン 
に 対す る 抜き 型 デ ー タ を 作成 し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。 こ の デー タ は 重ね 
合わ せ 処 理 の 時 に 元 の VRAM の デー タ に 対し て 、 左 下 の パ ター ン を くり 抜く た め に 
使っ て いま す 。 

また 、640X200 ド ッ ト モ ー ド を 選択 する と 、G.VRAM の 半分 が 処理 用 に 使え 、 し 
か も マス ク の 必要 は あり ませ ん 。 これ を 第 2 画面 と 組み 合わ せる と 、 ア イデ ア 次 第 で 
用 途 は 大 きく 広がり ます 。 ぜひ ト ライ し て みて くだ さい 。 


(3) マス ク 移 動 

テキ スト 画面 の マス ク だ か ら と いっ て 、 な に も 固定 し て 使わ な けれ ば な ら な いと 
いう こと は あり ませ ん 。 テ キス ト 画 面 マ スク を 動か し て グラ フィ ッ ク 画 面 の ほう を 
固定 し て も 構わ な いし 、 あ る い は 両方 動か し て も いい わけ で す 。 重要 な の は 、 テ キ 
スト 画面 マス ク の 存在 を 隠す こと で は な く 、 い か に し て 画面 を 効果 的 に 見 せる か な 
の "で す 。 

例え を ば 、 テ キス ト ・ マ スク に よる スポ ッ ト 処 理 な ん て いう の は 、 非 常に 簡単 で 効 
果 的 な も の で す 。 欠点 は 、 テ キス ト ・ グ ラフ ィ ッ ク は 160X100 ド ッ ト と 粗い の で 、 
回 が か が ツ ツ W し た も の に な か な っ で し まう こと ら です ( 関 を に 3) 。 


※ 1 ドッ ト ( 田 ) は グラ フィ ッ ク 画 面 (640X400) で 
表す と 4 X4 ド ッ ト に 相当 する 。 


3-1 3 デキ スト ・ ダ ラブ フィ ッ ク で の 円 





し か し 、 そ の 粗 さ が 目立つ の は グラ フィ ッ ク 画 面 が ベタ で 塗ら れ て いる と き で 、 
里 が 多けれ ば ほとん ど わ か ら な く な り ま す 。 例え ば 、 プ ログ ラム (LIST 3-3) を 実 
行 し て みて くだ さい 。 


入 >TJJST3-3 
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> 来 来 来 氷 来 求 来 来 来 求 求 求 来 来 来 来 来 来 来 求 来 求 求 求 来 来 炒 来 来 来 氷 氷 求 来 来 来 


? 素 


L】S13-3 に 


・ 素 末 来 氷 求 来 来 求 来 来 求 氷 来 氷 来 来 来 氷 求 末 氷 氷 玉 素 炒 氷 来 来 閑 来 来 来 来 氷 末 来 


EXTRN 


CODE 


0UTPORT 


GETKEY 
GLOOP : 


PRINT 


VRAMCLS 


ESCKY 
PMAIN: 


GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


MACRO 
MOV 


LOCAL 


J 
ENDM 


VRAMCLS 


MOV 
001 
MOV 
MOV 
MOV 
MOV 
MOV 
REP 
MOYV 


PORT,DATA 
AX,DATA 
DX,PORT 
DX。AX 


GLOOP 
DL,OFFH 
AH , 

21H 
GLOOP 


SIRING 
DX,OFFSET STRING 
AH,09 


21H 


AX,OFFH 


: ポ ー ト 出力 用 マク ロ 定 義 


文字 入力 用 マク ロ 定 義 


ぃ 文字 列 出力 用 マク ロロ 定義 


…VRAM ク リア 用 マク ロ 定 義 


キー の アス キー・ コ ー ド 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 


: 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
:640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
: テ キス ト 画 面 ク リア 


グラ フィ ッ ク 画 面 ク リア 


: 簡 易 グ ラフ ィ ッ ク 乙 所 


アト リピ ビュ ー ト の 設定 


MLOOP: 


MLP01: 


MLP02: 


MLP03: 


MLP04: 


CPTEN: 


T0BSC: 


まま 見 拓 1 


TXPOS 
CLSEN 


PUSH 

VRAMCLS 
VRAMCLS 
VRAMNCLS 


PUIEN 


N 
CAX,WORD PTR TXPOS 


CA,WORD PTR TXPOS 
AL 人 


MLP01 
CL 


VWAIT 
CX,WORD PTR TXPOS 
CLSEN 


CA 
WORD PTR IXPOS,CX 
PUTEN 


0 ,0 


TXADR 
AX,OFFH 


:f テキ スト 画面 マス ク 


放射 杖 に 線 を 引く 


: 指 定位 置 に スポ ッ ト を 表示 する 


ir I2I[4]I6]I8]| に より 、 エ ンド チェ ッ ク を し な が ら 


スポ ッ ト の 座標 を 動か す 


7 日 スポ ッ ト を マス ク し 、 新 し い ス ポッ ト を 表示 


する ( 


グラ フィ ックス 画面 クリ ア 


アト リピ ビュート を 元 に 戻す 


: テ キス ト の 属性 の 復元 
: リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
:MS-DOS へ 


: ス ポッ ト の 座標 (X,Y) 


3 一 1 テキ スト 画面 マス ク 


NOV DL,CL 
NOV DH, 上 
CENLO: MOV CX,12 | スポ ッ ト を マス ク す る 
REP S10SM 
ADD DI,160-12*2 
DEC DX 
JNE CENLO 
RET 
CLSEN ENDP 
Po CX か ら T.VRAM、 デ ー タ アド レス 、 縦 列 数 を 求め る 
XOR AX,AX “ 
XOR DX.DX ( 
PENL0: WOY 。。 6W6 (スポット (一 列 の 左側 ) 表示 
PENL1: LODSB ( 
STOSM 
LOOP PENLI 
PUSH SI 
NOV CX.6 
PENL2: DEC SI 
| スポ ッ ト (一 列 の 右側 ) 表示 
ROL AL,1 
ROL AL,。1 
ROL AL,1 
STOSM 
LOOP PENL2 
POP S1 
ADD DI,160-12*2 
DEC DX if 縦列 分 を 表示 し て スポ ッ ト を 完成 
JNE PENLO 上 
RET 
PUTEN ENDP 
TXADR PROC 
XOR BX,BX 
NOV BL,CL 
SHR BXul 
MOYV AX,160 
NUL BX 
XCHG AX,DI ( 
AL,CH 7 CX か ら T.VRAM (DI) 、 デ ー タ アド レス (SI) 
還 和 4 | 書 数 CL を 求め る 
ADD DI,AX 
NOV SI,OFFSET CDAT1 
SHR CLil 
MOV CL,6 
JNB TXART 
MOV SI,OFFSET CDAT2 
INC  CL 
TXART: RET 
TXADR ENDP 
VeAIT PROC 
IN AL,0A0H 
TESI AL,00100000B 
JNE VMAIT “ 
VeAT2: IN AL,0A0H | ウェ イト 用 
TEST AL,00100000B 
JE VeAT2 


VWAIT ENDP 
DSPLN PROC 
MOV 0A 0 
DSPL1: MOV LINEX1,CX 
MOV WORD PTR LINEY1,0 
MOV AX,638 
SUB AX,OX 
MOV LINEX2.AX 
MOV WORD PTR LINEY2,39 
MOV AX,CXA 
AND AX,7 
MOV COLOR,AX 
放し 。 LINE 
ADD CX,19 
CMP CX ,638 r 画面 に 放射 状 に 線 を 引く 
JLE DSPL1 
MOV CX ,0 
DSPL2: MOYV WORD PTR LINEX1,0 
MOV LINEY1,CX 
MOV WORD PTR LINEX2.638 
MOYV AX , 399 
SUB AX,CX 
MOY LINEY2,AX 
MOV AX,CX 
AND AX,7 
MOYV COLOR,AX 
CALL LINE 
ADD 1 人 
CMP CX ,399 
J LE DSPL2 
RET 
DSPLN ENDP 
LINE PROC 
PUSH BX 
PUSH CX 
PUSH DS 
CALL GDSET 
MOV AX,0 
MOV [SI] ,AX 
MOV [SI+2] ,AX 
MOV [SI+4] ,AX 
MOV AX,CS:LINEX 1 
MOYV [SI+6] ,AX 
人 較 RGW 
+8] ,A . 
MOV AX,CS:LINEX2 本 人 
MOV [SI+0AH] ,AX 
MOV AX,CS:LINEY2 
MOV [SI+0CH] ,AX 
MOV AL,0 
MOV [SI+0EH] ,AL 
MOV AX JCS:COLOR 
MOY [SI+10H] ,AX 
MOV SIT,16 
し まし も 1 GCALL 
POP DS 
POP CX 
POP BX 
RET 
LINFE ENDP 


LINEX1 
LINEY 1 
LINEX2 
LINEY2 


3 一 1 テキ スト 画面 マス ク 


COLOR 
CDAT1 


CDAT2 


TXCLR 


TKEEP 


CODE 
STACK 
STACK 


TEXTI 
TEXI 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


DM () : 直 線 の 始点 の X 座 標 

DM 0 : 直 線 の 始点 の Y 座 標 

DM 0 : 直 線 の 終点 の X 座 標 

DM 0 : 直 線 の 終点 の Y 座 標 

DM 0 : 下 線 の 色 

LABEL BYIE ・(X 座 標 ) 偶数 時 の スポ ッ ト ・ デ ー タ 
DB OFFH,OFFH,37H,13H,1,0 

DB Pt 0 0 0 0 

DB  、 償 。 和 は りり 

DB 8.0.0.0.0。0 

DB 0EFH,8.0.0,.0,0 

DB OFFH,OFFH,0CEH,8CH,8,0 

LABEL BYIE ・(X 座 標 ) 三 奇 数 時 の スポ ッ ト ・ デ ー タ 
DB OFFH,OFFH,OFFH,7FH,37H,33H 

DB OFFH,37H,1.0.0,0 

DB 1 7 月 0 .0 0 0 

DB 0 0 9 0 

DB 8CH,0.0.0.0,0 

DB OFFH,0CEH,8,0,0,0 

DB OFFH,OFFH,OFFH,OEFH,0CEH。0CCH 

LABFL BYTE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB KBBH。 1EJ 

DB 1BH,"[s"。1BH。 [)5h",1BH,。 1)h$" 

LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 

DB BE。 1 。LBH。 51 計 間 。 IE は 

ENDS 


SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 


100H DUP(0) 


ENDS 

SEGMENT AT 0A000H : テ キス ト ・ コ ー ド セグ メン ト の 定義 
ENDS 

SEGMNENT AT 0A800H iB 面 の セグ メン ト の 定義 

ENDS 


SEGMENT AT 0B000H iR 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0B800H iG 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 


移動 時 に は 多少 ゴツ ゴツ し ます が 、 停 止 時 に は この スポ ッ ト が テキ スト 画面 に よ 
る マス ク と は まず 判断 で きま せん 。 ど ん な に 高度 な テク ニッ ク も 、 無 条件 に 使用 で 
きる わけ で は な いし 、 簡 単 な テ クニ ッ ク で 済む も の は 簡単 に 済ま せる べき で す 。 大 
切な の は 、 状 況 を 的 確 に 把握 し 、 そ れ に 合わ せ た テ クニ ッ ク を 選択 する こと な の で 
す 。 

と ころ で 、 こ の プロ グラ ム (LIST 3-3) で は 、 メ モリ 節約 の た め ス ポッ ト の 表示 
デー タ は 左 半分 用 し か 持っ て いま せん 。 右 半 分 は 、 プ ログ ラム (ROL※X4 回 ) で 作っ 





て いま す 。 テ キス ト ・ グ ラフ ィ ッ ク に お ける 左右 反転 は どう な っ て いる か 、 9 ェ 洋 
を 参考 に し な が ら 確 認 し て くだ さい 。 ま た 、 こ こ で は スポ ッ ト を 4 ドッ ト 単 位 で 動 
か し て いま すか ら 、Y 座 標 の 偶数 奇数 で デー タ を 変え た な けれ ば な り ま せん 。 これ 
は 、 テ キス ト ・ グ ラフ ィ ッ ク な ら で は の 面倒 な 部 分 と いえ る で し ょ う 。 


テキ スト 画面 の 利用 法 は 、 こ こ に 紹介 し た も の が すべ て で は あり ませ ん 。 グ ラフ ィ ッ 
ク 画 面 を 見 えな くす る だ け で な く 、 表 示し て いる 自分 自身 を 見 を え を な くし て も いい の 
で す 。 も ちろ ん 、 紗 魔 だ か ら 見 えな くす る の で は な く 、 見 せ た く な いか ら 見 えな く < く 
する と いう こと で す 。 文章 で は わか り に くい か も し れ ま せん が 、 カ ラー0 の 文字 と 
と か 、 ア イデ ア 次 第 で 利用 法 は 無限 で す 。 "な いも の "を 利用 する こと は で きま せん 
が 、 せ っ か < く "ある も の "を 利用 し な い 手 は あり ませ ん 。 テ キス ト 画 面 を 大 い に 活 用 
し 表し まう 2。 





3 一 2 プレ ー ン の 條 動 (その 7) 


アイ デア と いう と 、 す ぐ 「 ア イデ アー… 特 許 大 発明 一 大 金持ち 一 自 分 に は 無理 | と 
連想 し て し まい ます が 、 頭 の いい 人 は 他人 の アイ デア を 応用 し て 新しい アイ デア を 
考え る そう で す 。 聞く と ころ に よる と 、 そ れ が 小 発明 の コツ で ある と か ……。 

88 版 の 「 マ シン 語 ゲ ー ム プロ グラ ミン グ 」| を 読ん だ 方 で あれ ば 、「 ス カイ ・ プ ルー 
ザー と いう タイ トル の スク ロー ル ・ シ ュー ティ ング ・ ゲ ダー ム を ご 存じ だ と 思い ま 
す 。 あ の 旧式 の ゲー ム は 、 プ レー ン を 分 割 し て 使う こと に よっ て スク ロー ル と 重ね 
合わ せ 処 理 を 成立 させ て いま し た (98 版 | マシ ン 語 ゲー ム プ ログ ラミ ング |] の 「 ス 
カイ ・ ブ ルー ザー』 は フル カラ ー 仕 様 の 別 テ クニ ッ ク ) 。 

時 代 に 逆行 する よう で す が 、 こ こ で 改め て 88 版 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』」 の 基本 を 
振り 返っ て みる こと に し まし ょ う 。 


(キャ ラク タ ) 





B 面 (地上 ) 


図 3-2-1 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』 の 画面 処理 


図 3-2-1 を 見 て くだ さい 。 ス クロ ー ル する 地上 背景 は B 面 で 、 自 機 お よび 襲来 する 
計 の 飛行 物体 は RG 面 を 使っ て 表示 し て いま す 。 こ うす れ ば 、 地 上 は 地上 で 勝手 に 
スク ロー ル さ せる こと が で きる し 、 キ ャ ラク タ は 地上 と の 重ね 合わ せ 処 理 を 気 に せ 
ず に 表示 する こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 単 に 使用 する プレ ー ン を 分 けた だ け で は 
分 割 し た こと に は な り ま せん 。 こ の まま で は 、 キ ャ ラク タ (R ノ G 面 ) が 地上 (B 面 ) 
の 影響 を 受け 色 変 化 を 起こ し て し まう か ら で す 。 そ こ で 、R ノ G 面 が B 面 か ら 独 立 し 
て 発色 きれ る よう 、 パ レッ ト を 変更 し ます ( 図 3-2-2)。 
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ピン 


の M 則 一 と で っ 


| 参考 | 
「『 ス カイ ・ ブ ルー ザー で 
使用 し た カラ ー 番 号 


計 
IF 
誰 
⑤ 
ト 
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図 3-2-2 パレ ッ ト に よる プレ ー ン 分 割 


キャ ラク タ に 使用 で きる 色 数 は 3 色 に な っ て し まい まし た が 、 こ れ で 地上 パタ ー 
ン に よる 影響 は な く な り ま す 。 参考 と し て 示さ れ て いる 88 版 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』 
用 の カラ ー を 変更 すれ ば 、 ゲ ー ム の イメ ー ジ も 変わ る か も し れ ま せん 。 し か し 、 こ 
こ に ちょ っ と し た アイ デア を 加え る と まっ た く 違 っ た 効果 を 得る こと が で きま す 。 

例え を ば 、 こ の プレ ー ン 分 割 で は キャ ラク タ (R ノ G 面 ) が 地上 (B 面 ) より 優先 し 
て 表示 され て いま す が 、 こ れ は 単に ゲー ム 設 定 に よる も の で す 。 実際 に は B ノ RG 
各 面 は 同格 の 存在 で すか ら 、 プ レー ン の 優先 順位 は パレ ッ ト 変 更 次 第 な の で す 。 と 
は いえ 、 パ レッ ト 番 号 と B プ RG の ビッ ト 関 係 ( 図 3-2-2 参 照 ) か ら 、GーR-B と 
表示 優先 順位 が 低く な る よう に 設定 し た ほう が わか りや すい の は 事実 で す 。 ま た 、 
1 面 が 使え る 機種 で あれ ば さら に 複雑 な 組み 合わ せ を 取る こと も で きま す 。 

と りあ え ず 、 こ こ で は BR 面 で キャ ラク タ を 表示 し 、G 面 で 上 空 を 流れ る 雲 を 表 
し て み ま し た 。 ま ず は 、 プ ログ ラム を 実行 し て 88 版 「 ス カイ ・ ブ ルー ザー』」 の 雰 囲 
気 だ け で も 味わっ て くだ さい 。 実行 プロ グラ ム は 、(LIST3-4) で す 。 


A> LIST3-4 


氷 氷 氷 氷 来 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 求 氷 氷 氷 氷 氷 玉 来 求 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 末 玉 末 来 
? ネ LIST3-4 


8 玉 来 来 来 末 来 来 来 来 末 末 来 末 来 来 末 末 来 来 来 来 末 来 来 末 来 来 来 来 来 玉 来 来 末 末 


EXIRN GTERMN:NEAR,GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 





3 一 2 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 1 ) 


PRINT MACRO STRING : 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOV AH,09 
INT 21H 
ENDM 
VRAMNCLS MACRO VSEG :VWRAM ク リア 用 マク ロ 定 義 
MOV AX , VSEG 
MOYV ES , AX 
MOV CX ,4000H 
XOR AX, 
MOYV DI,AX 
REP ST0SW 
ENDM 
PALSET MACRO D1,D2 .D3,D4 : パ レッ ト 操 作用 マク ロ 定 義 
MOV AL,D1 
0UT 0AEH, AL 
MOYV AL,D2 
0UT 0AAH,AL 
MOV AL,D3 
0UT 0ACH, AL 
MOV AL,D4 
OUT 0A8H,AL 
ENDM 
MCDAEN MACRO D1 .D2 。D3.D4 。D5。D6 。D7 柄 円 描写 用 マク ロ 定 義 
MOV WORD PTR DAENX1 ,D1 
MOV WORD PTR DAENY1 ,D2 
MOV MORD PTR HANKEIX,D3 
MOV MORD PTR HANKEIY,D4 
MOV BYJE PTR FLAG,D5 
MOYV MORD PTR COLOR,D6 
CALL DAEN 
ENDM 
PMAIN: CALL GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
JNB $+5 
JMP TEXII : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMOD8 :640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 
JNB $+5 
J MP TEXIT : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
PRINI GL 明 : テ キス ト 画 面 ク リア 
VRAMCLS BLUE 
VRAMCLS RED グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア 
VRAMCLS GREEN 
PALSET 57H,7H,27H,67H : パ レッ ト の 変更 
MCDAEN 195,60,130,60,1,4 
MCDAEN 305,100,120.,30,1,4 + 雲 の 表 示 
MCDAEN 195,60,130.,60.,0,0 
MCDAEN 420,145*2.100,50,1,4 
CALL CHRDI : キ ャ ラク タ の 表示 
MLOOP: PUSH DS 
MOYV AX,GREEN 
MOV ES, AX 
MOV DS,AX 
STD 
MOYV ST,07CFEH 
MOV DI,07CFEH+160 
WOV CX'40*400 お に カコ プ 多 の 四 ロ ル 才 る 
REP MOVSM 
MOV SI,07CFEH+160 


MOV CX,80 


REP MOVSW 
POP DS 
CLD 
MOV 2 : ウ ェ イ ト の 回 数 
WAITL: MOV AX,0C00H 
I NT 21H 
MOV AX,400H if | ESC | が 押さ れ て いれ ば TO0BSC ヘ へ 
INT 18H 
TEST AH,1 
JNE TOBSC 
MOV AX,406H 
I NT 18H T | SPACE | が 押さ れ て いな けれ ば UDKUM へ 
TEST AH,10H 
JFE UDKUM 
MOY AL,UPDSM 
OR AL,AL 
JNE VWAIT 必要 に 応じ て パレ ッ ト を 変更 する 
INC AL :| (5 一 0.6 一 2.7 一 6) 
MOV UPDSMW,AL 
PALSET 57H,0,.22H,66H 
J MP VMAIT 
UDKUM: MOV AL,UPDSM ( 
JE VMUIT | > 要 に 放 じ て パレ ッ ト を 変更 する 
XOR AL,AL | (5 っ 7.6 っ 7.7 つ 7 
MOY UPDSW ,AL 
PALSE] 57H,7,27H,67H 
VMAIT: IN AL,0A0H 
MK9I AL,00100000B 
JNE VWAIT 
VMAT2: IN AL,0A0H f ウェ イト を 取っ て MLOOP へ 
ES」 AL,00100000B 
JE VMAT2 
DEC CH 
JNP MLOO 、 
TOBSC: PALSET 04H,15H,26H,37H i パ レッ ト の 状態 を 初期 の 状態 へ 戻す 
PRINT TKFFP : テ キス ト の 属性 を 復元 する 
TB あま 4L2 も ALL GTERM : グ ラフ ィ ッ クス の 終了 
MOYV AX,4C00H : リ ター ンコ ー ド ・ セ ッ ト 
INT 21H :MS-D0S へ 
UPDSW DB 0 : 表 示 選択 用 
CHRDI PROC 
MOV STI,OFFSET CHRDT 
MOV AX,BLUE 
0 CHLDI 7 指定 位置 に キャ ラク タ を 表示 
MOV AX, RED 
CALL CHLDI 
RETI 
CHRDI ENDP 
CHLDI PROC 
MOV ES , AX 
MOV DI,O1FOOH*2 + 5 
MOV CX ,24 
CHLLP: MOV DX 、3 
Nb は 1 NM ES: [DI+80] ,AX 7 指定 プレ ー ン に キャ ラク タデ ー タ を 転送 
STOSW 


3 一 2 プレ ー ン 分 割 ( そ の 1 ) 


DEC DX 

JNE CHLL1 

ADD DI。160-6 

LOOP CHLLP 

RET 
CHLDI ENDP 
DAEN PROC 

PUSH DS 

PUSH CX 

CALL CDSET 

POP CX 

MOV AX。0 

MOY SI] ,AX 

MOV SI+2] ,AX 

MOY 【SI+4] ,AX 

MOV AX,CS:DAENX1 

MOV SI+6] 。AX 

MOV MXLCS:DAENYI 

MOY SI+8] ,A ( ms 

MOV AX,CS:HANKEIX 用 

MOV 【SI+0AH] ,AX [ 

MOV AX,CS:HANKEIY 

MOV (sit0CHJ AX 

MOY AX,CS:COLO 

MOV WORD PTR (Sti8h) AX 

MOY AL,CS:FLAG 

MOY SI+24H] 。 1 

MOV AX,。CS:COLOR 

MOY MORD PTR 〔SI+26H] ,AX 

MOY SI,21 

CALL  GCALL 

POP DS 

RET 
DAEN ENDP 
DAENX1 DM 195 本 円 の 中 心 の X 座 標 
DAENY1 DM 60 本 円 の 中 心 の Y 座 標 
HANKFIX DW 130 本 円 の X 方 向 半 径 
HANKEIY DM 60 本 円 の Y 方 向 半径 
FLAC DB ] (塗り つぶ し フラ グ 
COLOR DM 4 本 円 の 描写 時 の カラ ー 
CHRDT LABEL BYTE ri 人 ザ み あっ ポー 

DB 0,0,0FH,0FOH。0.0.0,0 

DB 3FH,0FCH,0,0,0,0,0FFH,OFFH 

DB 0,0.0。3,0FDH,77H,0COH.0 

DB 0,7。0FEH。OFDH,60H,0.0.0FH 

DB OFDH,OFEH,0B0H,0,0,1FH,OF5H,5FH 

DB 58H,0,0,3FH,OFFH,OFFH.0ACH,0 

DB 0,3FH,0FFH,OFFH,5CH.0.0.7FH 

DB OF8H,OFH,O0AEH,0.0,7FH,0E3H,0A7H 

DB 0D6H,0,0,0FFH,0CEH,83H。OEBH。0 

DB 0,0FFH,09EH,0CIH,0D7H,0.0,0FFH 

DB 0BAH,89H,0FBH,0,0,0FFH,0BAH。89H 

DB 0D7H,0,31H,0FFH,0B5H,29H。0EBH,8CH 

DB 6BH,O0DFH,0AAH。51H,0D1H,0D6H,6FH。ODFH 

DB 0D6H,0A3H,0D1H,OF6H,6FH,OEFH,OF5H,4FH 

DB 0A3H,。OF6H,OFFH,0F7H。OFFH,。OFEH,87H,OFFH 

DB OFFH,OFDH,OFFH,OFEH。1FH,OFBH,7FH。OFFH 

DB OFFH,OF4H,OFFH,0FEFH,0,0,OFFH,0ABH 

DB 0.0,.0,0,3FH,0FCH.0。0 

DB 0,0.0.0.0.0.0.0 


TXCLR 


TKEEP 


CODE 
SIACK 


STACK 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


DB 7,0EOH,0,0.0,.0,1FH,0F8H 

DB 0,0,0,0, 78H , 3FH ,。 0,0 

DB は 3 。 OFFH , 7FH , 80H, 0, 貞 。 信 

DB OFCH, OFFH , 0COH, 0.0,7,0FOH,1FH 

DB OEOH,0,0,0FH,OFFH,OFFH,OFOH,0 

DB 0.0FH,O0F8H,1FH,O0FOH,0,0,1FH 

DB O0EOH,17H,OF8H,0,0,1FH,0C3H,0ABH 

DB OF8H,0,0,3FH,8EH,85H,0FCH,0 

DB 0,3FH,1EH,0C2H,O0FCH,0,0。3FH 

DB 3AH,82H,0FCH,0,0,3FH,3AH,82H 

DB OFCH,0,0,7FH,35H,2,0FEH,0 

DB 10H,0DFH,2AH,2,0FFH,8,13H,0DFH 

DB 094H,5,0FDH,0C8H,1FH,O0EFH,0C5H,43H 

DB OFBH,OF8H,3FH,0F7H,OFOH,OFH,0F7H,OFCH 
DB 3FH,0FDH,OFFH,O0FFH,0DFH ,0FCH,0,0 

DB OFFH,OFFH,0.0.0,0,3FH,O0FCH 

DB 0.0.0.0.0.0。0,0 

LABEFL BYTEF : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 1BH," [2J" 0 

DB 1BH,"[s",1BH,」"[)5h” ,1BH。【1)h$ 

LABEL BYTE 文字 の 属性 の 復元 
DB 1BH,"[u",1BH,。"[)51” ,1BH , り 1 ) 18 

ENDS 

SEGMENT STACK :・ ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0) 

ENDS 


SEGMENT AT 0A800H 


ENDS 


SEGMENT AT 0BO00H 


ENDS 


SEGMENT AT 0B800H 
ENDS 


END 


i:B 面 の セグ メン ト の 定義 


:R 面 の セグ メン ト の 定義 


:G 面 の セグ メン ト の 定義 


パレ ッ ト の 状態 は 図 3-2-3 の よう に な っ て いま す が 、 こ こ で パレ ッ ト 番 号 0 に 注 
目 し て くだ さい 。 パ レッ ト 番 号 0 と いう の は 、B ノ R ノ G ど の 面 も 発色 し て いな い 地 
色 の こと で すか ら 、 存 在 と し て は BR グ G 各 面 の 下 に 位置 する と 考え る こと が で き 
ます 。 し た が っ て 、 パ レッ ト 番 号 0 は 単独 で 地 色 と し て も いい し 、 最 も 表示 優先 順 
位 の 低い プレ ー ン と コン ビ に し て 使う こと も で きま す 。 ち な み に 、88 版 「 ス カイ ・ 
ブル ー ザ ー』 で は B 面 (地上 ) と 組み 合わ せ 、 地 上 を 2 色 と し て いま し た 。 今回 は キャ 
ラク タ 表 示 用 の B ノ R 面 が 表示 優先 順位 が 低い の で 、 パ レッ ト 番 号 0 は イメ ー ジ と し 
て は 空 あ る い は 海面 な の で す が 、 キ ャ ラク タ ・ カ ラー の 一 部 と し て も 使用 する こと 
が で きま す 。 


3 一 2 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 1 ) 


キ 
ヤ 
枝 ラテ 
タ 


に ・ 
で 


パレ ッ ト 変 更 後 の 
カラ ー 番 号 


ら 員 陵 一 < で 


空 (海面 )/ ア キャ ラク タ 色 ① 一 一 革 - 5 
キャ ラク タ 色 ②ーーーーーーーー 一 匠 = 0 
キャ ラク タ 色 ⑬③)ーーーーーー 一 一 蘭 =- 2 


キャ ラク タ 色 ②-ーーーーーーー 一 >- 6 


畑 才 ーー ニー ンー ヘニー 衝 
図 3-2-3 プレ ー ン 分 割 の 変化 





も し 、 パ レッ ト 番 号 0 を キャ ラク タ に 使用 し な いな ら ば 、 パ レッ ト を 5 一 0、6 一 2、 
7 っ 6 と 変更 する だ け で キャ ラク タ が 雲の上 を 通過 する よう に な り ま す 。 こ こ で は キャ 
ラク タ に パレ ッ ト 番 号 0 を 使っ て いる の で 、 そ の 部 分 だ け 雲 の 影響 が 出 ま す が 、 参 
PR け パ レッ ト を 変化 させ て いま す 。 雲の上 を 

過す る と き に 受け る 影響 と 、 プ レー ン の 表示 優先 順位 の 関係 を 実際 に 確認 し て く 
だ さい 。 

いま に も る 敵 機 が 現れ そう な 画面 で す が 、 流 れ て くる の は 同じ 形 の 雲 ば か り で す 。 
これ が 本 物 の ゲー ム な ら 、 雲 の 形状 を 変え た り 濃 邑 を 起こ し た り …… と 、 新 た な 障 
害 物 と し て 楽し むか こと が で きる の で す が 、 と りあ え ず は 88 版 「『 ス カイ ・ ブ ルー ザー 
と の 違い を 感じ られ れ ば 目的 達成 で す 。 と いう の も 、 プ レー ン 分 割 の 応用 は まだ 続 
編 が ある か ら で す 。 


今度 は 、 画 面 を 構成 し て いる 雲 / キ ャ ラク タ と いう 概念 を 変え て み ま し ょ う 。 キ ャ 
ラク タ と いう と 、 ど うし て も イメ ー ジ が 小さ く な り ま す が 、 サ イズ の 限定 は どこ に 
も あり ませ ん 。 そ こ で 、B ノ R 面 (パレ ッ ト 番 号 0 を 含ん だ 4 人 色 ) を 使っ て 、 フ ル 画 
面 で 1 枚 の 絵 を 描い て し まお うと いう の で す 。 

こう な る と 、G 面 の 役割 は 必然 的 に マス ク し か 残さ れ て いま せん 。 し か し 、 そ の 
た め に プレ ー ン 1 枚 を 使う わけ で すか ら 、 た と を え 複雑 な タイ トル ロゴ で あろ うと 、 
形状 を 問わ ず に マス ク を か ける こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 か けた マス ク を 移動 き 
せる こと も 自由 自在 で す 。 サ ンプ ル と し て 、 双 眼鏡 越し に 絵 を 覗い た プロ グラ ム を 
示し ます が 、 大 き な 絵 の 代わ り に あの 『「 お ば け の ピー ヨ 』 を 大 量 に 出現 きせ ます 。 
何 匹 出現 し て いる か 、 バ ー ド ウォ ッ チ ング な ら ぬ ピー ヨウ ォ ッ チン グ を 楽し ん で く 
だ さい 。 も ちろ ん 、 表 示 色 の 制限 が ピー ヨ の 表示 に どう 影響 を 与 を た た か 、 デ ー タ の 
構造 と 表示 カラ ー の 関係 を 考え る こと も 忘れ な いで くだ さい 。 ま た 、1{ 面 が 使え る 
機種 で は 、B プ R プ G の 3 つの プレ ー ン を キャ ラク タ 用 に 、1I 面 を マス ク 用 に 使う 


ーー ーーーー ーー パネ ーー hmー ーー ドー ーー っ ーー ーー 


87 3-5 


どら つこ ちあ で きま すず す 。 


で は 、 プ ログ ラム (LIST3.5) を 実行 し て くだ さい 。 徹 眼 魚 は 、 テ ン キ ー で 上 下 左記 


右 に 移動 する こと が で きま す 。 


A>LIST3-5 


7 氷 来 来 来 末 来 来 玉 氷 氷 未 末 末 氷 氷 求 氷 素 末 求 氷 氷 求 氷 求 末 玉 末 氷 来 氷 来 氷 ボ 


・ ホネ 


LIST3-5 


4 


? 表 末 玉 来 来 求 氷 求 来 氷 来 氷 来 氷 来 玉 氷 求 来 来 求 求 来 末 玉 来 求 氷 末 炒 氷 玉 末 炒 玉 玉 


EXTRN 
CODE 


GETKEY 


GLOOP : 


PRINT 


VRAMNCLS 


PALSET 


PMAIN: 


GTERM:NEAR,GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR,TMEN1: 


SEGME 


ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


MACRO 
LOCAL 


MOYV 


NT PUBLIC 


STIRING 


21H 


VSEG,DATA 
AX, VSEG 
ES,AX 
CX,4000H 
AX,DATA 
DI,DI 
ST0SM 


D1,D2,D3,D4 
AL,D1 


0AEH,AL 


GSTAT 
$+5 

TEXIT 
GMOD8 
$+5 

TEXIT 
TXCLR 


DX,OFFSET STRING 
AH,09 


ii 文字 入力 マク ロ 定 義 


文字 列 出力 マク ロ 定 義 


指定 G.VRAM を DATA で 埋め る 


: パ レッ ト 操 作用 マク ロ 定 義 


・ グ ラフ ィ ッ クス の 開始 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
i640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
- テ キス ト 画 面 ク リア 







BYTE 


MSSDL : 


CHRDL : 


MLOOP: 


NOTK2: 


NOTK4: 


NOTK6: 


MLOP1: 


MAIT: 


VMAIT: 


VWAT2: 


VRANCLS BLUE,0 
VRAMCLS RED,0 
VRAMCLS GREEN,OFFFFH 


PALSET 
MOV 
MOYV 
MOV 
AOR 
CALL 
MOYV 
MOY 
MOV 
XOR 
CALL 
PUSH 
MOV 
MOYV 


10H,00,70H,60H 
MARUX1,58 
MARUY1,58 
HANKEI,50 
CA,CX 

MARU 
MARUX1,125 
MARUY1,58 
HANKEI,50 


C っ う C っ (の の ウ ウ で) の 
ら で で 


CX,OFF00H 
MOVES 

CH,2 

AL,1BH 

TO0BSC 
AL,0AOH 
AL,00100000B 
VWAIT 


AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAT2 


ーー 析 衝 一 


3 一 2 プレ ー ン 分 割 ( そ の 1 ) 


G.VRAM を 初期 デー タ で 埋め る 


/ パ レッ ト の 初期 セッ ト 


上 双眼鏡 作成 


! 到 眼 鏡 の デー タ 作 成 


| ピー ヨ を 表示 する 


1 文字 入力 


“ [2I4][6]I1] の どれ か が 押さ れ て いた ら 
| MOVES を 実行 する 


: ウ ェ イ ト 


t が 押さ れ て いれ ば TOBSC へ 


ウェ イト 後 MLOOP へ 


10BSC: 
る えま は 


DIPAD 


SPOSX 
SPOSY 


MOVES 


DIPSS: 


DIPLO: 


DIPL1 : 


MOVRT: 


MOVES 
DIPHL 


DIPHL 


DEC CH 


JNE VWAIT 

JMP MLOOP 

PALSET 04H,15H,26H,37H 
PRINT TKEEP 

CALL GTERM 

MOY AX,4C00H 

INT 21H 


LABEL WORD 
DW 01FOH,03FOH,0782H,0862H 


DW 1225H,1240H,1943H,1E09H 
DW 2290H,2622H,25AOH,2C70H 
DW 32B8H,4142H,5CCOH,6060H 
DW 6730H,69DOH,6B20H,70C5H 
DB 0 

DB 0 

PROC 

MOV AL,SPOSX 

ADD AL,CL 

CMP AL,80-23+1 

JNB MOVRT 

MOV SPOSX , AL 

MOV AL,SPOSY 

ADD AL,CH 

CMP AL,50-15+1 

JNB MOVRT 

MOV SPO0SY,AL 

MOV CX,WORD PTR SPOSX 
INC CH 

MOV DI,-280H 

MOV DX,280H 

ADD DI,DX 

DEC CH 

JNE DIPLO 

ADD DI,CX 

MOV SI,OFFSET SSDAT 
MOV AX,GREEN 

MOV ES,AX 

MOV AX,78H 

MOV CX,17H 

REP MOVSB 

ADD DI,39H 

DEC AX 

JNE DIPL1 

RET 

ENDP 

PROC 

PUSH SI 

MOV SI,OFFSET TMEN1 
MOV AX,BLUE 

MOV ES,AX 

CALL DINXOR 

CALL DIXOR 

MOV AX,RED 

MOV FS,AX 

CALL DIXOR 

POP SI 

RET 

FNDP 


ー10Z- 一 


: パ レッ ト の 状態 を 元 に 戻す 
: テ キス ト の 属性 を 元 に 戻す 
:・ グ ラフ ィ ッ クス の 終了 
: リ ター ン ・ コ ー ド ・ セ ッ ト 
:MS-DOS へ 


: ピ ー ヨ 表示 位置 デー タ 


: 双 眼鏡 X 座 標 
: 双 眼鏡 Y 座 標 


.【 双眼鏡 の 移動 後 の 座標 を 求め る 


「【 双眼鏡 を 指定 位置 に 表示 


ピー ヨ を 表示 


3 一 2 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 1 ) 


DIXOR PROC 
PUSH DI 
MOV し 32 
DIXLO: LODSM 
XOR ES: [DI] ,AX 
ADD DI,2 TB 面 ノ R 面 と XOR を 取り な が ら 
LODSM -| ピー ヨ を 表示 
XOR ES:【DI] ,AX 
ADD DI ,80-2 
LO00P DIXLO 
POP DI 
RET 
DIXOR ENDP 
DINXOR PROC 
PUSH D ! 
MOV CA. 22 
DINXLO: LODSM 
NOT AX 
SE Rg 7 B 面 に TMEN1 の デー タ を 反転 し て 
LODSM 6 :| XO0R を 取る 
NOT AX 
XOR ES: [DI] ,AX 
ADD DI ,80-2 
LO0P DINXLO 
POP DI 
RET 
DINXOR ENDP 
MARU PROC 
PUSH DS 
PUSH CX 
CALL GDSEFT 
POP CX 
MOV AX,0 
MOV 1 
MOV SI+2] ,AX 
MOV [SI+4] ,AX 
MOV AX,CS:MARUX1 ( 
+6] , 
0 FT if 指定 し た 中 心 の 座標 に 指定 し た 半径 で 円 を 
MOV [SI+8] ,AX :| 描写 する 
MOV AX,CS:HANKE 1 
MOV TH 和久 
MOV SI+16H] ,CX 
MOV AL , 1 
MOV 委 My AL 
MOV [SI+24H] ,CX 
MOV あ 、2 
CALL GCALL 
POP DS 
RET 
MARU ENDP 
MARUX1 DM 0 : 円 の 中 心 の X 座 標 
MARUY1 DM 0 : 円 の 中 心 の Y 座 標 
HANKEI DM 0 : 円 の 半径 
TXCLR LABEFL BYTF : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 本 99 
DB 1BH,"(s"。1BH,。"()5h" ,1BH,"【1)h$" 


ー" ーー 


TKEEP LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 
DB 1BH」"[u "1BH」"【)51"」1BH」 1)187 


LABEL BYTE : 双 眼鏡 の デー タ ・ エ リア 
DB 120*23 DUP(0) 


ENDS 


SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DW 100H DUP (0) 
ENDS 


SEGMENT AT 0A800H 「 .B 面 の セグ メン ト の 定義 
FNDS 


SEGMENT AI 0B000H :R 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 





これ また 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』| と は 違っ た 雰 囲 気 で す が 、 す べべ て 基本 は 同じ ア 
イデ ア で す 。 こ れ を どう 応用 し どう 発展 きせ る か …… 、 あ な た の アイ デア が その カ 
ギ を 握っ て いる の で す 。 
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3 一 3 プレ ー ン の 分 宣 (その 2) 





た 7 3-6 


手品 師 が 「 こ の ハン カチ に は タネ も 仕掛 け も あり ませ ん …… | と 言っ て ハン カ 
チ を 胸 の ポケ ッ ト か ら 取 り 出 し て も 、 そ れ を その まま 信じ る 人 は いな いで し ょ う 。 
きっ と 秘 審 が ある ハズ と 、 か えっ て ハン カチ を 注目 する こと に な り ま す 。 し か し 、 
それ で は ます ます 手品 師 の 思う ツボ で す 。 な ぜ な ら 、 観 客 の 目 が ハン カチ に 集 ま 
れ ば 、 も う 石 方 の 手 は タネ も 仕掛 け も 思い 通り に 扱え る か ら で す 。 

この 場合 、 ハ ンカ チ は 観客 に 見 せる た め の 存 在 で あり 、 本 当 の 手品 の 主役 は 見 
えな いと ころ で 頑張 っ て いる も う 片 方 の 手 で す 。 と は いえ 、 そ れ が バレ る よう で 
は 手品 師 で は あり ませ ん 。 た っ た 1 枚 の ハン カチ を 右 に 左 に 持ち か えて は 、 ど ち 
ら が 主役 の 手 か わか ら な く な る よう に し て いる の で す 。 

と ころ で 、。 似 た よう な こと を 実行 し た プロ グラ ム (LIST 32) を 世 え を で て いま ます 
か 。 移動 する パタ ー ン の 重ね 合わ せ 処 理 を 、 テ キス ト 画 面 マ スク と 拡張 グラ フィ ッ 
クス の 4 面 同 時 転送 機能 で 実現 し た プロ グラ ム で す 。 見 えて いる 部 分 が ハン カチ 
な ら 、 見 えな い 右 側 の 作業 は まさ に 主役 の 手 そ の も の で す 。…… が 、 こ の よう に 
伝 割 が 明確 に 分 離し て いた の で は 手品 に は な り ま せん 。 そ こ で 、 こ の 人 節 で は ハン 
カチ と 主役 の 座 が 交互 に 入れ 替わる よう な 、 そ ん な 手品 師 的 テク ニッ ク を 披露 す 
る さと し し まま しょ すう 。 

前 館 で プレ ー ン の 分 割 を も や り ま し た が 、 今 回 も テー マ は 同じ プレ ー ン の 分 割 で 
す 。 た だ し 、 内 容 も 用 途 も まっ た く 違 いま す 。 ど の よう に 違う か 、 そ れ は 次 の プ 
ログ ラム (LIST 3-6) を 実行 すれ ば 一 目 瞭 然 で す 。 


A> LIST3-6 


) 玉 氷 末 表 玉 氷 氷 ボ 玉 求 氷 氷 末 氷 氷 水 水 氷 氷水 氷水 末 氷 氷 末 氷 氷 氷 氷 氷 末 * 


? 


LIST3-6 * 


7 素 氷 氷 末 氷 氷 氷 氷 求 氷 求 氷 水 末 氷 氷 水 氷 氷 氷 末 氷 氷 林 氷 氷 氷 末 氷 氷 来 氷 氷 玉 玉 


EXTRN 
CODE 


VRAMCLS 


GTERMW:NEAR,GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 


ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


MACRO 
MO 


MOV 


STRING : 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
DX,OFFSET STRING 

AH,09 

21H 





VSEG :VRAM ク リア 用 マク ロ 定 義 
AX, VSEG 

ES,AX 

CX,4000H 

AX,AX 

DI,AX 


一 1 答 一 


REP ST10SM 


ENDM 
PALSET MACRO  D1,D2,D3,D4 ぃ パレ ッ ト 操 作用 マク ロ 定 義 
MOV AL,D1 
0UT 0AEH,AL 
MOV AL,D2 
00{ 0AAH,AL 
MOV AL,D3 
0U1 0ACH,AL 
MOYV AL,D4 
0UT 0A8H,AL 
ENDM 
MBOX MACRO  D1,D2,D3,D4,D5 :B0X 表 示 用 マク ロ 定 義 
MOV WORD PITR COLOR,DS 
MOV AX, DX 
ADD AX,D1 
MOYV LINEX1,AX 
MOYV AX,CX 
ADD AX,D2 
ADD AX,AXA 
MOY LINEY1,AX 
MOY AX, BA 
ADD AX,D3 
MOYV LINEX2Z AX 
MOYV AX,CA 
ADD AX,D4 
ADD AX,AX 
MOY LINEY2,AX 
CALL BOX 
ENDM 
MLINE MACRO  D1,D2,D3,D4,D5,D6,D7,D8,D9:: 直 線 描 写 用 マク ロ 定 義 
MOV WORD PTR COLOR,D9 
MOYV AX,DX 
ADD AX,D1 
SUP AX,D2 
MOY LINEX]1 ,AX 
MOYV AX,CX 
ADD AX,D3 
ADD AX,D4 
ADD AX,AA 
MOV LINEY1,AX 
MOY AX, DA 
ADD AX,D5 
SUB AX,D6 
MOV LINEX2,AX 
MOV AX,CX 
ADD AX,D7 
ADD AX,D8 
ADD AX,AX 
MOYV LINEY2,AX 
CALL LINE 
ENDM 
MDAEN MACRO  D1,D2.D3,D4 ,D5 棒 円 描写 用 マク ロ 定 義 
MOV AX,BX 
ADD AX,D1 
MOV DAENX1,AX 
MOV AX,CX 
ADD AX,D2 
ADD AX,AX 


ー106 一 


PMAIN: 


LP001: 


LP002: 


MLOOP: 


DDP3G: 
MLOP1 : 


TEXITI: 


SIGNX 
PAT3D 
XPO03D 
YPO3D 


DAENY1,AX 

HANKEIX,D3 
HANKEIY,D4 
HANKEIY,D4 


AX,D5 


MKP3D 


00H,10H,04H,04H 
AX,BLU 


FLCLS 
BACKD 
DP3GP 
KSCAN 


BYTE PIRK CS:SIGNX ,1 


DDP3G 
DP3RP 


SHORI MLOP1 
DP3 


MLO 
04H,15H,26H,37H 


TKEEP 
GTERM 


AX,4C00H 


21H 


で の どど C 


3 一 3 プレ ー ン 分 割 ( そ の 2 ) 


: グ ラフ ィ ッ クス の 開始 


: 異 常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
i640X400,8 色 モー ド ・ セ ッ ト 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
: テ キス ト 画 面 クリ ア 


グラ フィ ックス 画面 クリ ア 


7 パタ ー ン の 作成 


: パ ター ン デ ー タ の 作成 
: パ レッ ト の 変更 


1 B 面 に 背景 を 作成 


:G 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 
移動 用 キー スキ ャ ン 

: パ ター ン 選 択 サ イン の 更新 

: パ ター ン 選 択 が 0 で な けれ ば DDP3G へ 

:R 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 
:MLOP1 へ 

iG 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 


が 押さ れ て いな けれ ば MLO0OP へ 


: パ レッ ト の 状態 を 初期 の 状態 へ 戻す 
: テ キス ト の 属性 を 復元 する 

: グ ラフ ィ ッ クス の 終了 

: リ ター ンコ ー ド ・ セ ッ ト 
iMS-DO0S へ 


: パ ター ン 選 択 用 ワー ク 
: パ ター ン 番 号 

: パ ター ン の X 座 標 

: パ ター ン の Y 座 標 


MKP3D 


MKP3D 
M3DSB 


M3DSBL: 


M3DL0: 


M3DSB 
BACKD 


BAKLO: 
BAKL] : 


BAKL2: 
BAKL3: 


BACKD 
FLCLS 


M3DSB 


SI,80*80 
CX ,6 


M3DSB 


ES , AX 


SI,0 
LV DAT3D 


ーー 一 


し パタ ー ン デー タ を 作成 


【 画面 か ら パ ター ン デ ー タ を 作成 


「! 背景 の 表示 


FLCLS 
DP3RP 


DP3RP 
DP3GP 


DP3GP 
DIP3D 


PATOK: 


PTIA1: 


GPADL: 


BCADL: 


DP3L0 : 


CX,80*200 
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DI,AX 
STOSM 


AX,RED 
DIP3D 
00H,11H,44H,44H 


AX,GREEN 
DIP3D 
04H,14H,04H,14H 


0UTPO,AX 
FLCLS 
AL,PAT3D 
AL 


AL,27 
PATOK 


DX,10*80 


yg PTR XPO3D 
BX >-80*4 

DX,80*4 

BX,DX 

CH 


BCADL 
BX,CX 
DX 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


! 画面 クリ ア 用 


R 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 


》 
》 





G 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 


》 
》 





7 指定 プレ ー ン に パタ ー ン を 表示 


DIP3D 
VWAIT 


VWAT2・ 


VWAIT 
OUTPO 
KSCAN 


KSCN]1 : 


KSCN2・ 


KSCN3: 


KSCN4 : 


YNCHK: 


KSRET : 


KSCAN 
MKDAT 


MKDRI: 


AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAIT 


AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAT2 


YPO3D,AL 


BX 

38。12.48。.3D。 1 

AZ2,Y 0 s う 030。16。0 ,1 
AA」ー2,Y 0 ec っ yUY の 1 
0 ,Y,13.35,0,21.0 ,1 
76.4.Y,0 。483.0.16.0 。1 
/ な 7AJKU0 。78.X.Y 16.1 
/ お 8 8.0。21。0 。1 
39,10.,6,3,1 

AX,PITCH 

WORD PTR Y,2 

X,AX 

MKDRT 

AX 

PITCH,AX 

BX 


ーー 一 





ウェ イト 用 


:G.VRAM セ グ メ ント 値 格納 用 


“ [2I4]61(88 を キー スキ ャ ン し 、 パ ター ン の 座標 を 
i| 更新 する 


“ パタ ー ン 作成 


LINE 


LINEX1 
LINEY1 
LINEX2 
LINEY2 
COLOR 


BOX 


[SI+8] ,AX 
AX,CS:LINEX2 
[SI+0AH] ,AX 


0 
+O0EH] ,AL 
CS:COLOR 
+10H] ,AX 
16 
関 上 


で どの どの OO どの つど 


AX,CS:LINEFY2 
[SI+0CH] ,AX 


AL,0 
[SI+0EH〕 ,AL 
AX,CS:COLOR 
[SI+10H] ,AX 
AX,0 


た 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


人 王 の 肌 m の 


「【 直線 の 描写 


: 直 線 の 始点 の X 座 標 
: 直 線 の 始点 の Y 座 標 
: 下 線 の 終点 の X 座 標 
: 直 線 の 終点 の Y 座 標 
: 直 線 の カラ ー 


if BOX 形 の 描写 


BOX 
DAEN 


DAEN 


DAENX1 
DAENY 1 
HANKEIX 
HANKEIY 


TXCLR 


TKEEP 


DAT3D 
CODE 

STACK 
STACK 





MOV 【S1+14H] , AX 
MOV AL,0 

MOV 【SI+1CH] 。 AL 

MOV SI,18 

CALL GCALL 

POP DS 

POP 1 

POP BX 

RET 

ENDP 

PROC 

PUSH BX 

PUSH 1 

PUSH DS 

CALL GDSEFT 

MOYV AX ,0 

MOV SI] ,AX 

MOYV 2a 概 

NOV SI+4] ,AX 

MOV AX ,CS:DAENX 1 

MOV 【SI+6) 。 AX 

MOV AX,CS:DAENY1 

MOYV [SI+8] ,AX :t 棒 円 の 描写 
MOYV AX,CS:HANKEIX 

MOV [SI+0AH〕】 ,AX 

MOV AX,CS:HANKEIY 

MOV [SI+0CH] ,AX 

MOYV AX,CS:COLOR 

MOV WORD PTR [SI+18H] ,AX 

MOYV AL,0 

MOV [SI+24H] ,AL 

MOV AX,CS:COLOR 

MOV WORD PTR [SI+26H] ,AX 

MOYV 。 み ] 

CALL GCALL 

POP DS 

POP CX 

POP BX 

REFT 

ENDP 

DW 195 : 棒 円 の 中 心 の X 座 標 
DM 60 : 棒 円 の 中 心 の Y 座 禁 
DW 130 :X 方 向 半径 

DW 60 :Y 方 向 半 径 
LABEL BYTE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 本 

DB 1BH。 [s”,1BH,」"【)5h” ,1BH, 【1〉h$ 
LABEL BYTE : ズ の 属性 の 復元 
DB #BH。 [u 。1BH、" [)51" 。1BH 。【1)1$ 
LABEL BYTE : 用 ター ツ ・ テ チー タ ・1 リ ア 

DB 80*10*14*2 PD 

FNDS 

SEFGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0 ) 

ENDS 


ーー 


3 一 3 プレ ー ン 分 割 ( そ の 2 ) 
BLUE SEGMENT AT 0A800H :B 面 の セグ メン ト の 定義 
BLUE ENDS 


SEGMENT AI 0B000H :R 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


SEGMENT AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 





鳥 と も マイ ク の オバ ケ と も 取れ る 妙 な も の が 現れ 、 テ ン キ ー に て 目 由 に 動か すこ 
と が で きま す 。 こ れ は 単なる 線画 パタ ー ン で す が 、 実 際 の 用 途 は 見 て の 通り 3D (3 
次 元 ) の 画面 処理 に 使わ れる こと が 多く 、 そ れ 以 外 の 用 途 は あま りあ り ま せん 。 画 
面 処理 の 原理 は 、 図 3-3-1 に 示さ れ て いる よう に B 面 が 背景 専用 、R 面 と G 面 は 交互 
に 作画 (表示 オフ ) プ 表 示 を 繰り 返す よう に な っ て いま す 。 つ まり 、R 面 が 表示 中 に 
は G 面 は 作画 、G 面 が 表示 中 に は R 面 が 作画 と いう わけ で す 。 こ の よう に 頻繁 に パレ ッ 
ト 変 更 を する 場合 は 、『 第 1 章 一 3 」 で 述べ た 理由 に より 垂直 同期 を 取ら な けれ ば な 
り ま せん 。 





表示 - 革 一 = 作画 (表示 オフ ) |ー 作画 中 ニ 1 ン 表示 中 二 4 
交互 に 行う 








図 3-3-1 3D の 画面 処理 例 


今回 、 旧 パタ ー ン を 消去 する の に 画面 全体 を クリ ア し て いま す が 、 こ れ は 3D 処 理 

を 想定 し て の も の で す 。 と いう の は 、3D 画 面 は サイ ズ が 不定 の た め 、 消去 は 表示 エ 
リア 全体 を クリ ア す る か 、 線 を 1 本 ずつ 消し て いく か し か な いか ら で す 。 速度 と プ 
ログ ラム の 効率 を 考え れ ば 、 普 通 は 前 者 を 採用 する こと に な り ま す 。 

な お 、 画 面 処理 以外 の 3D テ クニ ッ ク に は 触れ て いま せん が 、 基 本 は 座標 を 求め る 
計算 式 を 確立 し 、 2 点 間 を ライ ン で 結ぶ こと が で きれ ば いい の で す 。 と は いえ 、 そ 
れ は それ で 一 冊 の 本 に な る べき 大 き な テ ー マ で す 。 興味 の ある 方 は 3D の 専門 書 を 読 
み 、 そ の 上 で この 節 の 画面 処理 テク ニッ ク を 応用 し て くだ さい 。 た だ し 、 ゲ ー ム の 
デモ 画面 な ど に お ける 3D 表 示 で は 、 計 算 後 の 座標 だ け を デー タ と し て 持っ て お く と 


ーー! 符 デ 


7 3-Z 





いう 方 法 も 有効 で す 。 そ の 場合 は 、GDC な ど に よる 高速 ボイン ルー チ ソ だ け を 作成 
すれ ば OK で す 。 

さて 、 こ の プロ グラ ム で は 背景 が 固定 され て いま し た が 、 実 際 の 3D 画 面 で は 動く 
育 景 が 必要 な こと も あり ます 。 当然 、 そ れ は 「 ス カイ ・ ブ ルー ザー」 の よう な 平面 ス 
クロ ー ル 背景 な ど で は な く 、 メ イン 画面 同様 3D で 動く も の で な けれ ば な り ま せん 。 
し か し 、 こ れ を B 面 だ け で 実現 し よう と すれ ば 、 今 度 は 背景 に 消去 ノ 表 示 の チラ つき 
が 現れ る こと に な り ま す 。 そ こ で 、B 面 に ちょ っ と し た 細工 を し 、R 面 (また は G 面 ) 
だ け で 背景 と メイ ン 部 を 表現 で きる よう 工夫 を し た の が 次 の プロ グラ ム (LIST 3-7) 
ey 


A>LIST3-7 


ネネ 末 氷 末 氷 氷 氷 氷 氷 氷 水 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 ネネ 氷 来 素 求 氷 玉 






> * ネ 









し よる まう ー7 * 


> 素 来 求 氷 求 氷 末 氷 末 氷 求 末 来 氷 氷 氷 氷 末 炒 求 氷 求 来 末 求 氷 求 求 氷 氷 来 炒 氷 来 来 


EXTRN 
CODE 


PRINT 


VRAMNCLS 


PALSET 


MBOX 


GTERM:NEAR,GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GDSET:NEAR,GCALL:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


MACRO STRING : 文 字 列 出力 マク ロ 定 義 
MOY DX,OFFSET STRING 

MOY AH,09 

INT 21H 

FNDM 

MACRO VSEFG ::VRAM ク リア 用 マク ロ 定 義 
MOV AX , VSEG 

MOV ES,AX 

MOV CX,4000H 

XOR AX,AX 

MOV DI,AX 

REP STOSM 

FNDM 

MACRO  D1,D2,D3,D4 : パ レッ ト 操 作用 マク ロ 定 義 
MOY AL,D1 

0UT 0AEH,AL 

MOY AL,D2 

0UT 0AAH,AL 

MOV AL,D3 

0UT 0ACH,AL 

MOY AL,D4 

0UT 0A8H,AL 

FNDM 

MACRO  D1,D2,D3,D4,D5 :BOX 描 写 用 マク ロ 定 義 
MOV WORD PTR COLOR,D5 

MOV AX,BX 

ADD AX 。D1 

MOV WORD PTR LINEX1,AX 

MOY AX,CX 


Pa ーー 


MLINE 


MDAEN 


PMAIN: 


MACRO 
MOV 
MOYV 
ADD 
SUB 
MOY 


PRINT 


VRAMCLS BLUE 
VRAMNCLS RED 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


AX,D2 

AX,AX 

WORD PITR LINEY1,AX 
AX ,DBX 


AX,D3 
WORD PTR LINEX2,AX 
AX,CX 
AX,D4 


AX,AX 
WORD PTR LINEY2,AX 
BOX 


D1.D2,D3,D4 ,D5,D6 ,D7,D8,D9:: 直 線 描写 用 マク ロ 定 義 
WORD PTR COLOR,D9 

AX,DX 

AX ,D1 


AX,D2 
VORD PTR LINEX1,AX 
AX,D3 
AX,D4 


AX AX 
MORD PTR LINEY1,AX 
AX,BX 
AX,D5 
AX,D6 
WORD PTR LINEX2.AX 
AX,CX 
AX,D7 
AX,D8 


AX,AX 
WORD PTR LINEY2,AX 
LINE 


D1,D2,D3,D4 ,D5 5 棒 円 描写 用 マク ロ 定 義 
AX,BX 


AX,D1 
DAFNX1,AX 


AX,D2 
AX,AX 
DAENY1,AX 
HANKEIX,D3 


HANKEIY,D4 
HANKEIY,D4 


・ グ ラフ ィ ッ クス の 開始 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
i640X400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 


異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 


TXCLR : テ キス ト 画 面 ク リア 


グラ フィ ックス 画面 クリ ア 


VRAMCLS GREEN 


ー1 夫 一 


PALSET 00H,00H,04H,05H : パ レッ ト の 初期 セッ ト 
MOV CX,8 
MOV BX,0 
LP001: PUSH CX 
0YV CX_0 
本 
ADD BX,80 + パタ ー ン 作成 
LO00P LP001 
MOYV CX,6 
MOYV BX ,0 
LP002: PUSH CX 
0YV CX ,40 
CALL MKDAT 
POP CX 
ADD BX ,80 
LO0P LP002 1 _ 
CALL MKP3D : パ ター ン デ ー タ 作成 
MOV AX ,BLUE 
生 壮 B 面 に 背景 を 作成 
MOV CX,80*200 
MOYV AX,0AAAAH 
0 衣 CE :G 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 
MLOOP: CALL DIRCK 座標 移動 と 方 向 チ ェ ッ ク 
CALL DP3RP :R 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 
CALL DIRCK 座標 移動 と 方 向 チ ェ ッ ク 間際 
CALL DP3GP iG 面 に パタ ー ン を 作成 し 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 
MOV DL,OFFH 
Ti * が 押さ れ て いな けれ ば MLOOP へ 
JE MLOOP 
話 。 記 
0 生 」 本 
PALSET 04H,15H,26H,37H 人 
PRINT TKEFP WP Sr 
TEXIT: MOYV AX,4C00H し ツ 
INT 21H 
PAT3D DB 0 Cca に で 
DIR3D DB 0 ター 
0 ーー 背景 の 左側 デー タ 
BAKLL DB 00000010B ' 昔 景 の 右側 デー タ 
BAKRR DB 10000000B 
Pe 且 Y sr。 
MOV DI,OFFSET DAT3D ( 
W3DSB [ 画面 か の ら パ ター ン を 作成 
MOV SI,80*80 
MOV CX,6 
CALL M3DSB 
RET 
MKP3D ENDP 
M3DSB PROC 
PUSH DS 
MOV AX , BLUE 
MOV DS,AX 
MOV AX ,CS 
MOV FS,AX 


ーー 和夫 一 


M3DL0O : 


M3DL1 : 


M3DSB 
DP3RP 


DP3RP 
DP3GP 


DP3GP 
DIP3D 


PATOK: 


PTIA1: 


GPADL: 


DIR30: 


AX, RED 


DIP3D 
VWAIT 


00H,00H,44H,55H 


AX,GREEN 


DIP3D 
VWAIT 


04H,05H,04H,05H 


0UTPO,AX 


BX,OFFSET DAT3D-10*80 


DX,10*80 


DX ,23HT+80*80 
BX,-80-10 
DIPON,BX 
AL,YPO3D 


ーー 生生 の ー 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


上 画面 か ら りら パ ター ン を 作成 


【 背景 の 表示 


画面 クリ ア 


R 面 (また は G 面 ) に 背景 プ パ ター ン を 作成 し 


:| 表示 (パレ ッ ト 変 更 ) 


DP3L0 : 
DP3L1 : 


DIP3D 


DIPON 
0UfPO 


BAKMM 


ROTA1: 


BAKM1・ 


MDBALP : 


MBALO・ 


CX,10*100H+80 
ES ,O0UTPO 
DI,DX 

CX 

AL, [DI] 
5410 





| ワー クエ リア 


BX,OFFSET BAKLL 
AL,DIR3D 

AL,AL 

ROTA1 

BYTE PTR 87) 
BYTE PTR [BX] ,1 
DH, 〔BX) 

BX 


BYTE PTR BY) 1 
BYTE PTR [BX],1 


BX] ,1 


BYTE PTR (B 
BYTE PTR 〔BX] ,1 

: VRAM ADDRES 
AL,DH 

AL,10100000B 

ES: 〔BX] ,AL 

BX 


CH,2 


7 * 
に ID 上 育 景 を ロー テー ト し て 指定 プレ ー ン に 表示 


ー ツ 8 一 


RBVAL: 
MBAL1 : 


BAKMM 
VWAIT 


VWAT2・ 


VWAIT 
DIRCK 


DIR00: 


DIRRV: 
DIRRI: 


DIRCK 
MKDAT 


CH 
MBALO 


AL,DH 
AL,00001010B 
ES: [BX] ,AL 
BX 


BYTE PTR ES: [BX] ,0 
BX 


BYTE PTR ES:[BX] ,0 
BX 


AL ,DL 
AL,10100000B 
ESi 【BXJ ,AL 
DX 


し 。 ん 
BX 


CH 
MBAL1 


AL。 UL 
AL,00001010B 
ES: [BX] ,AL 
BX ,21 


AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAIT 
AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAT2 


ウェ イト ・ ル ー チ ン 


BX,OFFSET YPO3D 
AL,DIR3D 


BYTE PITR DIR3D, 1 


BX 

35 ,12 ,43.30 , 1 

36 ,12,44,30 , 1 

ルー2。7。0 35.0。16,0 。1 


ー ほぼ 一 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


.! バター ン 座 標 を 変更 し 移動 方 向 を チェ ッ ク 


LINE 


LINEX] DW 
LINEY1 DM 
LINEX2 DM 


| 
> で > で で KO ト う 5 。 ジー トド O 


に 


ここ ジー ンー ンー ンー ゴー コー ンド ジン 
CO 〇 > う 〇 う <= ょ = 


〇 ゝ 〇 ゝ < に に 


の の)。 の ※ へ の ゆ の < の あゆ へ の SW 


AX,CS:LINEY2 
[SI+0CH] ,AX 
AL,0 


【SI+0EH] ,AL 
AX,CS:COLOR 
[SI+10H] ,AX 


AX , 1 
[SI+14H] ,AX 
St 。 ト D 
GCALL 

DS 


CA 
BX 


ー 拓 一 


| パタ ー ン の 作成 


が 


L【 直線 の 提 写 


: 直 線 の 始点 の X 座 標 
: 直 線 の 始点 の Y 座 標 
: 直 線 の 終点 の X 座 標 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 


LINEY2 DW 0 直線 の 終点 の Y 座 標 
COLOR DW 0 直線 の 色 
BOX PROC 
PUSH BX 
PUSH CX 
PUSH DS 
CALL GDSET 
MOYV AX, 
MOYV SI] ,AX 
MOV SI+2] ,AX 
MOV SI+4] ,AX 
MOV AX,CS:LINEX1 
MOV [SI1+6] ,AX 
MOV AX,CS:LINEY1 
MOV [SI+8] , AX 
MOV AX,CS:LINEX2 
MOV [SI+0AH] ,AX 
MOV AA,CS・ LINEY2 if BOX 形 の 描写 
MOV 【SI+0CH] ,AX 
MOYV 0 
MOV 【SI+0EH] , AL 
MOYV AX,CS:COLOR 
MOV [SI+10H] ,AX 
MOV AX , 1 
MOV [SI+14H] ,AX 
MOYV AL,0 
MOV SI+1CH] , AL 
MOV SI,18 
CALL GCALL 
POP DS 
POP CX 
POP BX 
IEA 
BOX ENDP 
DAEN PROC 
PUSH BX 
PUSIH CA 
PUSH DS 
CALL GDSET 
MOYV AX , 
MOYV SI] ,AX 
MOYV S1+21 ,AX 
MOV ST+4] ,AX 
MOV AX,CS:DAENX1 
MOV SI+6] ,AX 
MOV AX,CS: DAENY1 
MOYV 〔SI+8) , AX if 柄 円 の 描写 
MOYV AX,CS:HANKEIX 
MOV [SI+0AH] ,AX 
MOV AX,CS:HANKEIY 
MOV [SI+0CH] , 8 
MOV AX,CS:CO0LO 
MOV VORD PIR [SI18H) , AX 
MOV L ,0 
MOV (Sit24H, RE 
MOYV AX,CS:COLO 
MOV WORD PTR [SI126H , AX 
MOYV S』。21 
CALL GCALL 
POP DS 


POP CA 


ーー( に 一 


POP BX 


RET 
DAEN ENDP 
DAENX1 DM 195 : 椿 円 の 中 心 の X 座 標 
DAENY1 DW 60 本 円 の 中 心 の Y 座 標 
HANKEIX DW 130 :X 方 向 半径 
HANKEIY DW 60 :Y 方 向 半径 
TXCLR LA6EL BYTE : テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
B 1BH," [2J" “ 
DB = 
TKEEP LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 
DB 1BH,」"[u",1BH,」" (251" ,1 7 [1) 199 
DAT3D LABEL BYTE : パ ター ン デ ー タ エリ ア 
DB 80*10*14*2 DUP(0) 
CODE ENDS 
STACK SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DW 100H DUP(0) 
STACK ENDS 
BLUE SEGMENT AT 0A800H :B 面 の セグ メン ト の 定義 
BLUE ENDS 
RED SEGMENT AT 0B000H iR 面 の セグ メン ト の 定義 
RED ENDS 
GREEN SEGMENT AT 0B800H iG 面 の セグ メン ト の 定義 
GREEN ENDS 
END 


別々 の 色 で 背景 と メイ ン 部 が 表示 され て いま す が 、 
に 描か れ た も の で す 。 よ く 見 る と 、 
は カラ ー5/ を の タイ リン グ で 描か れ で いま す 。 実は 、 
現し て いる 秘 が B 面 に ある の で す 。 で は 


し て くだ さい 。 


パレ ッ ト が 初期 化 さ れ 、B 面 は すべ て 10101010B で 埋め 尽く され て いる こと が わ 
か り ま す 。 これが B 面 の 秘 客 で す 。 こ うし て お く と 、R 面 (また は G 面 ) に デー 
スト ア す れ ば カラ ー5 プ 4 の タイ リン グ と する こと が で きる し 、 デ ー 
B と AND を 取っ て スト ア す れ ば 、 カ ラー5/ プ 0 の タイ リン グ と する こと が で きま す 


( 図 3-3-2 参 昭 ) O 


ーー デー 


これ ら は どちら も 同じ プレ ー 
育 景 は カラ ー5 プ 0 の タイ リン グ 、 
この タイ リン グ カ ラー を 実 
、| ESC | キー で プロ グラ ム の 実行 を 停止 


タ を 10101010 』 


3 一 3 プレ ー ン の 分 割 ( そ の 2 ) 








国 す 人 タグ さき DU ロタ ネイ リル ダマ カラ ー 


ここ で は テス ト 的 な 背景 で すか ら 、 特 に 背景 表示 の 際 に AND を 取る と いう 作業 
も あり ませ ん が 、 実 際 に は 背景 は すべ て 10101010B と AND を 取り 、 メ イン 部 を OR 
で 重ね 合わ せる と いう 手順 と な り ま す 。 そ の 際 、 メ イン 部 の ライ ン は 必ず 横 2 ドッ 
ト 以上 で 構成 し な けれ ば な ら な いと いう こと に 注意 し て くだ さい 。 こ うし な いと 、 
条件 に よっ て は 背景 と 同化 し て し まう こと が ある か ら で す 。 

さて 、 こ の プロ グラ ム に は テン キー 操作 を 省 い た 代わ り に 、 パ ター ン の 上 下 反 転 
表示 を 取り 入れ て あり ます 。 上 か ら 下 へ 表示 する か 、 下 か ら 上 へ 表示 する か 、 た っ 
た それ だ け の 違い で す が 、 デ ー タ 活用 の ミニ ・ テ クニ ッ ク と し て 覚え て お く と 便利 
ま 。 


ww 





ーー 1 ま ーー 


Sー4 あお し ゃ れ な 表示 消去 


会 いと 別れ 、 入 学 と 卒業 、 生 と 死 ……。 何 事 に お いて 、 始 まり が ある も の に は 
終わ り が あり ます 。 そ し て 、 ヒ ー ロ ー (ある い は ヒロ イン ) と 呼ば れる 人 た ち は 、 
それ が 実に カッ コイ イ の で す 。 ま し て や 映画 や テレ ビ な ど で は 、 現 実 と 違い ドジ や 
失敗 が あっ て も や り 直 し が きき ます か ら 、 わ れ わ れ が マネ を し よう と 思っ て も そう 
ウマ ク い くも の で は あり ませ ん 。 し か し 、 現 実は ダメ で も や り 直 し の きく プロ グラ 
ム の 世界 で な ら 、 い くら で も カッ コ よ さ を 追 求 で きる で は あり ませ ん か 。 

画面 に 表示 され た も の は 、 必 ず 消 を え 夫 る 運命 に あり ます 。 ゲ ー ム も 一 種 の エン ター 
テイ ン メ ント の 世界 で すか ら 、 こ こ に カッ コ よ さ を 取 り 入 れる の は 制作 者 の 務め で 
す 。 も し か する と 、 そ れ だ け で ゲー ム が 見 違え る よう に な る か も し れ ま せん 。 こ の 
で は 、 そ ん な 表示 消去 の 化粧 品 を いく つか 集め て み ま し た 。 

さて 、 一 日 に 表 示 プ 消去 と いっ て も 、 基 本 的 に デー タ の 不要 な 消去 に 対し 、 表 示 
に は グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ が 必要 で す 。 し か も 、 そ れ は ゲー ム の 上 顔 で ある タイ トル 
画面 、 ア ド ベ ンチ ャ ー・ ゲ ー ム な どの シー ン 画 面 、 パ ター ン に よる マッ プ 画 面 …… 
寺 、 状 況 に 応じ し て デー タ 構 造 が 違い ます 。 例 えば 、 タ イト ル や エン ディ ング 画面 で 
は 、 表 示 過 程 を 特に 効果 的 に 見 せる た め に 大 量 の デー タ を ベタ で 持つ こと も あり ま 
す が 、 ア ドド ベンチャー・ ゲ ー ム の シー ン 画 面 で は デー タ に 圧縮 を か ける の が 普通 で 
す 。 ま た 、 パ ター ン に よる マッ プ 画 面 で は パタ ー ン の サイ ズ や マッ プ デ ー タ の 構造 
も 問題 と な る で し ょ う 。 

グラ フイ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 ノ 展 開 に つい て は 、 テ ー マ と し て 大 き 過 ぎる だ け で 
な く 展 開 が 圧縮 の 逆 の 作業 で ある こと を 考え る と 化粧 に も 限界 が あり ます 。 そ の た 
め 、 1 節 で 取り 上 げた テキ スト 画面 に よる ブラ イン ド 処 理 が 最適 の 化粧 品 と な っ て 
いま す 。 と な る と 残る は 2 つ で す が 、 こ の 2 つの グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ は サイ ズ が 
違う だ け で 基本 的 に は 同じ 構造 (BR ノ G 順 に 並ん だ も の ) で す 。 そ こ で 、 具 体 的 
な 化粧 に 入る 前 に 、 ま ず パ ター ン に よる マッ プ 画 面 と は どの よう な も の な の か 、 マ ッ 
プ デ ー タ の 構造 か ら 確 認 す る こと に し まし ょ う 。 

これ は 次 の 章 で 解説 する スク ロー ル ・ テ クニ ッ ク に も 関連 し て いる こと な の で す 
が 、 い わ ゆ る アク ショ ン RPG で 用 いら れ て いる 画面 は 、 横 16 ド ッ ト X※ 縦 16 ド ッ ト の 
マッ プ パ ター ン に よっ て 構成 され て いる の が 一 般 的 で す 。 逆 重ね 合わ せ (部 分 的 に 
キャ ラク タ よ り 育 景 が 上 に 表示 され る ) な どの 高度 な た テクニック を 使う 場合 は 、 マ ッ 
プ パ ター ン の デー タ に も くり 抜き 用 の 透明 デー タ が 必要 で す が 、 こ こ で は それ は 考 
えな いこ と に し ます 。 こ の 小さ な マッ プ パ ター ン の 組み 合わ せ が マ ッ プ 画面 と な り 、 
それ が 連続 する こと に よっ て スク ロー ル ・ マ ッ プ デー タ と な る わけ で す ( 図 3-4-1)。 


の 





3 一 4 お し ゃ れ な 表示 消去 


マッ プ の X サ イズ 


マッ プ の 
Y サ イズ 





1 マス テ 1 バ イト と し 、 パ ター ン 番 号 (場合 に よっ て は 
その 他 の 情報 も 含む ) が 入る 。 表 示さ れる 時 は 、 そ れ 
が 16 メ 16 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク ・ パ ター ン と な る 。 


3-4-1 マッ プ デ ー タ の 構造 


スク ロー ル の 手法 は と も か く 、 ス ター ト は マッ プ デ ー タ の 一 部 を 画面 に 表示 する 
こ ど で す 。 こ れ は を な に も ゲー ム の スタ ー ト 時 だ け は で は ほ 座 く 。 町 や フォ ー ル ド 。 ダク 
ジョ ン と の 出入 りな ど 、 画 面 が 切り 替わる た びに 必要 に な る こと で す 。 最も シン プ 
ル な の は 、 画 面 上 部 か ら 順 に 表示 し て いく 方 法 で す が 、 こ れ は 表示 速度 が 速く プロ 
グラ ム も 簡単 と いう こと 以外 に 魅力 は あり ませ ん 。 も ちろ ん 、 こ の こと も 画面 表示 
の 重要 な ファ クタ ー で す が 、 今 回 は ここ に カッ コ よ さ を 求 め て いる わけ で すか ら 、 
それ 以上 に 「 見 せる | と いう 工夫 が 要求 され て いま す 。 


そこ で 、 内 容 は あく まで も テス ト 的 な も の で す が 、 サ イズ フリ ー の マッ プ と サイ 
ズ フ リー の 表示 画面 に 対応 し た も の を 2 組 、 そ し て タイ トル な ど ベ タ ・ デ ー タ に 対 
応 し た も の を 1 組 、 計 3 組 の 化粧 プロ グラ ム を 用 意 し て み ま し た 。 で は 、 プ ログ ラ 
ム (LIST 3-8) を 実行 し て くだ さい 。 


A> LIST3-8 





) 玉 末 氷 氷 末 氷 末 氷 氷 末 氷 末 氷 氷水 氷 氷 林 氷 氷 床 本 末 末 水 末 氷 林 氷 末 氷 氷 


・ ネ 


LIST3-8 * 


D 
? ネ 表 末 氷 末 氷 氷 末 末 末 来 氷 末 水 末 末 氷 末 氷 氷 氷 氷 末 末 林 氷 求 末 氷 来 末 氷 氷 ポ 


| EXTRN 
| CODE 


GETKEY 
GLOOP: 


GSTAT:NEAR,GMOD8:NEAR,GTERM:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


MACRO 文字 入力 マク ロ 定 義 
LOCAL GLOO0P 

MOYV DL,0FFH 

MOY AH,6 

INT 21H 


JZ GLOOP 


ENDM 
PRINT MACRO STRING : 文 字 列 出力 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOYV AH,09 
INT 21H 
ENDM 
VEILL MACRO VSEG,DATA : 各 プレ ー ン 1 画面 分 を DATA で 埋め る 
0V AX , VSEG 
MOYV ES ,AX 
MOV CX,3E80H 
MOY AX,DATA 
XOR DI,DI 
REP STOSM 
ENDM 
VRAMW1 MACRO VSEG :G.VRAM へ の デー タ 展 開 マ クロ 定義 
LOCAL SDIL2 
PUSH DI 
MOV AX ,VSEG 
MOV BS 。 
MOV CX 。8 
SDIL2: MOVSW 
SUB SI,2 
ADD DI,80-2 
MOVSM 
ADD DI,80-2 
LOOP SDIL2 
POP DI 
ENDM 
ESCKY EQU 1BH : | ESC | キー の アス キー コー ド 
90 CALL GSTAT : グ ラフ ィ ッ クス の 開始 
fi 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 
CALL GMOD8 :640XX400.8 色 モー ド ・ セ ッ ト 
H 異常 終了 あれ ば TEXIT へ 
VFILL BLUE ,0AAAAH 
VFILL RED ,0 | 青 景 の 表示 
PRINT 0 : テ キス ト 画 面 ク リア 
XOR AL, AL iALT0 
MOV DCEDT ,AL 消去 / 表 示 フ ラグ を 初期 化 
し SDISP 初期 画面 表示 
MOYV DI,OFFSET KPMDT 
PUSH DS 
MOYV AX,CS ( 
NM 人 :r 初期 画面 を KPMDT ヘ デー タ 化 
CALL MDATA 
MOYV AX ,RED 
CALL MDATA 
MOYV AX,GREEN 
CALL DAT ( 
XOR 5 : 消 去 ノ 表示 フラ グ を 反転 
DCEND: XOR BYTE PTR DCEDT, 1 グー 
MLOOP: GETKEY 1 文字 入力 
CMP 人 4。 時 


Pr 


NKEY1: 


NKEY2: 


NKEY3: 


TEXI1 : 


DCEDTI 
MDATA 


MDATL: 


MDATA 
VWCHK 


VMWAIT: 


VMAT2・ 


WAITO: 
VWRET : 


VWCHK 


DVRAM 
GAMAX 
GYNAX 
G1VAL 


MXMAX 
MYMAX 
MIOPX 
MTOPY 


SDISP 


DS,AX 
SI,DVRAM 
AX,GYMAX*16 
CX,GXMAX 
MOVSM 


S1,80-GXMAX*2 
AX 


MDAIL 


AX,40EH 
18H 


AH,1H 

VWRET 
AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAIT 
AL,0A0H 
AL,00100000B 
VWAT2 


CX 
CX,2000H 
WAIIO 

CX 


CX,0 
MAPAD 


消去 表示 フラ グ 


3 一 4 お し ゃ れ な 表示 消去 


1 が 押さ れ て いれ ば DISP0 を 実行 
if 2 が 押さ れ て いれ ば DISP1 を 実行 


if 3 が 押さ れ て いれ ば DISP2 を 実行 


上 キー が 押さ れ て いな けれ ば MLO0P へ 


・ グ ラフ ィ ッ クス 処理 を 終了 する 
: テ キス ト の 属性 を 元 に 戻す 
: リ ター ンコ ー ド ・ セ ッ ト 
iMS-DO0S へ 


プレ ー ン 別に 表示 画面 の デー タ を 転送 


SHIFT | が 押さ れ て いれ ば ウェ イト を 取る 


: 表 示 開 始 ア ドレ ス 

表示 パタ ー ン 数 (X) 
: 表 示 パタ ー ン 数 (Y) 
: 表 示 画 面 ベ タデ ー タ 数 (プレ ー ン 別 ) 


: マ ッ プ サイ ズ (X) 
: マ ッ プ サイ ズ (Y) 
: 表 示 マ ッ プ トッ プ (X) 
: 表 示 マ ッ プ トッ プ (Y) 


MOV BP,BX 


MOV DI,DVRANM 

MOYV CL,GYMAX 
SDILO: MOV CH,GXMAX 
SDIL1: PUSH CX 

MOYV AL,CS: [BP] 


VRAMNM1 RED if マッ プ に し た が っ て 画面 に 表示 する (ノー マル ) 
VRAMM1 GREEN 
INC | 
INC DI 
POP CX 
DEC CH 
JNE SDIL1 
ADD DI,80*16-GXMAX*2 
ADD BP,MXMAX-GXNAX 
DEC 6L 
JNE SDILO 
RET 
SDISP ENDP 
DISP0 PROC 
MOV CX ,0 ' 
MOV DH,GYMAX-1 
MOV DL,GXNMAX 
JMP DIP0L 


DIP00: PUSH DX 
YDOUL: CALL 0 


INC L 
DEC DL :r 画面 の 上 側 を 表示 する 
JNE YDOUL 
DEC し 
INC CH 
POP DX 
DEC DL 
OR DH,DH 
JE DIPRT 
PUSH DX 
YDORL: CALL BCDP0 
INC CH 
DEC DH 
JNE YDORL 
DEC CH :r 画面 の 右側 を 表示 する 
DEC な も 
POP DX 
DEC DH 
OR DL , DL 
JE DIPRT 
PUSH DX 
YDODL: CALL BCDP0 
DEC に も 
DEC DL 
JNE YDODL 
INC し し :f 画面 の 下 側 を 表示 する 
DEC CH 
POP DX 
DEC DL 
OR DH,DH 
JE DIPRT 
PUSH X 


D 
XDOLL: CALL BCDP0 


ーー S 半 ーー 


DIP0L: 


DIPRT: 


DISP0 
BCDP0 


BWLOP: 


BCDP0 
BCOSB 


BCOSL: 


BOCLS: 
BOCLP: 


BCORT: 


BCOSB 
DISP1 


DI,80-2 


BCO0SL 
BCORT 
AX AA 
し CA 。」 


6 
ES: [DI] ,AX 
DI,80 


ー 


3 一 4 お し ゃ れ な 表示 消去 


画面 の 左側 を 表示 する 


:D1P00 へ 
・ リ ター ン 


:r 消去 表示 の フラ グチ ェ ッ ク 


マッ プ 表 示 の サブ ルー チン 


.! 画面 上 の マッ プ 消 去 サ ブル ー チ ン 


MOYV AL,DCEDT 


OR AL ,AL 7 消去 表示 の フラ グチ ェ ッ ク 
JE DISPB | 
0 病 上 D1CLS : 消 去 ル ー チ ンコ ー ル 
J MP DIS1RKT : リ ター ン 
DISPB: MOV に えま 0 
CALL MAPAD 
MOYV BP,BX 
MOYV DX,MXMAX-GXMAX 
MOV >2*16 
MOYV SI,OFEFSET VI1TOP 
DI1LOP: PUSH CX 【 画面 上 に に マッ プ を ジワ ジワ と 表示 する 
PUSH BP 


POP BP 
POP b 
LOOP D1LOP 
DIS1IRT: REI 
DISP1 ENDP 
D1PON DB 0 ,0 
DI1SUB PROC 
MOV AL, [SI+0] 
MOV DI1PON ,AL 
MOYV BX , [SI+1] 
ADD S1。3 
PUSH SI 
MOV CL,。GYMAX 
D1LPO: MOV CH,。GXMAX 
D1LP1: MOV AL,CS: [BP] 
I NC BP 
CALL PTADK 
ADD SI。WORD PTR D1PON 
MOV AX , BLUE 
MOV ES,AX 
MOV AL, [SI+0] 
MOYV ES: [BX] ,AL 
MOYV AX , RED + 1] バイト を 一 定 の アル ゴリ ズム で 表示 
MOV 9 :| CL 三 表示 パタ ー ン 数 (Y) 
MOV AL, [SI+16] :| CH 三 表 示 パ ター ン 数 (X) 
MOV ES: [BX] ,AL | BP= ニ マッ プア ドレ ス 
MOV AX,GREEN | BX 表 示 ア ドレ ス 
MOV ES ,AX 
MOV 0 間 
MOV ES: [BX] ,AL 
INC BX 
INC BX 
DEC CH 
JNE は 1 P】 
ADD BX,80*16-GXMAX*2 
ADD BP,MXMAX-GXMAX 
し AL し L VWCHK 
DEC し も 
JNE D1LPO 
POP SI 
REI 
DISUB ENDP 
V1TOP LABEL BYTE 1 バイ ト の 表示 位置 情報 
DB 0 
DW DVRAM 


Pe 


DYRAW+160*211 
DVRAW+160*5 
DVRAW+160z711 
DVRAM160*2 
DYRAW+160*411 
DVRAWT160*7 


DVRAM+160+1 
8 


DVRAM+160*4 
DVRAN160*6H1 
DVRAW160 
DVRAM160*341 
DYRAWt1606 


] 
DVRAM+] 


6 
DVRAM+160*3 
1 1 


DVRAM+160*5+1 
0 


DVRAM+80 
〇 


DVRAM+80+160*2+1 
DVRAH+80+160*5 
DYRAN+80+160*711 
DVRAM480+160x2 
DVRAM180+160s411 
DVRAN80+160+7 
DYRAN+80+16011 
DVRAMt80+160x4 
DVRAW80160*641 
DVRAM+80+160 
DVRAMW+80+160*3 れ 1 
DVRAW+80+160s6 
DVRAN+80+1 
DYRAN+80+160*3 
DYRAN+80+160*5+1 


pr 衣 まい 


3 一 4 お し ゃ れ な 表示 消去 


D1CLS 


C1SUB: 


D1CLS 
C1SB2 


CASL OU: 
LSEL1 1 


C1SB2 
DISP2 


DISP2 
D2SUB 


C1SB2 .! 表示 画面 を ジワ ジワ と 消去 


DH,DL 
BX,DVRAM+80 
C1SB2 


DS 
BP,GYNAX*8 
CA,GXAMAX*2 


AX,GREEN し ドッ ト 単 位 で 表示 画面 を 消去 する 


K 
PBX,80*2-GXMAX*2 
BP 


C1SLO 
DS 


AL,DCEDT 

D2CLS 

BX,OFFSET KPMDT - GXMAX*2 
LUE 


] の フラ クチ ェ ッッ 


D2SUB 
BX,OFFSET KPMDT + G1VAL - GXMAX*2 
AX,RED 


D2SUB 

BX,OFFSET KPMDT + G1VAL*2 - GXMAX*2. 
AX,」GREEN 

D2SUB 


r 画面 上 に マッ プ を 斜め に 表示 


ES , AX 
GHPON ,BX 
CX,0 
BP,0 
GETHD 
DX,G1VAL 


Pe 


D2SLP : 


D2COK: 


CGTHD: 
D2BOK: 


D2SUB 
D2CLS 


D2CLS 
C2SUB 


C2SLP・ 


C2COK: 


CV2AD: 
C2BOK: 


CZ2SUB 
GHPON 
GETHD 


3 一 4 お し ゃ れ な 表示 消去 


DX 

br 

ES: 【[BX] ,AL 
STI,GXMAX*2+1 
BX ,80+1 

CX 


CX,GXMAX*2 プレ ー ン 別に 斜め 表示 を 行う 
D2COK 


D2BOK 


AX,GREEN 
C2SUB 
AX, RED 
C2SUB 
AX,BLUE 
C2SUB 


表示 画面 を 冬 め 消去 


ES, AX 

CX ,0 
BP,0 
V2ADR 
DX,G1VAL 
DX 


BYTE PTR ES: [BX] ,0 
DX ,80+1 

BX,DX 

CX 

CA,GXMAX*2 


C2COK プレ ー ン 別に 斜め 消去 を 行う 


C2BOK 


ーー* ーー ーー ェ ー ょ ーー ーー * ー ェ ーー ーー ーー ーー* に に ーー ェ = ーー ャ ーー ニー*・ ーー* マー = ーー ーー ャ ーー * に に テ ャ ーー* ーー ャ に ーー ェ ーー ーー ェ * ーー に テマ ドー デュ ーー ェ マー* ーー ーー ーー 


OFFSET KPMDT - GXNMAX*2 


AX,BP | 


ae 


V2ADR: 


GETHD 
MAPAD 


MNOLP: 


MAPAD 
PTADR 


PTADR 
BCADR 


BCALO: 


BCADR 
GDATA 


MOV SI,GHPON | 
MOV DX,GXMAX*2 
MUL DL 
ADD ST AX 
ADD し よ + (CL,CH) か ら SI に デー タ ア ドレ ス 、BX に 
MOV AX,80 :| 表示 アド レス を 求め る 
MUL BP 
MOY BX AX 
ADD BX,DVRAM 
ADD BX,CX 
RET 
FENDP 
PUSH C 
MOV AL,MIOPX 
ADD し し 
MOV し 4 。 具 も 
MOV AL,MIOPY | 
ADD も も 
MOV CH 。 AL 
MOV BX,OFFSET GDTOP-MXMAX + (CL,CH) か ら BX に マッ プ デ ー タ ・ ア ドレ ス 
MOYV DX MXMAX :| を 求め る 
INC CH 
ADD BX,JDX 
DEC CH 
JNE MNOLP | 
POP CX 
RET 
ENDP 
PROC 
MOV AH,AL | 
ROL 1 
ADD AL,AH 
_ MOY 6 
ADD AX AX 
ADD AX AX :+ AL か ら SI に パタ ー ン デー タ ・ ア ドレ ス を 求め る 
ADD AX ,AX 
ADD AX,AX 
MOV SI,OFFSET GDATA 
ADD ST AX 
ENDP 
PROC 
MOV BX,DVRAM-80*16 
MOV DX,80*16 
[INC CH 
ADD BX ,DX 
DEC CH if (CL,CH) か ら DI へ 表示 アド レス を 求め る 
JNE BCALO 
SAL 0 
ADD BX,CX 
MOV DI,BX 
REI 
ENDP 
LABEL BYTE あー ん "一 才 
DB 0.20H,2.0.40H,18H,4,0 
DB 0C8H,0COH,18H,20H,40H,14H,1.090H 
DB 65H,48H,48H,30H,14H,090H,8,20H 


ー ド 8 一 


GDITOP 


TXCLR 


TKEEP 


KPMDI 


CODE 


3 一 3 お し ゃ れ な 表示 消去 


DB 0,40H,20H,2。80H,42H,56H,0 

DB 65H,6AH,0DBH,0AAH,62H,0DDH,66H,0DBH 

DB 0EDH,OEBH,0BAH,0AAH,0E9H,097H,4DH,0BBH 

DB 40H,0,80H,12H,10H,0F9H,1,54H 

DB 22H,0ABH,3,57H,41H,0ACH,4,0FAH 

DB 0.0,0,1FH,0,0FBH,41H,5 

DB 2.3.2.35。5,6,0FBH 

DB OF4H,0COH,0DAH,0,0B8H,0F8H,51H, 4 

DB 0A2H,3,52H,3,61H,4,60H,OF8H 

DB 0.0,48H,4.09FH,11H,2AH,88H 

DB 0D5H,40H,OEAH,0COH,35H,80H,5FH,20H 

DB 0.0,0F8H。0。0DFH,11H,0A0H,88H 

DB 0COH,40H,0COH,44H,0A0H,0AOH,0DFH,60H 

DB 1,72H,0,2DH,1FH,17H,20H,89H 

DB 0COH,4AH,0COH,44H,20H,85H,1FH,3 

DB 4,092H, 4 09AH,9,1.8,0B0OH 

DB 13H,49H,0,11H,2CH。0A0H,2,8 

DB OFH, 0FFI。 1FH,0DFH,3FH,0C1H,39H,0FOH 

DB 35H,0FFH,82H,0BFH,。80H,9,0,40H 

DB 0COH, 1,80H。 0,0,1,.0,0 

DB 0,0,80H。0,0C8H,2。0A9H,64H 

DB 49H,20H,59H,20H,80H,090H,9,8 

DB 091H,80H,2EH,20H,14H,0A8H,0,090H 

DB OFFH,OFOH,0FBH,OF8H,83H,0FCH,O0FH,09CH 

DB OFFH,24H,O0FAH,0BOH,36H,8,0,10H 

DB 80H,3.0。1.80H,0,0,0 

DB 0,8.0.0,.0,0DH,42H,3BH 

LABEL BYTE : マ ッ プ デー タ 

DB 0。0。0。0。1。 0。0 0。8。4。0.0.0。0。0。0。0。0.0.0.0.8。4 
DB 0.0.0.0。 ま 。 ま 2:0.0.0、0 0、0.0。1。》.0。0。D すま 0 の 。0 
DB り 0。1.8.0.0.0.0。0.0.0。.4。9。.9、8。4.0.0.0。8。4.0.0、0。0 
DB 0。3。 ル .0.0.0.0.1.2.0.8 90.0。0。1。2。0.0.0.0。1.2。0 
DB 0.0.0.0.0.0.0,3,4.0.0.0.0.0.0.3.4.0.0.0.0,3,4,0 
DB 0.0.D 上 4。8。0.0.0.0.0.0.06。0。 ひ 0。0.0。0.0、0.D。0。0.0 
DB 0.0。0。8。、4 を も. 人 ま .00。0。8。【 2.0.0.6.D、0.0.0.0.0.0.0 
DB 0。0.0。0。0 は 1 、 衝 0、0.0。0.8。4。0、1.8.6.0.0.0。1.9。0。0 
DB 1。8。0.0.0.8、4。0.0.0.0.0.0.0。3。4。0、0.0.0、8.4。0。0 
DB SA 00.0.0.N.0.0、0。1。2、0。0.0。0.0.0.0.D.D.0.0。】 
DB 0.0.0。0、0.0.0。0.0.0、94。0。 ひ 。0。0。6。1 。2、0.0。0.0、8 
DB 0.0。1.2.0.0。K.0.1.2。0.0。0.0。0.0.0.9.4.0.0.0。0。0 
DB DD0。S8。4.0.0.0.0.9。4。0.0。0.0.0。0。D。。D。0 。 ひ 。1 め 
DB 0。.0.0。0.0.0、 な 0.0.0.0.0.0、1 8.0。0.0.0.0。0 8。4。0 
DB 0.0.0.0」1.2.0.0.0.0.0.0.0」3.4.0.0.0.0,1,2.0.0,0 
DB 2.0.0.0、S.4。0、0、0、1 0。0.0。D。。 あ まき 4.0 .0.0 
DB 4.0.0.0.0.0.0.0.0、3。4.0。1。2.0.0、8。4。6。0。0.0。0。1 
LABEL BYTFE テキ スト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 
DB 1 BH , 6 _ 

DB 1BH,"[s",1BH,」"[)5h" ,1BH, 1)h$ 

LABEL BYTE : 文 字 の 属性 の 復元 

DB 1BH,"[u",1BH,」"[)51” 。1BH, 『[1)18 

LABEL BYTE : 画 面 保存 用 ワー ク 

DW GYMAX*16*GXMAX*3 DUP(?) 

ENDS 
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SIACK SEGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DM 100H DUP (0) 


SIACK ENDS 

BLUE SEGMENT AT 0A800H iB 面 の セグ メン ト の 定義 
BLUE ENDS 

RED RS Al 0BO000H :R 面 の セグ メン ト の 定義 


SEGMENT AT 0B800H :G 面 の セグ メン ト の 定義 
ENDS 


END 





芝生 の 中 か ら 無 数 の モグ ラ が 顔 を 出し た よう な 画面 が 表示 され まし た ね 。 こ の 時 の 表示 は 上 か ら 順 に 
パタ ー ン を 並べ た も の で す が 、 見 る か ら に 平凡 で す 。 実 は 、 こ れ は 平凡 さ を 確 認 す る と 同時 に 、 こ の 画 
面 か ら ベ タ ・ デ ー タ を 読ん で いる の で す 。 つ まり 、 こ の デー タ を タイ トル な ど へ の 化粧 表示 へ 利用 し ょ 
うと いう の で す 。 化粧 し た ほう の 表示 消去 は テン キー の 還 ー 還 が 対応 し て いま す 。 それ ぞ れ の 内 容 は 
次 の よう な も の で す 。 な お 、 キー を 押し て いる 間 は ウェ イト が か か る よう に な っ て いま すか ら 、 
実行 過程 を し っ くり と 見 つめ な が ら 研 究 す る こと も で きま す 。 


II] : 渦巻 型 の 表示 消去 (表示 は マッ プ パ ター ン に よる ) 
特に テク ニッ ク と いう も の は あり ませ ん が 、 パ ター ン を 表示 する 順番 に お し ゃ れ を し た も の で す 。 
プロ グラ ム が 面倒 な 割 に は ハデ さ は な く 、 お まけ に 表示 に 要する 時 間 も 結 構 長 いた め (ウェ イト が 
な いと 渦巻 に 見 えな い ) 、 何 度 も 繰り 返さ れる と カッ タル イ か も し れ ま せん 。 

[2| : ジワ ジワ 表示 消去 (表示 は マッ プ パ ター ン に よる ) 
画面 を 全体 的 に ジワ ッ と 表示 し ジワ ッ と 消去 する の は 、 ハ イセ ンス な お し ゃ れ と いえ ます 。 お そ 
らく 画面 を 見 た だ け で は 、 表 示 ノ 消去 と も に アル ゴリ ズム が わか ら な いで し ょ う 。 実は 、 表 示 は 各 
パタ ー ン を 1 バイ ト (BZR ノ G) ずつ 計 16 回 に 分 け て 表示 し て いる の で す 。 そ れ が 全体 的 に ジワ ッ 
と 見 える 要因 な の で す が 、 そ の 1 バイ ト を 単に 上 か ら 順 番 に 表示 し た の で は 、 ラ イン ご と に 表示 し 
だ た よう に し か 見 えま せん 。 そ の た め 、2 バイト X16 ド ッ ト の パタ ー ン を 図 3-4-2 の よう な 順 で 表示 
し 、 規 則 的 に バラ つか せ て いる の で す 。 


3-4-2 ジワ ジワ 表示 の 順序 
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3 一 3 お し ゃ れ な 表示 消去 


の 向き を 変え て いま す 。 3-4-3 を 見 て 確認 し て くだ さい 。 正体 が わか れ ば 、 ど うと いう こと は な い テ 
グ ニッ ン 全 の 


古代 | | | |@| | | | 偶数 ライ ン 
| | | |W| | | | @ | き 委 ラ イン 


二 |@| | 詳 証 $| 
| | |@ 議 議 | |@ 
本 便 | K 朋 偶数 ライ ン 
| | 介 | 弱 記 k 信 奇数 ライ ン 
語 | 人 @ 偶数 ライ ン @ 印 が 消去 ドッ ト 
4 回 E | @ | @ 奇数 ライ ン 較 印 は 消去 済み の ドッ ト 


図 3-4-3 ジワ ジワ 消去 の 順序 


偶数 ライ ン 
奇数 ライ ン 





: 衝 め 表示 消去 (表示 は ベタ ・ デ ー タ に よる ) 
考え 方 と し て は 、 こ れ も ジ ワッ と 表示 させ る た め の 1 つの 手段 で す 。 プ レー ン ご と に 斜め に 表示 
(消去 ) し て いき 、 画 面 エ ンド に な っ た ら 再 びそ の 座標 を ゼロ に 戻し て ルー プ さ せ 、 表 示 (消去 ) 
が 全体 的 に 行わ れる よう に する も の で す 。 こ れ は 、3 面 同時 に 表示 (消去 ) する より も 、 プ レー ン 
ご と に 実行 し た ほう が キラ キラ し て きれ い に 見 えま す 。 こ こ で は 、 ル ー プ の 手順 と し て 、 双 方 向 が 
右 エ ンド に な っ た ら Y 座 標 は 変化 させ ず に XX 座標 だ け を 0 に し て いま す が 、 場 合 に よっ て は Y 座 標 





X (5 番目 が 1 番目 と 同じ に な っ て し まう ) 


図 3-4-4 斜め 表示 の アル ゴリ ズム に よる 違い 
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も 変化 させ な けれ ば な ら な いこ と が あり ます 。 例え ば 、 3-4-4 の ①D で は どちら で 
も OK で す が 、② は 前 者 の 方 法 、③ は 後者 の 方 法 で な いと 同じ 座標 に 戻っ て し まい う 
まく いき ませ ん 。 


この 区 別 は プロ グラ ム で 判断 する より も 、 や っ て みて ダメ な ら プ ログ ラム を 手 直 
し する と いう 方 法 が 最も 簡単 で す 。 プ ログ ラム (LIST 3-8) 中 の ラベ ル (D2COK ノ 
C2COK) の 上 の 行 (JMP CGTHD〆JMP CV2AD) を カッ ト す れ ば 、 後 者 の ア 
ル ゴ リ ズム に な り ま す の で 、 サ イズ を 変え な が ら 実 験 し て みて くだ さい 。 


今回 は 消 ま に EGC を 用 いま せん で し た が 、EGC の ビッ トリ セッ ト が 消去 に は 最 
適 で す 。 ド ッ ト 単 位 で 消去 し な が ら 1 行 お き に 4 面 同時 転送 で 左右 に スク ロー ル ア 
ウト する と か 、 フ ェ ー ド アウ ト の イメ ー ジ と 拡張 グラ フィ ックス の 機能 が 合体 する 
と 、 よ り 美 し い お し ゃ れ が で きる か も し れ ま せん 。 

また 、 お し ゃ れ の 陰 に 隠れ て 目立ち ませ ん が 、 こ の プロ グラ ム に は アセ ンプ ブラ の 
基礎 化 入 と ちい うべ き テ クニ ッ ク が 潜ん で いま す 。 そ れ は 、 ラ ベル の 用 法 に つい て 
で す 。 表 示 位 置 (DVRAM) 、 画 面 サ イズ (GXMAX ン GYMAX) 、 マ ッ プ サイ ズ 
(MXMAX プ MYMAX) は ラベ ル で 定義 8 れ て いま す が 、 こ れ に 関係 する プロ グラ 
ム 中 の 数 値 も すべ て この ラベ ル に よる 計算 式 と な っ て いま す 。 その た め 、 表 示 位置 
や 各 サ イズ の 変更 は 定義 る され た ラベ ル の 値 を 変更 する だ け で 済み 、 プ ログ ラム 本 体 
は まっ た くい じ る 必要 が あり ませ ん 。 ゲ ー ム 制作 途中 で 画面 デザ イン を 変え た い …… 
と いう よう な こと で バグ な ど 出 さ ぬ よ う 、 こ ん な 基礎 化粧 品 が ある こと も 忘れ て は 
な り ま せん 。 
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第 4 府 スク ロー ル ・ テ クニ ッ ク 


PC-9801 シリ ー ズ は 、 い わ ゆ る ゲー ム 専 用 機 で は な い 本 格 パ ソコ ン と 
し て 商品 化 き れ て いま す 。 サ ウン ド は オプ ショ ン (一 部 機種 の み 標準 装備 ) 
で すし 、 ス プラ イト * の よう な ゲー ム ・ マ シン に 必携 の 機能 ちあ り ま せん 。 
し か し 、 バ ラン ス の と れ た マシ ン と し て 、 ゲ ー ム 中 心 の 若者 の 間 に 広 く 普 
及 し て いる の も 事実 で す 。 

な ゅ 機能 は プロ グラ ム ・ テ クニ ッ ク で カバ ー す る …… 当然 の こと で す 
が 、 結 果 と し て ゲー ム 専 用 機 の ハー ドウ ェ ア 機 能 を 戚 を る テク ニッ ク を 
産み 出し た の で すか ら 、 世 の 中 な に が 幸い する か わか り ま せん 。 最近 の ゲー 
ム で は 、 多 重 重ね 合わ せ ノ 多重 スク ロー ル と いっ た ゲー ム 専 用 機 の 上 を 
いく 技術 も 見 られ ます (最新 の ゲー ム 専 用 機 で は そう いっ た 機能 も 用 意 
され て いま す が ……) 。 

内 部 の プロ セス は と も か く 、 ゲ ー ム 専用 機 に ヒ ケ を 取ら な い ゲ ー ム が 
作ら れ て いる と いう 事実 は せ 、 あ る 意味 で 98 も ゲー ム 専 用 機 の ジャ ン ル に 人 
る の か も し れ ま せん 。 








スプ ライト! ト 
背景 と の 重ね 合わ せ や 移動 時 の 消去 な ど を 意識 すず に キャ ラク タ を 表 
示 で きる 特殊 な グラ フィ ックス 機能 の こと 。 
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の 


ズ ク ロ ー ル と キャ ラク タ 





スク ロー ル を 辞書 で 調べ る と 「 巻 物 ] と いう 意味 で す 。 これ が 転じ て スク ロー ル 
ゲー ム と な っ た わけ で す が 、 痛 景 が 一 方 的 に 動い て いく 初期 の 縦 ス クロ ー ル ゲー ム 
は 、 ま さ に 巻物 と いう イメ ー ジ に ピッ タリ で し た 。 

時 は 流れ 、 横 スク ロー ル 、 縦 横 ス クロ ー ル 、 縦 横 斜 め ス クロ ー ル …… と 次 第 に 巻 
物 の イメ ー ジ は 薄れ 、 最 近 で は 多重 スク ロー ル と いう 立体 感 あ る も の まで 登場 し て 
いま す 。 こ れる も 技術 の 進歩 が あれ ば こそ な の で す が 、 こ の 技術 を 支え を て いる の は E 
GC の 拡張 モー ド 機 能 を 含ん だ ハー ドウ ェ ア の 進化 で す 。 そ れ だ け に 、 対 応 機種 が す 
べ て EGC 捨 載 機種 に 限ら れ て くる の も 仕方 の な いこ と で し ょ う 。 

と ころ で 、 ス クロ ー ル ・ ゲ ー ム と いえ ば 忘れ て な ら な い の が 「 マ シン 語 ゲ ー ム プ 
ログ ラミ ング 」 掲載 の 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』| で す 。 88 版 /98 版 と も に 、 内 容 的 に 
は 単純 な 縦 ス クロ ー ル ・ ゲ ー ム で す が 、 テ クニ ッ ク は まっ た く 別 の も の で す 。98 版 
で は GDC を 利用 し た ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル で し た が 、88 版 は 部 分 描き 換え と 
いう 旧式 (? ) の 手法 を 使っ て いま す 。 と は いえ 、 こ れ は 今 で も 重要 な スク ロー ル 
技法 の 1 つと な っ て お り 、 特 に ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル 機能 の な い PC-8801 で は 、 
拡張 グラ フィ ックス (3 面 同時 転送 ) に よる 画面 デー タ 転 送 か 、 部 分 描き 換え に よ 
る 画面 疑似 移動 に よっ て の み ス クロ ー ル は 実現 され る の で す 。 

た だ 、 い ずれ の 場合 も 問題 は 育 景 と キャ ラク タ を どう 区 別 す る か で す 。88 版 「 ス 
カイ ・ ブ ルー ザー』 で は これ を プレ ー ン 分 割 に よっ て 解決 し て いま し た が 、 今 で は 
フル カラ ー で 重ね 合わ せ 処 理 を 行い な が ら ス クロ ー ル させ る の は 当然 の こと 。 実際 
に は 、 こ れこ そ が スク ロー ル ・ テ クニ ッ ク の 正体 と も いえ る くら いで す 。 

さて 、 こ うい っ た テク ニッ ク が 成立 する た め に は 、 ま ず ス クロ ー ル の 条件 を 確定 
する 必要 が あり ます 。 実際 の ゲー ム で あれ ば 、 敵 の 出現 、 ま ける 歩け な い の 区 別 、 
人 口 や トラ ッ プ の 区 別 、 高 さ ノ 奥行 き の 情報 …… 等 、 ゲ ダーム に 合わ せ て マッ プ デ ー 
タ の 構造 を 細か く 設 定 す る こと か ら 始 め な けれ ば な り ま せん 。 と りあ え ぇ え ず 、 こ こ で 
は マッ プ パ ター ング スク ロー ル の 単位 を 横 16 ド ッ ト ※ 縦 16 ド ッ ト と する こと だ け を 
条件 に テク ニッ ク に 迫っ て みた いと 思い ます 。 

この 単位 は 、 も ちろ ん ゲー ム に よっ て 自由 に 設定 し て 構い ませ ん し 、 こ れ が ベ べ ス 
ト と いう わけ で も あり ませ ん 。 し か し 、 最 近 の ゲー ム の 傾向 と 多重 重ね 合わ せ 等 の 
高度 な テク ニッ ク に は 、 こ の 程度 の 単位 が ちょ うど いい の で す 。 その 理由 は 、 ス ク 
ロー ル の 疹 ら か さと 速度 の バラ ンス が 適度 に 同居 し 、 マ ッ プ パタ ー ン と 同一 サイ ズ 
と ゆい うこ と で プロ グラ ミン グ が し や すい か ら で す 。 

で は 、 最 初 に 88 版 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』」 で 使っ た 部 分 描き 換え ぇ 方式 を さら に 発 
展 さ せ た EGC の 拡張 モー ドン 4 面 同時 転送 機能 に よる スク ロー ル を 考え て み ま し ょ 
う 。 図 4-1-1 は 最も 基本 的 な スク ロー ル 画 面 で 、 画 面 中 央 に いる キャ ラク タ が 下方 
向 に 歩い た と き の 処 理 状態 を 示し た も の で す 。 疑似 3 D 処 理 の アク ショ ン RPG な 
ど で よ く 見 か ける 光景 で す 。 
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4 一 |] スク ロー ル と キャ ラク タ 


① スク ロー ル マ ッ プ ② ス クロ ー ル マッ プ 


特別 処理 





図 4-1-1 スク ロー ル と キャ ラク タ の 関係 


原理 的 に は 画面 の 2 段 目 を 1 段 目 へ と いう ふう に 転送 し 、 最 下段 に 新しく 現れ る 
マッ プ パ ター ン を 描け ば いい の で す が 、 キ ャ ラク タ が 関わ る 特別 処理 枠 内 は ① の デー 
タ を その まま 転送 する わけ に は いき ませ ん 。 こ れ に 対す る 最も 単純 な 解決 策 は 、 キ ャ 
ラク タ 部 分 を 一 旦 背景 で 消去 し 、 画 面 転送 に より 新しい 背景 が 完成 し て か ら 新た な 
キャ ラク タ を 表示 する と いう 方 法 で す 。 

し か し 、 こ の 方 法 は キャ ラク タ 不 在 の 時 間 が 長く 、 キ ャ ラク タ が チラ つく と いう 
致命 的 な 欠点 が あり ます 。 そ こ で 、 最 初 に 特別 処理 部 分 を グラ フィ ッ ク VRAM の 余 
り (オフ セッ ト ア ドレ ス 7D00H 一 ) に 作成 し て お き 、 横 1 ライ ン を 次 の よう に 分 割 
し て 画面 転送 する の で す 。 | 


特別 処理 枠 の 左側 : 通常 の 画面 転送 
特別 処理 枠 の 部 分 : 7D00H 以降 か ら 転 送 
特別 処理 枠 の 右側 : 通常 の 画面 転送 


プロ グラ ム 的 に は レジ スタ の ヤリ クリ が 大 変 で す が 、 こ うす る こと に より キャ ラ 
クタ の 描き 換え ( 消 ま ま ネ ノ 表示) と スク ロー ル が 同時 に 行わ れる こと に な り 、 チ ラッ ツ 
キ は まっ た く な く な り ま す 。 も ちろ ん 、 方 向 別に 違っ た プロ グラ ム を 用 意 し な けれ 
ば な り ま せん が 、 基 本 的 な 考え 方 は 同じ で す 。 画面 転送 プロ グラ ム を 組む 際 に は 、 
方 向 (転送 先 ) に よっ て キチ ン と ディ レク ショ ン ・ フ ラグ を 使い 分 ける こと も 忘れ 
な いで くだ さい 。 

な お 、 画 面 が スク ロー ル し た 場合 、 英 な ど 主 人 公 以 外 の キャ ラク タ は 相対 的 に 反 
対 方 向 へ 移動 し た こと に な り ま すか ら 、 そ れ ら は すべ て スク ロー ル に 合わ せ て 座標 
を 変化 さき せな けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』 の よう に 一 方 的 な 
有 景 スク ロー ル に は な か っ た 意識 の 変化 で 、 キ ー 操 作 に よっ て スク ロー ル を コン ト 
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ロー ル す る 場合 の 基本 的 な 注意 事項 で す 。 

次 に 、 も う 1 つの スク ロー ル ・ テ クニ ッ ク 、 部 分 描き 換え で 図 4-1-1 と 同じ 内 容 を 
実現 し て み ま し ょ う 。 部 分 描き 換え と いう の は 、 元 の 絵 と 人 違う 部 分 (パタ ー ン ) だ け 
を 描き 換え を る と いう こと で すか ら 、 図 4-1-2 に 示さ れる 部 分 を 新しく 表示 し 直す わけ 
で す 。 


Se >4 は 描き 換え 不要 


図 4-1-2 部 分 描き 換え に よる スク ロー ル 





この 例 で は 5 カ所 が 描き 換え 不要 と な り ま す が 、 マ ッ プ に よっ て ある い は スク ロー 
ル す る 方 向 に よっ て も その 数 は 変わ っ て きま す 。 全面 描き 換え で は 滑ら か な スク ロー 
ル が 得 ら れ ま せん か ら 、 マ ッ プ 作成 の 時 点 で で きる だ け 同 じ パ ター ン が 連続 する よ 
う 配 慮 を し な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、 マ ッ プ に ある 程度 の 制限 が 加え られ る わ 
け で 、 こ の 点 に 関す る 限り は 自由 に パタ ー ン を 組み 合わ せら れる 画面 転送 方 式 の ほ 
う が 優 れ て いる と 言え る で し ょ う 。 

また 、 上 下 に スク ロー ル す る と き は パタ ー ン を 上 か ら 順 に ( 横 列 ご と に ) 、 左 右 
に スク ロー ル す る と き は 左 か ら 順 に (縦列 ご と に ) 描き 換え る と いう 配慮 も スク ロー 
ル 時 の ブレ を 解消 する テク ニッ ク の 1 つ で す 。 も ちろ ん 、 描 き 換え る パタ ー ン 数 が 
増え れ ば 、 ブ レ は 消え て も 新た に 渡 打 ち 現 象 が 発生 し ます か ら 、 ス クロ ー ル 方 向 に 
合わ せ て 同一 パタ ー ン を 連続 する と いう 勢力 は 常に 欠か すこ と が で きま せん 。 

こう し て 見 る と 、 部 分 描き 換え 方 護 に は メリ ッ ト が な さそ う で す が 、 実 際 に は こ 
ちら の ほう が 発展 性 の ある スク ロー ル な の で す 。 と いう の は 、 ス クロ ー ル 処理 と キャ 
ラク タ 表 示 を パタ ー ン 単位 で 同時 に 行う た め 、 複 数 マッ プ に よる 多重 スク ロー ル 
(複数 の 背景 十 キ ャ ラク タ の 合成 ) が 可能 に な る か ら で す 。 





図 4-1-3 多重 スク ロー ル 
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例え ば 、 図 4-1-3 で は 山 や 雲 の 部 分 は を の まま で 、 手 前 の 木 や 家 だ けが 横 ス クロ ー 
ル し て いま す が 、 画 面 転送 で は こう いっ た 部 分 スク ロー ル は 不可 能 で す 。 し か も 、 
マッ プ の 枚数 を 追加 し て マッ プ ご と に 移動 頻度 を 変化 させ れ ば 、 さ ら に 立体 感 の あ 
る 画面 を 構成 する こと が で きま す ( 図 4-1-4) 。 


① び 動か な い ②2 回 で 1 コマ 動く ③ 毎 回 1 コマ 動く ④ 毎 回 2 コマ 動く 
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妥 お 5 図 4-1-4 マッ プ の 合成 


背景 の 優先 順位 は ① ひ ー④ の 順に 高く な り 、 そ れ に つれ て 1 回 の スク ロー ル で の 動 
きも る 大 きく な り ま す 。 こ れ が 多重 スク ロー ル に よる 奥行 き の 表 現 で す 。 この 図 で は 
キャ ラク タ を 表示 し て いま せん が 、 キ ャ ラク タ の 扱い は 従来 の よう に 単体 で の 消去 
ノ 表 示 と いう 考え 方 で は な く 、 ど ちら か と いう と スプ ライ ト に 近く な り ま す 。 つま 
り 、 キ ャ ラク タ も 複数 の パタ ー ン に よっ て 構成 され た マッ プ の 一 種 と 考え 、 座 標 や 
パタ ー ン の 変化 を 部 分 描き 換え の 対象 と する わけ で す 。 

当然 、 キ ャ ラク タ を どの マッ プ 上 に 重ね 合わ せる か と いう 情報 も 必要 で す 。 常識 
的 に は 2 番目 くら い の 優先 順 位 (③ の 上 に 重ね 合わ せる ) と な る は ず で す が 、 場 合 
に よっ て は キャ ラク タ 間 で 変化 を つけ る の も 味 な も の で す 。 た だ し 、 キ ャ ラク タ ど 
う し で 重なっ た 場合 は 、 キ ャ ラク タ 番 号 で 優先 順位 を つけ る の が 普通 で す 。 こ の あ 
た り 、 い か に も スプ ライ ト 的 な 処理 で あり 、 ソ フト ・ ス プラ イト と 言っ て も いい か 
も しれ ませ ん 。 

この 節 で は 、 具 体 的 な プロ グラ ム 例 は 示し ませ ん が 、 こ うい っ た 高度 な テク ニッ 
ク は アル ゴリ ズム を 正確 に 把握 する こと が 実践 へ の 第 一 歩 で す 。 ま ず は 、 最 近 の ゲー 
ム を 思い 出し な が ら ス クロ ー ル の 基礎 原理 を 理解 し て くだ さい 。 
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4 ィ ー ク スク ロー ル ん と 非 ス クロ ー ル 


未確認 飛行 物体 ……。 い わ ゆ る UFO は 、 慣 性 を 無視 し た ジグ ザ グ 飛 行 や 急 例 進 
ノ 急 停止 を 平気 で 行う そう で す 。 地球 上 の 乗り 物 で あれ ば 、 方 向 を 変換 する に は 放 
物 線 を 描く よう に 反転 する か 、 減 速 一 停止 一 逆 方 向 へ の 加速 と いう 過程 を 経る は ず 
で す 。 つ まり 、 そ うい っ た 動き が われ われ 人 間 に と っ て 自然 で も あり 、 い き な り 反転 
する と いう 動き は 不 自然 な の で す 。 不 自然 が 現実 に 起こ る と すれ ば 、 そ れ は 衝突 
(事故 ) に よる 慣性 エネ ルギー の 破壊 で し か あり ませ ん 。 

Mt だ た と え ゲ ー ム の 世界 で あっ て も 、 キ ャ ラク タ (主人 公 ) が キー 操 
作 に wear と は 不 目 然 で ある と 言え を ます 。 と は いえ 、 ゲ ー ム 中 に 
キャ ラク タ が 思い 通り に 動か な い の で は 、 こ れ ま た 不 自然 で イラ イラ し て し まい ま 
す 。 結局 、 キ ー sh に キャ ラク タ を 動か すし か な い の で す が …… o 

スク ロー ル ・ ゲ ー ム で は 、 主 人 公 の 動き は 背景 の スク ロー ル を 意味 し ます か ら 
方 向 転換 を すれ ば いき な り 背 景 が 反対 方 向 へ 動く こと に な り ま す 。 これが 絶対 的 に 
2 減速 一 停止 一 加速 に 代わ る 緩衝 剤 と し て 非 ス ク 

ー ル ・ エ リア (この エリ ア 内 は キャ ラク タ が 移動 する ) を 設け て や る と 、 ス クロ ー 
ル の 動き に ゆとり が で きま す ( 図 4-2-1) 。 










eg 


この エリ ア 内 を 移動 する 場合 は 
スク ロー ル せ ず に 、 キ ャ ラク タ 
を 動か す 。 キ ャ ラク タ が この エ 
リア 外 へ 出 よ うと し た 場合 に 、 
画面 を スク ロー ル さ せる 












図 4-2-1 非 ス クロ ー ル ・ エ リア の 例 


これ は 、 有 要する に キャ ラク タ (主人 公 ) が 画面 中 央 に 常駐 し て いる の か 、 あ る 租 
度 動き 回 る の か と いう 違い な の で す が 、 こ れ に よっ て マッ プ が 広く 感じ られ る と い 
う 利点 も 生ま れ て きま す 。 と いう の は 、 い ずれ に せよ マッ プ エ ン ド に な れ ば 画面 の 
端 (通常 は 障害 物 で マッ プ の 周囲 は 閉鎖 され て いる ) まで キャ ラク タ が 動く わけ で 
す が 、 そ の 時 に 初め て 画面 中 央 か ら 移 動 す る より も 、 普 段 か ら 一 定 の 範囲 内 を 動い 
て いる ほう が マッ プ エ ン ド の 意識 が 少な く な る か ら で す 。 た だ し 、 非 スク ロー 
エリ ア を 広く 取れ ば 取る ほど 、 画 面 の 端 か ら 出現 する 敵 と の 間合い が 狭く な り ま す 。 
ゲー ム の 内 容 と 条件 を よく 考え て 、 そ の こと が ネッ ク に な ら な いよ うに し な けれ ば 
な り ま せん 。 
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4 一 2 スク ロー ル と 非 ス クロ ー ル 


参考 例 と し て 、 図 4-2-2 を 見 て くだ さい 。 こ れ は 断面 図 タ イプ の スク ロー ル で す 
が 、A か ら B へ キャ ラク タ (主人 公 ) が ジャ ンプ する 際 の 動き ( ひ ー③) を 示し た 
も の で す 。 非 スク ロー ル ・ エ リア が ある せい で 、 頂 点 ま で スク ロー ル ア ッ プ し た 後 
は キャ ラク タ 自 身 が 落下 (③) し て お り 、 ス クロ ー ル は あり ませ ん 。 た と え 右 側 の 
タナ が な い 場 合 で も 、 ス クロ ー ル ダウ ン す る の は 非 ス クロ ー ル ・ エ リア か ら 出 よう 
と する 時 点 で すか ら 、 視 覚 的 に も 目 が 慣れ て 見 や すく な り ま す 。 


AB へ ジャ ンプ する 





非 ス クロ ー ル ・ エ リア 


② キャ ラク ター 停止 十 右 移動 ③ キャ ラク ター 右 下 へ 落下 


背景 王 停 止 背景 三 下 ス クロ ー ル 背景 王 停 止 





図 4-2-2 スク ロー ル と 非 ス クロ ー ル 


こう いっ た 動き の 基本 に プロ グラ ム ・ テ クニ ッ ク (1 節 の 内 容 ) が 加わ っ て 、 初 
め て スク ロー ル ・ テ クニ ッ ク と な る わけ で す が 、 こ れ だ け で は まだ プロ グラ ム を 組 
むこ と は で きま せん 。 ス クロ ー ル ・ ゲ ー ム に と っ て 背景 を スク ロー ル さ せる (また 
は キャ ラク タ を 動か す ) こと は 、 プ ログ ラム 以前 の 必要 最低 条件 に 過ぎ な い の で す 。 
重要 な の は 、 例 えば 図 4-2-2 で いう な ら ば 、 ど うし て A か ら B へ ジャ ンプ し た 際 に タ 
ナ か ら 沙 下 し な い の か と いう こと な の で す 。 

これ まで は マッ プ を 単なる パタ ー ン 番号 の 集まり と し て 認識 し て きま し た が 、 実 
際 に は 1 節 で も 触れ た よう に 、 敵 の 出現 、 歩 ける 歩け な い 、 入 口 、 各 種 ト ラッ プ 、 
高 さ (多重 重ね 合わ せ の 場合 ) 、 奥 行き (多重 スク ロー ル の 場合 ) …… 等 、 ゲ ー ム 
に 合わ せ て 様々 な 情報 が 必要 で す 。 そ し て 、 こ れ ら の 情報 に こそ 本 当 の テク ニッ ク 
が 潜ん で いる の で す 。 

キャ ラク タ や 画面 を コン トロ ー ル する の は テク ニッ ク の 氷山 の 一 角 、 い わ ば スク 
ロー ル の 当然 の 知識 で す 。 水面 下 に は 画面 に 現れ な い 多 く の 情 報 が 隙 さ れ て お り 、 
ここ に ゲー ム の 実体 が ある の で す 。 
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4 一 9 マッ プ の 政 刻 


アク ン ョ ンタ イプ の RPG で は 、 あ まり 数 字 遊 びと いう 感覚 は あり ませ ん が 、 思 | 
人 型 の 場合 は 所 持 金 や H.P. ン IM.P. と いっ た も ゃ の を ヤリ クリ する の に 相当 頭 を 使い ま 上 
す 。 あ る 意味 で は 、 そ れ が ゲー ム そ の も の で あり 、 イ ベン ト や 謎 な ど は 「 数 字 遊 び | 
を ゲー ム と し て 成立 させ る た め の 手 段 の よう な 気 さ え し ます 。 

最近 流行 の 戦略 シレ シミュ レー ショ ン ・ ゲ ー ム も 、 シ ナリ オ は どう あれ 結局 は 数 字 を 
も て あそぶ ゲー ム で すし 、「 ア チラ を 立て れ ば コチ ラ が 立た ず | と いう 数 字 の お 遊 
び は 、 そ れ だ け で パズル と し て の 面白 さき が ある の か も し れ ま せん 。 

実は 、 似 た よう な こと は プロ グラ ム を 組む 前 の 段階 か ら 行 われ て いま す 。 限ら れ 
だ た メモリ の 中 に 、 い か に し て 多く の 情報 を 組み 入れ る か ……。 これ は 、 プ ログ ラミ 
ング 前 の 頭 の トレ ー ニ ング 、 す な わ ち パズル で も あり ます 。 例え ば 、 「 ス カイ ・ プ ブ 
ルー ザー』 で は 背景 パタ ー ン を 0 一 127 で 表し 、 ビ ッ ト 7 を 敵 出現 の フラ グ に し て い 
まし た 。 当然 、 敵 の 種類 を 示す マッ プ が 別に 必要 と な り ま す ( 図 4-3-1)。 
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1 有 景 パ ター ン 番 号 を 表す 敵 の 番号 を 表す 





敵 出 力 フ ラグ (1= 出 現 ) 
図 4.3-1 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』」 の マッ プ デ ー タ 構造 


この 場合 、 一 方 通行 型 の スク ロー ル と いう こと で 敵 マ ッ プ か ら 不 要 部 分 ( 英 の 出 
現し な い 部 分 ) を カッ ト し て いま し た が 、 自 在 に スク ロー ルル 方向 を 選択 で きる タイ 
プ で は 、 敵 マッ プ も ベタ で 持た な いと 、 背 景 マ ッ プ と 一 致 さ せる の が 大 変 で す 。 そ 
の 結果 、 マ ッ プ に 必要 な メモ リ 数 は 単純 に 背景 マッ プ の 2 倍 と な り ま す 。 こ の 2 枚 
の マッ プ は 、 多 重 ス クロ ー ル 用 の マッ プ の よう に 独立 し た も の で は な く 、 ビ ッ ト 不 
足 を 補う た め の も の で すか ら 、 マ ッ プ を 2 バイ ト 単 位 (背景 用 1 バイ ト 十 敵 用 1 バ 
イト ) と すれ ば 、 形 の 上 で は 1 つの マッ プ に する こと も で きま す 。 

この よう な 方 式 で 次 々 と その 他 の 情報 を 追加 し て いく と 、 マ ッ プ デー タ は どん ど 
ん 膨らん で し まい 、 結 果 と し て オン メモ リ で の マッ プ は 小さ く な る 一 方 で す 。 そこ 
で 、 若 干 の 制限 は あり ます が 、 情 報 が 1 バイ ト に 納まる よう デー タ に 工夫 を 凝ら し 
て も し と の 。 


【 制 限 事項 】 
敵 の 種類 : 16 種 ( 0 一 15) 以下 に 限定 
敵 の 出現 する 背景 : パタ ー ン 番号 0 一 7 に 限定 
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4 一 3 マッ プ の 秘密 


この 制限 が ゲー ム に 及ぼ す 影 響 は 、 ほ と ん ど ゼ ロ に 近い も の で す 。 と いう の は 、 
オン メモ リ で は 敵 の 種類 は 16 も あれ ば 十分 で すし 、 出 現 位置 も これ だ け の 選択 余地 
が あれ ば まず 支障 は な いか ら で す 。 そ れ ど ころ か 、 こ の 程度 の 制限 が 問題 に な る よ 
う で あれ ば 、 そ れ は マッ ピン グ の 苦 力 不足 と いう べき も の 。 マップ ・ エ ディ タ さ え 
制限 に 合わ せ て 作成 し て お け ば 、 実 際 に は 悩む こと も な い は ず で す 。 


KS LV 
の ーー < て 
m テ こ て 
Po とび も 
の テン (て 
に と 不 SIAY 
ー マ アデ ヽ (て 
どの テ こと (て 


SR ーー 2 ee 敵 が 出現 な い デー タ 





] 背景 パタ ー ン 番号 


岬 | の 中 画す る テー タ 





ーー 
英 の 番号 背景 パタ ー ン の 番号 


図 4-3-2 

デー タ の 構造 は 、 敵 の 出現 フラ グ (ビッ ト 7 ) が 立っ て いな けれ ば 従来 通り 、 立 っ 
て いる 場合 に は ビッ ト 3 一 6 で 敵 の 番号 を 表す と いう も の で す 。 貴重 な メモ リ で すか 
ら 、 ゲ ー ム デザ イン か ら の 協力 も 必要 な の で す 。 

一 方 、 歩 ける / 歩 け な い 、 入 口 セ トラップ …… な ど 、 場 所 に 関す る 情報 を 追加 し 
た い 場 合 は 、 パ ター ン 番 号 で 区 別 し ま す 。 当然 、 プ ログ ラム 側 で 区 別 し や すい よう 
パタ ー ン を 種類 別に まとめ て お く こ と が 大 切 で す 。 た だ し 、 特 定 の 入口 や 個々 に 内 
容 が 違う トラ ッ プ の 場合 は 、 さ ら に 座標 で 区 別 す る こと に な り ま す 。 

また 、 ふ か ん 図 の よう な 比 似 3 D 画 面 で は 、 よ く 逆 重ね 合わ せ の テク ニッ ク が 使 
われ ます 。 例え ば 、 人 が 模 の 手前 に いる 時 は 人 を 優先 し 、 杜 の 奥 に いる 時 は 構 を 優 
先 し て 表示 する と いう ぐあい で す ( 図 4-3-3) 。 





図 4-3-3 逆 重 ね 合わ せ 


こう いっ た こと を 実現 する に は 、 背 景 パ ター ンプ キャ ラク タ に 高 さ の 情報 を 持た 
せ 、 そ れ ぞ れ の 高 さ を 比較 し て 優先 順位 を つけ れ ば いい の で す ( 図 4-3-4) 。 


一 ] 補 一 


高 さ の 情報 を 比較 し て 、 大 きい ほう を 上 に 
表示 する 。 同 じ 場 合 は 、 キ ャ ラク タ 優 先 





4-3-4 高 さ の 情報 


これ も 、 理 想 は 高き 専用 の マッ プ を 持つ こと で す が 、 メ モリ 節約 の た め 同 様 に パ 
ター ン 番 号 で 高 さ の 情報 を 管理 する よう に し ます 。 先 ほど の 歩け る 歩け な い の 情 
報 と 試し に 組み 合わ せ て み ま し ょ う 。 
グラ フィ ッ ク 内 容 
地上 


棚 の 下部 や 木の根 元 な ど 
棚 の 中 間 部 や 木 の 幹 な ど 


棚 の 上 部 や 木 の 上 部 な ど 
家 の 壁 や 屋根 な どの 一 部 
トラ ッ プ (落と し 人 欠 ) な ど 





地上 の パタ ー ン (0 一 7) に は 敵 出現 の 情報 が 入り ます か ら 、 同 系 統 の パタ ー ン が 
片 寄 ら な いよ うに する 工夫 も 必要 で す 。 ま た 、 地 形 か ら ど うし て も それ が 無理 な 場 
谷 は 。 0 

ここ に 示し た 内 容 は 単なる サン プル に 過ぎ ませ ん が 、 こ の よう に パタ ー ン 番号 に 
情報 を 定義 むす る と 、 ほ と ん どの 情報 は 1 枚 の マッ プ に 収め る こと が で き 、 オ ン メ モ 
リ で 広い 世界 を 表現 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


キャ ラク タ 移 動 時 に は 、 足 元 の マッ プ を 見 て 移動 可能 か どう か を 判定 し 、 移 動 後 
の 表示 は 高 さ の 情報 を 参照 し て 重ね 合わ せ の 順位 を 決め ます 。 この 時 、 逆 重ね 合わ 
せ (キャ ラク タ の 上 に 背景 の 一 部 が 表示 され る ) の 可能 性 の ある 背景 パタ ー ン は 、 
パタ ー ン を 分 割 す る デー タ が 必要 で す 。 つ まり 、 キ ャ ラク タ が 上 位 に くる 場合 は 通 
常 の 重ね 合わ せ 処 理 (背景 二 キ ャ ラク タ ) で す が 、 背 景 の 一 部 が 上 位 に くる 場合 は 、 
衣 景 パ ター ン を 地面 (キャ ラク タ よ り 下 位 に 表示 され る ) と 欄 (キャ ラク タ よ り 上 
位 に 表示 され る ) と に 分 ける 必要 が ある と いう こと で す 。 

これ を プロ グラ ム で 実現 する と 、 次 の よう な 処理 手順 と し なり ます 。 な お 、 こ こ で 
の 手順 は EGC の 機能 を 有する 機種 を 対象 と し て お り 、EGC の 拡張 モー ド 機 能 を 利 
用 する こと を 前 提 と し て いま す 。 
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BRG デ ー タ 分 割 デ ー タ 透明 デー タ BRG デ ー タ 


- 壮 
に 


LOEE 4 


4-3-5 逆 重 ね 合わ せ の た め の デ ー タ 構造 と 表示 順序 





AND 表 示 






OR 表示 





① 背景 パタ ー ン を 表示 

② 穫 明 デー タ で 分 割 画面 を くり 抜く 

③ ア クティ ブ プ レー ン を B 面 の み と し て 、B 面 用 デー タ を G.VRAM へ 格納 する 
(④ アク ティ ブ プ レー ン を R 面 の み と し て 、R 面 用 デー タ を G.VRAM へ 格納 する 
⑤ アク ティ ブ プ レー ン を G 面 の み と し て 、G 面 用 デー タ を G.VRAM へ 格納 する 
( 注 ) I 面 の デー タ が ある 場合 に は 1 面 に 関し て も 、 同 様 の 処理 を する 


この 一 連 の 処理 は 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM の 余り (7D00H 以 降 ) で 行っ て か ら 実 際 
の 表示 先 へ 転送 し た ほう が いい こと は 、 す で に 第 2 章 T2 一 5 グラ フィ ッ ク VRA 
M の 余り 」 で 述べ た と お り で す 。 ス クロ ー ル と いう の は 、 最 も 速度 を 要求 され る テ 
クニ ッ ク で すか ら 、 す べべ て の 面 で 高速 化 を 追求 し な けれ ば な ら な い の で す 。 

な お 、 歩 ける 歩け な い の チ ェ ッ ク に つい て は 、 方向 に よっ て 条件 が 変化 する 場 
合 も あり ます 。 特に 、 断 面 図 タ イプ の スク ロー ル で は 、 図 4-2-2 の よう に タナ が ズ 
レ て いる と は 限ら ず 、 真 上 に タナ が ある ケー ス も 少な く あ り ま せん 。 この よう な 場 
合 、 上 方 向 に は 進め て も 下方 向 に は 進め な い (落ち な い ) よう に プロ グラ ム を 組ま 
な けれ ば な り ま せん 。 

また 、 断 面 図 タ イプ で 上 方 向 へ 進む 時 に は 、 足 元 で は な く 頭 の 部 分 で 進め る ノ 進 
め な い の チ ェ ッ ク を し ます 。 そ の 際 、 見 か け は 同じ よう で も 天井 の 場合 ね 0 あり ます 
か ら 、 両 者 は キチ ン と 区 別 を つけ て お か な けれ ば な り ま せん 。 い ずれ に し て も 、 こ 
の 有 段 階 で パタ ー ン 番号 に 意味 を 持た せ て 整理 する と いう こと は 、 プ ログ ラム 前 の パ 
ズル で あり 、 最 初 の 難所 と いっ て も 過言 で は な いで し ょ う 。 
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ナリ すず チオ -7 


スク ロー ル に 関す る 限り 、 こ れ ま で の 説明 で 少な く と も 「 わ か ら な いか ら で き な 
い | と いう 段階 は 過ぎ た こと で し ょ う 。EGC の 拡張 モー ド の 機能 も 知っ て いる し 、 
重ね 合わ せ の 方 法 $ も マス ター し て きま し た 。 あ と は 、 作 り た い ゲ ー ム に 合わ せ て プ 
ログ ラム を 組む ば か り 。…… と 、 す ん な り コ ト が 運べ ば 苦労 は し ませ ん ね 。 「 わ か 』 
ら な いか ら で き な い | の 次 に は 「 わ か っ て いて も で き な い | と いう 難関 が 控え て い 
ます 。 

本 来 、 ア ル ゴ リ ズム が わか れ ば プロ グラ ム は 組め る は ず で す が 、 フ ルカ ラー スク 
ロー ル の 場合 は 、 そ の アル ゴリ ズム を 実現 する た め に これ まで に 紹介 し て きた いく 
つも の テク ニッ ク を 複合 し て 応用 し な けれ ば な り ま せん 。 実際 問題 と し て 、 こ れ は 
スク ロー ル の 原理 を 理解 する 以上 に 難し いこ と で す 。 す べ て の スク ロー ル を サン プ 
ル ・ プ ログ ラム と し て 掲載 で きれ ば いい の で す が 、 ペ ー ジ に 限り の ある 本 で は それ 
も 無理 な 話 で す 。 

そこ で 、 数 ある スク ロー ル の 中 か ら 最 も 新しい テク ニッ ク で ある 多重 スク ロー ル 
を 取り 上 げ 、 こ れ を 竹 底 的 に 解析 し て この 難関 を 乗り 越え て も ら う こと に し まし た 。 
多重 スク ロー ル と いう の は 、 部 分 描き 換え に よる 単純 スク ロー ル を 発展 きせ た も の 
で す が 、 断 面 図 タイ プ の 画面 に 奥行 き 感 を 出し た り 、 立 体 駐車 場 の よう な 階層 を 表 
現 で きる の で 、 今 後 の 応用 が 期待 され て いる テク ニッ ク の ひと つ で す 。 

また 、 ス クロ ー ル 処理 と 切り 離せ な い の が キャ ラク タ と の 合成 で す 。『4 一 1 スク 
ロー ル と キャ ラク タタ | で ソフ ト ・ ス プラ イト と いう 言葉 が 出 て きま し た が 、 キャラ 
クタ を スク ロー ル 画 面 と 無関係 に 動か すこ と は 、 プ ログ ラム 的 に は スク ロー ル 以 上 
に 面倒 な こと で す 。 し か し 、 ソ フト ・ ス プラ イト を 省 い て し まっ て は ゲー ム に な り 
ませ ん ね 。 基 本 的 な 考え 方 は 「『4 一 | スク ロー ル と キャ ラク タ 』] に 示し た と お り 
で す が 、 実 際 に は 複雑 な 処理 を 経て 重ね 合わ せ 処理 が 実現 され て いま す 。 

で は 、 ま す は サン ブル ・ プ ログ ラム を 実行 し て 、 こ うい っ た 2 つの テク ニッ ク を 
自分 の 目 で 確認 し て くだ さい 。 


A> LIST4-1 


> 末 氷 求 素 来 来 来 求 来 氷 来 氷 永 素 氷 来 束 求 求 求 来 求 来 求 求 来 氷 来 来 氷 素 来 素 炒 来 来 


< 氷 


し タル 4ー 1 に 


・ 求 氷 来 求 求 素 素 来 来 素 氷 氷 氷 氷 求 素 求 来 氷 氷 氷 玉 素 氷 素 氷 氷 氷 素 氷 氷 玉 素 氷 


ド EXTKN 
CO0DI 


0U0TPORT MACRO 


GSTAT:NEAR,GMD16:NEARJGTERN:NEAR」EGC_ON:NEARK,EGC_OF:NEAR 
SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 


PORT。DATA : ボ ポー ト 出 力 用 マク ロロ 定義 
AX DATA 
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MOV DX,PORT 

0UT DX , AX 

ENDM 
PRINT MACRO STRING : 文 字 列 出力 用 マク ロ 定 義 

MOYV DX,OFFSET STRING 

MOV AH,09 

INT 21H 

ENDM 
PUTPM MACRO :G.VRAM へ の デー タ 格 納 用 マク ロ 定 義 

MOVSM 

ADD BHC 

ENDM 
TXYSFT MACRO REG,T_X,T_Y テキ スト 文字 ダイ レク ト 表 示 マ クロ 定義 

MOV AX ,TEXT 

MOYV ES,AX 

MOV REG,&T_Y*160 + &T_X*2 

ENDM 
DITOP EQU 80*16+8 : マ ッ プ 表示 位置 
DMAXX EQU 82 表示 パタ ー ン 数 (X) 
DMAXY EQU 16 : 表 示 パ ター ン 数 (Y) 
FPAT1 EQU 2 : こ の 番号 以降 ベタ ・ パ ター ン (背景 ②) 
FPAT2 EQU 2 : こ の 番号 以降 べ タ ・ パ ター ン (背景 ③) 
SPVAL EQU 20 i 夫 ス プラ イト 数 
SPGVA EQU 7D00H-SPVAL*32 ソフ ト ・ ス プラ イト 用 G.VRAM 
URAGV EQVU 7D00H y パ ター ン 合 成 エリ ア (G.VRAM) 
GPTOO0 EQU URAGV+32 ir ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (背景 ① ン 番号 0) 
GPTO1 EQU GPT00+32 ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (背景 ① ノ 番号 1) 
GPT11 EQU GPTO1+32 ベタ ・ パ ター ン デ ー タ ( 表 景 ② 番 号 2) 
GPT21 FEQU GPT11+32 ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (背景 ③ プ 番号 2) 
GPT22 EQU GPT21+32 - べ ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (背景 ③ ノ 番号 3) 
PMAIN: CAII GSTAT : ゲ ラプ ィ ッ ク シ ステ ム ・ ス ター ト 

1 in : 異 常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 

CALI GMD16 :640X400 ド ッ ト 4096 色 モー ド 設 定 

4 9 異常 終了 で あれ ば TEXIT へ 

1 N AL 71H : 和 AL 一 現在 の クロ ッ ク の 秒 数 

MV RNDDT AL : 乱 数 の ワー ク ・ エ リア 初期 化 

PRINT TXCLR CN 4 

MOV AX , BLUE 

MOYV ES,AX iES 三 BLUE 

CALL EGC_ON iEGC の 拡張 モー ド オ ン 


OUTPORT 4AOH,OFFFOH 
OUTPORT 4A2H,OFFH 
0UTPORI 4A41l,0CFOH 
OUTPORT 4A8H,OFFFFH 
0UTPORT 4ACH,0 
0UTPORT 4AEH,〈(16-1) 


EGC の 初期 設定 


CLD 

MOV CX,4000H 

XOR AX ,AX グラ フィ ックス 画面 の クリ ア 
MOV DI,AX 

REP STOSM 

PUSH ES 


TXYSET DI,0,24 


1 


合 be 


MILOOP: 


EGOOE: 


TEXIT: 


VSYNC 


VSYNC 


MOYV 


MOY 
ST0SW 
MOV 
L00P 
PO 


0U0TPORT 


MOY 
XOR 
CALL 


0UTPORT 


MOV 
MOYV 
CALL 


0UTPORT 


MOY 
MOV 
MOV 
REP 


っ < ジン ジー シシ ジー ジー ジテ ジー ジン テー 
wm に コ we に ma ww 連 に に コ we 
ーー ーー 
に と キ we コ ー e we まさ ma を ea と 1 還 


し > く 区 <0 江 て 二 > 江 SB> 公 6 ? 混 
トー < (ee な の se 
トニ こ ュ ュ プ っ ン 攻 っ 層 き し 


PROC 
PUSH 
INC 
MOYV 
00『 
00『 
POP 
IKE は 
ド NDP 


CX,o0H 
AX,87H 


BYTE PTR ES: [DI+IFFEH) , 1 
TXLP】 


1 
4AOH,OFFFBH 
Al,0AAH 
DX,DX 
BACKD 
4A0H,OFFF1H 
AL,0AAH 
DX 。 
BACKD 
4A0H,OFFFEH 
SI,OFFSET BKDO0 
DI,GPT00 
CX 。 32 
MOVSM 
GVTEN 
DI,GPT2 1 
GVTEN 
DI,GPT22 
GVTEN 
ALMAP 
DIMAP 
MVMPI 
MVMP2 
QSSET 
PTIYOM 
MAKSG 
DINMAP 
VMCIHK 
NOMP1 
MVMP2 
QSSET 
PIYOM 
MAKSG 

り DIMAP 
VMCHK 
AX,400H 
18H 

AH, 1 

ド GCOF 
MI.OOP 
れれ 9 1 
GTEKM 
ORIINI 
TKEEP 
AX,0C00H 
21H 
AX,4C00H 
21N 


ド FAR 


AA 
BYTE PTR CS:VWDAT 


ーー 生 紀 一 


テキ スト 画面 を 部 分 マス ク 


'{ 背景 の 描写 


デー タ を G.VRAM へ 転送 


: 初 期 画面 用 描き 換え 情報 マッ プ 作 成 
: 初 期 画面 表示 


'{ 背景 の ③④ と ピー ヨ を 動か し て 表示 
r ウ ェ イ ト の チェ ッ ク 
背 景 お と ピー ヨ を 動か し て 表示 


: ウ ェ イ ト の チェ ッ ク 


が 押さ れ て いな けれ ば MLO0P へ 


:EGC の 拡張 モー ド オ フ 
: グ ラフ ィ ッ タ シ ス テム の 寺 了 
: 割 り 込 み 関係 を 元 に 戻す 
: テ キス ト 文 字 の 属性 を 元 に 戻す 
| キー ボー ド ・ バ パッ ファ ・ ク リア 


| MS-D0S シ ステ ム へ 戻る 


+ 割り 込み 処理 ルー チン 


VWCHK 
VWKIN: 


VWALP: 


VWCHK 
VWDAT 


IREDVSY 
isETVSY 
KPNASK 
KPYNOFF 
KPVNSEC 
STINT 


STINT 
ORIINT 


ORIINT 
BACKD 


BACLO: 
BACL1: 


BACL2: 


EQU 
EQU 
DB 


VWDAT,AL 


0 
350AH 
250AH 
0 
0 
0 


AX,IREDVSY 
21H 


KPVNOFF , DBX 
KPVNSEG ,ES 
AX,ISEIVSY 
MV VSYNC 


AL,2 
KPMASK,AL 
AL,OFBH 


2 AL 
64H,AL 


DS 

DX,dword ptr CS:KPVNOFF 
AX,ISETVSY 

21H 


AL,CS:KPMASK 
2 上 AL 


》 


DS 


AH,400/8 
CL,40 
CH,8 
DI,DX 


DI,79 
CH 
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ウェ イト (シフ ト が 押さ れ て いる 間 は ルー プ ) 


ジェ ザイ ド 過 カウ シン ネー 
i:V-SYNC 割 り 込 み ベ クタ を 求め る た め 


:V-SYNC 割 り 込 み ベ クタ を セッ ト す る た め 


:KeeP VsyNc OFFset 


:KeeP VsyNc SEGment 


+ 割り 込み 処理 の 初期 設定 


+ 割り 込み 関係 を 復元 


「【 背景 の 描写 


BACKD 
GVTEN 


GTENS 


GTENS 
GVTEN 


MA1TB 
MAZTB 


DIMAP 


DMPILO・ 
DMPL1: 


JNE 
ADD 
DEC 
JNI 
AU) 
XOR 
DEC 
JNI 
RET 
ド NDP 


PROC 
MOV 
MOYV 
CALI 
CALI 
CALL, 
CALL 
KKT 


PROC 
PUSIH 
0UT 
MOV 
REP 
POP 
ROL 
RET 
ド KNDP 
ENDP 


DW 
DW 


PROC 
MOYV 
MOYV 
MOY 
MOY 
MOV 
MOY 
MOY 
MOYV 
MOY 
PUSH 
PUSH 
MOYV 
ROR 
JD 
JMP 
KROR 
JND 
JMP 
ROR 
JND 
JMP 
ROK 
JD 
ROR 
JND 
JMP 
ROR 
JB 


DACLO 


AX,OFFFEH 
DX,04A0H 
GTENS 
GTENS 
GTENS 
GTENS 


1 
DX , AX 
CX,16 
MOVSM 
D 1 
AX, 1 


0 ,BKT 1 1 
0 ,BKT21 


D り 1, OFESET CKMAP 
DMODT,OFFSET MAPO0 
DMIDT,OFFSET MAPO1 
DM2DT,OFFSET MAPO2 
PX,SPGVA 

SPRDT ,BX 

BP,DITOP 

CL,DMAXX 

CH,DMAXY 

BP 

CX 

AI., [DI+0] 

Al,, 1 


ーー 


デー タ を G.VRAM へ 転送 


: 背 景 の 重ね 合わ せ パ ター ン ・ テ ー ブ ル 
: 背 景 ③ 重 ね 合わ せ パ ター ン ・ テ ー ブ ル 


iDI 三 描き 換え 情報 マッ プア ドレ ス 


け 各 マ ッ プ アド レス 初期 化 


:BP 三 表示 アド レス 
iCL 三 表示 パタ ー ン 数 (X) 
:CH 三 表示 パタ ー ン 数 (Y) 


+ 描き 換え 情報 マッ プ の 内 容 に より 分 岐 


CMAP1 : 


CMNAP2: 


CMAP3: 


SPRII: 


PO し し 2: 


FULL」 < 


FULLO 
DMAP0 
DMAP1 
BX,URAGV 
PUTP1 
MPSAI1 


AL , 1 
CMAP2 
BX,DM1DT 
AL , 〔BX] 
BX 


DMIDT,BX 
Al ,。FPAT1 


DMAPO 
DMAP2 
BX,URAGV 
PUTPI 
WORD PTK 
CMAP4 


BX,SPRDI 
PUTPI 


SPRDT,DX 
MPSAM 


BX ,DM2DT 
Al,, [BX] 
Al,。FPAT2 
BX,GPT2 1 
FULL12 


BX,DM1DT 
AL, [BX] 
4 し 。 上 PA 】 
BX,GPT11 
FUL12 


DMOD1 


DM1DI 
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マー* ーー 
ーーー 


'「| 背景 ① (フル 表示 ) 


十 育 景 (② (重ね 合わ せ 表 示 ) 
十 育 景 3③ (表示 不要 ) 


| 情報 に より 分 時 


け 背景 ① (表示 不要 ) 


十 背景 ② (フル 表示 ) 
十 背景 3③ (重ね 合わ せ 表 示 ) 


| 情報 に より 分 岐 


'| 背景 ① (フル 表示 ) 


十 背景 ② (重ね 合わ せ 表 示 ) 
士 背景 ③ (重ね 合わ せ 表 示 ) 


背景 ①) (フル 表示 ) 
十 背 景 ② (表示 不要 ) 
十 背 景 ③ (重ね 合わ せ 表 示 ) 


スプ ライ ト ・ パ ター ン の 転送 


背景 ② だ け の パタ ー ン 


背景 の だ け の パタ ー ン 


ド FULLO: 


PU 2 1 


MPSAM・ 
MPSA] ・ 
CMAP4・ 


SPRDT 
DMODI 


DMAPO 


DMASB: 


DMAPO 


DM1 DTI 
DM2DT 


DMAP1 


PROC 
MOV 
MOY 
1 NC 
MOYV 
MOY 
iP 
NiP 
NIIW 
> 邊 [, 
> 邊 1 
MOY 
ADD 
PUSH 
PUSIH 
MOY 
MOV 


MOYV 
0UTPORT 
MOY 
CALL 
POP 

POP 

RET 
KNDP 


)W 
DM 


PROC 


BX ,DMODT 
AL, [BX] 
5X,GPTO00 
AH,0 
AX 。] 
AX , 1 
AX 。] 
AA 。] 
AX ,] 
BX , AX 
PUTPT 


MORD PTR DMODT 
MORD PTR DMIDT 
MORD PTRK DNM2DT 


| 1 
CX 
BP,80*16 


$+5 
DMPLO 


SPGVA 
OFFSET MAPO0 


BX ,DMODT 
AL。[BX] 
5 

DMODj ,BX 
AH,0 


AX , 1 
AX ,。 ] 
BX,GPT00 
DX,AX 

S 1 

DS 
AX。BILUE 
DS,AX 


S」,BX 
4A4H,28FOH 
AX,OFFFOH 
DIUKRA 

DS 

S 1 


OFFSET MAP0O] 
OFFSET MAP02 


7 背景 0) だ け の パタ ー ン 


マッ プア ドレ ス を 変更 


答 レ ジス タ を 次 パタ ー ン 用 に 変更 し 、 必 要 回 数 
だ け ル ー プ 


'「 背景 ① の 表示 


DMAP1 
DMAP2 


DNAP2 
DICHR 


DICHR 


DIURA 


DIURA 
PUTPI 


BX ,DM1DT 
AL, 【BX] 
BX 


DM1DT,BX 
BX,OFFSET MAITB 
DICHR 


BX,DM2DT 
AL , [BXj 
BX 


DM2DI ,BX 
BX,OFFSET MAZTB 
DICHK 


S 1 ,[BX] 
4A4H,0C0CH 
AX,OFFFOH 
DIURA 
4A4H,0CFCH 
AX,OFFFEH 
DIURA 


4A4H,28FOH 
4AOH,OFFFOH 
DS 

AX,BLUE 
DS , AX 
CX,80-2 
DX,BX 

SI,DX 

DI,BX 

DI,BP 
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【 背景 ② の 表示 


| 育 景 ③ の 表示 


マッ プ パ ター ン を 7D00H(G.VRAM) か ら 作 成 


PUTPI 
DIMAP 


MAKSG 


MSPLP : 


MSPL1 : 


MSPG1 : 


MSPG2: 


MSPGS3: 


PUTPM 


作成 済み の パタ ー ン を 指定 され る 位置 に 転送 


MLANK 
BX,SPGVA 
SGADT ,BX 


AL , 1 
BYTE PTR [MSPDT] , 1 


BX,OFFSET SLANK+SPVAL-] + 順位 通り に スプ ライ ト 表 示 パ ター ン を 作成 する 


1 ケ 目 の スプ ライ ト 表 示 パ ター ン を 作成 


同一 販 位 の スプ ライ ト が あれ ば パタ ー ン を 作成 


育 景 う ③ の パタ ー ン を 重ね 合わ せ 、 ス プラ イト 番号 
表示 アド レス を 更新 する 


ヒー ま マ ・| 
トー > で 
へ の 
ーー 
に ワ 
っ で 
Ns 
み の まあ ng 二 る 。 あ ee En MA 0 0 SS Se AT SS 


MORD PTR SGADT,32 
MSPLP 


ー 拉 ま 一 


MSPRT: 


MLANK 


MLANL: 


MLANK 
CHLCK 


CHLCL: 


し HL し 1 : 
CHLC2: 


CHLCK 
MGVDI 


BX,OFFSE] SPWOK 
DI,OFFSET SLANK 


DH, [BX] 
BX 


DL, [BX] 
BX,OFFSET SPWOK 
CX,SPVAL 


AL, 1 
BYTE PTR 〔BX] ,01H 
CHLC2 

AH,DH 

AH, [BX+1 ] 

CHLC2 


AH,DL 
AH, [BX+2] 


CHLCZ 
AL 


AL,CH 

AL,1 

BYTE PTR MGPDT,AL 
AL,CH 

CL。AL 


CH,0 
BX,OFFSET SPWOK 
BX,CX 


》 


DX 
CL, 【BX] 
BX 
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【 各 ス プラ イト に 表示 順位 を つけ る 


スプ ライ ト の 表示 順位 を 各 座標 を 調べ て 求め る 


スプ ライ ト ・ パ ター ン の アド レス を 求め る た め 


「 背景 3 の マッ プア ドレ ス を 求め る た め 


MGPAT: 
MGPA2・ 


MGVRT・ 


MGVDT 
MGV1M 


MVKETI: 


MGV1M 
MGVD2 


MPRET: 


MGVD2 
SPNMP2 


SPMPS: 


SPMP2 
SGADR 


MP2DT ,BX 

CH,BH 

し L BL 

DX,OFEFSET CKMAP 
BX,DX 

MG1DT,BX 

MG2DT ,BX 

BYTE PTR [BX] ,01H 
BYTE PTR [BX] ,02H 
BYTE PTR [BX] ,04H 


の PTR [BX] ,10H 


SFMPO 

BYTE PTR [BX] ,20H 
$+5 

SSMP 1 

CX ,MGPDT 
BX,OFFSET SPPAT-2 
BX ,CX 

SPCI2 


BYTE PTR [MSPDT] 
BX,MG1DT 
人 LBX] ,04H 


CL , AL 


CH,0 
BX,OFFSE] SPPAT-2 
DBX,CX 
SPCH2 


BX ,MG2DI 
BYTE PTR [BX] ,08H 
MPRET 


BX,OFFSET MAP02 
BX ,CXA 

AL , [BX] 
BX,OFFSET MA2TB 
SPCHR 

KPREG 


DX,4A0H 
DX,AX 
DI,CS:SGADT 


+ 描き 換え 情報 マッ プ の アド レス を セッ ト 


: 情 報 マ ッ プ に 描き 換え 有り の フラ グ を 立て る 
: 情 報 マ ッ プ に スプ ライ ト 有 り の フラ グ を 立て る 
+ 背景 が ベタ パタ ー ン な ら リ ター ン 


| 背景 の が ベタ パタ ー ン で な いな ら 背景 ① を 作成 


] 2yewfme を ht の を 人 
emoorrwew 


: 次 の 表示 位置 を 更新 ( 十 ]) する 


if 育 景 〇 が ベタ パタ ー ン な ら リ ター ン 


スプ ライ ト ・ パ ター ン を 作成 


| 表 景 ② が 空間 (パタ ー ン 無し ) な ら リ ター ン 


「 背景 の パタ ー ン 作成 


【 背景 ① の パタ ー ン を 指定 スプ ライ ト エ リア に 作成 


SGADR 
SPCHRK 


SPCH2: 


SPCHK 
SPMP]1 


SPMP1 
SFMPO 


SFMPO 
SSMP 1 


SFMP1 : 


SI ,[BX] 
4A4H,0CO0CH 
AX,OFFFOH 
SGADK 
4A4H,0CFCH 
AX,OFEFFEH 
SGADR 
SGADR 
SGADR 
SGADR 


CX 

KPREG 

CX 

BX,OFFSET MAPO1 
DX,CX 


AL, [BX] 
は MA1TDB 


KPREG 


BX,OFFSET MAP00 
BX,CX 

AL, 【BX] 
BX,GPT00 

SMEFD1 


BYTE PTR [BX] ,10H 


SFMP1 


BX,OFFSEI MAPO1 
PBX,CX 

AL, 【BX] 
AlL,FPAT1 
BX,GPT1 1 

SMEFDI 
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旧 定 アド レス に デー タ を 転送 


7 指定 の スプ ライ ト エ リア (SGADR 十 1) に 
| パター ン を 重ね 合わ せる 


し 重ね 合わ せ パ ター ン ( 背 景 ②) を 指定 スプ ライ ト 
エリ ア に 作成 


7 育 景 (0) の パタ ー ン を 指定 スプ ライ ト エ リア に 作成 


ベタ パタ ー ン (背景 ②) を 指定 スプ ライ ト エ リア に 
| 作成 


SMPRT: 


SSMP 1 
SSMP2 


SEE 2 


SSMRT: 


SSMP2 
SMFDI 


SMFD1 


MGPDT 
MG1DT 
MSPDTI 
MG2DT 
MP2DT 
SGADT 


MAKSG 
SPATO 


ENDP 
PROC 
TEST BYTE PTR [BX] ,04H 
MOY CXuWP2D “ 

0 9 『 ) R ム へ 、 パタ ー ン な ら と ィ ー 
JNF SFMP2 [ 背景 ③ が 重ね 合わ せ パ タ な ら SPMP2 を 実行 
し も SPMP2 
JMP SSMRT 
MOV BX,OFFSET MAP02 
ADD BX,CX 
MOV AL, [BX] 

SU り B AL,FPAT2 了 ベタ パタ ー ン (背景 ③) を 指定 スプ ライ ト エ リア に 
MOV BX,GPT21 | 作成 

CALL SMNFDI [ 

RET 

ENDP 

PROC 

MOYV AH,0 

SHL AX , 1 

SHL AX , 1 

SHL AX , 1 

SHL AX , 1 

SHL AX , 1 

ADD BX, AX 

PUSH DS r 指定 パタ ー ン を 指定 スプ ライ ト エ リア に 作成 
MOV STI,BX 

MOV AX, DBLUE 

MOYV AX 

MOV DX ,4A4H ' 

MOY AX,28FOH [ 

0UT DX , AX [ 

MOV AX,OFFFOH 

CALL SGADR 

POP DS 

人 KPREG 

RET 

ENDP 

DM 0 

DM 0 

DB 1 

DW 0 

DW 0 

DM 0 

ENDP 

LABEL BYTE : ス プラ イト (ピー ヨ ) デー タ 0 
DB 0.1FH,0.3FH,0.0FEFH,1,.0FFH 

DB 3.0FFH,7,O0FFH,O0FH,O0FFH,OFH,OFFH 

DB IFH,OFFH,1FH,OFFH,3FH,O0FFH,3FH,0OFFH 
DB 7FH,OFFH,7FH,OFFH,7FH,OFFH,7FH,OFFH 
DB 0。0.154。0。3FHR 0。7 ナ B 

DB 1.0FFH,3。0FFH,7,0FFH,7,0FFH 

DB OFH,O0F9H,OFH,O0FOH,1FH,0EOH,1FH,0E0H 
DB 3FH,0EOH,3FH,0EOH,3FH,0FOH,3FH,OF0OH 
DB 0.0.0.0.0.0BH,0,0BH 

DB 0.05FH,0,.07FH,1,79H,1,70H 

DB 2.0E6H,2,0EFH,5,0DFH,5,0DFH 

DB 0BH,0DCH,0BH,0DCH,5,0EFH,5,0EFH 

DB 0.0.0,.15H,0,3FH,0.,7FH 
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4 一 4 EGC を 利用 し た 多重 スク ロー ル の サン プル 


DB 1.0FFH,3。0FFH,7,0F9H,7,0FOH 
DB OFH,OFFH,OFH,OFFH,1FH,0DFH,1FH,0DFH 
DB 3FH,0DCH,3FH,0DCH,3FH,0FFH,3FH,OEFH 
DB 0.0.0,15H,0,34H,0,74H 
DB 1.0A0H,3,80H,6,80H,6,80H 
DB 0DH,9,0DH,0,1AH,0,1AH,0 
DB 34H,0.34H,0.3AH,0,3AH,0 
SPAT1 LABEL BYTE デラ イト (ピー デー ゅ ] 
DB OFOH,0,0F8H,0,0FEH,0,0FFH,0 
DB OFFH,80H,OFFH,0COH,OFFH,0FEOH,OFFH,0EOH 
DB OFFH,OFOH,OFFH,OFOH,OFFH,OF8H,OFFH,0F8H 
DB OFFH,OF8H,OFFH,OF8H,OFFH,OF8H,OFFH,OF8H 
DB 0,0,50H,0,0F8H,0,0FFH,0 
DB OFFH,0,OFFH,80H,OFFH,0COH,OFFH,0C0OH 
DB OF9H,OFOH,0FOH,OEOH,60H,70H,60H,70H 
DB 60H,70H,60H,70H,0OFOH,OFOH,0OFOH,0FOH 
DB 0.0.0.0.40H,0。60H,0 
DB OFCH,0,0FFH,0,0F9H,80H,OFOH,80H 
DB 66H,40H,6FH,40H,9FH,0A0H,。9FH,040H 
DB 93H.0A0H,93H,0AOH,6FH,040H,6FH,40H 
DB 0.0,50H,0,0F8H,0,0FEH,0 
DB OFFH,0。OFFH,80H,0F9H,0COH,OFOH,0C0OH 
DB 6FH,60H。6FH,60H,9FH,0BOH,9FH,0BOH 
DB 93H,0BOH,93H,0BOH,6FH,070H,6FH,70H 
DB 0.0,50H,0,0B8H,0,9EH,0 
DB 3.0,1.80H,0,40H,0,40H 
DB 9,20H,0,20H,0,10H,0,10H 
DB 0,10H,0,10H,0,30H,0,30H 
SPAT2 LABEFL BYTE : ス プラ イト (ピー ヨ ) デー タ 2 
DB 7FH,O0FFH,7FH,OFFH,7FH,OFFH,7FH,OFFH 
DB 3FH,0FFH,3FH,OFFH。5FH,0FFH,5FH,OFFH 
DB OFFH,OFFH,OFFH,OFFH,7FH,OFFH,7FH,OFFH 
DB 3FH,OFFH。1FH。OFFH,0FH,O0FFH,3,0FEH 
DB 3FH,OFFH,3FH,OFFH,3FH,0FFH,3FH,OFFH 
DB 1EH,4DH,1EH,4FH,O0FH,26H,O0FH,27H 
DB 47H,7,67H,7,33H,0FFH,39H,OFFH 
DB 1FH,OFFH,O0FH,OFFH,2,0AAH,0,0 
DB 0BH,OFOH,0BH,OF9H,5,0FFH,5,0FFH 
DB 4.0EDH,4,0EEH,3,76H,3,77H 
DB 1.57H,1,57H。10H,7FH,10H,7FH 
DB 1.51H,5,55H,0,0,0,0 
DB 3FH,O0FOH,3FH,OF9H,3FH,0FFH,3FH,0OFFH 
DB 1FH,O0FDH,1FH,O0EEH。0FH,76H,O0FH,77H 
DB 47H,57H,67H,57H,33H,0FFH,39H,OFFH 
DB 1FH,OFFH,OFH,OFFH,2,0AAH,0,0 
DB 34H,0.34H,0。3AH,0,3AH,0 
DB 1AH,0。1AH,0,0CH,0,0CH,0 
DB 46H,0,66H,0,23H,80H,29H,80H 
DB 1EH,0AEH,0AH,0AAH,2。0AAH,0,0 
SPAT3 LABEL BYTE : メ スプライト 【( ピ ビー ヨ ) デー タ 3 
DB OFFH,OF8H,OFFH,OF8H,0FFH,O0FCH,OFFH,OFCH 
DB OFFH,O0FEH,OFFH,OFFH,0FFH,OFFH,OFFH,OFFH 
DB OFFH。OFFH,OFFH,OFFH,OFFH,3EH,OFCH,1CH 
DB OF8H,0,0EOH,0,80H,0,0,0 
DB OFFH,OFOH,OFFH,OFOH,OFFH,OF8H,O0FFH,OF8H 
DB OFDH,0D4H,0FBH。0D4H,3.0AAH,7,0AAI 
DB OFFH,0,0FFH,0, OFCBL rd 0 
DB 0EOH,0。0COH,0,0,0。, 
DB OFOH,OFOH,O0F9H, 6EOH' OFFH。 0D8H,OFFH,0D8H 
DB OFDH,9CH,OFBH,9CH,3,3EH,6,3EH 


ーー 瑞 了 一 


SPA14 


SPAT5 


BKT]11 


Dp 0FEH,2AH,O0FAH,2AH,50H,0,50H,0 


DB 0,0, 9 5 0, 9 

DB 0FOH,OFOH,0F9H,O0FOH,0FFH,OF8H,OFFH,0F8H 
DB 0FDH,0DCH,0FBH,0DCH,3.0BEH,7,0BEH 

DB 0FFH,2AH,OFFH。2AH,O0FCH,0,0F8H ,0 

DB 0EOH,0, 0COH, りり せり U。0 

DB 7 衣 10H, 0 , 10H,0, 20H, 0 ,20H 

DB 0 ,40H,0, 040H, 0, 80H, 1 , 80H 

DB 1,0,5,0,0ACH,0,0A8H,0 

DB 0EOH,0,.0CO0H,0,0.,.0,0,0 

LABEL BYTE : ス プラ イト (ピー ヨ ) デー タ 4 
DB 7FH,0FFH,7FH。, OFFH, 7FH , OFFH, OFFH,0FFH 

DB OFFH, OFFH, OFFH, OFFH, OFFH, OFFH , OFFH, OFFH 
D5 0FFH,OFFH,O0FFH,O0FFH,3FH , OFFH, 3FH, OFFH 
D5 OFH , OFFH, OFH, OFEH , 0 54H,0 

DB 3FH,O0FFH,3FH,OFFH , 3FH , 0PFI。 3FH,OFFH 

DB 1]FH,6DH, 1 FH , 6EH , 47H , 76H , 47H , 77H 

DB 3FH,73H,3FH,73H ,7 ,。 69H , 7 ,69H 

DB 0.0.0.0,0,0,0,0 

DB 0BH, 0FOH, 3 OF9H, o。0FFH,5,.0FFH 

DB り ゝ 2DH , 9 4 2FH , 介 ・ 56H , 。 57H 

DB 1,7BH,1,7BH,0。7DH,0,7DH 

DB 0.54H,0.54H,0.0,0,0 

DB SFH。0FOH,3FH,O0F9H,3FH,O0FFH,3FH,O0FFH 

DB 1FH,6DH,1FH,6EH,47H,76H,47H,77H 

DB SBH,7BH,3BH,7BH,7 ,7DH,7 ,7DH 

DB 0.54H,0,.54H,0,0,0,0 

DB 34H。0.3CH,。0.3AH。0.3AH,0 

DB 1AH,40H,1AH,40H,46H,20H,46H,20H 

DB 3AH.0.3AH,0.7.0,0,7 

DB 0 ササ U 全 0 6 ひ ,0 

LABEL BYJE : 共 プ テ イ ト (ピー 弓 ) デー タ 5 
DB OFFH,O0F8H,O0FFH,O0F8H,OFFH,OFCH,OFFH,0FCH 
DB 0FFH,O0F8H,OFFH,OF8H,0FFH,OFCH,OFFH,OFCH 
DB 0FFH,0FCH,O0FFH,OFCH,O0FFH,OFEH,O0FFH, OFEH 
DB 0F8H,0FEH,0.0FEH,0,54H,0,0 

DB 0FFH,OFOH,OFFH,OFOH,OFFH,OFOH,OFFH,0FOH 
DB 0FDH,O0FOH,OFBH,0FOH,3.0F8H,7,0F8H 

DB OFFH,68H,OFFH,68H,0FCH,54H,0F8H,54H 

DB は 。 生 。 0 , 0 , 0 , 0.0,0 

DB 0FOH, OFOH, 0F9H, 0EOH,O0FFH,0COH,O0FFH,0C0H 
DB 0FDH,0A0H,0FBH,0A0H,3, 0B0H, が a 0BOH 

DB OFFH,38H,OFFH,38H,54H,7CH,50H,7CH 

DB 0.54H,0.54H,0,0,0,0 

DB 0FOH,O0FOH,0F9H,O0FOH,OFFH,O0FOH,OFFH,OFOH 
DB 0FDH,0FOH,0FBH,0FOH,3,0F8H,7,0F8H 

DB OFfH,78H,O0FFH,78H,0FCH,7CH,0F8H,7CH 

DB 0 5 4H , 0 , 54H , 0 。8。 り U 。 り 

DB 0,10H,0,10H,0, 30H ャ りり 

DB 0.50H,0.50H,0,48H,0 ,48H 

DB 0,40H,0,40H。0A8H,0,0A8H,0 

DB 0.0.0.0.0.0.0。0 

LABEL BYTE : 育 景 ② 重 ね 合わ せ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 1) 
DB 7。0EOH,7.0EOH,7,0EOH,7,0EOH 

DB 7,0EOH,7.0EOH,7,0EOH,7,0E0H 

DB 7,0EOH,7,.0EOH,7.0EOH,7,0E0H 

DB 7.0EOH,7.0EOH,7,0EOH,7,0E0H 

DB タダ っ の た 。 

DB る ん 6 

DB 0 りり 
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DB 0 
DB 3.40H,3.0CO0H,。3.40HI,3.0C0H 
DB 3.40H,3.0C0H。3.40H,3.0C0H 
DB 3.40H,3.0CO0H,3。40H,3,.0C0H 
DB 3。.40H,3.0C0H, 3.40H,3。0COH 
DB 3.80H,3.0.3,80H,3,0 
DB 3.80H.3.0.3.80H,3,0 
DB 3。80H,3.0.3.80H,3,0 
DB 9. 84 3 、0 。 は 。88 さり 
DB り 0.0。0。 ひ .0 06 
DB 0.0.0.0.0.0.0。0 
DB 0.0.0.0.0.0.0,0 
DB 0 は 0 0 0 りり 
BKT21 LABEL BYIE : 背 景 ③ 重 ね 合わ せ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 1) 
DB 0.0.0.0,1.80H,1,80H 
DB 3 00RN 。3。 0COH, 7.0EOH,7,0E0H 
DB OFH,O0FOH,0FH, OFOH。 1 FH , OF8H, 1FH,0F8H 
DB 3FH,O0FCH,3FH,OFCH,7FH,O0FEH,7FH,OFEH 
DB 0.0.0.0,.0。0,0, 0 
DB 1.80H,1.80H,3.0COH,3,0C0H 
DB 7 .0EOH,7,0FOH,OFH,OFOH,OFH, 0F0H 
DR 1FH,OF8H,1FH,OF8H,3FH,0FCH,3FH,0FCH 
DB 0.0.0,.0,0,0,0,0 
DB 0 。0 ひ ひひ る 。 枚 とり 
DB 2.0.2.0 0AH,0,0AH,0 
DB 0AH,0.0AH,0,2AH,0,2AH,0 
DB 0.0.0.0.0,.0,.0,0 
DB 1.80H,1.80H,3,40H,3,40H 
DB 7.0AOH,7,0AOH,OFH,50H,OFH,50H 
DB 1FH,0A8H,1FH,0A8H,3FH,54H,3FH,54H 
DB 0。0。0。0 056, ひ 。 り 
DB 0.0.0.0.0.0.0、0 
DB 0.0.0.0.0.0,.0,0 
DB 0.0.0.0.0.0.0.0 
BKD00 LABEL BYTE : 育 景 () ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 0) 
DB OFFH,OFFH,OFFH,OFFH,O0F7H,O0F7H,O0F7H,OF7H 
DB 0DDH,0DDH,0DDH,0DDH,33H , 33H , 33H , 33H 
DB 0AAH,0AAH,0AAH,O0AAH,44H,44H,44H,44H 
DB 1 0H 。 10H, 10H, 10H, 9 。0。0 
BKDO1 LABEL BYTEF 背景 ) ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 王 1) 
0.0.0.0,10H,10H,10H,10H 
DB 44H 。 44H 。 44H,44H, 0AAH。 0AAH,O0AAH,0AAH 
DB 33H .33H。33H , 33H,0DDH,0DDH,0DDH,0DDH 
DB 0F7H, OF7H , OF7H。 OF7H。 OFFH。 OFFH 。 OFFH。 OFkH 
BKD12 LABEL BYTE : 背 景 の ⑦ ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 2) 
DB 6AH,20H,6AH,20H,50H,20H,50H,20H 
DB 68H,20H,68H,20H,50H,0.50H,0 
DB 6CH。0,6CH,0.54H,0.54H,0 
DB 6CH,0,6CH,0,40H。0,40H,0 
DB 7FH , 0DCH, 7FH, 0DCH , 7FH。0DAH,7FH,0DAH 
DB 7FH,0C4H,7FH,0C4H,55H,52H , 55H , 52H 
DB 7BH,O0F4H,7BH,0F4H,7BH, OFAH。 7BH, 0FAH 
DB 7BH,OE4H,7BH,OE4H,55H,52H 。 55H 。 52H 
DB 7FH,8AH, 7FH 。 8AH , 75H 。 4.75H,4 
DB 6AH,09AH,6AH,09AH,50H,0,50H,0 
DB 6AH,8AH,6AH,8AH,72H,4.72H,4 
DB 78H。09AH,78H,09AH,50H,0,50H,0 
DB 0 。J、6.0.0.0.0。0 
DB DO0 0 0 0 0 。U 0 
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BKD22 


BKD23 


ALMAP 


ALMAL: 


ALMP1: 


ALNP2: 


: 育 景 ぐ ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 2) 


: 育 景 う ③ べ ベタ ・ パ ター ン デ ー タ (パタ ー ン 番号 三 3) 


.【 初期 画面 作成 用 に 描き 換え 情報 マッ プ を 作成 


DB 0.0.0.0.0.0.0.0 

DB 0.0.0.0.0.0.0,0 

LABEL BYIE 

DB 6FH,OFFH,6FH,OFFH,6FH,0FCH,6FH,OFCH 
DB 6FH,OFFH,6FH,OFFH,6FH,OFCH,6FH,0FCH 
DB 6FH,OFFH,6FH,OFFH,6FH,O0FCH,6FH,O0FCH 
DB 6FH,OFFH,6FH,OFFH,6FH,OFFH,6FH,OFFH 
DB 2 。 0ABH, 2 。 0ABH, 2 。 0ABH, 2 , 0ABH 

DB 2.0ABH,2,0ABH,2,0ABH,2.0ABH 

DB 2.0ABH,2,0ABH,2,0ABH,2,0ABH 

DB 2.0ABH,2,.0ABH,0.0,0, 0 

DB 5 BH , 0BFH, り BH 。 0BFH, 5BH , 0BFH,5BH,O0BFH 
DB 5BH,0BFH,5BH,0BFH,5BH,0BFH,5BH,0BFH 
DB 5BH,0BFH,5BH,0BFH,5BH,0BFH,SBH,0BFH 
DB 5BH,0BFH,5BH,0BFH,11H,15H, 1 1H , 15H 

DB 0.0,.0,0, 0, 0 , 0 ,0 

DB 0,0,0,0,0,0,0,0 

DB 0.0.0.0.0.0.0,0 

DB 0.0.0.0.0.0,0,0 

LABEL BYIE 

DB 3FH,0F6H,3FH,OF6H,O0FFH,OF6H,OFFH,OF6H 
DB 3FH,O0F6H,3FH,OF6H,0FFH,OF6H,OFFH,O0F6H 
DB 3FH,O0F6H,3FH,OF6H,OFFH,OF6H,OFFH,OF6H 
DB 3FH,0F6H,3FH,OF6H,OFFH,OF6H,OFFH,0F6H 
DB 0D5H,40H,0D5H,40H,0D5H,40H,0D5H,40H 
DB 0D5H,40H,0D5H,40H,0D5H,40H,0DS5H ,40H 
DB 0D5H,40H,0D5H,40H,0D5H,40H,0D5H,40H 
DB 0D5H,40H,0D5H,40H,0.0, 0, 0 

DB 0FDH, 0DAH, OFDH, 0DAH, OFDH, 0DAH,OFDH,0DAH 
DB OFDH,0DAH,OFDH,0DAH,OFDH,0DAH,O0FDH,0DAH 
DB OFDH,0DAH,OFDH,ODAH,OFDH,0DAH,OFDH,0DAH 
DB OFDH,O0DAH,OFDH,0DAH,0A8H,88H,0A8H,88H 
DB 0.0.0.0.0.0,0,0 

DB 0.0.0.0.0.0.0,0 

DB 0.0.0.0.0.0.0,0 

DB 0.0.0.0.0.0.0,0 

PROC 

MOYV DI,OFFSET CKMAP 

MOYV BX,OFFSET _MAP0O1 

MOY SI,OFFSET MAP02 

MOV CX,DMAXX*DMAXY 

MOYV BYTE PTR [DI] ,1 

MOV AL , [BX] 

OR AL,AL 

JE ALMP1 

OR BYTE PTR [DI},20H 

CMP AL,FPAT1 

JB ALMP1 

OR BYTE PTR [DI ,10H 

MOY AL, [SI] 

OR AL,AL 

り k ALMP2 

OR BYTE PTR 【DI],08H 

CMP AL,FPAT2 

JB ALMP2 

OR BYTE PTR [DI],04H 

INC D 1 

INC BX 

INC S 1 

00P ALMAL 


ALMAP 
NOMP1 


NOM1L: 


NOMNI1: 


NOMP] 
MVNP1 


MV1LP: 


MVM11: 


MVM12: 


MVNMP1 
MVMP2 
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BX,OFFSET CKMAP 
DI,OFFSET MAPO1 
CX。DMAXX*DMAXY 
BYTE PTR 【BX] ,0 
AL, [DI] 

NOM11 \ 背景 ② 非 スク ロー ル 時 の と マ ・ 
BYTE PTR 〔BX],20H 1 2 
AL,FPAT1 ( 


NOM11 
2 PTR 【BX] ,10H 


DI 
NOM1L 


BX,OFFSET CKMAP 
SI,OFFSET MAPOI 
DI,OFFSET MAP1S 
CX,DMAXY 

ES 


SI,OFFSET MAPO1 
DI。OFFSET MAPO1+DMAXY 

CX。DMAXX*DMAXY 

Ms 0 

3 0 
SI ,A \ 背景 ② ス クロ ー ル 時 の ス マ ・ 

BYTE PTR [BX) 0 上 (② 時 の 描き 換え 情報 マッ プ を 

MVM11 | 作成 

0 [BX] ,01H 


BYTE PTR [BX] ,20H 
1 


BYTE PTR [BX] ,10H 


BX,OFFSET CKMAP 
SI,OFFSET MAP02 
DI,OFFSET MAP2S 
CX,DMAXY 

ES 


AX,DS 
ES , AX 
MOVSB 
ES 
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MOV SI,OFFSET MAPO02 | 


MOV DI,OFFSET MAPO2+DMAXY 
MOV CX ,DMNAXX*DMAXY ! 
MV2LP: MOV AL, [DI 
CMP AL,F ド PAT2 『 背景 うう スク ロー ル 時 の 描き 換え 情報 マッ プ を 
JB MVM20 || 作成 
AND BYTE PTR M ,O0FEH 
OR BYTE PTR [BX],04H 
MVM20: CMP L。 [SI 
MOV [SI] ,AL 
JE MVM21 
OR BYTE PTR [BX],01H 
MVM21: OR AL, AL 
JF MVM22 
OR BYTE PTR [BX] ,08H 
MVM22: INC BX 
INC S 1 
INC D 1 
LOO0P MV2LP 
RFT 
MVMP2 FNDP 
: 各 スプ ライ ト (フラ グ ,X,Y) 
5 説 村 交 6 ーー 
ネネ : 各 スプ ライ ト 表 示 順 人 
SLANK DB SPVAL DUP(0) の 
QSSEFT PROC 
MOV SI,OFFSET SPWwOK 
MOYV CX ,SPVAL 
QSTSL: SHR BYTF PTR [SI] ,1 
JNB QSSL1 
XOR AX,AX 
MOV BX ,AX 
MOYV AL, [SI+1] 
MOV BL, [SI+2] 
SHl, AX,1 '{ 使用 中 の スプ ライ ト の 座標 に あたる 描き 換え 
SHL AX , 1 '「| 情報 マッ プ を 作成 
SHL 1 
SHL, ANW1 
ADD AX,OFFSET CKMAP 
ADD BX ,AX 
OR BYTE PTR [BX],01H 
QSSLl: ADD SI,3 
L00P QSTSL 
RET 
QSSET ENDP 
PIYOM PROC 
MOV BP,OFFSET SPWOK 
MOV SI,OFFSET PIYO00 
MOV DX,OFFSEFT SPPAT 


CALL PMOVS 
CALL PMOVS 
CALL PMOVS 
CALL PMOVS 
CALL PMOVS 


各 ピ ー ヨ を 適当 に 動か す 


PMOVS PROC 
DEC BYTE PTR [SI+2] 
$+5 


CALL PDCHN 
CALL PTCHN 


PDCKA4: 


PDCKI1 ? 


PDCK2: 


PDCKS: 


BCSTA: 


BICHK 


CH, 9】 
CL。 [SI+1] 
AL, [SI+3] 
A 


[SI+0] ,CH 
[SI+1] ,CL 

BP ,BX 

AH,CH 

AL,CL 

AH 

AL 

BYTE PTR [BX] ,1 
BX 

[BX] ,CH 

BX 

[ BX] ,CL 

BX 

BYTE PTR [BXj] ,1 
BX 

[BX] ,AH 

BX 

し し し 

BX 

BYTE PTR [BX] ,1 
BA ' 
[BX] ,CH 

BX 

[ BX] , AL 

BYTE PTR [BXj ,1 
BX 

[ BX] , AH 

BX 

LBX] , AL 

BX 


PBP ,BX 
SI,5 


CH 
AL ,CH 
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ピー ヨ を 適当 に 動か す 


BICRT: 


BICHK 
PDCIHN 


PDCHN 
PITCHN 


PMPTS: 


PTCHN 
PMOVS 


PIYO0 
PIYO1 
PIYO02 
PIY03 
PIYO4 


CHR00 
CHR01 


PIYOM 
RND 


RNDDT 
RND 


AL,DMAXX-1 

BICRT 

CH 

RND 

AL,00010000B 
AL,00011111B 
[ST+2] ,AL 

BYTE PTR [SI+3] ,4 


画面 右端 へ 到達 し た 場合 に は 最低 16 回 以 
後退 する よう に する 


RND 
AL,00000010B 
AL,00001111B 
[SI+2] , AL 
RND 


N 
AL,00000011B 


〔SI+3] , AL 


方 向 を 変更 し 、 カ ウン タ 値 を 設定 


BYTE PTR [SI+4] ,1 
BX,OFFSET CHRO0 
PMPTS 
本 CHR01 

い 


CX ,CS 


ES ,CX ビー ヨ 番 号 を 変更 する 


SPATO ,SPAT1 ,SPAT2 ,SPAT3 : ビ ピー ヨ 番 号 三 0 に 用 いる パタ ー ン 
SPATO0,SPAT1 ,SPAT4 ,SPAT5 : ピ ー ヨ 番号 王 1 に 用 いる パタ ー ン 
AL,RNDDT 

A 

ト 乱数 発生 ルー チン 


RNDDT ,AL 
10H 
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ビ ピー ヨ ・0 一 4 (X,Y, カ ウン タ , 方向, ピー ヨ 番 号 ) 
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ーー 
: 描 き 換え 情報 マッ プ エ リ ア 


DMAXX*DMAXY DUP(0 ) 


BX,CS:KPRBX 
CX,CS:KPRCX 
DX,CS:KPRDX 


PROC 
XCHG 
XCHG 
XACHG 
REI 
DW 
DW 
DW 
ENDP 
DB 
LABEL BY 


KPREG 
KPRBX 
KPRCX 
KPRDX 
KPREG 
CKMAP 
MAP00 


< ャ ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー テー ーー テー ァ ーー テーー ーー ーー テー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ァ ェ ーー ーー テー ーー ーー ーー ーー デー ァ テー 


「 生還 還っ 生生 こっ 
生還. 生生 は EL っ Lo Se 


ャ ァ ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ァ テーー ーー ーー ァ ーー ァ ェ ー ァ ェ ーー ァ ェ ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー デー デー 
の 


C ど の らら どの どの どど の どど の どの どど どの どの どの どど の どの どど の どの どの どの どど の どど のど のど ご どど ご どど の の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 
の 


の 


エ の ご の どの どの {の どど の ご どの どの どの どの どの どの どど の どの どの どの の の どの どの どの どの どの どど と ご ご こ ジ ご ジジ 


cnconacnanacncQ ど CooQQ ひ つど 〔 つ eS) 


[ 還 穫 3 還 穫 < 間 較 ここ ここ EE 


人 


っ 王 還 こ 和 


っ 


の 


し 


| 


生生 ここ 


ここ 間 還 生還 GE ここ 


2 


どど ご どの どど Q0@QQQQ ぴ らら 


Lo 
Lo 
Lo 
Lo 
Lo 
bo 
Lo 
bo 
Lo 
oo 
boo 
Lo 
Lo 
boo 


Lo 


ト 

2 

H 

TN 

ホ 

里 

h 

| 

で 

や 

ぐ 

呈 
と 
< つ 
ペ ニ 
Co 
= こつ 
=] 

ロロ (の 

ヒー ー マ 

ンー 

CO 

と 4 

ロコ 

人 

< で CO 

ーー なつ 

て 2 

テー< 

ロー 

< で 

ご 


h 


へ 
レ Io Q の OOG ど どく の の どら の の Q の ららら らら らら ccaco oO ら らら 


ee 


So 


mm > 。 。 2Q の らら どら QQ の の らら らい の らら らら らら らら ユー コー コー らら ご 


REG 人 人 人 


まつ 


so 人 


necoli 語 2 


"の 


人 


yo 


人 


sa 和信 生 拉 導 - 全 - 才 生 本 に 全 全 人 


人 


2 


に 


2 ee 


0 


LABEL BYTE 


MAP02 


D 


慎 
忠 
ご 
幸 
忠 
さ 
寺 
選 
に の) 
ド 、 
Se 
い 
て 
く だ 
ヤ へ ヽ 、 
hh 
テー 
= っ | 
ァ ーー 
ーー 
LO 
0 
ーー ンプ 
ーー 
= っ | 
ャ ーー 
る 23 
Ma - 
て の 
ーー ーー 
> と 
Ka 6 6 
Fー テー テー 
ンー 
= っ 1 
ca 
人] 
ム On 
< で と この 
へー 
C ン 
= 
て つ 
っ 
トー 


: 文 字 の 属性 の 復元 


1 。 Lu HBH。 (891 1BI ご BB)I ず 


LABEL BYTE 


DB 


KEEP 


0 


4 一 4 ECG を 利用 し た 多重 スク ロー ル の サン プル 


STACK SEFGMENT STACK : ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 
DW 100H DUP (0) 

STACK ENDS 

TEXT SFGMENT AT 0A000H : テ キス ト ・ コ ー ド セグ メン ト の 定義 

TEXT FNDS 

BLUE SFGMENT AT 0A800H iB 面 の セグ メン ト の 定義 

BLUE FNDS 
END 





サン プル で すか ら 、 マ ッ プ も パタ ー ン も 最低 限 し か 用 意 し て いま せん が 、 な ん と 
な くく ゴー スト タ ウン を 5 了 匹 の 『 お ば け の ピー ヨ 』 が 飛び 回 っ て いる と いう 雰囲気 が 
感じ られ た と 思い ます 。 シ フト キー を 押す と 、 画 面 は 一 時 停止 し ます 。 ソ フト ・ ス 
プラ イト に よっ て 背景 と キャ ラク タ 、 あ る い は キャ ラク タ と キャ ラク タ と の 重ね 合 
わせ も 完璧 に 行わ れ て いる こと が わか り ま す 。 ス クロ ー ル は 、 動 か な い 痛 景 い 、 1 
回 お き に 動く 背景 ②、 毎 回 動く 背景 3③ の 3 重 ス クロ ー ル で す 。 

それ ぞ れ の マッ プ は 1 面 分 し か 用 意 し て な い の で 、 デ ー タ を グル グル 回 し て スク 

ー ル させ て いま す 。 横 スク ロー ル の 場合 、 部 分 描き 換え を 縦 に 行っ た ほう が ブレ 
が 少な く な る と 『4 一 1 スク ロー ル と キャ ラク タ 」] で 書き まし た が 、 そ の た め に 
は デー タ 自 体 を 縦 に 並べ た ほう が 好都合 で す 。 


図 4-44-1 マッ プ デ ー タ の 並び と 描き 換え の 順序 


ここ で 、 マ ッ プ デー タ の 内 容 に つい て も 触れ て お きま し ょ う 。 育 景 ① (MAP00) 
は 一 番 下 に 位置 し て いま すか ら す べ て ベタ (透明 デー タ が 不要 ) で す が 、 痛 景 ② と ③ 
(MAP01 と MAPO02) の パタ ー ン は 3 種類 の タイ プ に 分 ける こと が で きま す 。 


ぐる 全 爺 明 : 空間 を 意味 し 下 の パ ター ン が 出る ニ デ ー タ 不要 
@ 部 分 透明 : 部 分 的 に 下 の パ ター ン が 出る = 透明 デー タ 十 BRGI デー 
人 ベタ : 下 の パタ ー ン は 見 えな い テ BRGI デー タ 

これ ら は パタ ー ン 番号 で 区 別 さ れ て お り 、 全 穫 明 は パタ ー ン 番号 三 0 、 部 分 庶 明 
と ベタ は ラベ バベル (背景 ひ = FPAT1、 背 景 ⑳②= FPAT2) で 区 別して いま す 。 こ こ で 
は パタ ー ン 数 が 少な いた め 、 い ずれ も 2 以降 が ベタ と な っ て いま す 。 ベタ ・ パ ター 
ン は 、 そ れ よ り 下 位 に ある パタ ー ン を 表示 し な く て いい の で 、 表 示 速 度 が 速い 上 に 
デー タ 量 が 少な い (透明 デー タ 不 要 ) と いう メリ ッ ト が あり ます 。 さら に 、 ベ タ ・ 
パタ ー ン を G.VRAM の 余り に 用 意 し て お け ば (本 プロ グラ ム で は 7D00H 以 降 を 利 
用 ) 、4 面 同時 に デー タ を 転送 する こと が で きま す 。 


ーー 科 ま あー 


た だ し 、 画 面 に 直接 転送 し て 作画 する の は 、 ベ タ ・ パ ター ン の 上 に 重なる パタ ー 
ン が な い 場 合 で 、 上 に 別 の マッ プ が 重なる 場合 に は 、 一 日 7D00H 以 降 に デー タ を 作 


成 し て か ら 転送 し ます 。 こ の ほう が 速度 効率 が いい こと は 「2 一 5 グラ フィ ッ ク = 


VRAM の 祭り 】 で 説明 し た と お り で す 。 ま た 、 キ ャ ラク タ を 表示 し な けれ ば な ら な 
い 場 合 に は 、 ソ フト ・ ス プラ イト 処理 と し て 、 こ れ と は 別に G.VRAM の 一 部 (本 プ 
ログ ラム で は 7D00Hー32XSPVAL 以降 ) に 合成 し た パタ ー ン を 前 も っ て 作成 し て 
お きま す 。 こ うす る と 、 描 き 換 え に 要 する 時 間 が 短縮 され 、 ス クロ ー ル が より きれ 

に な る か ら で す 。 も ちろ ん 、 こ の エリ ア は 通常 の G.VRAM で すか ら 、 テ キス ト 画 
面 に よっ て マス ク を し て お く 必 要 が あり ます 。 

し た が っ て 、 部 分 描き 換え と 一 口 に いっ て も 、 単 に 前 回 と 違う パタ ー ン を 描く だ 
け で は な く 、 そ の 内 容 に よっ て 処理 方 法 を 違え た り 準 備 も 必要 と いう こと で す 。 こ 
の 例 で は キャ ラク タ を 背景 の ② と ③ の 間 に 置 いて いま すか ら 、 実 際 に は 次 の よう な 描 
き 換え の タイ プ が 存在 し て いま す 。 


人 


7 D00H に 作成 後 転送 


ソフ トス プラ イト 
(デー タ を 事前 に 作成 










・ 作画 の 必要 な パタ ー ン 

・ 作画 の 不 必要 な パタ ー ン 

・ パ ター ン が 存在 し な い ン 空間 
成 : 重ね 合わ せ の 必要 な パタ ー ン 
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これ ら は 描き 換え の 際 に すぐ 判別 で きる よう 、 予 め 調べ て お く こ と が 大 切 で す 。 
さも な いと 、 描 き 換 え 時 間 が 長く な り ス クロ ー ル が 汚く な っ て し まい ます 。 そ の た 
め 、 こ うい っ た 描き 換え 情報 を 示す 専用 の マッ プ (CKMAP) を 用 意 し 、 ソ フト ・ 
スプ ライ ト の デー タ 同 様 事 前 に 作成 し て お きま す 。 そ の 内 容 は 図 4-4-2 の よう な も 
の で す 。 
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書き 換え 必要 

ソフ ト ・ ス プラ イト ・ パ ター ン 
育 景 ③ ベ タ ・ パ ター ン 

育 景 ③ パ ター ン 有 り (空間 で は な い ) 
育 景 の ベタ ・ パ ター ン 

育 景 ② パ ター ン 有 り (空間 で は な い ) 


図 4-4-2 描き 換え 情報 デー タ 
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4 一 4 EGC を 利用 し た 多重 スク ロー ル の サン プル 


デー タ は スク ロー ル の 有無 に か か わら ず 毎 回 更新 し ます 。 と いう の は 、 ソ フト ・ 
スプ ライ ト の 情報 も この 中 に 含ま れる か ら で す 。 更新 は 、 背 景 ② 一 背景 ③ の 順 で 行 
い 、 描 き 換え 不要 の 場合 で も その 他 の チェ ッ ク (ベタ か どう か プ パ ター ン の 有無 ) 
を し て お か な けれ ば な り ま せん 。 次 に 、 前 回 ソフ ト ・ ス プラ イト の あっ た 座標 は す 
べ て 描き 換え 必要 の 判定 を し ます 。 こ こ で キャ ラク タ 移 動 (座標 変化 な ど ) の 処理 
を し 、 新 た な 座標 に つい て 描き 換え 必要 及び ソフ ト ・ ス プラ イト の 認定 を し ます 。 
そし て 、 ソ フト ・ ス プラ イト 用 の デー タ を 作成 すれ ば 、 す べ て の 情報 は 整っ た こと 
に な り 、 そ れ を 基 に 必要 な 表示 を 行え ば いい わけ で す 。 

し か し 、 こ の ソフ ト ・ ス プラ イト 用 デー タ 作 成 と いう 作業 は 、 人 簡単 そう で 意外 と 
面倒 な も の で す 。 今回 は 20 の ソフ ト ・ ス プラ イト を 利用 で きる よう に し て いま す が 、 
キャ ラク タ の 座標 が 変化 する た びに 当然 この 座標 も 変化 し ます 。 一 方 、 描 き 換え は 
図 4-4-1 の 順序 で 行い ます か ら 、 デ ー タ は 表示 に 合わ せ た 並 び で 作成 し て お く 必 要 が 
あり ます 。 プ ログ ラム 中 に ある MLANK が 座標 に 順位 を 付け る ルー チン で 、 デ ー タ 
作成 は そこ で 付け られ た 順位 を 参照 し な が ら 行 う よ う に な っ て いま す 。 

ここ で は すべ て の ソフ ト ・ ス プラ イト を 利用 し て いま す が 、 常 に すべ て が 利用 さ 
れる と は 限り ませ ん 。 そ こ で 、 利 用 し な いも の の 順位 は 0 と し て デー タ 作 成 な どか 
ら 除 外す る よう に し て いま す 。 ま た 、 同 じ 座 標 に 複数 の ソフ ト ・ ス プラ イト が あっ 
た 場合 に は 、 番 号 の 若い ほう が 上 位 に 表示 され る よう プロ グラ ム で 優先 順位 を 付け 
そ W ゆ ます 。 

キャ ラク タ の 動き な ど に つい て は 簡単 で すか ら 特 に 解説 し ませ ん が 、 移 動 方 向 は 
0 = 停止 、 1 = 右 下 、 2 = 右 、 3 = 右上 、4 = ニ 左 と な っ て お り 、 乱 数 に よっ て 適当 
に 動か し て いま す 。 実際 の ゲー ム で は 巨大 キャ ラ な ども 登場 し ます が 、 こ うい う 場 
合 に は ソフ ト ・ ス プラ イト 側 で も ベタ ・ パ ター ン と 重ね 合わ せ パ ター ン と に 分 ける 
よう に する な ど 、 ま だ まだ プロ グラ ム に は 発展 の 余地 が あり ます 。 こ の 際 で すか ら 、 
と こと ん そう いっ た 可能 性 を 追求 し て みて くだ さい 。 
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【 マ ッ プ の 裏話 】 

画面 を 構成 する マッ プ は デー タ を 大 量 に 消費 し ます 。 一 概 に マッ プ が 広 け れ ば 
いい と は 思い ませ ん が 、 マ ッ プ が 広大 に な れ ば ゲー ム も 大 きく で きる の は 事実 で 
す 。 本章 に お いて マッ プ デ ー タ を 工夫 する アイ デア を 解説 し だ たのも 、 こ の よう な 
理由 か ら で す 。 

と ころ で 、 よ く ゲ ー ム の 広告 に 画面 数 (マッ プ 数 で は な い ) が 何 万 と 書い て あ 
る も の が あり ます 。 ま と も に こん な こと を し た ら 、 そ れ だ け で ディ スク が 10 枚 以 
上 必要 に な っ て し まい ます 。 実は これ 、 同 じ 構成 の マッ プ を アチコチ で 使う と い 
うこ と な の で す 。 例え ば の 話 、 4 画面 で 構成 され て いる マッ プ を 10 回 利用 すれ ば 、 
40 画 面 …… と な る わけ で す 。 

個人 的 に は こう いう マッ プ は 嫌い で すし 、 デ ー タ の 工夫 と は 認め られ ませ ん 。 
第 一 、 同 じ 構 成 の マッ プ を 違う 場所 と 判断 し な けれ ば な ら な いな ん て 不 自然 で す 。 
トラ ッ プ と し て 利用 し た り 、 距 離 感 を 出す た め に 数 回 ルー プ す る 程度 で な いと 、 
プレ イ 中 に イラ イラ し て し まい そう …… 。 こう いっ た 計算 が 成立 する な ら 、 先 ほ 
どの サン プル ・ ヌ クロ ー ル な ん て 画面 数 は 無限 で すか ら ネ 。 


【 ス ポッ ト 処 理 】 
テキ スト 画面 を 用 いた スポ ッ ト 処 理 を 第 3 章 で 紹介 し まし た が 、 グ ラフ ィ ッ ク 
画面 だ け で 完全 な スポ ッ ト 処 理 を 実現 し て いる ゲー ム も 見 か け ま す 。 難し そう で 
す が 、 多 重 ス クロ ー ル の 背景 ② の 役目 を も う 一 度 思 い だ し て くだ さい 。 

背景 ② は 下 に ある パタ ー ン の 上 に 合成 する わけ で すか ら 、 こ れ を 黒い パタ ー ン 
だ け で 作れ ば 簡単 に スポ ッ ト を 付け る こと が で きま すね 。 それどころ か 、 星 型 で 
も ハー ト 型 で も 構わ な いし 、 ス ポッ ト の 周囲 を ボカ す よ うな 本 格 的 スポ ッ ト だ っ 
て 可能 な の で す 。 

な ー ン だ …… な ん て バカ に し て は いけ ませ ん 。 こ うい っ た こと は 、 手 品 と 同じ 
で タネ を 知る 前 に 考え て こそ 価値 が ある の で すか ら …… 













【 1 バイ ト 以 下 の ス クロ ー ル 】 

最後 の 節 の 多重 スク ロー ル で は 1 回 お き に 動く 背景 め と いう の が あり まし た が 、 
これ を 毎回 1 バイ ト 単 位 で 動か す と スク ロー ル は より 美しく な り ま す 。 こ の よう 
な 場合 、 マ ッ プ を 小さ な パタ ー ン (8X8 ド ッ ト ) に し た の で は マッ プ デ ー タ も 
2 倍 に な り 処 理 も 大 変 で す 。 そ こ で 、 プ ログ ラム で マッ プ を 半分 ずつ ( 右 半 分 と 
右 隣り の 左 半 分 ) を 表示 で きる よう に し て お く と 、 毎 回 1 バイ ト 単 位 で スク ロー 
ル さ せる こと が で きま す 。 

プロ グラ ム は 常に 進化 し て いな いと 飽き られ て し まい ます 。 多重 スク ロー ル の 
基本 を 理解 し た な ら 、 そ こ に 新た な アイ デア を 盛り 込む の は 当然 の こと 。 そ れ が 
プロ グラ ム の 個性 で す 。 本 書 の プロ グラ ム が どの よう に 飛躍 する の か …… 、 マ シ 
ン 語 の 世界 に は 夢 と ロマ ン が あふ れ て いる の で す 。 
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4ー5 G り DC に こよ る ズム ー ズ ・ ズ スク ロール 





部 分 描き 換え と EGC を 駆使 し た 多重 スク ロー ル 処 理 は いか が で し た か 。 あ る い は 、 
これ で 十分 と ば か り に 満足 し て し まっ た か も し れ ま せん 。 し か し 、98 シ リー ズ に お 
ける スク ロー ル 処 理 に は 、 も う 1 つ 忘 れ て は な ら な い めい 方 法 が あり ます 。 そう で す 。 
あの 98 版 『 ス カイ ・ ブ ルー ザー』 で 用 いた GDC(Graphic Display Controller) に 
よる 画面 分 割 ス クロ ー ル で す 。 

GDC と は 初代 の PC-9801 か ら 有 用 いら れ て いる グラ フィ ックス 用 の LSI の こと で 、 
ライ ン 、 サ ー ク ル 、 ボ ックス 、 ボ ックス ペイ ント 、 ド ッ ト セ ッ ト ブ プリ セッ ト …… に 
グラ フィ ックス 処理 を 高速 に 実行 する 機能 を 有 し て いま す 。 か つて は 、 ワ イヤ ー フ 
レー ム に よる フラ イト シミ ュ レ ー タ な ど で 、 こ の GDC の 機能 が 大 い に 活 躍 し た も の 
で す 。 最近 の 機種 で は 、GDC と EGC を 組み 合わ せ て 、 さ ら に 高速 な 画面 捕 与 を 実現 
し て MY ま すら 

GDC は メイ ン CPU か ら 独 立 し た 存在 で す が 、 コ マン ド や パラ メー タ を 送る だ け で 
コン トロ ー ル で きる よう に な っ て いま す 。 1 プ O ポー ト は 、AOH/A2H を 使用 し ま 
す 。GDC は 、 同 じ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 扱っ て いる に も か か わら ず 、 割 り 付 け て ある 
G.VRAM ア ドレ ス は CPU 側 と は 異な っ て いま す ( 図 4-5-1) 。 
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ご 覧 の よう に 、GDC が 管理 し て いる G.VRAM の メモ リ 空 間 は 、CPU の ちょ うど 
半分 で す 。 こ れ は 、GDC の アク セス 単位 が ワー ド (2 バイト ) と な っ て いる た めで 
す 。 つ まり 、GDC に お いて G.VRAM ア ドレ ス が 1 違う と 、 画 面 上 で は 2 バイ ト の 違 
いと な る わけ で す 。 メ イン CPU で 扱う G.VRAM ア ドレ ス を 基準 に する と 、GDC は 
偶数 番地 か ら 2 バイ ト 単 位 で アク セス する こと し か で き な い と いう こと で す 。 

な お 、CPU が G.VRAM を アク セス する 場合 、GDC が グラ フィ ックス 画面 に 捕 与 
中 は 避け な けれ ば な り ま せん 。GDC は コマ ンド に よっ て 実行 きれ ます か ら 、 こ の タ 
イミ ング は 必然 的 に CPU 側 で 取る こと に な り ま す 。 その た め に は 、GDC の 実行 状 
態 を 把握 する 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 ポ ー ト AOH よ り 得 られ る GDC の ステ ー タ ス ・ 
フラ グ を 見 る こと で 解決 で きま す 。 図 4.5-2 を 見 て くだ さい 。 ス テー タス ・ フ ラグ の 
ビッ ト 3 が GDC 描 写 中 を 示し て いま す (b3 ニ 1 で 描写 中 )。 
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図 4-5-2 GDC ス テー タス ・ フ ラグ 
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DRAWING 


DMA EXECUTE 





〇 1 


VERTICAL SYNC 


HORIZONTAL BLANK 
LIGHT PEN DETECT 


また 、GDC 内 部 に は 16 バ イト の FIFO (First Im First Out) バッ ファ が あり 、 書 
さき 込ま れ た コマ ンド や パラ メー タ を 一 旦 こ の バッ ファ に 蓄え て 、 随 時 読み 出し て は 
命令 を 実行 し て いま す 。 し た が っ て 、 こ の バッ ファ の 状態 に も 注意 を 払わ な けれ ば 
な り ま せん 。 すなわち 、 バ パップ ファ が 空い て いる と き に コマ ンド や パラ メー タ を 送 六 
わけ で す 。 こ れ は 、 ス テー タス ・ フ ラグ の ビッ ト 2 で 調べ る こと が で きま す (b2=1 
と 

で は 、 実 際 に GDC を 使っ た スク ロー ル を 行っ て み ま し ょ う 。 ラ イン や サー クル 
な ど に つい て は 、 い ろ い ろ な 本 で 頻繁 に 紹介 され て いま す の で 本 書 で は 省き ます 。 
この スク ロー ル は 、EGC を 利用 し た ソフ トウ ェ ア ・ ス クロ ー ル と は 異な たり 、 い わ ゅ ゆ 
る ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル で す 。 す な わ ち 、G.VRAM の 内 容 は 全く 変化 させ ず に 、 
画面 の 表示 開始 位置 を ずら すこ と に よっ て 、 見 か け 上 スク ロー ル し て いる よう に 見 
せ て いま す 。 


AREA2 AREA2 AREA2 


図 4-5-3 を 見 て くだ さい 。 GDC を 使う と 、 こ の よう に グラ フィ ッ ク 画 面 を 任意 の 
アド レス (ワー ド 単 位 ) で 2 分 割 し て 表示 する こと が で きる の で す 。 こ の 時 、B,.R.G.] 
各 プ レー ン に 対す る オフ セッ ト ア ドレ ス の 0 が 表示 され る 位置 は 、 常 に AREA1 の 左 
上 と いう こと に な り ま す 。 こ こ で 境界 を 徐々 に ずら し て いけ ば 、 画 面 は スク ロー 
し た よう に 見 えま す 。 こ れ が 、 ハ ー ド ウェ ア ・ ス クロ ー ル の 実体 で す 。 

GDC コン トロ ー ル は 、 出 力 ポ ー ト か ら コ マン ド と パラ メー タ を 送っ て 行い ます 。 
コマ ンド 用 の ポー ト は AOH、 パ ラメ ー タ 用 の ポー ト は A2H で す 。 ス クロ ー ル ・ コ マ 






回 了 回 
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ンド は 70H と な っ て いま す 。 「 

さて 、 コ マン ド の 次 に 送る パラ メー タ で す が 、 こ れ は 少々 複 雑 で す 。 ま ず 、 画 面 
を 図 4-5-4 の よう に AREA1、AREA2 に 2 分 割 し て 、 各 分 割 画面 の 開始 アド レス と ラ 
イン 数 を それ ぞ れ SAD1、98L1 と SAD2、8L2 と し ます 。 ス クロ ー ル ・ コ マン ド の パラ 
メー タ は 図 4.5-5 の よう に な っ て いま すか ら 、 こ れ を 順番 に 送り ます 。 こ うし て パ 
ラメ ー タ を 連続 的 に 変化 きせ る こと で 、 ワ ー ド 単位 の 滑ら か な スク ロー ル が 実現 さ 
れる わけ で す 。 ス クロ ー ル に 関す る コマ ンド ププ パラメータ の 送信 手順 は 次 の と お り 
ag 
を スクロール コマンド を ポー ト AOH へ 送る 

スク ロー ルコ マン ドー70H 


( 注 ) コマ ンド の 下位 4 ビッ ト の RA は GDC 内 部 の RAM ア ドレ ス を 示し 、 第 1 
パラ メー タ を 格納 する アド レス (RA=0) を 与え を ます 。 こ の アド レス は 、 
パラ メー タ 入 力 毎 に 自動 的 に イン クリ メン ト ( 十 1 ) され ます 。 

を る スク ロー ルコ マン ド に 対す る パラ メー タ を 次 の 順 で ポー ト A2H へ 送る 
Q①SAD1L= ニ AREA1 ト ッ プ アド レス の 下位 バイ ト 
②SAD1H=AREA1 ト ッ プ アド レス の 上 位 バ イト 
③SL1L =AREA1 の ライ ン 数 の 下位 4 ビッ ト を 上 位 4 ビッ ト と し た 値 
(b3 一 b0= テ 0000) 
④SL1H = ニ AREA1 の ライ ン 数 の 上 位 6 ビ ッ ト を 下位 4 ビッ ト と し た 値 
b7 : 1 に よる イン クリ メン ト を 選択 (DAD 十 2=0) 
b6 : IM ビッ ト (5MHz で 1、2.5MHz で 0) 
⑤SAD2L= ニ AREA2 ト ッ プ アド レス の 下位 バイ ト 
⑥SAD2H=AREA2 ト ッ プ アド レス の 上 位 バ イト 
⑦SL2L = ニ AREA2 の ライ ン 数 の 下位 4 ビッ ト を 上 位 4 ビッ ト と し た 値 
(b3 一 b0 テ 0000) 
⑧SL3H = ニ AREA2 の ライ ン 数 の 上 位 6 ビ ッ ト を 下位 4 ビッ ト と し た 値 
b7 : 1 に よる イン クリ メン ト を 選択 (DAD 十 2=0) 
b6 : IM ビッ ト (5MHz で 1、2.5MHz で 0) 


SAD1 一 - 
AREA1] SL1 

! 

SAD2 一 1 
AREA2 SL2 


図 4-5-4 表示 画面 と の 対応 
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回 妥 回 回 回 回 回 回 TEP ピ 


ド 細 還 Ra 還 RA:GDC 内 部 の RAM ア ドレ ス 


| 2 |- SL1L mk 人生 。 間 慈 
| ゅ IM SL1H ーー 


| 4 | eg SAD2L と 
SAD2H ー ャ 
| | ここ SL2L Se < 和 0 0 0 

IM 一 SL2H も 


1 


キ 











表 示 制 御 L/R 制 御 
2 クロ ッ ク に 1 回 表示 アド レス を イン クリ メン ト CSRFORM コ マン ド の 規定 値 使用 
4 クロ ッ ク に 1] 回 表示 アド レス を イン クリ メン ト LR テ 0 に 強制 


IM:Image 






と ころ で 、PC-9801 シ リー ズ も BE ン FE、VM、VX、RA、…… と 機能 が アッ プ し て 
きま し た 。GDC に 関し て も 、 現 在 で は 動作 クロ ッ ク に 5MHz と 2.5MHz の 2 通り が 
あり 、 ユ ー ザ ー が 選択 し て 使用 で きる よう に な っ て いま す 。5MHz モ ー ド で あれ ば 、 
単純 計算 で 2.5MHz の 2 倍 の 描写 速度 が 得 ら れる こと に な り ま す が 、 そ れ ぞ れ の モー 
F ド は ディ ッ プ スイ ッ チ 2 番 の 8 に よっ て 選択 し ます (OFF で 2.5MHz、ON で 5MHz) 。 
変更 に 際 し て は シス テム を 再起 動 し な けれ ば な り ま せん 。 

な お 、 ク ロッ ク 数 を 切り 換え た 場合 、 さ ら に GDC へ の パラ メー タ も クロ ッ ク に 
対応 させ る 必要 が あり ます 。 ス クロ ー ル ・ コ マン ド の 場合 、2.5MHz で IM ビッ トー0、 
SMHz で IM ビッ トニ = テ 1 と な り ま す 。 も ちろ ん 、 こ こ で の プロ グラ ム (LIST 42) も ディ ッ 
プ ・ ス イッ チ の 状態 に よっ て 両者 を 区 別 す る よう に し て あり ます 。 ま た 、MS-DOS の 
グラ フィ ッ ク ド ライ バ を 使っ た グラ フィ ックス シス テム の 初期 化 作 業 で は 、GDC の 
2.5MHz を サポ ー ト し て いな いた め に 、 こ の 場合 に 限っ て ROM 内 ルー チン を 利用 し 
て いま す 。 で は (LIST 4-2) を 実行 し て み ま し ょ う 。 


ーー 請 計 ーー 
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の 7 骨 じ ンク 


・ 炒 玉 来 末 求 来 来 来 氷 来 来 氷 氷 来 来 求 来 末 来 来 素 来 来 来 来 来 来 来 求 来 氷 玉 氷水 


LIST4-2 * 


ま 
・ 素 来 素 末 米 炒 求 来 来 求 炒 素 素 末 求 玉 素 米 来 氷 氷 来 氷 氷 氷 氷 来 来 素 来 氷 氷 氷 氷 


FXTRN GSTAT:NEAR,GMD16:NEAR,GTERM:NEAR 
CODE SEGMENT PUBLIC 
ASSUME CS:CODE,DS:CODE 
PRINT MACRO STRING 文字 列 出力 用 マク ロ 定 義 
MOV DX,OFFSET STRING 
MOYV AH,09 
I NT 21H 
FNDM 
GDCOUT MACRO REG ii:GDC へ の パラ メー タ 出 力 用 マク ロ 定 義 
IFIDN (REG) ,(AH) 
XCHG AL,AH 
ENDIF 
0UT 0AOH,AL 
nOD 
nOD 
FNDM 
VRAMNM MACRO VSEG :G.VRAM へ の WRITE 
1OCAL NOTM 
MOYV AX ,VSEG 
MOV AX 
XOR AX ,AX 
SHR DX , 1 
JNB NOTW 
MOV AX,0AAAAH 
NOTM: MOV CX。25*40 
PUSH DI 
RFP STOSM 
POP DI 
FNDM 
CETKEY MACRO 1 文 字 入力 
MOYV DL,OFFH 
MOV A 9 
INT 21H 
FNDM 
FSCKY EQU 1BH i LESC] キー の アス キー コー ド 
PMAIN: CLD 
CALI GS AT ・ グ ラフ ィ ッ クシ ステ ム ・ ス ター ト 
JB TEXII 異常 終 了 で あれ ば TEXIT へ 
IN AL,31H :ALーSW2 
TEST AL,80H :GDC の クロ ッ ク ・ チ ェ ッ ク 
JE HZ5M :5MHz な ら HZ5M へ 
MOYV AX ,4200H : グ ラフ ィ ッ ク 画 面 モ ー ド 設定 コマ ンド を セッ ト す る 
MOYV CX,0C000H :640X400 ド ッ ト 8 色 モー ド 設 定 
NT 1 8H :・ROM 内 ルー チン ・ コ ー ル 
MOY GDCMD,0 sk 
JMP HZ25 ツ Wo St 
HZ5M: CALL  GMD16 1 
TB TFX IT 8 ミ る 了 で あれ ば TEXIT へ 


ーー 


HHZ25< 


も Fa 


SIRI1: 


よ BAA15 


SCLDOT 
SCLPTC 
SCLAD]1 
SCLNO] 
SCLNO2 
GDCMD 


SCROLL 


FIFOCK: 


CALDAT: 


START: 


TXCLR 
CX ,16 


HAIKEI 
DI,25*80 
CX 

TLP2 
SCROLL 


AL,ESCKY 
STR] 1 
GTERM 
TKEEP 
AX,0C00H 
21H 
AX,4C00H 
21H 


2 
SCLDOT*40 


0 


0 
40H 


VWAIT 
AL,0A0H 
AL,4H 
FIFOCK 
AL,70H 
0A2H,AL 
ST,SCLAD1 
SIT,SCLPTC 
SCLAD1,SI 
CX,SCLDOT 
ST,4000H 
CALDAT 
AX,AX 
SCLNO1,AX 


A 
DI,4000H+3E80H 


SCLAD1 ,DI 
DI,SCLPTC 
BX,190H 
SCLNO2,BX 
BX,CX 
DX,CX 
START 
BX,SCLNO1 
PX,CX 
SCLNO1 ,BX 
DX,SCLNO02 
DX,CX 
SCLNO2,DX 
DI,4000H 
CX 。4 
AX,SI 

AL 

AH 

AX,DX 
AX,CL 
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・ テ キス ト 画 面 ク リア 
{ 背景 の 描画 


- ス クロ ー ル 
1 文字 入力 


1 | ESC キキ 一 が 押さ れ て いな けれ ば STRT1 へ 


グラフィック シ ステ ム の 終了 

: テ キス ト 文 字 の 属性 を 元 に 戻す 
| キー ボー ド ・ バ パッ ファ ・ ク リア 
1 MS-D0S シ ステ ム へ 戻る 
:SCrolL DOT number 
:SCrolL PiTCh 

:SCrolL ADdress 1 

:SCrolL NO ] 


:SCrolL NO 2 
*GDC モ ー ド 


・ ウ ェ イ ト 


GDC バ ッ フ ァ の 空き チェ ッ ク 


スク ロー ル ・ コ マン ド の 送出 


答 パ ラメ ー タ の 更新 


GDC へ パラ メー タ を 送出 


SCROLI 


VWAIT 


VMAIII: 


VWA12: 


VMAIT 
HAIKEI 


HAIRT: 
HAIKEI 


TXCLR 


TKEEP 


CODE 
STACK 
STACK 


BLUE 
BLUE 


RED 
RED 


GREEN 
GREEN 


ITSTY 
ITSTY 


GDCOUI 


い 
GDCOUI 
OR 
GDCOUTI 
RET 
ENDF 


LABEL BYTE 
DB 


DB 


LABEL BYTE 
DB 


ENDS 


SEGMENT 


DW 
ENDS 


SEGMENT 


ENDS 


SEGMENT 
ENDS 
SEGMENT 
ENDS 


SEGMENT 
ENDS 


END 


AL 
AH,GDCMD 


AL 
AH,GDCMD 
AH 


AL,0AOH 
AL,20H 
VWAIT1 
AL,0A0H 
AL,001000005B 
VWAT2 


DX,CX 
BLUE 

RED 
GREEN 
CL,GDCMD 
HAIRI 
LISTY 


BL。 2 すず 
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ウェ イト 


{ 背景 の 描画 


: テ キス ト ・ ク リア & 文字 の 属性 の 保存 


1BH。"【s”" 1BH,」"【[)5h” 1BH。" [1)h$" 


: 文 字 の 属性 の 復元 


18H。 【u 1BH。 り 51 。1BH。 21 


STACK 
100H 


DUP(?) 
AT 0A800H 
AT 0B000H 


AT 0B800H 


AT 0E000H 


ー 電 一 


: ス タッ ク ・ セ グ メ ント の 定義 


:B 面 の セグ メン ト の 定義 


:R 面 の セグ メン ト の 定義 


:G 面 の セグ メン ト の 定義 


: | 面 の セグ メン ト の 定義 








ーー コ 、 mm 
第 5 章 魅惑 の 大 型 ダ ラフ ィ ッ クス 
いわ ゆる CG (コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス ) と アク ショ ン ・ ゲ ダ ゲーム 
で 使わ れる パタ ー ン 画 と の 境界 線 は どこ に ある の で し ょ うか 。 ど ちら も 
同じ グラ フィ ッ ク 画 面 に 描か れ た 絵 で あり 、 略 い を 明確 に 規定 する も の 
は あり ませ ん 。 

と は いえ 、CG で は デー タ を メモ リ に 保存 し 切れ な い ほ ど 大 きい 絵 …… と 
いう ば く 然 と し た 認識 は ある よう で 、 一 音 前 に は C ビ と いえ ば BASIC の 
LINE,PAINT,PSET 命 令 に よっ て 描か れる の が 普通 で し た 。 こ れ が 人 徐々 
に マシ ン 語 化 さ れ 、 高 速 ラ イン ルー チン と か 高速 ペイ ント ルー チン な ど 
が 開発 され た の で す 。 こ の まま の 状態 が 続け ば 、 パ ター ン 画 は G.VRAM 
に 直接 デー タ を 入れ る も の 、CG は ライ ンプ ペイ ント で 描く も の と いう 定 
義 が で き て いた か も し れ ま せん 。 

"の が 、 そ れ が すでに 過去 の 話 で ある こと は 明らか で す 。 い まで は 、 ラ 
イン ペイ ント で は 作画 不可 能 な ドッ ト 絵 も 登場 し 、 し か も 当然 の よう 
に 高速 に 表示 され て いま す 。 そ こ に どの よう な 進歩 が あっ た の か 、 過 去 を 
ちょ っ ぴり 気 に し な が ら 身 近 に な っ た C で を エン ジョ イ し ちゃ いま し ょ う 。 
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Ta 


スズ スキャナ に よる 内 人 稼 入 力 





実際 の 表示 方 法 が ライ ンプ ペイ ント で あれ 何で あれ 、 大 き な 絵 を 画面 に 描く 前 に 


は それ な り に 原画 (下絵 ) を 準備 する の が 普通 で す 。 い き な り 真っ 里 な 画 
う の は 、 ど ん な に 優秀 な グラ フィ ッ ク ・ ツ ー ル を 使 お うと 、 全 体 の 構図 が つか み に 


Pb Po お 
ぬ CG の 基礎 工程 と いえ る で し ょ う 。 
人 2 ペー ドウ 
ア 的 な サポ ー ト が な いこ ろ は 、 透 明 ラ ッ プ に 原画 を 写し て ディ スプ レイ に 貼り 付け 、 
それ を な ぞ る よう に デジ タイ ズ し た も の で す 。 非常 に 原始 的 な 方 法 で す が 、 こ れ で 
も 方 眼 紙 に 描い た 絵 か ら 座 標 を 求め る より は 楽 だ っ た の で す 。 

その 後 、 色 々 な 画像 入力 装置 (デジ タイ ザー な ど ) が 開発 され まし た が 、 い ま 最 
ゃ 注目 を 浴び て いる の が イメ ー ジ スキ ャ ナ で す 。 こ れ は 、 写 真 や 絵 を コピ ー 機 の よ 
うな も の で 読み 取り 、 そ れ を 紙 で は な く 画 面 上 に 複写 する も の で す 。 発売 当初 は か 
な り 高 価 な 商品 だ っ た た め 、 個 人 で 所 有する に は 相当 勇気 が 要り まし た が 、 最 近 は 
白黒 専用 の 普及 品 か ら 本 格 的 な カラ ー ス キャ ナ ま で 種類 も 豊富 に 各社 か ら 発売 され 
る よう に な り ま し た 。 

こう いっ た 状況 か ら 、 ゲ ー ム で 使用 きれ る CG に は 【 原 画 】 一 【 ス キャ ナ 取 り 込 み 】 
ーー 【 ド ッ ト 修 正 ノ 着色 】 と いう 作画 工程 が 確立 され 、 デ ジ タ イ ズ の 苦労 は 大 幅 に 軽 
半 本 書 で も 、 hoo 

に 紹介 する グラ フィ ッ ク ・ ツ ー ル 単独 で も 従来 方 式 の 作画 は 可能 で す 。 た だ し 、 
ER 


憶 し て くだ さき W。 


で は 、 現 在 び の よう な スキ ャ ナ が 市 販 さ きれ て いる の か 、 い くつ か の 製品 を 見 な が 
ら 特 徴 を 比較 し て み ま し ょ う 。 い ずれ の 機種 も 特別 な が イン ター フェ ー ス ボー ド は 必 
要 と せ ず 、RS-232C の イン ター フェ ー ス に 接続 する だ け で 使用 で きま す 。 
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人 PC-IN505 移 NEC (日 本 電気 ) 








人 PC-IN506 人 NEC (日 本 電気 ) 








全 PC-PR406HS 移 NEC (日 本 電気 ) 
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\138.000 (税別 ) 


読み 取り 方 式 : 原稿 固定 型 平面 操作 方 式 

読み 取り サイ ズ : A6 判 (最大 105x160mm) 

読み 取り 線 密度 : 90 一 400 DPI (10DPI ス テッ プ ) 
210DPI 以 上 は 200DPI の デー タ を 
拡大 処理 

階 調 :・ 2 値 、 疑 似 中 間 調 (ディ ザ 1.2.3) 
中 間 調 (2,4.8,16,32,64 階 調 ) 

カラ ー 読 み 取 り : RGB 面 順次 

外形 : 340(W) 220(D) X100(H) mm 


\228.000 (税別 ) 


読み 取り 方 式 : 原稿 固定 型 平 面 操作 方 式 

読み 取り サイ ズ : A4 判 (最大 203x297mm) 

読み 取り 線 密度 : 5 て 320 DPI (1DPI ス テッ プ ) 

階 調 : 2 値 、 疑似 中 間 調 (ディ ザ 1.2) 
中 間 調 (2,4,8,16,32,64 階 調 ) 

カラ ー 読 み 取 り : RGB 面 順次 プ RGB 線 順 次 

外形 : 500(W) X360(D) X146(H) mm 


\138.000 (税別 ) 


読み 取り 方 式 : 原稿 移動 型 シ リア ル 走 査 方 式 

読み 取り サイ ズ : B4 判 (最大 205x297mm) 

読み 取り 線 密度 : 90.160.180 DPI 

階 調 : 2 値 、 疑 似 中 間 調 (ディ ザ ) 
中 間 調 (4.8,16 随 調 ) 

プリ ンタ 部 : 日 本 語 カ ラー 熱転写 

外形 : 410(W) X246(D) ※X103(H) mm 


ー 他 ま 一 


例 HS7RI 金 





オム ロン \39,.800 (税別 ) 


読み 取り 方 式 : スキ ャ ナ 手 動 走査 方 式 
読み 取り サイ ズ : A6 幅 (最大 105mm) 
読み 取り 線 密度 : 90.120,160,180,200,240,300, 


400 DPI 
200DPI 以 外 は 200DPI の デー タ を 
縮小 拡大 処理 
階 調 : 2 値 、 疑 似 中 間 調 (ディ ザ ) 
外形 : 146(W) X111(D) X40(H) mm 


例 HS10RII 移 オム ロン \49.800 (税別 ) 





H 


み 取 り 方 区 : スキ ャ ナ 手 動 走査 方 式 

読み 取り サイ ズ : A6 幅 (最大 104mm) 

読み 取り 線 密度 : 90.120,160,180,200,240,300, 
400 DPI 
200DPI 以 外 は 200DPI の デー タ 
を 縮小 拡大 処理 

階 調 : 2 値 、 疑 似 中 間 調 (ディ ザ ノ 誤差 
拡散 ) 

外形 : 130(W) X70(D) X41(H) mm 


リ り 


コビー 機 型 、 プ リン ター 体型 、 ハ ン デ ィ 型 と 、 本 体 タ イプ の 違い が それ ぞ れ 読み 
取り 方 式 の 違い に な っ て いま す 。 コ ピー 機 型 以 外 は 、 読 み 取り 位置 を 一 定 さ せる こ 
と が 難し い の で 、 同 じ 絵 を 階 調 を 変え て 読み 取 ろ うと し た 場合 な ど 、 あ る 程度 の ズ 
レ が 生じ る の は 避け られ ませ ん 。 ユ ニー ク な の は プリ ンタ と 一 体 に な っ て いる PO-P 
R406HS で 、 ハ ガキ サイ ズ の も の な ら 読 み 取 り デ ー タ を 記憶 し 、 そ の まま プリ ント ア 
ウト する こと が で きま す 。 こ れ は パソ コン を まっ た く 介 さ な い の で 、 ス キャ ナ 機 能 
を 利用 し た 簡易 コピ ー 機 と いっ て も いい で し ょ う 。 た だ し 、 読 み 取り は プリ ンタ 用 
紙 を 送る よう に 行い ます か ら 、 本 や 箱 な ど に 印刷 され た も の を 読み 取る こと は で き 
ませ ん 。 
読み 取り 線 審 度 の DPI (Dot Per Inch) と いう の は 、 1 インチ ( 約 25mm) を 何 
ッ ト に 分 解 し て 読み 取る か と いう 単位 で す 。 例 えば 、200DPI は 1 イン チ を 200 ド ッ 
に 分 解す る こと で すか ら 、 1 ミリ 当り に 換算 する と 約 8 ドッ ト で す 。 グ ラフ ィ ッ 
画面 は 横 640 ド ッ ト で すか ら 、 読 み 取っ た 通り に 表示 すれ ば 画面 幅 い っ ぱい (640 
ドッ ト ) が 約 8cm に 相当 する わけ で す 。 現在 普及 し て いる ディ スプ レイ は 14 イ ン 


ド 
ト 
グ 
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ナ (対角線 長 ) の も の が 主流 で すか ら 、 感 覚 的 に は 8 cm が 24 一 25cm に 拡大 表示 され 
た こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 原 画 の サイ ズ イ メ ー ジ を 生か す な ら ば 、70DPTI 前 
後 が 最適 と いう こと に な り ま す が 、 原 画 を 描く 前 に サイ ズ 合 わせ を し て 感覚 を 把握 

し て お お おく 《 ど ゆい で も しょ う 。 

階 調 の 2 値 と は 、 原 画 を 完全 に 日 黒 で 識別 する も の で 、 中 間 色 (灰色 な ど ) は 
濃度 に よっ て 白 か 黒 の どちら か に な り ま す 。 こ れ を カバ ー す る の が 疑似 中 間 調 で 、 
ディ ザ 法 に よっ て 濃淡 を 表現 し ます 。 デ ィ ザ 法 に つい て は 、 各 製品 の マニ ュ ア ル に 
詳し い 説 明 が な され て いま すか ら 、 こ こ で は 省き ます 。 要 する に 、 ド ッ ト 密 度 に よっ 
て 濃淡 を 表現 する 方 法 の こと で 、 新 聞 の 白 黒 写真 を 虫 メ ガ ネ で 拡大 し た よう な も の 
2 6 

一 方 、 中 間 調 識別 機能 が ある も の は 、 濃 淡 を レベ ル で 識別 する こと が で きま す 。 
例え ば 16 階 調 の 場合 で あれ ば 、 曰 一 灰色 (14 レ ベル ) 一 黒 と 16 レ ベル に 分 け て 読み 
取る こと が で きる わけ で す 。 た だ し 、PC-9801 の 場合 は 最大 で 16 色 し か 表現 で きま 
せん か ら 、 実 際 に は この 機能 を カラ ー で 使い こなす こと は で きま せん 。 

な お 、 カ ラー 読み 取り の で きる PC-IN505/PC-IN506 に は RGB 面 順次 と RGB 線 
順次 と いう 区 別 が あります 。 こ れ は カラ ー を プレ ー ン 順 (GR-B) に 3 回 読ん で 
いく か 、 1 ライ ン ず つ 3 回 読ん で いく か と いう 違い で す 。 構造 的 に キャ リッ ジ ( 読 
み 取 り 部 ) が 3 往復 する 面 順次 方 式 で は 、 微 妙 に ドッ トカ ラー が ズレ る 人 危険 性 が あ 
り ま す が 、 線 順次 な ら 確 実に カラ ー を 捕らえ る こと が で きま す 。 た だ し 、640X400 
ドッ ト 程 度 で は その 心配 は な いと 考え て いい で し ょ う 。 現在 は 価格 的 な こと か ら 面 
順次 方 式 が 普及 し て いま す が 、 将 来 は 線 順次 方 式 が 主流 に な る と いわ れ て いま す 。 

さて 、 ス キャ ナ の 種類 や だ いた い の 特 徴 は 理解 で きた と 思い ます が 、 実 際 に スキ ャ 
ナ を 使う た め に は スキ ャ ナ か ら の デー タ を 受け 取る プロ グラ ム が 必要 で す 。 つ まり 、 
RS-232C イン ター フェ ー ス を 通じ て 送ら れ て きた デー タ を 受け 取り 、 そ れ を G.VR 

M に 入れ る と いう プロ グラ ム で す 。 


RS 一 232C と ケー ブル 





スキ ャ ナ PC 一 9801 ディ スプ レイ 


スキ ャ ナ か ら デ ー タ を 愛 け 取り 
ディ スプ レイ に 表示 する プロ グラ ム が 必要 


PC-IN505/506 に は PC-9801 と PC-88VA 用 の ソフ トウ ェ ア が ディ スク で 提供 され 
て いま す が 、 そ れ 以 外 の 製品 に は ソフ トウ ェ ア の サポ ー ト が あり ませ ん 。 一 応 プ ロ 
グラ ム を 組む た め の 情 報 が 各 マ ニュ アル に 載っ て いま す が 、 マ シン 語 に 相当 精通 し 
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て いな いと 目 分 で プロ グラ ム を 組む の は 難し いか も し れ ま せん 。 と いう の は 、 一 日 
に デー タ の 受け 取り と いっ て も 、 実 体 は スキ ャ ナ と いう 外部 機器 を コン トロ ー ル す 
る こと だ か ら で す 。 ス キャ ナ の 仕様 を 理解 する だ け で な く 、RS-232C を 通し て コマ 
ンド や デー タ を 送受 信 で きる だ け の 知識 も 要求 きれ て いま す 。 それ に 、 ゲ ー ム に 直 
接 関 写し な いこ と を 、 こ こ で 長 々 と 解説 する だ け の ゆとり も あり ませ ん 。 

それ な ら ば 、 そ うい っ た 細か な こと を 解説 する より 、 使 いや すい ツー ル に し て 提 
供し た ほう が いい …… と いう こと で 、 本 書 で は すべ て の 製品 に 使用 で きる PC-9801 
専用 の ソフ トウ ェ ア 「『SCAN98| を 用 意 し まし た 。 詳し い 操 作 方 法 は 最後 の 節 で 解 
記し ます が 、 単 に デー タ を G.VRAM に 入れ る だ け で な く 、 次 の よう な 特殊 機能 が 追 
加 さ れ て いま す 。 


① 表示 方 向 の 縦 / 横 指定 

スキ ャ ナ で 読み 取っ た デー タ を 、 縦 方 向 (上 か ら 下 ) で も 横 方 向 ( 左 か ら 右 ) 
で も 表示 させ る こと が で きま す 。 こ の 機能 に より 、 読 み 取 り 幅 の 小さ い ス キャ ナ で 
も 、 横 長 の 原画 を 読み 取れ る こと に な り ま す 。 
② 1/2 縮小 表示 

14 イ ンチ ディ スプ レイ の 場合 、90DPI が 最小 で は 原画 を 拡大 し た イメ ー ジ で し 
か 表示 で きま せん 。1/2 縮小 表示 機能 を 利用 する こと に より 、 表 示 サ イズ を 細か く 
設定 で きる よう に な り ま す 。 
(3③ カラ ー ス キャ ナ へ の 対応 

モノ クロ 、 カ ラー ( 面 順次 、 線 順次 ) いずれ に も 対応 で きる よう に し て あり ま 
す 。 


こう し て 取り 込ま れ た 画像 は 、 即 座 に グラ フィ ッ ク ・ ツ ー ル 「『PMAN98] で エディ ッ 
ト で きる よう 環境 を 整え て あり ます 。 も ちろ ん 、 人 作成 し た 絵 は 保 存 ノ 再現 が 自由 自 
在 で す 。 そ の 秘密 は ……。 次 の 節 に 書い て あり ます 。 
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オモ チャ 箱 を ひっ くり 返し た よう な 乱雑 な 部 屋 で も 、 そ の 気 に な っ て 整理 を すれ 
ば 案外 すっ きり と まとまる も の で す 。 で は 、 こ こ で いう | 整理) と は 、 い っ た い 何 
を どう する こと な の か …… な ん て 難し く 考 えな が ら 片 付け る 人 は いな いで し ょ う 。 
た いて い は 無意識 の うち に 同じ 種類 の も の を まとめ て いる は ず で す 。 

し か し 、 大 人 と 子供 で は 整理 能力 が 違う よう に 、 バ ラバ ラ の 中 か ら 共 通 項 を 発見 
する と いう の は 意外 と 知 的 作業 な の で す 。 例 えば 、 本 箱 に 本 を し まう に し て も 、 幼 
児 は た だ 並べ る だ け で す が 、 や が て 種類 別に 分 ける こと を 覚え ます 。 も う 少 し 大 き 
く な る と 、 発 行 月 順に 並べ た り 、 背 の 順に 並べ た り 、 あ る い は よく 読む 順に 並べ た 
り …… と 、 か な り 個 人 差 が 現れ て きま す 。 こ うな る と 、 一 概 に どれ が 最善 の 整理 法 
と いう こと は で きま せん 。 

つま り 、 共通 項 と いう も の は 必ず し ゃ 一 定 し た も の で は な く 、 ア イデ ア と 状況 に 
より 変化 する も の な の で す 。 グラ フィ ッ ク 画 面 を フル に 使え ば 、80 ( 横 ) X 400 
( 縦 ) X4 (プレ ー ン ) テ 128000 バ イト と いう 大 量 の デー タ が G.VRAM に 納まっ て 
いあ こと 区 恋 り ます 。 こ の まま アー ダ 棚 すれ は 。 モ ダメ ント 2 つの 分 の まる まる デー 
タ 領 域 に な っ て し まい ます 。 そこで 、 共 通 項 を 捜し て デー タ を まとめ 、 表 示す る 時 
に 元 の 変 に 展開 し よう と いう の で す 。 こ れ が デー タ 有 圧縮 ノ 展 開 の 基本 で す 。 

問題 は 、 本 の 並べ 方 の 例 で も わか る よう に 、 す べ て に 最適 と な る 圧縮 法 は な いと 
いう こと で す 。 あ る 絵 に 対し て は 強力 な 圧縮 が か か る の に 、 別 の 絵 に 対し て は 圧縮 
どこ ろか 逆 に デー タ が 増え て し まう と いう こと だ っ て ある の で す 。 次 の デー タ 圧 縮 
法 は 、 連 続 し た 同じ 数 値 に 対し 圧縮 を か ける と いう 、 最 も 基本 的 な 圧縮 サン プル で 


圧縮 前 の デー タ : 55 55 55 55 55 12 FEF FF FEF Ff 
圧縮 後 の デ ー タ : 55 55 03 12 FF FEF 02 


ここ で の 圧縮 サイ ン は 同じ 数 値 の 連続 で す 。 同 じ 数 値 が 2 つ 続 いた ら 、 次 の 数 値 
で その 値 が あと いく つ 連 続 す る か を 示し て いま す 。 こ の 圧縮 法 に より 、 こ の 例 で は 
10 個 の デー タ が 7 個 に な っ て いま す …… が 。 


圧縮 前 の デー タ : 55 55 FEF FE 55 55FF FF 55 55 
圧縮 後 の デ ー タ : 55 55 00 FEF FF 00 55 55 00 FEF FEF 00 55 55 00 


今度 は 、 圧 縮 ど ころ か デー タ が 増え て し まい まし た 。 圧縮 に は 、 こ うい っ た 危険 
性 が 常に 潜ん で いる の で す 。 ご 存じ の 方 も いる か も し れ ま せん が 、 以 前 ある 雑誌 で 
[グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ 圧縮 コン テス ト 』 と いう も の を 企画 し た こと が あり ます 。 そ 
れ は 3 枚 の 課題 絵 を 提供 し て 圧縮 率 を 競い 合う と いう も の で す が 、 コ ン テ ス ト で す 
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か ら 有 圧縮 法 は 応募 者 に よっ て すべ て 違い ます 。 そ の 結果 、 絵 に よっ て 順位 は バラ バ 
フラ に な る こと が 事実 と し て 確認 され た の で す 。 こ れ は 、 あ る 程度 予測 し て いた こと 
で し た が 、 こ れ ほ ど ハ ッ キ リ と 絵 の 影 響 を 受け る と は 思っ て いま せん で し た 。 

し か し 、「 だ か ら 汎 用 の 圧縮 法 は 存在 し な い |] と いう の で は あり ませ ん 。 この 事 
容 が 示し た こと は 、「 総 合 し て 優秀 な も る の が 最も 汎用 性 の 高い 圧縮 ルー チン で ある | 
と いう こと の 裏返し な の で す 。 こ れ か ら 紹 介する 圧縮 法 は 、 私 が 全力 を 投入 し て 開 
発し た バー ジョ ン を 一 部 (か な り ) カッ ト し た も の で す が 、 そ れ で も 十分 に 実用 に 
面 える も る の で す 。 カ ッ ト し た 理由 は 、 ペ ー ジ 数 の 問題 が 最大 の も の で す が 、 さ ら に 
独 目 の ア イデ ア を 追加 し て ほし いと いう 希望 も も ちっ た か ら で す 。 それ が な けれ ば 上 圧 
閑 ル ー チ ン を ソー スリ スト で 紹介 する 意味 が な く な っ て し まう で し ょ う 。 

な お 、 こ こ で の 圧縮 は 数 ある 圧縮 法 の 中 の 一 例 で あり 、 す べ て の 圧縮 が 似 た よう 
な 考え 方 に 基づい て いる と いう わけ で は あり ませ ん 。 例え を ば 、 ス キャ ナ を 購入 する 
と マニ ュ ア ル に は 多段 階 圧縮 法 と いう ビッ ト 単 位 の 圧縮 の 説明 が あり ます が 、 デ ー 
タ を まっ た く 違 う 視 点 か らち まとめ て いま す 。 た だ 、 多 段階 圧縮 は カラ ー グ ラフ ィ ッ 
クス に 適し た 圧縮 で は な いた め 、 そ の まま ゲー ム 等 に 応用 する の は 有効 と は いえ ま 
せん 。 と は いえ 、 こ の 考え 方 を 基本 に 独自 の 工夫 改良 を 加え て ゲー ム 用 の 圧縮 と し 
た 例 も あり ます か ら 、 興 味 の あ る 方 は スキ ャ ナ の マニ ュ ア ル を よく 読ん で 参考 に す 
る と いい で し ょ う 。 

で は 、 本 書 の 圧縮 法 で 使わ れ て いる 圧縮 デー タ の 構造 を 示し ます 。 デ ー タ は 、 
G.VRAM の 内 容 を 1 バイ ト ず つ 縦 方 向 に 読ん で いま す が 、 こ れ は 画面 が 絵 で ある こ 
と か ら 横 方 向 より 縦 方 向 に 共通 性 が 高い か ら で す 。 よ くわ か ら な り い 場合 は 、 図 5-2-1 
か ら ど ちら の ペン 先 が 絵 を 描き や すい か 考え て くだ さい 。 


ーー 


ペン 先 の 面積 は 同じ 5-2- 1 
※ 黒 1 つ が 1 バイ ト の G.VR AM に 相当 し て いる 


一 般 的 な 圧縮 の 基本 は 前 後 の デ ー タ と の 共通 性 で す が 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 場合 
は 前 後 の デ ー タ だ け で な く 、 他 の プレ ー ン の デー タ も 比較 の 対象 と な り ま す 。 実は 、 
これ が グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ 有 圧縮 の 最大 の ポイ ント で 、 単 に 他 の プレ ー ン と 同じ か 
どう か を 調べ る だ け で も か な り の 効果 が あり ます 。 さ ら に 、 他 の プレ ー ン デー タ を 
AND や XOR を 取っ て か ら 調 べ る と 、 そ こ に は 複数 の 共通 性 が 存在 し て いる こと も 
あり 、 ど れ を 選択 する か は まさ に 思考 ゲー ム と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 ここ 
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で は 、 そ うい っ た すべ て の 可能 性 を 追求 し て は いま せん し 、 複 数 の 共通 性 の 中 か ら 
必ず し も ゃ 最良 の 選択 が な され て いる と も 限り ませ ん 。 この先 、 ど こま で アイ デア と 
効率 を 追求 で きる か 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 は ここ か ら が 真 の スタ ー ト と い 
える で し ょ う 。 も ちろ ん 、 私 自身 も 新た な アイ デア と アル ゴリ ズム に よる 構想 は 完 
了 し て いま す 。 あ と は 、 そ れ を プロ グラ ミン グ す る きっ か けが 必要 な だ け で す 。 そ 
の きっ か け と は ……、 読 者 の 皆さん に よっ て 私 の 圧縮 法 が 過去 形 に な る こと で す 。 
オリ ジ ナ ル な 圧縮 法 の 発見 開発 の 朗報 を お 待ち し て いま す 。 

それ で は 、 本 プロ グラ ム で の 圧縮 デー タ の 構造 と 、 圧縮 の サイ ン を 紹介 し まし ょ 
ブ 。 


圧縮 デー タ の 構造 
圧縮 デー タ は 、 セ グ メ ント DATSEG1 の オフ セッ ト ア ドレ ス DTOP か ら 、 最 大 で 
DTMAX だ け 生 成 さ れ 、 そ れ を 越え る デー タ は 無視 され ます 。 
DTTOP : プレ ー ン 別に デー タ の 有無 、A/B 圧 縮 の 区 別 を する 





※A/B に つい て は 圧縮 の サイ ン の 項 参照 
史 図 5-2-2 


DTTOP 二 1  : 横 バイ ト 数 

DTTOP 十 2  : 縦 ラ イン 数 

DTTOP 十 4  : 圧 縮 デ ー タ 識別 コー ド (1234H 固 定 ) 
DTTOP+6  : 予 備 


DTTOP+†53  : 予備 
DTJOP 十 54… : 圧縮 され だ た データ 


圧縮 の サイ ン 
圧縮 の サイ ン は デー タ の 上 位 / 下 位 が 同じ 数 値 の 場合 (A 圧 縮 三 すべ て 、B 圧 縮 
00,FEF,55,AA,33,66.99,.CC の み ) で 、 そ の 次 に 連続 する デー タ 数 が 示さ れ ま す 。 ポイ 
ント は この 連続 数 の 数 え 方 で 、 一 定 の 男 囲 内 で 数 える こと に よっ て 圧縮 の 内 容 に 変 
化 を つけ て いま す 。 
例え ば 、 連 続 数 の 範囲 ([][] の 部 分 ) が 81-ーFFR と な っ て いれ ば 、 ビ ッ ト 7 が 圧 


ー 1 電 一 


縮 の 内 容 を 示す フラ グ で 、1 一 7F が その 連続 する 数 と いう わけ で す 。 も し 、 連 続 す 
る 数 が | の 鞭 囲 を 越え る 場合 は 、[ 上 上] を その 男 囲 で の 最大 値 と し た 上 で 、 次 の 2 
バイ ト ( 提 # # 草 の 部 分 ) で 連続 する 総数 を 表し ます 。 

X と Y は 1 バイ ト の 数 値 の 上 位 あ る い は 下位 4 ビッ ト の こと で 、XX ニ = 上 位 ノ 下 
位 が 同じ 数 値 、XY= テ 上 位 / 下 位 が 違う 数 値 と いう 意味 で す 。 ま た 、 デ ー タ (XX) 
が ロー テー ト す る 場合 は (※) で 示し 、55,AA に つい て は 1 ロー テー ト 、 そ れ 以 外 
の 数 値 は 2 ロー テー ト し ます 。 


災 B (ブル ー) 面 & | (輝度 ) 面 





00 00 XY XY の 連続 
00 の 連続 
FF の 連続 
XX の 連続 (※) 
XX の 連続 


文 R (レッ ド ) 面 


XY の 連続 

0 0 の 連続 

B 面 と 同じ デー タ の 連続 
FF の 連続 

XX の 連続 (※) 

XX の 連続 

B 面 AND XX の 連続 

B 面 AND XX の 連続 (※) 


日 (### 才 
HU ## 
HU(#### 
HH( ## 
HUH( ### 
HH( ## 
HH( 絆 絆 
HH # 


支 G (ゲリー ン ) 面 


XY の 連続 

00 の 連続 

B 面 と 同じ デー タ の 連続 
FF の 連続 

R 面 と 同じ デー タ の 連続 
XX の 連続 (※) 
XX の 連続 

B 面 AND XX の 連続 

R 面 AND XX の 連続 

B 面 AND XX の 連続 (※) 
R 面 AND XX の 連続 (※) 


HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 
HH(# 


表 を 見 た だ け で は 圧縮 の 特徴 が わか ら な いか も し れ ま せん が 、 こ れ は 主 に グラ フィ ッ 
クス の ペイ ント され て いる 部 分 に 共通 性 を 求め た も る の で す 。 つ まり 、 ゲ ー ム 等 に 使 
用 され て いる 一 般 的 な グラ フィ ックス に 対し て 効果 的 な 圧縮 と いう こと で す 。 ま た 、 
RG 面 に つい て は 他 面 の デー タ を 参照 し て デー タ を 作成 する こと が で きま すか ら 、 
実際 に は ペイ ント 以外 の 部 分 に 対し て も 圧縮 を か け て いる こと に な り ま す 。 参考 ま 
で に 圧縮 の サン プル を 載せ て お きま す の で 、 表 と 照ら し 合わ せな が ら デ ー タ 構造 を 
確認 し て くだ さい 。 





5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


圧縮 の 例 
圧縮 前 圧 巡 後 
B 面 FF,FF,FF,FF,FF,FO,FO,FO,FO,FO,FO,73 つ FF,05,00,00,F0,06,73 
R 面 55,AA,55,AA,55,A0,50,A0,50,A0,50.22 つ 55,CC 
G 面 33,33,33,33,33,FO,FO,FO,FO,FO,F0,73 一 33,65,00,87 
ーー を 


I 面 FF,FF,FF,FF,FF,FF,FF,FO,FO,FO,FO,FO FF,07,00,00,EFO0,05 


この 場合 、 トータル し て 48 の デー タ が 19 に 圧縮 され て いま すか ら 、 約 40% の 圧縮 
率 と いう こと に な り ま す 。 こ こま で 圧縮 の 特徴 を 知る と 、 き っ と 色々 な 疑問 や アイ 
デア が 浦 い て くる か も し れ ま せん 。 た だ 、 圧縮 も 他 の プロ グラ ム 同 様 、 推 定 結果 と 
実行 結果 が 違う こと が よく あり ます 。 い いと 思っ て 投入 し た アイ デア が 、 結 果 的 に 
役に立た な いと わか る の は プロ グラ ム を 組ん で か ら の 話 で す 。 疑問 や アイ デア は 机 
上 の 空論 に 終わ る こと な く 、 ぜ ひ プ ログ ラム と し て 自分 の 目 で 結果 を 確認 し て くだ 
さい 。 お そら く 、 そ れ は 単に 圧縮 理論 の 向上 に な る だ け で な く 、 プ ログ ラミ ング 技 
術 が 飛躍 する チャ ンス と な る で し ょ う 。 

な お 、 こ こ で 作成 する プロ グラ ム (LIST 5-1) は 、 オ ブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル 形式 
に し て あり ます か ら 、 利 用 する 場合 に は 他 の プロ グラ ム と リン ク さ せる こと に な り 
ます 。 こ の うち 、 圧縮 展開 プ ログ ラム は 次 の 節 で 紹介 する グラ フィ ッ ク ・ ツ ー ル 
に お いて 実際 に 画面 の ロー ド プ セー ブ 用 と し て も 使用 し て いま す 。 

また 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ ツ ー ル (PMAN98) の オプ ジェ クト ・ フ ァイル も 格納 し て 
あり ます か ら 、 オ リ ジ ナ ル な 圧縮 ノ 展 開 プ ログ ラム を 作成 し た 場合 で も 、 次 に あげ 
る ラベ ル 名 さえ 同じ で あれ ば 、 リ ン ケ ー ジ が 可能 と な っ て いま す ( な お 、 リ ンク 時 に 
は 、PMAN98.0BJ と LIST5-1.0BJ の 他 に LIST1-0.0BJ と LIST2-1.0BJ が 必要 と な り 
まず )。 


※* ネ グラ フィ ッ ク ツ ー ル 「『PMAN98」 で 使用 し て いる ラベ ル 名 


XSIZE 圧縮 の 横 バ イト 数 

YSIZE 圧縮 の 縦 バ イト 数 

DTADR 圧縮 デー タ ・ エ ンド ・ ア ドレ ス 
PTOP ) 圧縮 画面 の 左上 アド レス 
OVERS オー バー・ フ ロー・ サ イン 


DPRES 圧縮 用 プロ シー ジャ 名 
OPEN3 展開 用 プ ロ シ ー ジ ャ 名 
DATSEG1 圧縮 デー タ 格 納 エ リア セグ メン ト 名 (コン バイ ン ・ 


タイ プ に PUBLIC を 指定 する ) 
DTOP 圧縮 デー タ 格 納 エ リア の 先頭 オフ セッ ト ・ ア ドレ ス 
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・ 水 米 玉 玉 玉 ※ 炒 玉 米 玉 米 玉 米 玉 玉 玉 玉 来 来 米 玉 米 玉 米 玉 末 米 来 来 来 来 ※※ 
・ ネ LIST5-1 ※ 


> 素 来 来 来 来 氷 来 来 氷 氷 来 求 氷 求 求 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 炒 氷 氷 末 氷 素 氷 素 玉 氷 


PUBLIC XSIZE,YSIZE,DTADR,PTOP,DPRES,0PEN3,DTOP,0VERS 
CODE SEGMENT PUBLIC 

ASSUME CS:CODE,DS:DATSEG1 
PTOP DW 0 : 圧 縮 画面 の 左上 アド レス 
XSIZE DB 80 圧縮 の 横 バ イト 数 
YSIZE  DM 400 圧縮 の 縦 ラ イン 数 
DTADR DMW 0 : 圧 縮 デ ー タ エン ドア ドレ ス 
DDTOP DM OFFSET DTOP : 展 開 / 表 示 デ ー タ 先頭 アド レス 
XYPOS DM 0 : 展 開 / 表 示 の 左上 アド レス 
AT0P DM () : 入 圧縮 の デー タ エ ン ド 
BTOP D 0 :B 圧 縮 の デー タ エ ン ド 
DCONT DR 0 : デ ー タ 圧縮 中 の サイ ン 
OVERS DB 0 i オ ー パ ー フ ロー サイ ン 
BLUE EQU 0A800H iB 面 セク メン ト ア ドレ ス 
RED EQU 0B000H ir 
GREEN EQU 0B800H | FT すま に 
ITSTY EQU OF000H 「 正 縮 エ リア の 最大 値 
DTMAX EQU OFE00H ( 縮 デ ー タ スタ ー ト 値 
DSTART EQU 6 [ 
DPRKES: ASSUME DS:DATSEG1 :AX 王 DATSEG1 

MOY AX,DATSEG1 :DSAX=DATSEG1: 圧 縮 デ ー タ 用 セグ メン ト 

MOV DS,AX 

MOV AL,11111111B 

MOYV DTOP,AL 

MOV AL,CS:XSIZE デー タ エ リ ア 初 期 化 

MOV DTOP+1,AL 

MOYV AX,CS:YSIZE 

MOV MORD PTR DTOP+2,AX 

MOV AX,1234H 識別 コー ド :1234H で あれ ば 圧縮 デー タ と する 

MOYV MORD PTR DTOP+4,AX 識別 コ ー ド を 格納 する 

MOYV BX,OFFSET DTOP+DSTART 着 

MOYV CS:DTADR,BX : デ ー タ エン ドア ドレ ス 初 期 化 

MOV CS:0VERS,0 : オ ー バ ー フ ロー サイ ン 初 期 化 

MOV BX,OFFSET BPRES ( 

MOY DX,OFFSET TOBPR B 面 を 圧縮 

MOYV AX , BLUE 

CA PDATA 

HH 

MOV DX,OFFS ロ 

MOYV AX,RED 0 

CALL PDATA 

MOYV BX。OFFSET CPRES 

MOV DX,OFFSET TO 

MOV AX,GREEN IE 

CALI PDATA 

NAK BX,OFFSET BPRES 

DX,OFFSET TOB ' 

MOYV AX,。】TSTY 「 面 を 人 圧 縮 

CALI PDATA 

RFT 


PDATA: 


NDATA: 


RBIT2: 
RBIT4: 


RBIT6: 


ABCHK: 


ABCK2: 


CHKUD: 


CKUD2: 


UDPON 


CS:KPOINT,BX 
CS:KRETAD,DX 
CS:KPLANE,AX 
] ATEA 

NDATA 

TATEB 

BX ,CS:ATOP 
Ss ELOP 
BX,DX 

$+5 

TATEA 
CS:DTADR,DX 


BX,OFFSET DIOF 


AX,CS:KPLANE 
AX,GREEN 
RBIT4 

AX, RED 

RBIT2 
AX,ITSIY 
RBIT6 


BYTE PTR [BX] ,0FEH 
BYTE PTR [BX] ,0FBH 
BYTE PTR [BX],OEFH 
BYTE PTR [BX] ,0BFH 


開 叶 18 
$+3 
AL,OFEFH 
$+3 
AL,55H 


$+3 


AL,0AAH 
+3 


AL,33H 
$+3 
AL ,66H 
$+3 


Al,, 99H 
$+3 


AL,0CCH 
$+3 


0C8D0H 
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A 圧 縮 を 実行 し 無 デ ー タ (すべ て 00H) な ら 
NDATA へ 


B 圧 縮 を 実行 し A 圧 縮 と 比較 し て いい 方 
を 採用 する 


無 デ ー タ の 場合 に 先頭 デー タ の フラ グ で 示す 


に に に ーー ュ * ビビ] ーー ャ に に ーー ェ ーー* ーー* に ーー* マー* に ーー* ーー テー* に ーー ェ * に に ーー* ー・ に ーー 


て AB 圧縮 に つい て 上 位 ノ 下位 が 同じ か 
| 否 か を 調べ る 
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TATEA: MOV AX,20FH 


MOY CSiSBIT11,AX 
MOV AX,80FH 1 
の RG | A 圧 縮 の た め の 初期 化 
MOV し S2 SB は 1101 AI【 
MOV AX,800FH 
MOYV CS:SBIT71,AX 
MOV BX,OFFSET ATOP 
MOV DX,OFEFSET TYPRA 
MOV CX,OFFSET TYPGA 
MOV AX,0C8D0H 
J MP TATE 
TATEB: MOY AX,O0FD27H 
MOYV に 93 OIL 1 た 
MOV AX,0F727H 
MOV し NE MD 1 は 。 角 人 え 
MOV AX.ODF27H 、 B 圧 縮 の た め の 初 期 化 
MOYV CS:SBIT51 AX 
MOV AX,07F27H 
MOV CS:SBIT71 ,AX 
MOV BX,OFFSET BTOP 
MOV DX,OFFSET TYPRB 
MOY CX。OFFSET TYPGB 
MOYV AX,0C3C3H 
TAT ド <・ MOV CS:UDPON,AX 
MOV CS:KTATE4 ,BX 
1 細 粒 笠 仙 
* 2 ぅ を な プログ ラム プ ワ ー ク エリ ア 
MOV CSkKTYPEG,CX 『 0 
MOYV BX,CS:DTADRKR 
MOY BP,CS:KTATE4 
MOYV CS: [BP+0] ,BX 
AOR AL,AL 
MOV CSiDCONT , AI 
MOYV CS:KDTCKO ,AL 
MOV BX,OFFSET DTOP 
MOV AX,CS:KPLANE 
MOYV UN 
CMP AX , RED 
Jk SBI13 
CMP AX,GREEN 
JE SBIT5 
CMP 時 され も の は 
JE SBIT7 
SBIT]1: 
DB 80H 
SBIT11 DM 020FH 
JMP TPRESS . 
SBIT3・ { 夫 頭 デー タ に A プ B の フラ グ を セッ ト 
DB 80H 
SBIT31 DM 080FH 
J MP TPRESS 
SBIT5: 
DB 80H 
SBIT51 DM 200FH 
J MP TPRESS 
1 且 衝 人 - 
DB 80H 
SBIT71 DM 800FH 
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IPRESS: 


BNORIM: 
BNORM2: 


BPRES: 
BPRE4・: 


SAMS1 ・ 


SAMSL: 


SAMSLZ: 


DCON] : 


BPRO: 


CALL 
MOV 
MOV 


KPREG 


BX ,CS 


DH,0 


YSIZE 


:DTADR 


CSiKPOINT 


BX 
BYTE PTR 〔BX] ,4 


BX 
[BXJ ,DL 
DX 


BYTE PTR [BX] ,0 
DBX 
BYTE PTR [BX] ,0 
B 


INC1F 
SAMSL 


AL, 1 


CS: DCONT, AL 


LBX] , AL 
BX 


ーー]108 一 
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{データ 圧縮 開始 


{ 通常 の デー タ 処 理 (B 面 ) 


'| デー タ の 上 位 ノ 下位 が 共通 の 場合 


それ ぞ れ の ルー チン へ 


前 回 と デー タ が 違え ば BNORM へ 


【 同じ デー タ の 連続 が 3 回 以下 な ら 


BNORM 十 2 へ 


'| 同じ デー タ が 4 回 以上 連続 し た 場合 
'| の 処理 


還っ ラ ッ otz1 


BSAML: 


TOBPK: 


TOBPKR1: 


BPRI1x 


BPR2: 
BPR22・ 


BSPL は 5 


BSPLZ 


BSPO: 
KBSPO 


BSP02・: 


RPRES: 


RPRE4: 


RNKW: 


BYTE PTR [BX] ,1 


DCON1 
TDATA 


AL,AL 


CS:DCONT ,AL 


CH AL 
DH,AL 
AL,DL 
BPRE4 


AX,9090H 


BPR22 


AX,0C8D0OH 
CS:KBSPO,AX 
[BX] , DL 

BX 


BYTE PTR [BX] ,1 
DH,DL 


B う 
BYTE PTR [BX] ,82H 


TDATA 


'+ 00H ま た は FFH が 連続 し た 場合 の 処理 


圧縮 処理 の 終了 


:55H ま た は AAH が 連続 し た 場合 の 処理 


け 上位 下位 が 同じ デー タ で 連続 し た 場合 
'| の 処理 


1 圧縮 が 次 の 維 列 に な っ た 場合 の 処理 


CL 三 00H な ら RNEW へ 





》 
ャ 
》 


+ CL 王 0FFH な ら CFENT へ 、 そ れ 以 外 な ら 
CXENT へ 


》 
》 


デー タ が B 面 と 同じ な ら BSET0 へ 


TYPRA: 


KPRFG 
AL,ES: [BX] 
KPREG 


re 科 ー 
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デー ター00H な ら PR000 へ 


デー タ が 「B 面 AND CL」 な ら BSETX へ 


TYPRB: 


KPREG 
KPREG 


KPREG 
AL,ES: [BX] 
KPRE 


KPREG 
KPREG 


ーー 紀 一 


! デー タ が 「B 面 AND CL」 な ら BSETX へ 


RCKE: 


RNORMZ: 
RNORM: 


TORPK: 
TORPRI: 
TORPRZ: 


RPRX: 


RPRO00: 


RPRO1: 
RXXOL: 


AL,DL 
AL,OFFH 
RPRF 


CHKUD 
RPRX 


CH,0 

[ BX] ,DL 
BX 
BX,DTMAX 
$+5 
MOVER 


DH,DL 
RPRES 


AL, AL 
CS: DCONT ,AL 
CH AL 
CL AL 
DH, AL 
RPKRE4 


LBX] ,DL 
DX 


BYTE PTR [BX] ,1 
DH, DL 
じじ 。4 
TDAT1 
$+5 
ROTER 
DL , AL 
人 ま 1。 
RXSSR1 
AL,DH 
RXSS01 
TORPR1 


:data=00 


DBX 
BYTE PTR [BX] ,1 
TDA11 


AL,AL 
TORPR 
DCON1 
BYTE PTR [BX] ,2 
TDATA 
AL, AL 
TORPR 
INC17 
RXAOL 


一 過 替 一 


Peer 
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:f デ テー ターFFH な ら RPRF へ 


サ デー タ の 上 位 ノ 下位 が 等 し けれ ば RPRX へ 


ル 上位 ノ 下位 の 違う デー タ が 4 桁 以上 連続 


し た 場合 は SAMST へ 


| 越え た ら MOVER へ ) 


圧縮 ルー ル か ら デ ー タ が 連続 し た 場合 の 処理 


上 位 ノ 下位 が 同じ デー タ の 2 回 目 を チェ ッ ク 


+ デー ター0 の 圧縮 処理 


RPRF: MOYV 【BX] , AL 
INC BX 


MOYV BYTE PTR [BX] ,1 

CALL TDAT1 

CMP AL,OFFH “ 

JRE TE 「 デー タニ FFH の 圧縮 処理 


RPRF1: CALL DCON1 
MOV BYTE PTR [8BX] ,2 
TDATA 


RXXFL: CALL 
CMP AL,OFFH 
JNE TORPR 
CALL INC1F 
J MP RXXFL 
RXSS0: DEC BX 
MOV [BX] ,DH 
INC BX 
MOYV AL,DH 
INC AL / 
1 
C 上 位 ノ 下位 が 同じ デー タ の 圧縮 処理 
JE RFRO1 '| (デー タ は ロー テー ト し な い ) 
RASS01: CALL DCON1 
MOV BYTE PTR [BX] ,82H 
RXSOL: CALL TDATA 
CMP AL,DH 
JE $+5 
J MP TORPR 
CALL INC8A 
J MP RXS0L 
RXSSR: DEC BX 
MOY [BX] ,DH 
INC BX 
RXSSR1: CALL DCON1 
MOYV BYTE PTR 【[BX] ,2 
MOV じ L 。DL 
RXSRL: CALL TDATA ィ 上 位 / 下 位 が 同じ デー タ の 圧縮 処理 
JB $+5 | (デー タ は ロー テー ト す る ) 
CALL ROTERK 
CMP も も し 
JE $+5 
J MP TORPR 
CALL INC17 
JP RXSRL 
BNXXO: DEC BX 
MOV AH,CS:KEQBO 
MOY [BX] ,AH 
INC BX 
MOV BYTE PTR [BX] ,0B2H 
CALL DCON1 
BXLP0: CALL TDATA 
MOV DL , AL 
MOY AL,CL [ テー タ が 「B 面 AND CL」 の 場合 の 圧縮 処理 
CALL KPREG '| (CL は ロー テー ト す る ) 
MOY BP, BLUE 
MOY ES , BP 
AND AL,ES: [BX] 
MOV BP , RED 
MOV ES, BP 
CALL KPREG 
CMP AL,DL 
JE $+5 
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BNXXR: 


BXALPR: 


BSAME: 


BSMLP: 


CFENI : 


BSETO: 


TORPR1 
INCBB 
BXLPO 


BX 
AH,CS:KEQB1 
[BX] ,AH 

BX 


BYTE PTR 〔BX] ,0C2H 


DCON1 


ES,BP 
AL,ES: 【BX] 
BP , RED 


BX 

六 PTR 〔BX] ,0 
BYTE PTR 〔BX],82H 
DCON1 


ま 。 

AL,ES: [BX] 
BP , RED 
ES,BP 
KPREG 

$+5 
TORPR1 
INC8F 
BSMLP 


BX 
BX,OFFSET _RNEW 
ーー 


AL,DL 
CFENTO 


BX,OFFSETI DATFF 
CS:KBFFPO,BX 


ーー な 一 
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デー タ が 「B 面 AND CL」 の 場合 の 圧縮 処理 
(CL は ロー テー トト する ) 


デー タ が B 面 と 同 じ 場 合 の 圧縮 処理 


B 面 と 同じ で 上 位 / 下 位 が 違う 場合 の 
2 回 目 の チ ェ ッ ク 


B 面 と 同じ で 上 位 / 下 位 が 違う 場合 は 
RCKE へ 


POP BX 


MOV DH,DL 
MOV BYTE PTR [BX] ,0 
INC BX 
二 (BX],81H '{ 2 回 目 の デ ー タ が B 面 と 同じ か どう か を 
MOV DL,AL | チェ ッ ク す る 
CFENTO: CALL KPREG 
MOV BP,BLUE ・ 
MOV ES, BP ・ 
CMP AL,ES: [BX] 
MOY BP , RED 
MOV ES, BP 
CALL KPREG 
JE BSAME 
J MP CSxKBFFPO 
DATFF: CMP AL,DH 
JNE $+5 
J MP RXSS0 
HOY CL,DH | 2 回 目 の デー タ が 前 回 (ロー テー ト を 含む ) と 
2 時 [ | 同じ か どう か を チェ ッ ク 
JNE $+5 
J MP RXSSR  、 
INC BX | 
J MP TORPR2 
CXENT: MOYV AL,90H ( 
MOYV CS:KTRPO1 ,AL 
0 1 Ba 『 「B 面 AND CL」 と 同じ で 上 位 ノ 下位 が 
9 | 違う 場合 の 2 回 目 を チェ ッ ク 
MOV CS:KBXXPO,BX 
POP BX 
J MP CXENT0 
BSETX: MOYV 「 1 半 二 の 
MOV CS:KEQB0O ,AL 
0 人 ぅ AL | 「B 面 AND CL」 と 同じ で 上 位 ノ 下位 が 
MOV FS 'BP "| 違う 場合 は RCKE へ 
MOV AL,DL 
CALL ABCHK ・ 
JE $+5 
JMP RCKE [ 
PUSH  BX ' 
MOV BX,OFEFSET DATXX 
MOV CS:KBXXPO,BX 
POP BX 
MOYV AL, 43H 
MOV CS:KTRPO1 AL 
MOV DH,DL 
MOYV [BX] ,CL 
INC BX 
MOV BYTE PTR [BX] ,0C1H 
CALL TDAT1 
JB $+5 
CALL ROTER 
MOV DL , AL 
CXENTO: MOV AL し 。 じ し 
CALL KPREG | 
1 YE 2 回 目 の デ ー タ が 「B 面 AND CL」 (ローテート 
AND AL,ES: [BX] 含む ) と 同じ か どう か を チェ ッ ク 


DATXX: 


KIRPO1 


GPRES: 


GPRE4: 


GPCFF : 


TORPR2 
AL,CL 


CS:KBROCK ,AL 
CS:KRROCK,AL 
CS:KXXOCK,AL 
CS:KEQGO,AL 
CS:KEQG1 AL 
CS:KEQG2, AL 
CS:KEQG3,AL 
CS:KEQG4,AL 


TDATA 


ーー 一 
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プロ グラ ム 上 の ワー クエ リ ア を 初期 化 


タ (G 面 ) を リー ド 同 一 縦列 内 な ら CL 


| デー 
|] レジ スタ を ロー テー ト 
1 CLーFFH な ら GRCFF へ 


rt CL 王 00H な ら GNEW へ 


7 CH の ビッ ト 7 テ 1 な ら BRSCK へ 


r CH の ビッ ト 6 三 1 な ら BSAM へ 


・ CH の ビッ ト 5 テ 1 な ら RSAM へ 


+ CH の ビッ ト 7 テ 1 な ら CFFBR へ 


2 回 目 の デ ー タ が 前 回 (ロー テー ト 含 む ) と 
同じ か どう か を チェ ッ ク 


'! CH の ビッ ト 6ー1 な ら CFFB へ 


GNEW: 


CFFB 
CFFR 


CL,OFFH 


ES 。 
AL,ES: [BX 
$+5 

CKBRFE 

BP, RED 


ES ,BP 
AL,ES: [BX] 
KPREG 


ー2208 一 





旨 
・ CH の ビッ ト 5 三 1 な ら CFFR へ ヘ へ 


KPREG 
AL,ES: 【BX] 
KPREG 


KPREG 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
Mt 

$+5 


ーー 
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せ デー ター0 ま た は B ン R 面 と 共通 (AND も 含む ) 


TYPGA: 


RSEIX 
CS:KTYPEG 


K G 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
AL,DL 

$+5 


ーー ーー 


KPREG 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
AL,DL 

$+5 

CKBRX 
AL,44H 
CL,AL 
KPREG 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
AL,DL 

$+5 

CKBRX 
AL,0BBH 
いし 。 AL 
KPREG 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
AL,DL 

$+5 

CKBRX 
AL,0EEH 
CL。AL 
KPREG 
493 


ーー 半 M 
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t B ノ R 面 と 共通 (AND も 含む ) な ら そ れ ぞ 
| の ルー チン シン ヘ へ 


よ ま UBS 


GCKE: 


GNORO: 
GNORM: 


GDAOF: 


GSAML: 


GUPOF: 


TOGPR: 
TOGPR1: 


LBX〕 , AL 


BYTE PTR [BX] ,1 
DCON1 

TDATA 

AL,DL 

TOGPR 

INC17 

GSAML 

DL , AL 

BX 

AL, AL 
1 


ーー 人 ー 


ニュ ーー ] ー・ マテ ・ デュ マー* ーー テー ェ * デュ に マー ー ェ ーー ーー ター ーー・ マ ェ ・ ーー* ー ェ ーー* ーー に] マー* ee ee ニュ ーー テー・ に ビン に に 


デー タテ FFH ま た は 上 位 / 下 位 が 等 し けれ ば 
それ ぞ れ の ルー チン へ 


同じ デー タ が 4 ケ 以 上 連続 し た 場合 は 
SAMT へ 


通常 の デー タ 処 理 (アド レス が DTMAX を 
越え た ら MOVER へ ) 


デー ター00H ま た は FFH の 場合 の 圧縮 処理 


圧縮 ルー ル か ら デ ー タ が 人 逸脱 し た 場合 の 処理 


ROTER: 


RO111: 


KPOINT 
KRETIAD 


KBXXPO 
GDAXX・ 


SROTXZ: 
ROIXX・ 


GSACK: 


SAMFX・ 


SSAMXZx 
SAMXX: 


OFFSET BPRES 
OFFSET TOBPK 
OFFSET ATOP 
OFFSET TYPRA 
OFFSET TYPGA 
BLUE 


0 
OFFSET DATFE 
OFFSET DAIXX 


[BX] ,DL 


し 
TDAT1 
$+5 

ROTERK 
DL ,AL 
AL し 。 し し 
GSACK 


BYTE PTR [BX] ,2 
DCON1 


TDATA 
AL,DH 
$+5 

TOGPR 
INC45 
SAMXX 


BX 
BYTE PTR [BXJ,1 
DH,DL 
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'+ CL レジ スタ の 値 を ロー テー ト す る 


7 りす 


「| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 
「| 1 回 目 ニ 上 位 ノ 下位 が 同じ 


上 位 ノ 下位 が 同じ デー タ の 圧縮 処理 
(デー タ は 中 ーー テー ト す る ) 


上 位 ノ 下位 が 同じ デー タ の 圧縮 処理 
(デー タ は ロー テー ト し な い ) 


GUPOF 
BYTE PTR 〔BX] ,42H 
DCON1 


ーー 導き 一 


SBXXO・ 
BXXLO: 


BSSTX: 


SRKXX0・ 
RXXLO : 
CRANDO: 


SBXXR: 
BXXLR: 


BRSTX: 


SRXAXR: 
RXALR: 


CRANDR: 


BYTE PTR 〔BX] ,62H 
DCON1 


TDATA 
DL , AL 
AL,CL 
KPREG 
BP,BLUE 


ES, BP 
AL,ES: [BXj] 
BP,GREEN 


ES , 

AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 
KPREG 
AL,DL 

$+5 

TOGPR1 
INC77 
RXXLO 

BYTEF PTR [BX] ,82H 
DCON1 


ES , BP 
AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 


BYTE PTR [BX] ,0C2H 
DCON1 


TDATA 
$+5 

ROTER 
が お 。 系 


AL,CL 
KPREG 


ー214 一 


Feー 


サ デー タ が 「B 面 AND CL」 の 場合 の 圧縮 処理 
「| (CL は ロー テー ト し な い ) 


| (CL は ロー テー ト し な い ) 


1 デー タ が 「B 面 AND CL」 の 場合 の 圧縮 処理 
| (CL は ロー テー ト す る ) 


| デー タ が 「R 面 AND CL」 の 場合 の 圧縮 処理 
| (CL は ロー テー ト す る ) 


MMXXO: 
WXXLO・ 


TRCON: 


TRDCO : 


MWXXR: 
MXXLR:・ 


ES ,BP 
AL,ES: [BX] 


! 

SHOR] RXXLR 

BYTE PTR [BX] ,62H 
DCON1 


ES , BP 
AL,ES: 〔BX] 
BP ,GREEN 
ES,BP 
KPREG 
AL,DL 
TRCON 
AL,CL 
KPREG 
BP,RED 


ES,BP 
AL,ES: [BX] 
ES 


6 
SHOR1 WXXLO 
AL,CS:DCONI 
AL 
TRDCO 
BX 


BX 

BYTE PTR [BX] ,10H 
CRANDO 

BYTE PTR [BX] ,82H 
DCON1 


ーー 
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| デー タ が 「B 面 AND CL」「R 面 AND CL」 と 
{ 同じ 場合 (CL は ロー テー ト し な い ) 
'| 長く 連続 する ほう を 求め る 


TRCON2: 


TRDC00: 


BSAM: 


JBROCK: 


AL,CL '| デー タ が 「B 面 AND CL」「R 面 AND CL」 と 
KPREG '| 同じ 場合 (CL は ロー テー ト す る ) 
BP , RED '| 長く 連続 する ほう を 求め る 


ES,BP 
AL,ES: 【BX】 
BP,GREEN 
ES , BP 


INC8B 

SHORT WXXLK 
BX 
AL,CS:DCONT 
AL 

TRDC00 

BX 


DBX 

5 PTR 〔BX] ,40H 
X 

CRANDR 


AL,ES: [BX] 人 2 回 目 の デ ー タ ・ チ ェ ッ ク (CL は ロー テー ト す る ) 
BP,GREEN | 1 回 目 =「B 面 AND CL」 と 同じ 、 上位 ノ 下位 
ES, BP "| は 違う 


B 
AH,CS:KEQGO 
すま , AH 


bB 
SPXXR 


CL。CS:KBROCK 

も 

KPREG 

BP ,BLUE 

PS DP 

AL,ESx [BX] 
KPRFG 7 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト し な い ) 
BP。GREEN | 1 回 目 三 「B 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 ノ 下位 
ES , BP | は 違う 


ーー 締 ー 


RSAM: 


JRKROCK: 


BRSCK: 


TWXXAR・ 
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ES , BP 

AL,ES: 【BX] '| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト す る ) 
BP,GREEN 「| 1 回 目 =「R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 ノ 下位 
ES , BP '| は 違う 

KPREG 

AL,DL 

JRROCK 


BX 
AH,CS:KEQG1 
[BX] , AH 
BX 

SRXXR 
CL,CS:KRROCK 


BP,GREEN '| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト し な い ) 
ES , BP '[ 1 回 目 三 「R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 ノ 下位 
KPREG '| は 違う 


SCKRM '| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト す る ) 
人 1 1 回 目 三 「B/R 面 AND CL」 と 同じ 、 
D | 上 位 ノ 下位 は 違う 


KPREG 還 Eo 
BP ,RED | 2 回 目 一 「B 面 AND CL」 で な い 場 合 


ES , BP 
AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 
ES , BP 


BX 
AH,CS:KEQG2 
[B 


BX 
SBXXR 
BX 


ーー 


SCKRM: 


JXXOCK: 


BSETXX: 


AH,CS:KEQG3 
[BX] ,AH 


WWXXR 


AL 。CL 

KPREG 

BP , RED 

ES 。 BP 

AL,ES: [BX] 

BP,GREEN ( 

ES , DP | 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト す る ) 
「| 1 回 目 三 「B ノ R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 
| ノ 下 位 は 違う 

中 「| 2 回 目 三 「B 面 AND CL」 で な り い 場 合 

AH,CS:KEQG4 

[ BX] , AH 

BX 

SRXXR 

CL。US:KXXOCK 

AL も し 

【 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク (CL は ロー テー ト し な い ) 


KPREG 
BP.BLUE 


ES , BP 
AL,ES: [BX] 
KPREG 


1 回 目 三 "B/R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 
下位 は 違う 


たる.。 
AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 
KPREG 
AL,DL 
$+5 ' 
WWXXO 
SBXX0 


PP,GREEN 
ES,BP 


デー ター00H の 場合 は GDAOF へ 


CHKUD ル 上位 地下 位 の 場合 は GCKE へ 





ト フ 
こ = 
ト フ 
wa 


DX 
BYTE PTR [BX] ,81H 


rv 


CONCK: 


RSETIX: 


BP,GREEN 
ES , BP 


ES, 

AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 
ES,BP 


DH,DL 
【BXj ,CL 


ES , 
AL,ES: 【BX] 
BP,GREEN 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


「| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 
| 1 回 目 三 「B 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 
| 下位 は 同じ 


し! 上 位 下 位 の 場合 は GCKE へ 


BX 
BYTE PTR [BX〕,0C1H 
TDAI1 


:| 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 
-+ 1 回 目 三 「R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 
| 下位 は 同じ 


ー ズ ーー 


CKBRX: 


ES , BP 
AL,ES: [BX] 
PBP,GREEN 


0 
SHORT CONCK 


BX 
BYTE PTR [BX] ,81H 
TDAT] 


$+5 
ROTER 
DL , AL 
AL,CL 
KPRFG 
BP,BLUE 
ES, BP 


AL,FS: [BX) 
BP,GREFN 


一 5 一 





ei 


CKRBR: 


CKRBO・ 


CFFR: 


RCF00: 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


KPREG t 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 
BP , RED '| 1 回 目 三 「B ン R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 
PS 。 5P | 下位 は 同じ 
AL,ES: 【BX】 ! 

BP,GREEN 

ES,BP 

KPREG 

AL UL 

$+5 

SRXXRK 

ROTER 

6 も 

KPREG 

BP ,BLUE 


PO , 

AL,ES: [BX] 
BP,GREEN 
ES , BP 
KPREG 

AL DL 


AL , ES: [BX] 
BP,GREEN 
FS,BP 
KPREG 

AL ,DL 

$+5 

SRXXO 
CONCK 


CH,0DFH 
KPREG 
BP , RED 


Eo 。BP 

AL,ES: [Bl 

BP,GREEN 

ES , BP '{ 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 

人 | 1 回 目 R 面 と 同じ 、 上 位 ノ 下位 は 違う 
和 キ 7 

GNEM 


DBX 

2 PTR [BX] ,OFFH 
BYTE PTR [BX],82H 
SHORT KRFST 


ーー 一" 


RSEIF: 


KEFST・: 
RFLP: 


RSSTF: 


CFFBRK: 


CKDBRF・ 


BP,GREEN 
ド デー ター00H の 場合 は GDAOF へ 


上 位 チ 下位 の 場合 は GCKE へ 


【BX] ,CL ' 
BX 

BYTE PTR 〔BX],81H 
DCON1 


2 回 目 以降 の デー タチ ェ ッ ク 
1 回 目 三 'R 面 AND CL」 と 同じ 、 上 位 / 下 位 
は 同じ 


ES , DP 
AL,ES: [BX] 
RCF 


ES,BP 

AL,ES: [BX 

BP JGREEN 

2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 

1 回 目 B〆R 面 と 同じ 、 上 位 / 下 位 は 違う 


BX 

BYTE PTR [BX],OFFH 
DBX 

BYTE PTR [BX],82H 
DCON1 

SHORT BRFL 

ト S/ 

AL。ES: EBX」 

KPREG 


本 デー タ が B 面 と 同じ で R 面 と 違う 場合 は BSTF 


M 
| 
》 
》 
?$ 
' 
? 
9 
》 
? 
》 
》 
》 
》 
?》 
》 
》 
?》 
》 
》 
3》 
》 
3 
》 
CH,07FH 
2 
》 
》 
9 
3 
》 
》 
》 
9 
》 
》 
》 
》 
3 
M 
》 
M 
? 
》 
? 
3 
》 
》 
M 
? 
7 
* 


CH,80H 

ABCHK ィ 上 位 デ 下位 の 場合 は GCKE へ 
$+5 

GCKE 


ーー 一 
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MOV LBXj ,CL 
INC B 
MOV BYTE PTR [BX] ,81H 
CALI, DCON1 
BREFL: 人 TDATA 
CALL KPREG 
MOV BP,BLUE 
MOV ES,BP 
CMP AL,ES: 【[BX] ( 
CALLL KPREG 
JE $+5 \ デー タ が B ノ R 面 と 同じ 場合 長く 連続 する 
J MP RSST ド '| ほう を 求め る 
MOV BP , RED 
MOV ES ,BP 
し KPREG 
CMP AL。ES: [BX ] . 
CALL KPREG 
JNE BSSJE 
MOYV BP,GREEN 
MOV ES ,BP 
締 二 上 INC8F 
J MP BRFL 
BSSTF: PUSH BX 
MOYV DL , AL 
MOY AL,CS:DCONT 
DEC AL 
JE BSED1 
了 \ デー タ が 「B ン R 面 と 同じ 」 か ら 「B 面 と 同じ 」 
| へ 決定 し た 場合 の 中 
BSFD1: DEC BX 1 
INC BYTE PTR [BXj 
POP BX 
MOV AL,DL 
J MP BFENT 
CFFB: AND CH,0BFH 
CALL KPREG ( 
MOV BP,BLUE ( 
MOV ROD 
CMP AL,ES: [BX] 
補 PA 
0 3S 。B '【 2 回 目 の デ ー タ チェ ッ ク 1 回 目 王 B 面 と 同じ 
CALL  KPREG | し 本 の 人 要 科 う ー 1 
JF ド $+5 
JMP GNEM 
STBSM: DEC BX 
MOV BYTE PTR [BX] ,0 
INC BX 
MOV BYTE PTR 【BX] ,82H 
ALL DCON1 
J MP SHORT BSFL 
BSTFx・ OR CH。40H 
MOV BP,GREEN 
MOV ES,BP サ デー タ が B 面 と 同じ で 上 位 下 位 の 場合 は 
時 用 ABCHK | GCKE へ 
JE $+5 
J MP GCKE 
NOV BYTE PTR [BX] ,0 
[ NC BX 
MOYV BYTE PTR [BX] ,81H 


ーー 引 2- 一 


BSFL: 


PFENT: 


INC1F: 


INC17: 


INC8F: 


INC13: 


INC8B: 


INCCF: 
INC8A: 


INC45: 


INCBB: 


INC66 : 
INC77: 


1C0F: 


INCM: 


INCM1 : 


INC8F 
SHORT BSFL 


AL,OFFH 
CS:KIMNAX,AL 
SHORT INCM1 
AL,7FH 
CS・KIMAX,AL 
SHORT INCIM1 
AL, OFFH 
CS:KIMAX,AL 
AL ,7FH 
SHORT INCM1 
AL,3FH 
SHORT INCM 
AL,0BFH 
SHORT INCM 
AL,OFFH 
SHORT INCM 
AL,OAFH 
CS:KIMNAX,AL 
AL,2FH 
SHORT INCN1 
AL,5FH 
CS:KIMAX,AL 
AL ,1FH 
SHORT INCM1 
AL,0BFH 
SHORT ICOF 


AL,6FH 

SHORT ICOF 
AL,7FH 
CS:KIMNAX,AL 
AL,0FH 

SHORT INCM1 
CS:KIMAX,AL 
Al,, 3FH 
CS:KBBSRT ,AL 
BYTE PTR [BXj 
AL。(CS: DCONT 
AlL。2 

IHLBB 
AL,CS:KIMAX 
AL , [BX] 

$+3 


AL,CS:KBBSRT 

BX 

BYTE PTR [BX] ,0 
BX 

BYTE PTR [BX] ,AL 
AL。2 


ー 224 一 





サ デー タ が B 面 と 同じ 場合 の 圧縮 処理 


「 圧縮 に 合わ せ た カ ウン ト ・ ア ッ プ 


IHLBB: 


KIMAX 


KBBSRT 
KBROCK 
KRROCK 
KXXOCK 


KEQGO 
KEQG1 
KE0G2 
KEQG3 
KEQG4 


TDAT1: 
TDATA: 


ADDDE: 


ADDD1: 


TOADD: 


TOAD1 : 


TDEND: 


TDE1: 


CS: DCONT ,AL 


AL,AL 
AL, 【[BX] 
$+3 


BX 
BYTE PTR [BXj 


BX 


0FkH 


マン ミーー ミ ーー ミー ミニー ミー ミー ミネ ーー ネー 


. 上條 し 。】 


CS:DCONT ,AL 


CS:KDTCKO,AL 


CL 
AL,CS:XSIZE 


DI,CS:YSIZE 
AL,ES: [BX] 
AL,AL 

TOAD1 


CS:KDICKO ,AL 


KPREG 


KPREG 

AX 
AL,CSiDCONT 
LA し 

TDE 1 

BX 


BX, DTMAX 
CKEXI 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


圧縮 ルー チン で 2 回 目 の デ ー タ を 得る 


) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
り 
) 
) 
) 
) 
fo エ が だ 
) 
) 
) 
) 
) 
] 
) 
) 
) 


1 バイ ト の 画面 デー タ を 得る 


次 の 縦列 に 入っ た 場合 の 処理 
(キャ リー・ フ ラグ を 立て て 戻る ) 


MOVER: MOY CS: OVERS, 1 


MOV BX, DTMAX-4 
MOYV BYTE PTR [BX] ,1 '| 最終 デー タ 時 の 処理 
INC DX '| 「POP AX」 は SP 合 わせ の ダミ ー 
1 0 PTR 【BX] ,0 「| 圧縮 デー タ ・ メ モリ チェ ッ ク 
MOV BYTE PTR [BX] ,OFFH 
INC BX 
MOYV BYTE PTR [BX] ,OFFH 
INC BX ( 
CKEXT: XCHG DX ,BX 』 
MOV AL,CS:KDTCKO 
OR AL AL 
JE EXRET 
MOYV は PC も SEEAISI 
MOY CS:[BP+0] ,DX 
5 1 し 
EXRET: RET 
KEXIST DM OFFSE] ATOP 
KDICKO DB 0 
DATAT1 DM OFFSET DTYPA1 ワー クエ リア 
DATAT2 DMW OFEFSET DTYPA2 
DATAT3 DM OFFSET DTYPA3 
OPEN3: ASSUME DS:DATSEG 1 
MOV AX,DATSEG1 
MOV DS ,AX i 
MOV S1.。CSs DDIOP 
MOV #L。 51 1 
ROR oe 1 
MOV BX,OFFSET DTYPB1 
ROR 人 も し.。 1 
JNB DTPS1 
MOV BX,OFFSET DTYPA1 
DTPS1: MOV CS:DATAT1,BX 
ROR AL, 1 T プレ ー ン 別 の デー タ ・ タ イプ (A/B) に より 
MOV BX,OFFSET DTYPB2 '| ワー クエ リア を 書き 換え る 
ROKR ん に 。 1 
JNB DTPS2 
MOV BX,OFFSET DTYPA2 
DTPS2: MOY し SsDATAT2.BX 
ROR し 。 ! 
MOV BX,OFFSET DTYPB3 
ROR AL , 1 
JNB DTPS3 | 
MOV BX,OFFSET DTYPA3 
DTPS3: MOYV CS:DATAT3,BX | 
XOK AL, AL 
MOV CS:KSHIE1 AL 
MOV し SR ドク AL 
MOV CS2 KSHTF ド 3 、』A し 
MOV DA。 じ Si:AXFPOS 
MOYV DX ,80 
MOV CL, [SI+1] ( 
MOV DI。 451+2) “ 
MOV CS:MAINL1,BX サ プロ グラ ム の 初期 化 
MOV CH,0 ( 
MOV CS:MAINL2.CX 
MOV CS:MAINL3 DI 
に た KPREG 
MOV 生 ル も SS DDTOUP 


ーー 一 


DTPS4: 


KBRGDI 
KLPON1 
KLPONZ 
KCPON 1 
KCPON2 
KCPON3 
MAINL] 
MAINL2 
MAINL3 


MAINL: 


BX,DSTARI 
CX,0 

KPREG 

AL , [SI+0) 
CS: KBRGDT ,AL 


AX ,BLUE 
BX,OFFSET KSHIF1 
DX,OFFSET GGDA1 
MAINL 


AX , RED 
BX,OFFSET KSHIF2 
DX,OFFSET GGDA2 
MAINL 


AX,GREEN 
BX,OFFSET KSHIF3 
DX,OFFSET GGDA3 
MAINL 


AL。 [51」 
BX,OFFSET DTYPB1 
AL,80H 

DTPS4 

BX,OFFSET DIYPA1 
CS:DATAT1,BX 

AL, AL 
CSkKSHIF1,AL 


AX,1ISIY 
BX,OFFSET KSHIF1 
DX,OFFSET GGDA1 
MAINL 


0 

OFFSET KSHIF1 
OFFSET GGDA1 
BLUE 

BLUE 

BLUE 

0 


0 
0 


ES , AX 

CS:KCPON1 ,AX 
CS:KCPON2 AX 
CS:KCPON3 ,AX 


AL,CS:KBRGDT 
。 

$+5 

NDISP 


AL , 1 

CS:KBRGDT ,AL 
CS:KLPON1 ,BX 
CS:KLPON2,DX 
BX,CS:MAINL1 
CX,CSk 有 HAINL2 
DI,CS:MAINLS 


一 当 ー 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


B 面 の 展開 / 表 示 





R 面 の 展開 / 表 示 





G 面 の 展開 表示 





ワー クエ リア 初期 化 


| 面 の 展開 表示 





メー タン だ 


展開 用 セグ メン ト 値 の セッ ト 及 び 保存 





| eeowen 


プロ グラ ム 初 期 化 


LOLOP: 3 CX 


USH D1 
MOV BP,CS:KLPON1 
MOV AL,CS: [BP+0] 
AND AL,00000011B 
JE LOLLP 
CALL KPRKEG 
DEC AL 
JE LPSF1 
DEC AL 
JE LPSF2 
MOV AL,DH 
MOV DH,DL 
MOV DL , AL 
J MP SHORT JLPON2 
LPSF2: ROR り ま も 。 1 
ROR DH, 1 ( 
LPSF1: KROR DL , 1 '[ 展開 し た デー タ を 画面 に 表示 する 
ROR DH , 1 「| (縦列 変更 時 は 必要 に 応じ DX を ロー テー ト す る ) 
CALL KPREG 
LOLLP: も ん ALL KPREG 
JLPON2: CALL CS:KLPON2 
CALL KPREG ' 
MOY ES: [BX] ,AL 
ADD BX,DX 
DEC DI 
JNE LOLLP 
1NC BX 
POP DI 
POP CX 
DEC CX 
JNE $+3 
REI 
INC DH 
JNE LPMHL 
MOYV DX,80 
ADD BX,DX 
JMP SHORT LOLOP 
LPMHL: MOYV DX ,-80 
ADD BX, DX 
J MP SHORT LOLOP 
GGDA1: OR CX,CXA 
JE NEWDT 1 
DEC CX 
MOV AL,CS:KSHIF1 
SHIF12: OR AL,AL 
癌 
DEC AL ンー 
TE SFT12 | DH デ 前 回 の デー タ 
| DL 今回 の デー タ 
MOYV AL,DH 
MOYV DH,DL 
MOY DL , AL 
JMP SHORT GDA1RT 
SFT12: ROR DL , 1 
SFT]1: KROR DL 。 1 
DAFIX1I: MOY AL,DL 
GDAIRT: RET 


ーー 0 一 


NEWD11: 


DTYPB1: 


DTYPA1: 
GSD5X1 : 


CONT01: 


CONTO11: 


STDCKO: 


GOOK1: 


GSDoA: 


GSDTO1: 


GS0001: 


GS00B1: 


MOV 
INC 
MOV 
ROR 


AL, 【BXJ 
BX 


DL , AL 
AL , 1 
3 
AL , 1 
AL , 1 
AL ,DL 
ADT 
$+3 

AL 
GSDTF 1 
AL 
GSDTO1 
AL.55H 
GSD5A 
AL,0AAH 
GSD5A 
CS:DATAT1 
AL ,33H 
DTYPA1 
AL,66H 
DTYPA1 


AL, 99H 
DTYPA1 


AL 。 AL 


CS:KSHIF1,AL 


AL,7FH 


AL,1 


CL, AL 
SHORT GS00B1} 


DL , [BX] 
B 


X 
CL, [BX] 
DX 
AL,AL 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


「| 新しい デー タ に 圧縮 が か か っ て いる か 
どう か を チェ ッ ク す る 


圧縮 サイ ン が 55H/AAH の 場合 の 展開 


ペー ンー ニー ニン 


「 先頭 圧縮 サイ ン が 00H の 場合 の 展開 


圧縮 サイ ン が 00H,00H の 場合 の 展開 


ーー 潜 ーー 


GSDTF1: 


GGDA2: 


BMENS2: 
BMENS22: 


RRDB1 ・ 
RRDB0O : 


RRBO: 


NEWD12: 


MM 
SHORT SIDCKO 
CL, [BXj 

DX 

SHOR] GS00B1 


CX ,CX 

NEWDT2 

CX 
AL,CS:KSHIF2 
AL,20H 


M 


+5 
SHIF12 
BP , BLUE 


AL,80H 
RRBO 
AL,000000115B 


H 
ES,CS:KCPON1 
KPREG 
AL,ES: [BX] 


KPREG 
ES,CS:KCPON2 


AL, [BX] 
DX 


CS:DATAT2 


》 
》 


サイン が FF の WS の 財 


R 面 デー タ 展 開 プ ログ ラム 
(B 面 参照 で な けれ ば SHIF12 へ ) 


け B 面 を 参照 し て デー タ を 得る 場合 


ーー290 一 


DIYPB2: 


DTYPA2: 


GSDT02: 


CONT02: 


STDC12: 
STDCK1: 


GOOK11: 


KSHIF1 
KSHIF2 
KSHIF3 


GSDTF2: 


CMP 
J 


AL,33H 
DTYPA2 
AL,66H 
DTYPA2 
AL ,99H 
DTYPA2 
AL,0CCH 
$+3 


CL, [BXj 


DL , AL 
AL,00100010B 
CONT12 


AL,[BX] 
BX 


AL,AL 
GS0002 
CL ,AL 
AL,10000000B 
CONT02 


G 
AL,ES: [BX] 
KPREG 


DL , AL 
AL,10100000B 
CS: KSHIF2 ,AL 
AL,7FH 

AL,CL 

GO0OK11 

CH, [BX] 

BX 


CL,[BX] 

BX 

CX 

AL,DL 
ES,CS:KCPON3 


(0 


ビ に] 
ーー 


5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


【 新しい デー タ に 圧縮 が か か っ て いる か どう 
を チェ ッ ク す る 


先頭 圧縮 サイ ン が 00H の 場合 の 展開 


パー ンー レデ 


GS0002: 


GS00R2: 


GSD5A2: 


BANDO00: 


BMA52: 


CONT12: 


RRRRO: 


GGDAS: 


BX 

SHOR] GS00R2 
DL , [BX] 

BX 

CL。 【BXJ 

BX 


AL,AL 
CS:KSHIF2,AL 
AL 

SHORT STDCK1 
CL,【BX] 


ES , BP 
AL,ES: [BX] 
KPREG 
AL,DH 


DL , AL 
AL,00100000B 
CS:KSHIF2 ,AL 
AL,0FH 

SHORT STDCK1 
CL,0BFH 
DH , DL 

KPREG 
BP,BLUE 

ES, BP 

AL,ES: [BX] 
KPREG 

AL,DH 

DL 4 し 
AL。00100001B 
CSkKSHIF2 。AL 


AL,SFH 
STDCK1 


AL,AL 
CSkKSHIF2 ,AL 
AL,2FH 
STDCK1 


CA ,CX 
NEWDT3 


CX 
AL,CS:KSHIF3 
AL,20H 


Pt 


'| 先頭 圧縮 サイ ン が FFH の 場合 の 展開 


圧縮 サイ ン が 00H,00H の 場合 の 展開 


{圧縮 サイ ン が 55H,AAH の 場合 の 展開 


の 


'| 上位 ノ 下 位 と も 同じ デー タ が 連続 し て いる 
{圧縮 の 展開 


{ G 面 用 デー タ 展 開 プ ログ ラム 


NEWDT3: 


DTIYPB3: 


DTYPAS: 


GXO081 : 


ES , BP 


CS:DATAT3 


AL,33H 
DTYPA3 
AL,66H 
DTYPA3 
AL,99H 
DTYPA3 
AL,0CCH 
$+3 

CL, [BX] 
BX 
CL,80H 
GX081 


AL,2 
GSDXXO 


ES , BP 


AL,ES: [BX) 


KPREG 
AL,DH 


DL,AL 
AL,00100010B 


CONT13 





5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


! 新しい デー タ に 圧縮 が か か っ て いる か 


と うか を チェ ッ ジ クウ 


サ デー タ が 「B 面 AND DH」 の 連続 の 場合 の 
'| 展開 (DH は 2 ロー テー ト す る ) 


RMAXX・ 


GSDTO03: 


CONTO3: 


GS0003: 


GSDIF3: 


GSD5A3: 


GSDXX0: 


CL ,0BFH 
KPREG 

BP , RED 

ES , BP 

AL,ES: [BX] 
KPREG 

AL,DH 

DL , AL 
AL,000100105B 
CONT13 


AL , [BX] 
BX 


AL,AL 

GS0003 

CL AL 
AL,10000000B 
CONT03 
CL,07FH 
KPREG 

ES,BP 

AL,ES: [BX] 
KPREG 

DL , AL 
AL,10100000B 
CSkKSHIF3,AL 
STDC12 

DL, 【BX] 

DX 


CL , [BX] 
DX 


AL,AL 
CS:KSHIF3,AL 
AL 

STDCK1 

CL, 【BXJ 

BX 


ES , 

AL,ES: [BX] 
KPREG 
DL , AL 


AL,10010000B 
SHOR] CONTO03 


ーー ー ェ ] マー ・ デュ ーー* ーー ト に ーー*  ・ マー* ーー に に ーー ーー ーー* に ーー* ーー* ーー ーー* に に に] に 


デー タ が 「R 面 AND DH」 の 連続 の 場合 の 
展開 (DH は 2 ロー テー ト す る ) 


頑 頭 圧 縮 サ イン が 00H の 場合 の 展開 


デー タ が 交互 連続 の 場合 の 展開 


元 頭 圧縮 サイ ン が FFH の 場合 の 展開 


連続 の 数 え 方 に より 分 岐 


CON00F: 


RMRKO: 


GRRRO: 


G5081: 


CONT13: 


RMA55: 


NDISP: 


ES,BP 

AL,ES: [BX] 
KPREG 

AL,DH 

DL , AL 
AL,00100000B 
CS:KSHIF3,AL 
AL,0FH 
SIDCK 1 


ES,BP 

AL,ES: 【BX] 
KPREG 

AL,DH 

DL,AL 
AL,00010000B 
SHORT CON00F 


AL,AL 
CS:KSHIF3,AL 
AL,1FH 
STDCK1 


DH,DL 
CL,07FH 
CL,40H 

RMA55 

KPREG 
BP,BLUE 

ES, BP 

AL,ES: [BX] 
KPREG 

AL,DH 

DL,AL 
AL,00100001B 
CS:KSHIF3,AL 
AL,3FH 
STDCK 1 


CL,0BFH 
KPREG 
BP,RED ・ 
ES, BP 
AL,ES: [BX] 
KPREG 


SHORT CONT13 


AL, 1 
CS:KBRGDT ,AL 


DX,AX 


ーーe5: 一 
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5 一 2 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ の 圧縮 と 展開 


デー タ が 「B 面 AND DH」 の 連続 
の 場合 の 展開 


デー タ が 「R 面 AND DH」 の 連続 
の 場合 の 展開 


'| 上 位 ノ 下位 が 同じ デー タ (ロー テー ト す る ) 
'| の 場合 の 展開 


デー タ が 「B 面 AND DH」 の 連続 
の 場合 の 展開 (DH は 1 ロー テー ト す る ) 


デー タ が 「R 面 AND DH」 の 連続 
の 場合 の 展開 (DH は 1 ロー テー ト す る ) 


NDILO: 


KEPBX 
KEPCX 
KEPDX 


KPREG: 


CODE 


DATSEG1 
DTOP 
DATSEG1 


SEGMENT 
DB 

ENDS 
END 


DL, [SI+1 】 
BX, [SI+2] 
BP,CS:XYPOS 
CX,DX 

DI,BP 

ST10SB 

BP,80 

BA 

NDILO 


0 
0 
0 


BX,CS:KEPBX 
CA,CS:KEPCX 
DX,CS:KEPDX 


PUBLIC 
OFFFFH DUP(?) 


+ 無 デ ー タ の プレ ー ン を 指定 サイ ズ で クリ ア す る 


] レツ スタ 人 ワー クエ リア 


レジ スタ 保存 用 


: デ ー タ 保存 用 セグ メン ト の 定義 





一 e 符 一 


5 一 3 グラ フィ ックス 刻 発 妥 支 援 ツ ー ル 





[ 顔 じ と ゃ な いよ 、 心 だ よ …… | と 言い な が ら も 、 本 心 は 美男 美女 に 憧れ て いる の 
が 人 生ま を い 考 も の 写す 。 ど ん な に ゲー ム の アイ デア や ブロ ダラ ミン グマ デル デニ ッ ャ ク 
が 優れ て いて も 、 そ れ だ け で は ゲー ム と し て の 魅力 を 満喫 する こと は で きま せん 。 
ゲー ム の 上 顔 、 そ を れ は や は り 画 面 を 構成 する グラ フィ ックス で す 。 

これ まで に 紹介 し て きた 種々 の テク ニッ ク も 、 画 面 次 第 で 価値 は 大 きく 変化 し ま 
す 。 い か に し て この 価値 を 高め る か 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ ツ ー ル の 存在 を 無視 し て ゲー 
ム を 語る こと は で き な い で し ょ う 。 これから 紹介 する 各種 ツー ル は 、 プ ロ 用 と し て 
私 が 開発 し た も の を 一 般 用 に リメイク し た も の で す 。 め っ た に 使わ れる こと の な い 
特殊 機能 は カッ ト し て いま す が 、 そ の 分 使い 勝手 を 向上 させ て あり ます 。 市 販 の ゲー 
ム と 同等 の グラ フィ ックス を 作成 し 、 し か も 本 書 で 紹介 し た テク ニッ ク に 合っ た デー 
タ を 得る こと が で きま す 。 大 い に 活 用 し て くだ さい 。 

プロ グラ ム は 、 大 型 グ ラフ ィ ッ クス 用 の 『PMAN98]」 、 キ ャ ラク タ 作 成 用 の 
rPTER98]、 ス キャ ナコ ント ロー ル 用 の 『SCAN98」 と に 分 か れ て いま す が 、 こ 
れ ら は 実行 ファ イル と し て セー ブ し て あり ます (PMAN98.EXE/PTER98.EXE 
/SCAN98.EBXE) 。 こ れ ら は 単独 で も 、 あ る い は メニ ュー (GMENU.COM) か ら で 
る 実行 で きる よう に な っ て いま す 。 で は 、 さ っ そく 実行 し て み ま し ょ う 。 








| A>GMBNU 
メニ ュー 画面 (写真 1) が 現れ た ら 、 希 望 の 番号 を 入力 し て くだ さい 。 矢印 1 +) 
キー で 選択 し 、 リ ター ン ・ キ ー で 実行 する こと も 可能 で す 。 











【PMAN98】 を 選択 する と …… 
画面 は 『PMAN98」 の メニ ュー に 変わ り ま す 。 こ こ で キー を 押す と 、 
この メニ ュー 画面 で 実行 で きる 内 容 が 示さ れ ま す (写真 2) 。 それぞれ の 内 容 は 次 の 
と お り で す 。 コ マン ド か ら の 回 避 は 、 特 に 指定 の な い 限 り キー 全 で きま す 。 
AD : セー ププ ロー ド な どの ファ イル を 扱う 場合 の ドラ イブ 指定 で す 。 
F : グラフィック を エディ ッ ト す る モー ド へ 移り ます 。 


"ーー 


*・。 Ki 1 1 fi le 
1 
…・ Load (plane 9 て 3) 

・・ To 聡 -DOS 
…・ Press data 
…・ Save File 
・・ Save (plane て 3) 
…・ Load *. 物 
…・ Load *.ST4 
…*・ HBrd copu 
"Hrd cop り (1/ の 2) 

・ Text ン Graphic 
*・ GTaphic move 
…・ End Pman98 


ーー 


*=( >。 ゆ ) (し 拓 き 生 半 

2=( 9 の )  P:pallet *:revive 

=( 9) Li:line Ki: ルル 
Titile  ^A:X 
MM:move “Yi:Y J ッ 





写真 2 『PMAN98」 の メニ ュー 画面 、 写真 3 『PMAN98』」 の エディ ッ ト 画 面 
F 指定 され た ドラ イブ の 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 
K 指定 され た ドラ イブ に ある ファ イル を 削除 し ます 。 フ ァイル 名 を 開い て きま すか 
ら 、 問 傍 え な いよ うに 入力 し て くだ さ A ぬ 。 
に ・ 圧 縮 さ れ た グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ を ロー ド し ます 。 フ ァイル を 一 覧 表示 し ます か 
ら 、 カ ー ソ ルキ ー (|[ 作 朋 円 円 ) で 選択 し て くだ さい 。 フ ァイル の 決定 は リタ ー 
ー で す 。 な お 、 マ ニュ アル 入力 も 可能 と な っ て いま す 。 ま た 、 ワ イル ド ・ カ ー 


ド を 指定 し た 場合 に は 、 フ ァイル を ワイ ルド ・ カ ー ド に 従っ て 、 表 示す る よう に 
設定 し て あり ます 。 

り ダ ー ン キー や で 決定 し た ファ イル の デー クタ 形 式 が 違う | DATA FILEI!U | 
と 表示 され ます 。 た だ し 、 圧縮 され た デー タ か どう か を 完全 に 判定 する こと は で 
きま せん の で 、 自 分 な り に ファ イル 名 に 工夫 を 北 ら し て 間違え な よみ 反し で てく 


だ さい 。 

SHIFT 十 L lO NH の 場合 の デー タ は 、 プ レー ン 別 の ベタ デ 
ー タ を 順番 に ロー ド し ます 。 ヵ 、 必要 の な Ss い プル レーン デー タ は 、 | ESC | キー 
JA 

P ・ グ フラ フィック 画面 の デー タ を 圧縮 し ます 。 画面 に は 圧縮 を か ける エリ ア を 指定 す 


る 梓 が 現れ ます の で 、 テ ン キ ー ( 過 , 回 ,[, 還 ) に て 調整 し て くだ さい 。 こ の 時 、 
人 
し て いま す 。 中央 部 を 圧縮 し た い 場合 に は 、 一 旦 コ マン ドレ ベル に 戻り 、 テ ン キ ー 

還 訓 に て 画面 を 動か し て くだ さい 。 こ の と き キー で グ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 表 示 状 態 に し て お く と 、 よ り 見 や すく な り ま す 。 デ ー タ 圧縮 が 完 
『 す る と 、 デ ー タ アド レス と 圧縮 率 が 示さ れ ま す 。 な お 、 横 の サイ ズ は 8 ドッ ト 
単位 と な っ て いま す 。 

・ 圧 縮 さ れ だ た デー タ を セー プ し ます か ら 、 フ ァイル 名 を 入力 し て くだ さい 。 圧縮 き 
0 
ーー プ で きか の よう 信 な っ て いま すず す 。 

SHIFT 十 S : S コ マン ド と 操作 方 法 は 同じ で す が 、 デ ー タ は 圧縮 を か けず に プレ ー ン 別に ベタ 
で セー ブ し て いき ます 。 必要 の な い プ レー ン は 、 キー で スキ ッ プ する こ 
と が で きま す 。 


V ・ し コマ ンド と 操作 方 法 は 同じ で す が 、『 ダ ・ ビ ンチ 』 の デー タ ・ フ ァイル を ロー 
ド グ 展 開 す る た め の コ マン ド で す 。 
2 ・ 上 コマ ンド と 操作 方 法 は 同じ で す が 、「Z'"? STAFFE』 シリ ー ズ の 画面 デー タ 


(640X400 : 拡張 子 =.ST4) を ロー ドン ノ 展 開 す る た め の コ マン ド で す 。 
(※「Z'S STAFF』 は (株 ) ツァ イト の 登録 商標 で す ) 


一 維 弟 一 


5 一 3 グラ フィ ックス 開発 用 支援 ツー ル 


米 : グラ フィ ッ ク 画 面 を カラ ーー ハー ドコ ピー し ます 。 カ ラー プリ ンタ の スイ ッ チ を 人 
れ 、 準 備 を 整え て お いて くだ さい 。 モノクロ の プリ ンタ の 場合 は 、 白 以外 は すべ 
て 黒 に な り ま す 。 エ リア の 指定 は デー タ 圧 縮 の 時 と 同じ で す 。 

だ ・ グ ゲラ フィック 画面 を 1280 ド ッ ト モ ー ド で カラ ー ハ ー ド コピ ー し ます 。 つ まり 、 全 
体 が 1/2 に 縮小 され て コピ ー さ れる わけ で す が 、 こ の モー ド で は 縦 ラ イン が 1 ラ 
イン ずつ スキ ッ プ され た よう に な り ま す 。 ま た 、 エ リア 指定 の 縦 は 16 ラ イン 単位 


と な り ま す 。 
SPACE : スペ ー ス キー を 押す た びに 、 テ キス ト 画 面 グ グラ フィ ッ ク 画 面 が 交互 に 切り 換 わ 
り ま す 。 「 


[, 団 ,[6], 剛 : グラ フィ ッ ク 画 面 を 上 下 左右 に 動か し ます 。 な お 、 キー を 押し な が ら 
「 移動 さき せ る と ドッ ト 単 位 に 動か すこ と が で きま す 。 
ESC  :GMENU.COM に よっ て 起動 し た 場合 に は メニ ュー 画面 (写真 1) へ 戻り ます 。 
また 、MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 起 動 し た 場合 に は 、MS-DOS へ 戻り ます 。 
M : 『PMAN98』 の 実行 を 終了 し 、MS-DOS ヘ ダイ レク ト に 戻り ます 。 


で は 、[E | キー を 押し て 画面 エディ ッ ト モ ー ド (写真 3) へ 入っ て み ま し ょ う 。 
画面 右 に 、 グ ラフ ィ ッ クス を 拡大 し た も の が 表示 され 、 そ の 下 に は エディ ッ ト 中 の 
状態 や 使用 で きる 主要 な コマ ンド を 示す 欄 が あり ます 。 コ マン ド に よっ て は 確認 や 
質問 を し て くる も の が あり ます が 、 そ れ ら は 枠 で 囲ま れ た メッ セー ジ 欄 に 現れ ます 。 
カー ソル の 移動 は テン キー に よっ て 行い 、 現 在 の ドッ ト 位 置 は |・ 三 (0.0) 」 の 部 分 
に 示さ れ ま す 。 キー を 押す と 高速 に 移動 で きま す 。 


[ エディ タ 部 に お ける コマ ンド] 
和 ・ 色 の 指定 。 右 下部 に 表示 きれ て いる カラ ー テ ー ブ ル 上 の カー ソル を [Il[6] キ ー で 移 
動 し て 指定 し ます 。 色 の 決定 は 、 リ ター ン キ ー で す 。 ま た 、 カ ラー テー ブル の 右 
端 は 、 下 部 に 示さ れる タイ リン グ カ ラー の こと で す 。 
/ : ドッ ト 位 置 の 記憶 一 ① 
久 :・ ドッ ト 位 置 の 記憶 一 ② 
P ・ パ レッ ト の 変更 
《4096 色 中 16 色 モー ド 時 》 
カー ソル キー (1 }) で 変更 し た い パ レッ ト 番 号 を 指定 し ます 。 パ レッ 
ト 番 号 を 指定 し た ら 、 テ ン キ ー (1,[I) で パレ ッ ト を 構成 する 色 の 成分 
( 青 、 赤 、 緑 ) を 選択 し ます 。 さ ら に 、 テ ン キ ー の ( 国 ,! 個 ) キー で その 
レベ ル (16 段 階 ) を 決定 し ます 。 
《8 色 中 8 色 モ ー ド 時 》 
パレ ッ ト 番 号 で 指定 し ます 。 
M : アー 双 で 囲ま れ た グラ フィ ックス を 、 現 在 カ ー ソ ル の ある 位置 に 移動 (コピ ー) し 


し 
L ・ ク ー 双 を 結ぶ ライ ン ま た は ボッ クス を 描き ます 。 
1 : タ イリ ング カラ ー に よる ペイ ント を 行い ます 。 通常 の ペイ ント 、 ボ ックス フィ ル 


の 他 に スー パー タイ リン グ と いう 特殊 ペイ ント が あり ます 。 こ れ は 、Zー 又 で 囲 ま 
れ た エリ ア に ある 指定 の 一 色 (また は 黒 以 外 の 全 色 ) を タイ リン グ カ ラー で 塗る 
と いう も の で す 。 タ イリ ング カラ ー の 指定 は 、 実 際 に 色 を 確認 し な が ら 作成 する 
こと が で きま す 。 

玉 ・ 拡大 表示 され て いる 部 分 に 限り 、 初 期 状 態 (その ボッ クス 内 に 入っ た 時 の 状態 ) 
に 戻す こと ら が で き 狗 すず す 。 

K : 漢字 表示 。 漢 字 コ ー ド 表 を 見 て コー ド 番 号 で 入力 し て くだ さい 。 

X  :ZーX で 囲ま れ た 部 分 を 左右 反転 し ます 。 


ーー 


\ ・ 一 文 で 囲ま れ た 部 分 を 上 下 反 転 し ます 。 

ーー ラー エディット エリ ア の 変更 。 右 側 の 隙 さ れ た 部 分 を エディ ッ ト し た い 場 合 に 使用 し 
ます が 、 ペ イン ト を や 移動 な どす べ て の コマ ンド は 画面 に 表示 きれ て いる エリ ア に 
対し て の み 行 われ ます 。 そ の た め 、Zー 又 に よる 指定 も 連動 し て 動き ます か ら 注 意 
し て くだ さ Wi。 

カナ  : [カナ | キー を ロッ ク す る と 、 拡 大 され て いる 部 分 が ボッ クス で 示さ れ 、 移 動 も 
の どの 人 5 紗 義家 。 

H.CLR : カー ソル を 左上 に 移動 し ます 。 | カナ | キー ロッ ク の 場合 は 拡大 ボッ クス を 左上 に 
移動 きせ ます 。 

ps キー と 同様 に 、 カ ー ソ ル あ る い は 拡大 ボッ クス を 、 そ れ ぞ れ 右 上 、 
左下 、 右 下 に 移動 きせ ます 。 

ESC  : 『PMAN98」 の メニ ュー に 戻り ます 。 


【PTER98】 を 選択 する と …… 
画面 は 『PTER98】 の メニ ュー に 変わ り ま す 。 こ こ で | HELP | キー を 押す と 、 こ 
の メニ ュー 画面 で 実行 で きる 内 容 が 示さ れ ま す ( 写 真 4) 。 それぞれ の 内 容 必 過 の 
お り で す 。 
A…D : セー ププ ロー ド な どの ファ イル を 扱う 場合 の ドラ イブ の 指定 で す 。 
に Rs モー ド へ 移り ます 。 
ト ・ 指定 され た ドラ イブ の 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます 。 
K ・ 指定 され た ドラ イブ に ある ファ イル を 削除 し ます 。 
L ・ パ ター ン デ ー タ を ロー ド し ます 。 全 フ ァイル 名 を 表示 し ます か ら 、 番 号 で 和 寺 え て 
くだ さい 。 な お 、 ワ イル ド ・ カ ー ド の 指定 も 可能 で す 。 
で Ao ファ イル 名 を 人 入力 し て くだ さい 。 
ESC  :GMENU.COM に て 起動 し た 場合 に は メニ ュー 画面 (写真 1) へ 戻り ます , 
また 、 凍 ンド ライ ン か ら 起 動 し た 場合 に は MS-DOS へ 戻り ます 。 
M ・ TPTER98』 の 実行 を 終了 し 、MS-DOS へ ダイ レク ト に 戻り ます 。 


1:9999 2:9489 3:0999 4:9D99 


== PTER9S == (C)1991 bu T.Hidaka & NM.Rouama ver.1.9 947F “の 8FF ^@DF ~11 軒 


・・ Drive n…D 

…・ Edit 

…・・ DiF *.* 

…・ Ki fjile 

…・ Load & Displau 
・・ To 「 稚 -DOS 


S: 1290 6:1689 7:1B99 8:1F69 
16 條 “1RFF “1F 征 ^23FF 


9:2499 n:2889 B:2D99 C:3189 
^e87F ^~ 人 


に 類 | | || | F:f.box 
*=( 9 9)-1 =:pop  +:PpuSh 

Z=( 9, の -1 Ti:test P:pallet 
=( 9, 9)-1 ^R,.^Qresd data 
XY テウ  ^D,。 便 make dat8 





写真 4 『PTER98」 の メニ ュー 画面 写真 5 『PTER98」 の エディ ッ ト 画 面 
キー を 押し て 画面 エディ ッ ト モ ー ド (写真 5) へ 入っ て み ま し ょ う 。 
画面 左 に 、 パ ター ン を 拡大 し た も の が 表示 され ます 。『PMAN98]」 と ほとん ど 同 じ 


で す が 、 キ ャ ラク タ ・ パ ター ン 用 と いう こと で いく つか の 違い が あり ます 。 


ーーg5 リ ーー 


5 一 3 グラ フィ ックス 開発 用 支援 ツー ル 


[ エディ タ 部 に お ける コマ ンド ] 


い ) 


D 


C う 


〉 


是 か 


> 


・ キ ャ ラク タ ・ パ ター ン の サイ ズ を 示し て いま す 。 作成 し た い パ ター ン の サイ ズ に 


合わ せ て くだ さい 。 


: デー タ の タイ プ を 示し て いま す 。 通常 の BRGI デ ー タ と 、 く り 抜 き デ ー タ を 含ん 


だ も の が あり ます 。 透明 部 分 の ビッ ト を ゼロ と する タイ プ が [TO0BRGI」 で 、 
1 と な る タイ プ が 「T1BRGI]」 と な り ま すか ら 、 プ ログ ラム に よっ て 使い 分 け て 
た 7 の SVY。 


・ 色 の 指定 。 右 下部 に 表示 され て いる カラ ー テ ー ブ ル 上 の カー ソル を テン キー (4I, 


[@]) で 移動 し て 指定 し ます 。 色 の 決定 は リタ ー ン キー で す 。 また 、 カ ラー テー プル の 
右端 は 、 下 部 に 示さ れる タイ リン グ カ ラー の こと で す 。 


・ ド ッ ト 位 置 の 記憶 一 ① 

・ ドット 位置 の 記憶 一 ② 

・ 選 ー メ で 囲ま れ た 部 分 を 左右 反転 し ます 。 

・ ZZ 一文 で 囲ま れ た 部 分 を 上 下 反 転 し ます 。 

: エディット 中 の パタ ー ン を 記憶 し ます 。 

: 記憶 し て ある パタ ー ン を 再生 し ます 。 

: クー で 囲ま れ た 部 分 を カラ ー 番 号 で 示さ れ た 人 色 で 塗り つぶ し ます 。 

: クー で 囲ま れん た グラ フィ ックス を 、 現 在 カ ー ソ ル の ある 位置 に 移動 (コビー) し 


ます 。 


: パ ターン の アニ メー ショ ン ・ テ スト を 行い ます 。 最初 に アニ メー ショ ン の 順序 を 


入力 し 、 次 に 好み の ウェ イト を 入力 し て くだ さい 。 な お 、 ア ニメーション 中 は 、 
スペ ー ス キー で 一 時 停止 する こと が で きま す 。 


: パレ ッ ト の 変更 


《4096 色 中 16 色 モー ド 時 》 


カー ソル キー (1 1!) で 変更 し た い パ レッ ト 番 号 を 指定 し ます 。 パ レッ 
ト 番 号 を 指定 し た ら 、 テ ン キ ー( 図 , 軸 ) で パレ ッ ト を 構成 する 色 の 成分 
( 青 、 赤 、 緑 ) を 選択 し ます 。 さ ら に 、 テ ン キ ー の (4l,[6])) キー で その レ 
ベル (16 有 段階) を 決定 し ます 。 


《8 色 中 8 色 モ ー ド 時 》 
パレ ッ ト 番号 で 利和 定 し ます 。 


R エディット 中 の パタ ー ン ・ デ ー タ を リー ド し 画面 上 に 表示 し ます 。 

^A  : すべ て の パタ ー ン ・ デ ー タ を リー ド し 画面 上 に 表示 し ます 。 

^~D  : エ ディ ッ ト 中 の パタ ー ン を デー タ 化 し ます 。 

^F  : すべ て の パタ ー ン を デー タ 化 し ます 。 

あー ! キー を ロッ ク す る と 、 エ ディ ッ ト ・ パ ター ン を 上 下 左右 に 移動 きせ る こ 

ど と が で きま ます 。 

H.CLR : カー ソル を 左上 に 移動 し ます 。 

プ .。  : それ ぞ れ カー ソル を 右上 、 左 下 、 右 下 に 移動 し ます 。 

ES IPTER98] の メニ ュー に 戻り ます 。 

【SCAN98】 を 選択 する と …… 


画面 は [SCAN98]】 の コン トロ ー ル 画面 (写真 6) に 変わ り ま す 。 ス キャ ナ は 種 
頼 に よっ て 機能 が 違い ます か ら 、 必 ず 機 種 を 合わ せ て くだ さい 。 主要 な 部 分 は 機種 
設定 に よっ て 選択 肢 が 制限 され る よう に な っ て いま す 。 た だ し 、 ス キャ ナ は 細か な 
部 分 に お ける 仕様 の 違い が 結構 多い た め 、 プ ログ ラム 側 で すべ て に つい て 正確 に 判 
断 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 サ イズ や DPI な ど に つい て は マニ ュ ア 
ル で は 不可 能 な 設定 も で きる こと が ある か も し れ ま せん が 、 そ れ ら は 無視 され ます 
の で 注意 し て くだ さい 。 な お 、 各 機能 の 設定 は DPI の 一 部 を 除い て すべ て ロー タリ ー 
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式 に な っ て いま す 。 ま た 、 実 際 に スキ ャ ナ を 使用 する 場合 に は 、 ボ ー レ ー ト 等 の 通 
信条 件 を 本 体 と スキ ャ ナ 側 で 一 致 さ せる 必要 が あり ます 。 本 ソフ トウ ェ ア は 、 下 記 
の 条件 で 動作 を 確認 し て お り ま す の で 最初 に 本 体 ア スキ ャ ナ の 設定 を 行っ て くだ き 
い 。 六 印 は 、 ス キャ ナ が 本 体側 に 要求 し て いる 設定 で す 。 


*※ RS-232C 通信 条件 <・ SCANS ・・ (C)1991 bu T.Hidaka & M.Rouama ver.1.9 
ボー レー ト : 9600 ボ ー 
通信 方 式 : 全 二 重 1 
人 er が 無効  . 和 
スト ッ プ ビッ ト 長 : 1 ビット < 
XY デー タビ ピット 長 : 8 ビッ ト 6: 
S パ ラメ ー タ  : 無効 SPC TexLGraphio 
DEL コ ー ド  : 有 効 roy oy 
穴 パ リティ チェ ッ ク : な 
パリ ティ ・ 偶数 





写真 6 『SCAN88」 の コン トロ ー ル 画面 


[SCAN98 に お ける コマ ンド ] 


0 ・ ス キャ ナ の 機種 設定 。 こ ちら で 登録 し て ある あの ee 
れ た だ た も の 以外 で も マニ ュ ア ル に | 機能 は ンー に 準ずる | と た いて い 表 示さ きれ て い 


る は ず で すか ら 、 そ れ に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 な お 、HS40CL ノ HS60F( オ 
RY Rai 、 セ ー プ デー タ が 「ZS STAFEJ」 シ リー ズ の ファ イル 「※*.ST4 | 
に 対応 し て いる 場合 は 、『PMAN98】 で ファ イル を 直接 ロー ド ノ 展 開 (Z コ マン 
ド ) する こと が で きま す 。 登録 済み 機種 :PC- 1 PC-IN503,PC-IN503H.PC- 
IN505,PC-IN506,PC-PR406S,PC-PR406HS (以上 、 日 本 電気 ) 
HS7R,HS7R2,HS10R,HS10R2 (以上 、 ys 
・ モ ノ ク ロ 、 カ ラー ( 面 順次 プ 線 順次 ) の 選択 
: 画面 表示 方 向 の 選択 (縦横 ) 
・ 画面 表示 の 際 の 縮小 率 (1/1 ,1/2) 
・ ス キャ ナ 側 で 読み 取っ た デー タ を 縮小 する 場合 、 間 引か れ た デー タ を 隣接 する デー 
タ と OR を 取っ て 残す か どう か の 選択 で す 。 た だ し 、 機 種 に よっ て は この 機能 
無視 し ます の で 、 マ ニュ アル で 確認 し て くだ さい 。 
り ・ 読 み 取 り 部 の サイ ズ を 指定 し ます 。 
5 : 読み 取っ た デー タ を その まま 表示 する か 、 日 黒 を 反転 し て 表示 する か を 選択 し ま 
す 。 通常 は ノー マル で す 。 
米 ye ・ 8 スキ ャ ナ ( 2 本 体側 で も スタ ー ト スイ ッ チ を 押さ 
ょ けれ ば な ら な いも の も あり ます 。 な お 、| ESC | キー に より 途中 で スキ ャ ナ を 
本 * で き ます 。 
H.CLR : 画面 を クリ ア し ます (CLS 2)。 
SPACE : スペ ー ス キー を 押す た びに 、 テ キス ト 画 面 / カ グラ フィ ッ ク 画 面 が 交互 に 切り 換 わ 
ます 。 
ESC : GMENU.COM に よっ て 起動 し た 場合 に は メニ ュー 画面 (写真 1) へ 戻り ます 。 
また 、MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 起 動 し た 場合 に は MS-DOS へ 戻り ます 。 


以上 が 、 本 書 で 用 意 し た グラ フッ ク ・ ツ ー ル の 全 機 能 で す 。 一 度 に すべ て の 機能 

を 覚え る の は 大 変 か も し れ ま せん が 、 ゲ ー ム 制作 に お いて は どれ 一 つと し て 欠か す 
こと が で き な い も の ば か り で す 。 ぜ ひ 、 う まく 使い こなし て 市 販 ソ フト を 越え る ゲー 
eu に セレ ン が し て くだ きめ 。 
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玉生 


付録 8086 ニモ ニッ ク 一 覧 表 





ニモ ニッ ク の オペ ラン ド で 使わ も われ て いる 記号 の 意味 


reg 8 また は 16 ビ ッ ト の 汎用 レジ スタ 
reg8 8 ビッ ト の 汎用 レジ スタ 
reg16 16 ビ ッ ト の 江 有 用 レジ スタ 


mem 8 また は 16 ビ ピット ・ と が ザー ショ ン 


mem8 
mem16 
mem32 
aCC 


ぐ ぷ 


STGg 
1 中 


1mm8 
1imm1l6 
neaTDTOc 
farpToc 
nlabel 
flabel 
slabel 
memDtT16 
memDtT32 
Tegptr16 
PValue 
eXOD 


立 潤 
ロマ 笠 飼 人 移 SH 沈 
き ざ 選 恒 忌 菩 ! 太 1 但 テ 
S 立 Or ざさ 志 並 ③ 
キツ さき さき さき こき きき 党 誤 


アキ ュ ム レー ドク 
AX の 下位 8 ビ 
AX の 上 位 8 ビ 
ベー ス ・ レ :* 
BX の 下位 8 ビ 
BX の 上 位 8 ビ 


の が YS る 9 る 
っ だ フチ ハマ プ 補 ア ア 


志 。 
Ns 
di 、 
肖 

| 


か 
Mi 1 尽誠 | 1 
NYA 六 ア 


水 

ーー ト ーー 

LA も くん 
メメ 94 


で デー 
一 


S つ と と と ささ 中 論 
" ソ の もり る も 745 て 人 < 


普 


rrrv ユ で か くき 
ご で で 6 テア ロア デパ 
くく ( 計 1 計 シ 

ー ざ びび 
びび の 滞 NINLH 


ん ママ ーー 十 
ーー ン デ ご 


( ル 

FN 

ぷ 
EN。 
H 
0 


(16 ビ ッ ト ) 


(アキ ュ ム レー 


(16 ビ ッ ト ) 


(16 ビ ッ ト ) 


(16 ビ ッ ト ) 


斗 千 千 ス メス NH 1 
NN ざさ で メ マイ プ 


問 
ア 絆 ば きき ププ | 全 


べ 
ep 


| 


導く ざさ マ 9 デマ 
さき ご テテ デーブ 功 愛さ と 


タ 8 ビ ッ ト ) 





ッ ト ) 
デット ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
ッ ト ) 
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て ある ダブ ル ワ ー ド 





本 た オーー よー 
議 較 交 化 な し 
/ 不定 
| 結果 に 従っ て 変化 する 


| リセット 
セッ ウト 
| 退避 し た 値 を A ト 7 する 





か 


葉 
さ 
| 


と ざい ざ V 吊 
NM 1 の 5 誠 さ 
NNMNGNMNTN 


Mi 1 マロ ご 


| パ 
較 サ 
デ 
イ 
間 
紳 ト 


ンタ 導い 衝 


| 7 | ルン 8 A ま た は B 
に に デー”SY 
ッ ト ・ ア ドレ 


ー コ 衝 ! た の お と の 利 生 EL て ダイ レク ト 
っ た ベー ス ま た は イン デック タス ・ レ ジス タ に 


16 ビ ッ ト ・ オ ペラ ンド で は 4 クロ ッ ク 加 える 。 


ー バ ー ラ イド に は さら に 2 クロ ッ ク 加 える 


・ フ ィ ー ル ド (0 or 1) 
導 1 ド (000 ン 111) 

ジス タ ・ フ ィ ー ル ド (00 て 11) 

まり ・ フィ ー ル ド (000 ン 111) 

2 ド (00 ン 10) 

data=16 ビ ッ ト 、 そ れ 以 外 は data= 8 ビッ ト S:= 11 の と き バ イト デー タ の 
0 

ョ ン ・ コ ー ド の 初め の 3 ビッ ト 
ョ ヨン ・ コ ー ド の 2 番目 の 3 ビッ ト 


へ 坦 TNI 





g9 キ の 放 で てき で て 


"3 
叶 





ーー トス ーー スタ の 選択 セグ メン ト ・ レ ジス タ の 選択 





* T/m は mod の な い 場 合 
メモ リ ・ ア ドレ ッ シ ン グ 
[BX+SI ] [BX+SI+disp8] [BX+SI+disp16 


] 
[BX+DI+disp8] [BX+DI+disp16] 
LBP+SI+disp8] LBP+SI+disp16] 


[BP+DI+disp8] [BP+DI+disp16] 

[SI+disp8] [SI+disp16 

[DI+disp8] [DI+disp16] 
[DIRECT ADDRESS] | [BP+disp8] [BP+disp16] 
[BX] [BX+disp8] [BX+disp16] 





XY ONI 【 陽 軸 利 】 | ・XXXX・・X 
タラ を ユタ 団 の 4 と ツン | ・XXXX・・X | VH+GI 
[ Aq uemerONI | ・XXXX・・X | 6 ONI 


HI8=TV: VVQ 
HGd/= ニ 1]W:  H9L'TV ddY 
Hee つ 1V: HG6*TY AON 
【 崎 出 事 】 

と ル 肥 古 農 の テ スイ スマ @⑳@ う ) 

TV タタ 普 暴 草 喧 洗っ 】 頑 秋 01 サ 各 Z 





uOTJTDPW 10』 1SnFPW [BmIo9 | XXXXX・・。 YY 
Xq+XV つ XY:  Xd'XY ddY XXXXX・・X mt' っ op 
【 咽 出 和 】 | XXXXX・・X To 
XXXXX・・X mmT* 39r 
XXXXX・・X Sm 99J 
すり 革 ま 9 き 9J“ 9 
& 嘩 慕 OUOI1IY | XXXXX・・X 391* gr dQV 
O+Xd+XY つ XY:  Xd'XV OqY XXXXX・・X mt'oo ゃ 
【 陣 軸 和 】 | XXXXX・・X 四 四 T* 9 
XXXXX・・X mmT'39r | 
XXXXX・・X Sm* 9J さ 
と ルネ 慕 肢 潜 晴 ネ キー(( を キ | XXXXX・・X 991* mo | 
Arre) H1IA PV | XXXXX・・X 39r* 99J 2dV 
(HL0=HY) HZ0=TV: VVY 
/+,G つの 1TV: HZS7TV qqQVY 
G っ つ 1W: HG6'TV AON 
HOO つ HV: HOO'HV AOM 
【 陽 出 尋 】 
々 YY っ 9HVB 6 すす 坦 "と 抽 え 骨 の 
テラ う イ イマ @ つ 944 と くべ イ TV 錠前 壁 
曹 貯 明生 9 同一 ビー キン と 有 可 01 
UOT] TDDW +0J』 SnFDV TIOSW | X2X42・・6 I YVV 





し ーーーーーーーーーーーーーーーーー ヒ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーー 靖 ーー 


JdVZSIQO 0 TZ6%《r7989 ん Xam |orgsys94|X8H 
人 惨 々 ^ ぐ ベロ | 居 せ と NZ くら と ン ッ | 々 バー キー 
ze TV pr 


( 明 さ ^ ム シン ィ ズレ イイ 隊 正 狼 ) 挙 当 一 Z^ バ ニキ ニー9808 



















































































Xd-XV ひつ XY: Xd'XYV IS XXXXX・・X 四 四 T* つ OB 
【 央 肌 処 】 | XXXXX・‥X 四 T* mom 
XXXXX・・X TI* Sr 
XXXXX・・X Sm' 9J 
生 員 慕 用 | XXXXX・・X 99r* mm 
U0T1JP+1dIIS | XXXXX・・X づ 9J“* 39J dI1S 
0-Xd-XV つ XYV: Xd'XY ddS ルル ルル ル ・・ ル WT' OOB 
【 陣 財 処 】 | XXXXX・・X mt' mom 
ル AXXXX・・X IT' 9r 
XXXXX・・X om' 99J 
に 立っ ぼ 萬 寝 注 号 ネ -(4 ま | XXXXX・・X 99+* mo 
名 O り JJ0d HH] 名 1OPJ1JTS | XXXXX・・X 9J* き 9J ddS 
XY 94N 【 陣 出処 】 | XXXXX・X 
雄 股 の 音 慰 の (YY 44 9193N | XXXXX・・X 39 り dN 
XY Ja 【 峰 笛 処 】 9139r 
愛 を 1- 門 団 の .】 ん <2 vV ま El 
[ 4q 1uemer9 8 9J J4Q 
H8Z TV: SV 
Hde 1 HG6'TY dlS | 
H69 つ TV: H69'TV AON < 〇 
【 陣 軸 処 】 に Y 
ママ 双 還 朋 の テス イス イマ @⑳@ 涼 こつ 77VXY | 
.44 芝 赤 叶 草 織 愛用 3 克 各 01# 各 < 
IOT19B13dnS JOJ 1SnFDV [Bmroed | XXXXX・・/ SYG 
ネ 玉 玉 来 NF すす 旬 和 ます 四 田 T' つ OB 
Xd'XV dNO XXXXX・・X 四 軸 T* mo 
【 内 出 処 】 | XXXXX・・X mmT' 39r 
XXXXX・・X Sm' 9J 
運 本 | XXXXX・…X 99* mo 
92JnOS O] UOr1eUT1S9D 9JBedJMO2 | XXXXX・・X 39r* 98r JR 
(Hdd=HVY) H60=TV: SYV 
9 ー の 1V: H96 JY dI1S 
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